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第一回　俺と曹そう操そうと孫そん堅けんが揃そろって洛らく陽ようを落とせないはずがない









●洛陽包囲戦の戦場より




　唸うなる宝貝パオペエ！

　舞まいあがる砂さ塵じん！

「気」を解き放った関かん羽うの背後に翻ひるがえるは、雄お々おしい龍りゆうのシルエット！

　迎むかえ撃うつは、地上最強の封ほう神しん英えい傑けつ・呂りよ布ふ奉ほう先せん！

「呂布に追いついたよ、関羽ねえ！　宝貝解放っ！　駆かけ抜ぬけろ蛇じや矛ぼうッ！　こんどこそ決着だーっ！　行っけえええええええ！」

「姉妹連撃で一気に攻せめましょう！　関羽雲うん長ちよう、参ります！　お願いします、わが宝貝・青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう！」

「……わ、我は天下最強にして、国こく士し無む双そう、りょ、呂布奉先なり……関羽、張ちよう飛ひ。今日こそは倒たおす……！　か、駆けよ、赤せき兎と！」

　三国志一の元気っ子・張飛益えき徳とくが繰くり出す蛇矛と、武神・関羽雲長が振ふり下ろす青龍偃月刀。最強の姉妹連撃に対して、孤こ高こうの姫ひめ将軍・呂布は赤せき兎と馬ばの上でただ一人、黒い「気」を放つ方ほう天てん画が戟げきを掲かかげて迎え撃つ──！

　両者の間合いは、ぐんぐんと「必殺」の至近距きよ離りへと迫せまっている！

　今、ここに決戦の時、来たれり！

　ところが。

　ジャーン、ジャーン！

　呂布の背後、洛陽の城門の向こうから、「退たい却きやく」のドラが鳴らされていた。

「……むっ。またしても……か、賈か詡くめ……われら武人の勝負にまたしても水を差すか。しょ、勝負は他日……！」

「あっ、こら！　待てっ呂布ーっ！　うわあああん、また逃にげられたっ！　これで通算何度目の水入りなのさあ？　赤兎馬、速すぎィ！」

「追っても無理です張飛。赤兎馬はいつでも洛陽城内へと退却できる速度の持ち主。われらの馬の脚あしでは、とても追いつきません。遠えん隔かく距きよ離りから勝負できればまだしも、私の青龍偃月刀も張飛の蛇矛も接近戦宝貝ですし、この距離からの追い打ちは困難です……ぐぬぬ」

「もうさあ。城内に突とつ入にゆうしちゃおうよ！　これって明らかに董とう卓たく軍の時間稼かせぎじゃん。毎日同じことの繰り返しで、兵ひよう糧ろうが切れちゃうじゃん！」

「落ち着け、張飛！　城内への突入はダメだぞ、董卓の罠わなだ！　この劉りゆう備び玄げん徳とくが命じる、挑ちよう発はつに乗るな！」




　やあ諸君。ここは三国志世界こと「真世界」。

　わが真しん名めいは水みず城き秀しゆう一いち。この真世界では、「二代目劉備玄徳」に封ほう神しんされた封神英傑だ。

　ある日、横よこ浜はま中ちゆう華か街がいで、謎なぞのＭＲゲーム「SANGOKU 大戦争オンライン」のベータテスターとして参戦すべくゲートを潜くぐったら、そこは三国志世界風の「真世界」だった。

　ゲームじゃない！　ゲームじゃない！　ほんとのことさ！

　しかも、黄こう巾きん族ぞくの蜂ほう起きによって乱れに乱れたこの国を再統一しなければ、俺たちは元の世界──こちら側用語で言うところの「異世界」には帰れないのである。

　この真世界では、劉備や曹操、孫堅たちオリジナルの正史英えい傑けつがとある事故によって消えてしまったので、水すい鏡きよう先生たち仙せん人にん道士どもが三国志好きの異世界人を召しよう喚かんして「封神英傑」に封ほうじ、ほんものの英傑の代わりに統一戦を戦わせていたのだ。

　俺たち封神英傑が、まるでゲームのキャラクターのような能力値パラメーターやら固有スキルやらを所持していて、それらの情報を背後のステータスウィンドウにしょっているのは、英傑消失問題に直面した仙人道士たちが、召喚された異世界人に正史英傑の能力を紐ひも付づけする「封神英傑システム」という無茶なシステムを構築したためらしい。

　で、まあ、俺は天才だから別に劉備でも韓かん玄げんでも問題ないのだが、こともあろうに、わが妹・水城那な波なみと沢さわ渡たり雪ゆき乃のが、張飛と関羽に封神されてしまった。

　放置しておくと二人の妹は、高確率で正史英傑の「運命」を再現する羽目になる。

　封神英傑は、正史英傑の能力を引き継つげる代だい償しようとして、正史英傑の「運命」まで背負ってしまうのだ。油断すると、正史もしくは演義の英傑と同じルートへ陥おちいる「運命」イベントが発生してしまう。無理を重ねている封神英傑システムの副作用とでも言うべきか。

　しかも、俺たちの活動時間にはタイムリミットがあって、一定の時間が過ぎると万ばん里りの長ちよう城じようの北方から謎の亜あ人じん軍団が南下を開始し、中ちゆう原げんの人間たちは滅ほろぼされる。しかも亜人どもは、泰たい山ざんに設置されている封神英傑召しよう喚かんゲート経由で異世界まで狙ねらっている。

　亜人の正体は不明で、北方の騎き馬ば民族とは完全に別物。むしろ今は、騎馬民族の各部族たちが亜人の侵しん攻こうを防ぐべく北の大地で戦っている。

　もしも万里の長城を突とつ破ぱされたら事実上、人類史は終わる。真世界でも、異世界でも。

　なので、劉備三兄妹の長兄である俺は二代目劉備玄徳としてこの乱世を統一し、真世界の人間たちを「漢かん」の旗のもとに束ねて亜人どもの侵攻を食い止め、那波と雪乃を無事に元の世界へ帰き還かんさせると決めたのだった。

　見よ見よ。今、われら打だ倒とう董卓連合軍は虎こ牢ろう関かんを突破し、封神英傑全殺を宣言した暴君野や郎ろう・董卓が立て籠こもる王都洛陽の城じよう壁へきへと攻め寄よせている。フハハハハ！

「って、高笑いしている場合じゃないよぅ、アニキ～！　こんどは南門から呂布が出現したよ！　さっきまでこの東門前にいたはずなのに、もう南に移動してる～！」

　おお。ほんとうだ。エルフとみまごう金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美しき姫将軍・呂布が赤兎馬を駆って、蒼そう天てんを飛んでいる！　さすがは飛将軍。ビジュアルも能力も人外のクッソチートだな。

　張飛に封神された那波が、馬上で「ぐぬぬ」と唸うなっている。

　洛陽攻こう略りやく戦にとりかかって以来、那波はずっとこんな調子で「呂布出現情報」に翻ほん弄ろうされ続けているので、すっかり涙なみだ目めだ。

　那波は俺の義理の妹で、一見するとギャル風の小生意気な奴やつなのだが、兄の教育指導のたまもので中身はすっかり三国志オタなのだ。うーむ。もう少し勉強させておけば、知力21が成長上限値などという事態にはならなかったのだが。那波の知力は、リセマラしても上じよう昇しようしないからな……。

　ちなみに、俺さまがこっそりこの世界の地下だかどこかに隠かくれている自じ称しよう「魔ま女じよ」の諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいと契けい約やくして俺自身と那波をリセマラしたことは、誰だれにも秘密だ。バレたら因果律が崩ほう壊かいして、この真世界そのものがどうなるかわからんからな。

「むむむ兄さん。私とななちゃんが二人がかりで戦わなければ、呂布は押さえられません！　このままでは右往左往しているうちに兵糧が尽つきます！」

　関羽に封神された雪乃は、顔を真っ赤にして怒おこっている。

　雪乃は、生き別れになっていた俺の実の妹だ。美しい黒くろ髪かみの持ち主で、学校では真面目な生徒会長だったが、俺のことになると急に頭が沸ふつ騰とうして鼻血を流しはじめるポンコツ妹と化す。良いところも悪いところもオリジナルの関羽に似ているな……真世界の封神英傑マッチングプログラムの正確さは異常。

「あーん！　東西南北を奔ほん走そうさせられっぱなしで、ちっとも戦えないよ～！　呂布って知力１じゃなかった？　あたしの知力は21だよ、呂布の二十一倍のはずなのに～！」

「那波。呂布の知力は15だ。お前とたいして変わらん。呂布の言葉から察するに、軍師の賈詡が采さい配はいを取っているらしい。呂布を『餌えさ』に用いて連合軍最大戦力の関羽と張飛を奔走させ、洛陽攻略の糸口を摑つかませないとは、正史や演義の董卓軍とぜんぜん違ちがうな。董卓は、虎牢関を突破された時点で洛陽を放ほう棄きして西の長ちよう安あんへ逃げるはずだったのだが」

「兄さん。賈詡は知力95オーバーの人権軍師なのでしょうか？」

「だろうな。軍師としての能力は曹操よりも一歩上だ。連合軍の軍師を務めている曹操は知力95だが、董卓の計略によって、知力を大おお幅はばに上乗せしてくれる軍師補正スキルを失っている。しかも連合軍は寄り合い所帯で、指揮系統はバラバラ。肝かん心じんの袁えん紹しよう・袁えん術じゆつたち本隊はまだ到とう着ちやくしていない。まずいぞ」

「えー？　軍師がいると、正史や演義とどう違ってくるの～？　どういうことだってばさ、アニキ、ゆきのん？」

「那波。洛陽を落とすのは容易ではないかもしれん。あの最強の呂布を撃げき破はしなければ、洛陽は落ちない。だが、呂布と関羽張飛姉妹の決戦を、董卓軍は巧こう妙みように避さけ続けている」

　賈詡は、「洛陽炎えん上じよう」イベントの発生を断固として阻そ止しするつもりか。長安へ撤てつ退たいすれば、「董卓が呂布に暗殺される」という「運命」イベントの発生率が上昇するからな。

「アア……夕日が落ちてきちゃった。真世界の夕日ってどうして二個あるように見えるのかな～。お腹すいたね、ゆきのん～」

「ななちゃん、だいじょうぶ！　こういう時、女の子の身体は便利だから！　糖分不足に陥ったら、おっぱいの脂し肪ぼうが分解され、ケトン体となってカロリーを生みだしてくれるの！　タンパク質と糖質が１ｇあたり４キロカロリーなのに対して、脂肪は９キロカロリー！　つまり倍以上のエネルギー効率っ！　ダイエットもできて一石二鳥！」

「ゆきのん、ゆきのん。あたしたちのおっぱいは駱らく駝だのコブじゃないんだからさ～」

「雪乃。お年とし頃ごろの女の子が糖質制限ダイエットなんてダメだぞ。おっぱいは大正義なのだ」

「は、はいっ！　わかりました兄さんっ！　それでは、兄さんの愛馬・的てき盧ろを馬肉ソーセージに……すみません的盧さん！　兄さんが、私にこの推定Ｇカップのバストを維い持じしろと命じられたのです。真世界でも成長しているので、もしかしたらＨカップになっているかもしれませんが。どうか犠ぎ牲せいになってください！　私は、この妹失格の淫みだらな巨きよ乳にゆうを小さくしたいんですが、兄さんの命令は絶対ですから！　供養とかしますから！　ううっ」

「ブ、ブヒヒヒン？　よせよ関羽たん!?　おい相棒、妹を暴走させるんじゃねー！　止めてくれ、心の友よ～！」

　俺を乗せた駄だ馬ばの的盧が、「兄の命令は地球よりも重い」と信じて疑わない上に、勝手に拡大解かい釈しやくしている雪乃に怯おびえてぐるぐると逃げ回る中。

「おーい、劉備～！　わが主・孟もう徳とくから、ご注進だ～！」

　曹操軍の伝令将校を務めている勝ち気な女の子・夏か侯こう惇とんが、血相を変えて突とつ進しんしてきた。

「夏侯惇だから」という理由で伊だ達て眼帯をつけているが、隻せき眼がんではない。袁紹が社長を務めるブラック企き業ぎよう「袁えん帝ていグループ」社員の娘むすめさんだ。もとは封神され損ねたヒラ兵士だったが、筋金入りの曹操のストーカー……もとい曹操ファンの一人で、ちびっこ英えい傑けつ曹操が誇ほこるチートスキル「乱らん世せい奸かん雄ゆう」によって曹操の従妹・夏侯惇に封神された。

　港町横浜の港こう湾わん地帯を支配していた袁帝グループは、数百人の社員・関係者たちが乗っていたフェリーごとまとめて真世界に召喚され、そのままＪＫ社長の袁紹こと本もと屋や敷しき英え里り子こを盟主として旗はた揚あげした最大勢力。封神英傑だけで、ざっと五十人くらいはいる。

　すべての封神英傑が袁紹にさっさと降参して「八百長統一」を実現していれば、真世界は統一というミッションをクリアできていたはずなのだ。

　それなのに董卓という空気を読まないイカレ野郎が、真世界に召喚されて殺さつ人じん鬼き・独裁者の本性を剝むき出しにし、「余以外の封神英傑は抹まつ殺さつする！」と暴れはじめたばかりに、この洛陽包囲戦が勃ぼつ発ぱつしたというわけだ。

　どんなネトゲーにも、場を乱すおかしなプレイヤーは必ずいるものだが、どっこいこれは現実です……！

「こら、聞いているのか劉備？　功を焦あせった張ちよう郃こうが『わーはははは、洛陽一番乗りはこの慶けい應おう義ぎ塾じゆく大学卒を誇る社畜・張郃さまのものだ！　東とう急きゆう田でん園えん都と市し線せんの通勤ラッシュ地じ獄ごくに比べれば、董卓軍なぞ恐おそるるに足たらず！　これで大出世間違いなし！』と無む謀ぼうにも北門に突入して、落石の罠に引っかかって死んだ～！」

「張郃が、死んだだとっ？　いや待て。前回の洛陽入りの時もあいつ、一番乗りを焦って死んでいたような……おかしいではないか。この真世界にはバグがあるというのか？」

「知るか！　ともかく孟徳は今、壊かい乱らんした張郃軍兵士たちの収容で手一いつ杯ぱいだ！　今日は戦術的撤退！　洛陽郊こう外がいの野戦陣じんにて、孟徳、孫堅、劉備の三人で至急軍議を開かい催さいする、と孟徳からのご命令だー！　さっさと来いっ！」

　曹操が封神した従妹の面々って、俺さまを劉備玄徳としてリスペクトしてくれんのだよなあ。むしろ「正史でも演義でも曹操さまの天下統一を邪じや魔ましまくったお邪魔虫」と目の敵にされているような。こいつら揃そろいも揃って曹操ファンだし、曹操たんに近づく悪い虫だと思われているのかもしれん。実は俺と曹操は、秘密の義兄妹関係を結んだ「シークレット兄妹」なのだ。バレたら嫉しつ妬とした夏侯惇たちに切り刻まれたりして。

「開催は一刻後だ、いいなっ！　それでは私は、孟徳を護衛する任務に戻もどる！」

　あれれ。まだ返事していないのに、行ってしまった。気ぜわしい女の子だなー。

　袁帝グループって、日本を代表するブラック企業だからか、常になにかにせかされているハイテンションな人間が多い気がする。失敗したら「地下帝てい国こく」送りらしいしな。そもそも地下帝国ってなんだよって話なのだが、触ふれてはならない社会の暗部っぽい。

　しかし張郃め、これで二度目の死か。ハイスピードだな……あいつは、また生きて戻って来そうな気がする。理由はわからんが。

「夏侯惇は兄さんに対して無礼です、斬きりましょう！　ですが、城門に突入していたら私もななちゃんも落石の罠わなの餌え食じきでしたね。兄さんの読み通りです、さすがです！」

　そう褒ほめるな雪乃。はっはっは。いやなに、兄として当然のことだ。

「城壁補強に用いている技術も、古代のものじゃなさそうだよ、アニキ～。増築スピードが異常だしさあ。董卓って、異世界から召しよう喚かんされた建築技能者を雇やとっているのかもよ」

　そうなのか、那波。こいつバカなのにヘンな知識は持ってたりするんだよな。玉子焼きすら焼けなそうな顔して、実は料理が得意だし。

「今こ宵よいは呂布が夜や襲しゆうをかけてくるかもしれません。私とななちゃんが本ほん陣じんの警備を担当します！　兄さんは安心して軍議に参加してください！」

「そうだね！　三国志の三英えい傑けつが揃っているところを急きゆう襲しゆうされたら、真世界終しゆう了りようだもんね！　アニキにも二十四時間くっついて離はなれない護衛役が必要だよ、ゆきのん」

「兄さんの護衛役でしたら、私がぜひ！　厠かわやからお風ふ呂ろ、寝ね床どこまで決して離れません！　……と言いたいところですが、呂布は私とななちゃんがセットでかからないと防げません。二人とも、単たん騎きで呂布と渡わたり合うには、お互たがいに実戦経験が足りませんし。困りましたね」

「的盧は逃にげ足が速いけれど、二十四時間馬に乗ってもいられないもんね。誰か、いい護衛役になってくれる封神英傑はいないかなあ～」

「那波。劉備の護衛役といえば、趙ちよう雲うん子し龍りゆうに決まっているではないか。フハハハハ！　というわけで、この洛陽包囲戦が一段落したら、俺は泰たい山ざんに戻って趙雲ＰピツクＵアツプ召喚逆ガチャに呼こ符ふをくべるぞーっ！　主君にとって、護衛役は必ひつ須すなのだ！」

　思えば、泰山の麓ふもとの村に「関かん張ちよう飯はん店てん一いち号ごう店てん」を出店して、雪乃を「女神関羽さま」と崇あがめる野郎どもや、那波が調理した激げき辛から麻まー婆ぼー豆どう腐ふにハマった面々を集めて、飲めや歌えやと騒さわいでいた頃ころは、稼かせぎの大部分を趙雲ＰＵ召喚に突つっ込こんで大爆ばく死しし続けていた気がする。

　泰山の「封神英傑召しよう喚かんシステム」は、許きよ劭しようというヒョロ眼鏡野郎が管理しているのだが、あの野郎、俺が商売で稼ぐとすぐに「劉備くん劉備くん。今週は趙雲子龍ちゃんの排はい出しゆつ確率が上昇しているんだよ。出るまで回そうよ。期間限定だよ？」と耳元に囁ささやいてきて、俺から呼符代をかっぱぎまくっていたのだ。

　で、そのたびに、俺は陰いん陽よう召しよう喚かん台の前で大爆死。那波は「今はダメなテーブルだから、ちょっと待ってってばー！　うわーん、大爆死しちゃったあああ！　どっかーん！」と騒ぎまくるし、雪乃は「ガチャっ！　もっとガチャを回しましょう兄さんっ！　ああっ、脳からおかしな汁しるが分ぶん泌ぴつされて身体が、身体が……！　ぶはっ！」と鼻血を流して倒たおれるしで、阿あ鼻び叫きよう喚かんのガチャ中毒患かん者じや三名の末路というありさまだったな。

　ええい。思いだしただけで腹が立つ！

　爆死したままでは、関張飯店に銭を貢みついでくれる独身男性諸君にも顔向けができん！

　俺は、必ず趙雲子龍ちゃんを召喚してみせるからなっ！

　通常の兵士と封神英傑とでは、戦せん闘とう力がまったく違う。一いつ般ぱん人は武力３くらいだ。封神英傑は、星ランクの高い武官タイプならば80前後はあるからな。その上、数々の特技（汎はん用ようスキル）や、強力な固有スキルを持ち、さらには五つ星クラスの英傑ならばチート武具の宝貝パオペエまで使える。

　たとえば呂布ならば、自力バフだけで、方天画戟の一いち撃げきで武力換かん算さん値10万オーバーという人外クラスの戦闘力を叩たたき出すのだ。連射性能まではわからんが、あの一撃はほんとうにヤバい。呂布はただ強いだけでなく、異世界で傭よう兵へいとして生きてきた少女で、躊ちゆう躇ちよなく董卓の命令を実行する生きつ粋すいの戦士だしな。もしも虎牢関で、那波と雪乃の力を劉備の固有スキルを用いて「解放」できていなければ……思いだすだけで、ぞっとする……。

　いや。もう、巻き戻して消し飛ばした「時間」のことは考えるまい。感情が搔かき乱されて吐はきそうになるし、記き憶おくが入り交じると頭も混乱するしな。

　もちろん合戦は個人戦ではないので、兵士の数を多く揃えなければどうにもならない。

　だが、「暗殺」だの「一いつ騎き打うち」だのといった状じよう況きように対処するためには、やはり強い封神英傑を常に護衛役として侍はべらせておく必要があるだろう。俺の武力は70台だからなあ。弱くはないが、武力１００を誇る呂布と鉢はち合あわせしたら瞬しゆん殺さつされかねない。劉備の宝貝・雌し雄ゆう一対剣は、戦闘力にバフをかけるタイプの宝貝じゃないしな。

「封神英傑を確実に召喚するには、泰山へ行く必要があるのが手間ですね、兄さん。家臣を増やしていなければ戦力は増強されませんし、誰だれにもお仕えしていない野良英傑を探し出すにも労力が必要ですし。それに、たとえ召喚逆ガチャを回しても五つ星英傑の排出率は極悪非道の１％……でも！　どうして趙雲にこだわるんですかっ？　やはり……胸ですね。おっぱいのサイズですね！　武力90オーバーの封神英傑はバストサイズも90オーバーというのが、兄さんの妄もう想そうもとい持論ですからねっ！　ぐぬぬ」

「そーだよ。巨乳の妹を二人も揃えておきながら、おかしいんじゃないのお？　もしも趙雲が張郃や董卓みたいな男だったらどーするのさアニキ。封ほう神しんされる異世界人が女の子とは限らないじゃん。誰が趙雲に封神されるのかは、召喚システムが自動的に決定することなんだしぃ。董卓に二十四時間監かん視しされたいの、アニキって？　もしかしてそういう属性まで持っている筋金入り？」

　ええい。この二人は……なぜ俺の趙雲召喚に執しつ拗ように反対するのだ。

　ここは、長兄として二人の妹をびしっと説教してやらねばなるまい。この劉備玄徳の考えにやましい部分などない、妹ならば黙だまって兄についてこい、とな！　フハハハハハ！

「……はあ。でも、ほんとはねー。妹のおっぱいがいくら大きくったって、どうせ触れないんだから意味がない上に目の毒なんだよねー。僕だって思春期の童どう貞てい少年なんだから、一度くらい女の子のおっぱいに触さわってみたいんだよね……むしろ妹以外の女の子と親しくしないと、いつ妹のおっぱいの魔ま力りよくに魂たましいを惹ひかれてシスの暗黒面に堕おちるかわからないじゃないか。そうだよ。愛する妹によこしまなことをしたら、僕はお兄ちゃんとして失格だ。アイ・アム・ユア・ブラザー！　ノーウ！　と毎日毎晩シス堕ちの誘ゆう惑わくと戦い続けるにも限界があるんだよ……趙雲だったら、ちょ、ちょ、ちょっとくらい触っても、『劉備さまのご命令でしたら』っておとなしく言うこと聞いてくれる気がするんだよね……妹じゃないからセーフだし、たとえ僕が欲よく望ぼうに憑つかれて暴走しても一線を越こえるような真似はきっちりガードしてくれそうだし。僕のカンでは、趙雲は『おっぱいが大きい綾あや波なみレム』キャラだと思うんだよねー。もちろん、ポカナミのほうね」

　などという、わがヘタレた本音を妹たちには決して悟さとらせるまい！　日ひ頃ごろの俺は、那波と雪乃の前では尊大な中二病お兄ちゃんキャラを演じているからな！　兄としての権けん威いを保つために！　これってけっこうメンタルを消しよう耗もうするんだぞ。ＳＡＮ値をゴリゴリ削けずられるんだぞ。われながら涙なみだぐましい努力ではないか、フハハハハ！

「アニキ？　あのさ。モノローグと台詞せりふが逆になってるよ？　さすがに、趙雲は『おっぱいが大きい綾波レム』キャラだと思うんだよねー発言は、人間として最低じゃね？　マジでキモいんですけどー。ってか、ポカナミってなんなのさ？」

「……ギャーッ、間ま違ちがえちゃったーっ！　今のなしで！　ノーカン！　ええい、この劉備玄徳が命ずる！　時よ、巻き戻れっ！」

「巻き戻るかっ！　なんでこんなのがあたしのアニキなんだろー。ほ、ほーんと、妹として恥はずかしいよう。曹操や孫堅たちの前ではその台詞とモノローグの取り違ちがえ、絶対にやめてよねー。で、でもさ。あ、あたしはほら、義理の妹だからさあ。アニキが真世界で劉備役をやらされているプレッシャーで頭を沸ふつ騰とうさせて完全に人としておかしくなるくらいなら、その……あ、あたしが……あ、アニキを鎮しずめるための、ぎ、犠ぎ牲せいに……な、なんでもないっ！　こらっ、胸を見るなっ！　斬っちゃうぞっ！」

　ててて照てれ隠かくしで兄を斬らなくてもいいからな、那波。っていうか、ヘヘヘヘンなこと言うなよ。ママママジでシスの暗黒面に堕ちてしまうではないか。

「兄さんっ！　趙雲がもしも男で、しかも異世界で大勢の人間を殺してきた『殺人ドカベン』だったらいかがするのですっ！　そもそも運良く女の子を引き当てたとしても、家臣のおっぱいを触らせてもらおうだなんて、それは今のご時世ではセクハラですっ！　異世界に帰き還かんしたあと、趙雲さんに告こく訴そされますよっ！」

　ゆ、雪乃……さすがは生徒会長……なんて生真面目なんだ。ごめんなさい。反省します。

「いいですか兄さん！　今の世せ知ち辛がらい社会では、女の子は全員、殿との方がたに仕し掛かけられたトラップなんです！　声をかけたらストーカー！　触ったら痴ち漢かん！　触らなくても接近したら痴漢！　『フハハハハ』と高笑いしたらパワハラ！　ラッキースケベイベントが発生したらセクハラ！　結けつ婚こんなどしてしまったら、いずれ離り婚こんされて高額の慰い謝しや料りよう請せい求きゆう！　たとえ定年までのすべてのトラップを回かい避ひし果おおせたとしても、最後に退職金をガメようとする熟年離り婚こん勧かん告こくという人生最大のトラップが待ち構えているんですよっ！　というわけで、兄さんが安心して触れる女の子のおっぱいは、そう、血が繫つながった双ふた子ごの妹の胸だけなんですっ！　私でしたら、兄さんになにをされても絶対にトラップ化いたしませんっ！　だいじょうぶです、子供はきちんと自力で育てますから！　決して兄さんのご迷めい惑わくには……最初の子の名前は、もちろん関かん平ぺいです。えへ。えへへへ……」

　って、ちょっと待てっ！　雪乃、お前は全身これトラップだからな！　実の兄と妹が子作りしていいわけないだろっ！　思わず、雪乃のウェディングドレス姿を妄想してしまう俺も俺だ！　雪乃のブラコンの病は、どうすれば治せるのだっ？

「二人目は関かん興こう、三人目は関かん索さくですね！　一人くらいは女の子も欲しいですが、やっぱり、兄さんにそっくりな男の子を産みたいです。うふ。うふふふ……」

「えーい。いつまで妄想しているのだ雪乃！　鼻血が出ているぞ、鼻血が！」

「ほらー！　アニキがヘンなこと言いだすと、ゆきのんにまで誘ゆう爆ばくするんだからさー！　いいから、軍議に出なよー！」

「お、おう。わかった、那波。それでは、曹操と孫堅のもとへ行ってくるぞ！」

　はあ。今日もまた、妹たちの前でヘタレ面を見せてしまった上に、雪乃のブラコンはどんどん悪化の一いつ途とを辿たどっている。那波には呆あきれられてるし。ああ、兄貴道、道険し。

　ともかく、洛陽攻こう略りやくの策を捻ひねりだすぜ！




●連合軍先せん鋒ぽう隊たい、軍議




　曹操が急造した野戦陣じんの本陣（遊牧民族風のテント）へと俺は向かった。曹操軍・孫堅軍・劉備義勇軍の陣は連れん携けいして洛陽を包囲するように大きな「鶴かく翼よくの陣」を構成し、鉄てつ壁ぺきの守備力を誇ほこっている。その要が、曹操軍本陣なのである。

　道中、俺とすれ違った神こう戸べ孫ファミリーのどう見てもカタギには見えない構成員のオジキどもがずらりと屹きつ立りつし、俺に向かっていっせいに腰こしをぐんっと折って頭を下げ、

「おお、劉備の若わか旦だん那なあああ～！」

「ワシらの姐あねさんをよろしゅうお願いします！」

「姐さんを泣かせたらどないなるか、わかっとるやろうな？　ああん？」

　とメンチを切ってくる。こいつら、早く孫堅の求きゆう婚こんを請うけて結婚しろ、と圧力をかけているのだ。いくら今はカタギ衆だとは言え、怖こわいからやめてくれないかな～。

　やっと到とう着ちやくした本ほん陣じんの入り口では、亀かめが子供にいぢめられていた──と思いきや、よく見ると、元気っ子ポニーテール娘むすめの孫そん策さく（字あざなは伯はく符ふ）が、おとなしい妹の孫そん権けん（字は仲ちゆう謀ぼう）になにやらスパルタ教育を施ほどこしていたのだった。

　孫権は、今はカタギとはいえ元は神戸の港こう湾わんヤ●ザあがりで血の気が多い孫ファミリーでは異例のおとなしいキャラなのに、なぜいつも虎とらのかぶり物をかぶっているのか？　その謎なぞが今、解き明かされてしまった。いや別に解き明かすつもりはなかったのだが。

「おらおらカープ原住民。ワイら孫姉妹の末妹が赤い鯉こい教団の信者やなんて、許されへんでー。虎や。虎や。おどれは虎になるんやー！　虎のかぶり物を二十四時間かぶり続けて、身も心もトラキチになるんやで（ニッコリ）。ワイらはこの真世界に、虎の聖地甲こう子し園えんを建築するんやー！」

「あうあう。やめてよう。やめてよう、伯符お姉ちゃん。仲謀はカープ女子なんだよう。同じセリーグ西日本球団のファン同士、争いはよくないよう」

「なんやてー。神戸に本ほん拠きよを構える孫ファミリーは組員全員トラキチと決まってるんやでー！　はよ、この『男前田』踏ふみ絵を踏むんや。さもないと今夜のおかずから、仲謀の大好物のきうりを抜ぬくんやで（マジチキスマイル）」

「やめてよう、やめてよう。前田神のご尊顔は踏めないよう。マエケンなら踏めるけど～」

　うーむ。孫策のやつ、人前では標準語を喋しやべるボクっ子なのに、家族だけでいる時は阪はん神しん地方の関西弁こと猛もう虎こ弁を用いるのか。あるいは孫ファミリーは全員、身内同士では猛虎弁で喋っているのかもしれん。俺たちの前で使っている標準語は、よそいきってやつだな。

　ということは長姉の孫堅も、あんなお上品なお嬢じようさまなのに、妹たちとは猛虎弁で喋っているのだろうか？　ううむ。ちょっとかわいいかもしれん。方言女子……萌もえるな。

「って、萌えている場合ではない。こらこら孫策。妹をいぢめてはいかんだろう。いいか！　妹とは！　姉によって全肯こう定ていされるべきものなのだっ！　ドンッ！」

「りゅ、劉備のお兄ちゃん！　かっこいいよう。亀さんを助ける浦うら島しま太た郎ろうみたい……ぽっ」

「……あっ!?　劉備くん!?　もももしかして、聞いてたのっ？　ぼぼぼボクは、ほんとは下品な猛虎弁なんて使わないんだよー？　今は、仲謀を洗脳してトラキチにする特訓中だったからっ！　心ならずも、仲謀のために猛虎弁を喋っていただけなんだー！　ほんとだよ、信じてっ!?　ボクはぁ、断じてまんＪ民なんかじゃないからねっ？」

「いやまあどっちでもいいのだが、饅まん頭じゆうをやろう。ほれ。孫権を見み逃のがしてやってくれ」

「うわーい、ありがとう、劉備くんっ！　やーさしーい！　言うこと聞くよ、ボクの将来のお兄ちゃんなんだもんね！　劉備くんも六ろつ甲こう颪おろしを三番まで歌えるようになってねー！　早く異世界に帰還して道どう上じよう洋よう二じのラジオが聞きたいなーっと！」

　饅頭をくれてやったら、孫策は満面の笑みを浮うかべてウッキウキで去って行った。まだまだ色気より食い気なお年とし頃ごろだな、あいつは。ステータスを武力体力に全振ふりしている感じが、うちの那波とちょっと似ている。

　っていうか道上洋二って誰だ。横浜育ちの俺は関西圏けんの文明には疎うといのだ。まあいい。

「うう。ありがとう、お兄ちゃん！　このご恩は決して忘れないよ！」

　うむ。孫権にも饅頭をやろう。ほれ。那波が蒸した特製品だぞ。袁術からの補給がさっぱり届かないので、中身はしょぼいけどな。雑草だの木の根だのが具だ。那波が錬れん成せいした香こう辛しん料りようで味だけは誤ご魔ま化かしているが栄養はない……すまん。

「孫権。お前、カープ女子なのに、一家全員からトラキチへの改宗を迫せまられていたのか。それで虎のかぶり物を被かぶって……苦労してるな。だが心配するな！　孫堅も孫策も、お前にメロメロだぞ！　お前が好きだからこそ、お前とともに同じ球団を応おう援えんしたくてたまらんのだ。フハハハハ！」

「そうなのかなー。お兄ちゃん家も、みんなで仲良くご当地の横浜ＤｅＮＡベイスターズを応援しているの？」

「いや。雪乃は俺に追つい随ずいしてハマファンだが、那波は独立独歩、スワローズファンだ。暴言！　暴力！　荒あれる契けい約やく更こう改かい！　の三さん拍びよう子しが揃そろっているつば九郎が好きらしい。が、そんな信しん仰こうの問題など、きょうだいの間ではささいなことにすぎん。安心するのだ孫権！」

「うん。ありがとう劉備お兄ちゃん！　いつか一いつ緒しよにマツダスタジアムの砂すな被かぶり席に行こうね！」

　こうして俺は軍議開かい催さい直前に、一いつ匹ぴきの亀、いや、鯉を助けたのだった。

　なにかいいことがあるのかどうかは知らんが、東に病気の妹がいれば行って看病してやり、北に姉妹のケンカを見ればつまらないならやめろと言う。これが俺の兄貴道なのだ！　報ほう酬しゆうや……見返りなど……どうでもいいのだーっ！　フハハハハ！

「って、あんた、さっさと本陣に入りなさいよ。こんなところでなに高笑いしてんのよ？　あーもう。頭が割れるように、いったーい！　さっさと軍議をはじめるわよ！」

「あっ、こら曹操。尻しりを蹴けるな！」

「いいから行くわよ！　それじゃ孫権ちゃん、あとでねー」

「はーい。曹操お姉ちゃん。またねー」

　ううむ。いつの間にか俺の背後に回っていた曹操にお尻を蹴り飛ばされた。こいつ、ちっちゃいから、接近されても気づけないんだよな。軽いから足音を立てないし、「気」も検知できない。猫ねこみたいなやつだ。

　孫権ちゃんは、カープカープカープ広島カアプーと歌いながら、去って行った。

「あー。不ふ眠みん不ふ休きゆうの軍師仕事で疲つかれちゃった～。私にも饅頭ちょうだいよ。早く洛陽を陥かん落らくさせないと、更こう迭てつされちゃう！　地下帝てい国こく送りはイヤー！　頭いたーい！」

「おう、お疲れ曹操。ロキソミンがない世界だからたいへんだな。〆切りに追い立てられるラノベ作家稼か業ぎようと、リアル乱世の軍師稼業。どっちがストレスになるのだ？」

「どっちもどっちよ。私が閃ひらめいた先進的な企き画かくを『前例がない』というくだらない一言で没にしたり、私が書いてやった偉い大だいな玉ぎよつ稿こうに好き勝手に赤を入れて凡ぼん庸ような駄だ作さくに仕立て上げようとする連中がいないぶん、戦場のほうがマシかも……もごもご！」

「あーわかったわかった。いいから黙だまれ、ドワーフ玉たま置おき先生。俺たち読者は、作者の世知辛い愚ぐ痴ちなんぞ聞きたくはないのだ。新刊が読みたいだけなのだ。ほら、軍議に行くぞ！」

「作家だって人間なんだからーっ！　書く機械じゃないのよ！　ふぐー！　ふぐー！」

「暴れるな暴れるな。わかってるわかってる。ほれ、頭を撫なでてやろう。良い子良い子」

「私とあんたは同学年なんだから！　子供扱あつかいするなーっ！　がるるっ！」

　うーむ。曹操のやつ、膠こう着ちやく状じよう態たいの洛陽包囲戦でよほどストレスが溜たまっているらしい。

　ともあれ、さっさと担ぎ上げて拉ら致ちして本陣に入ろう。




　急造テント本陣の作戦会議室には、すでに虎の如ごとき鋭するどい眼光を放っている孫堅が座っていた。椅い子すにではなく、「虎ペット」晋しん太た郎ろうの背中の上に、である。相変わらずの軽装だった。こんな格好で戦場を駆かけていて、流れ矢に当たったらどうするのだ。

「やあ。曹操くんに劉備くん。遅おそかったではないか」

「がおおおおおおお！」

「みぎゃああ～っ！　やめてよ、本陣に虎を持ち込まないでよーっ！　も、も、漏もれ」

　曹操のやつ、同じ猫科のどうぶつ同士なのに、晋太郎に怯おびえるんだよな。いや俺も虎は怖いが、もう慣れた。孫堅に絶対服従を誓ちかっているので、味方を襲おそう心配はない。万一野性が暴走しても、孫堅が殺意に溢あふれる眼力を飛ばして金かな縛しばりにしてしまうからなあ。

「劉備くん！　私との結婚の話はどうなった？　きみの返事を待たされている間、どうも妙みようなのだ。戦場でも気がつくときみのことばかり考えているし、食しよく欲よくがなくて仲謀がスライスしてくれたきうりも喉のどを通らないし、夜中になると不意に泣きたくなったり腹が立ってきたりで、やる気が出ないのだ……はあ……」

　それ完全に恋れん愛あいフラグ立ってるんじゃん、いったいどんなイベントを経由したってゆーのよこの女は。生き急ぎすぎてんじゃないのお？　劉備あんた真世界を自分のハーレムかなにかだと誤解してない？　バッカじゃないの？　と曹操が憎にくまれ口を叩たたく。が、ちっちゃい上にアニメ声なので、ご褒ほう美びにしか聞こえない。

「そ、孫堅。いくら俺の妹枠わくが三人埋うまっているからって、一足飛びに結けつ婚こんはどうかと思うぞ。こーゆーことは、もう少しお互たがいのことを知ってからだな……」

「……そ、それはそうだが、劉備くんは私を嫁よめにしたくはないのか？　わわわ私に毎晩、あんなことやこんなこともし放題なのだぞ？」

　ドキリ。そそそその潤うるんだ流し目は反則だぞ孫堅！　いかん、心臓がバクバクしてきた。

「けけけ結婚はお互いの家族同士での大イベントだからな。段取りが必要だと言っているだけだ。俺だって、そそそ孫堅のような美人のおおおお奥さんを娶めとれたら、そりゃこの世の春だが。なにしろ彼女いない歷イコール年ねん齢れいの非モテ陰いんキャ高校生だからな、俺は。お前のような美少女に求婚されて嬉うれしいに決まっているではないか」

「そ、そうか。たしかに私は性急すぎたかもしれないな。きみは誠実な殿との方がただな劉備くん！　わかった、返事はこの戦が一段落するまで待つ！　いい返事を期待しているぞ！」

　孫堅は、虎牢関に突とつ撃げきしたことで「死亡フラグ」が立ちかけている。このまま孫堅が「洛陽一番乗り」を果たしたら、一気に「死」が近づくのだ。それでもなお俺たちを救い洛陽を解放するために出しゆつ撃げきしてくれた孫堅の想いには応えたい。

　どうも俺は、孫堅に同じ「妹マニア」属性の者同士として共鳴されたらしい。

　孫堅は最初は俺と「義兄妹」の絆きずなを結ぶつもりだった。しかしシークレット妹（実は曹操）がすでに枠を塞ふさいでいたので、勢いあまって、それでは結婚で、という話になってしまった──と思っていたのだが、どうやらマジ惚ぼれされているらしい。こんな奇き麗れいな子が？　俺に？　いいのかなあ？　結婚したら、だって、子供作るんだぞ？　妊にん娠しん──出産──育児──授乳──慈じ母ぼの微笑ほほえみ──この俺が、人の父親に──うう、想像したら鼻血と感動がＷで襲ってきて混乱してきた。だ、ダメだ俺は。まだ妻帯は無理だ。

「うぐぐ。孫堅、劉備！　結婚だの祝言だの、そーゆー浮かれた話は、目の前の洛陽を陥落させてからにしてよね！　特に孫堅は死亡フラグ立ちかけてるんだからさあ。孫堅が死ぬ場所は洛陽よりずっと南の荊けい州しゆうで、孫堅を射殺する敵将は真世界未登場の黄こう祖そだけど、あんたが洛陽一番乗りしたらその時点で死亡フラグ成立なのよ？」

　三国志マニアで知ち恵え者の曹操は、ずいぶんと心配顔だ。俺と孫堅のいちゃらぶ空間展開は、軍議が終わってからにしよう。

「いいこと、孫堅、劉備？　演義では、連合軍に虎牢関を突とつ破ぱされた董卓は西の長安に退たい却きやくした。でも、この世界の董卓は洛陽に籠ろう城じようして私たち連合軍を翻ほん弄ろうしている！　今なお、亜人の侵しん攻こう状じよう況きようを示す泰山の世界滅めつ亡ぼう時計の砂はどんどん落ちている！　時間がない！」

　洛陽周辺の地図を広げながら、曹操が盛りのついた猫みたいな声で現状を分ぶん析せき開始。「うむ。私も、虎牢関で敗れた董卓は洛陽を焼いて長安へ撤てつ退たいするだろうと予想し、孫ファミリー総出で洛陽の消火活動にあたるために洛陽城内の地理を暗記してきた。よもや籠城されるとは。洛陽百万の住民にとっては幸運だとは思うが、戦局は厳しくなった」

　と、凜とした表情に戻もどった孫堅がため息をつく。

「袁紹・袁術が率いる連合軍の主力部隊は大渋じゆう滞たいを起こしていて、まだ洛陽に到とう着ちやくしていない。現在、洛陽を包囲しているのは、この曹操さま、目つきの悪い孫堅、アホの劉備の三部隊のみよ。これに対して洛陽には東西南北に大門があり、董卓軍は赤兎馬に乗った呂布を縦横に動かして、この四方の門からランダムに呂布を放ってくる──こちらの将兵は呂布を見ると震ふるえあがっちゃうから、戦いにならなくなる」

「こちらは三軍。洛陽には四つの門。そして洛陽の守護神と化している呂布は、神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。ふむ。軍団がひとつ足りないな、曹操くん。洛陽を完全に包囲するには、四軍団が必要だ」

「張郃軍が壊かい滅めつしたのが痛いのよ、孫堅。方天画戟と赤兎馬というチートな宝貝パオペエを駆く使しする飛将軍呂布に対たい抗こうして部隊の壊かい乱らんを防ぐためには、現状では関羽・張飛の姉妹コンビを投入するしかない。連合軍で宝貝を使うことができる封神英傑はあの二人だけ。でも、単たん騎きで呂布と戦わせるのは危険すぎる。だからセットで呂布にあてる他はない──」

　ところが、関羽と張飛が呂布出現の報告を聞いて現場に急行すると、すぐに呂布は別の門へと移動してしまうというわけだな。

「そういうことよ劉備。私の四人の従妹たちが丹たん田でんを解放できれば、四人がかりでなんとか呂布を押さえられると思うんだけれど」

　曹操の四人の従妹たちとは、虎牢関で曹操がチートスキル「乱世奸雄」を使って再さい封ほうした封神英傑の女の子たちだ。

　真世界から来た、夏侯惇と夏か侯こう淵えん。夏侯惇とはさっき会った。もう一人夏侯淵というのもいるが、まあ、こいつも夏侯惇と似たような気ぜわしい性格だ。この二人は袁帝グループ時代から曹操のストーカーをやっていた、熱ねつ烈れつな曹操ファンなのだ。ただし、曹操が袁帝グループに内ない緒しよで副業としてラノベ作家をやっていることは知らない。副業ラノベ作家とは、会社に正体バレしないように怯えながら闇やみに隠かくれて暮らす定めの者なのだ。ある意味、妖よう怪かい人間の眷けん属ぞくだな。

　曹そう仁じんと曹そう洪こうは、真世界に生まれ育った農民の子で、本来は封神英傑になれる身体ではないのだが、曹操の固有スキル「乱世奸雄」はクッソチート。二人の曹操への想いの強さが奇き跡せきを起こしたと言っていい。二人とも素そ朴ぼくな女の子だが、曹洪は貧びん乏ぼうで苦労したために割とケチだとか。なにしろこの真世界、とことん食料が足りない。黄巾族大暴れ、イナゴ大暴れ、亜人大暴れだからなあ。今回の洛陽包囲戦でも、最大の問題は兵ひよう糧ろう不足なのだ。

「四人とも、虎牢関で再封されたばかりでしょ。『気』のレベリング作業にどれだけ時間がかかるか。毎日の洛陽包囲戦でコツコツとレベルを上げてはいるけれどもね」

「うちの伯符と仲謀も、育成が終わりそうにない。というか私自身もだな。孫堅には本来、古こ錠てい刀とうという宝貝があるはずなのだが、いくら戦場で戦ってもドロップしない。レベリングが終わるのが先か、古錠刀がドロップするのが先か。宝貝さえ使えるようになれば、呂布と一いつ騎き打うちできるのだが。すまない」

　そういえば孫堅って「気」を限界突破させてもいないし、宝貝もまだ手に入れていないんだっけ。それであれだけ強いとは……恐おそるべきは神戸の元ヤ●ザ組長にして、切った張ったの出入りに慣れているクンフー使い。傭よう兵へい出身の呂布といい、どうも実戦経験があるとパラメーター以上の「強さ」を発揮できるらしい。マスクデータとでも言うべきものがあるんだろうか？

「呂布が出現する門を予測して関羽と張飛を待ち伏ぶせさせられる確率は25％のはずなんだけれど、これがちっとも当たらなくて、二人とも毎日東西南北の門を右往左往させられっぱなし！　つまり、知力95の私より優ゆう秀しゆうな軍師が董卓に仕えているのよ！　洛陽に潜せん入にゆうしている袁帝グループの密みつ偵ていに調査させたわ。問題の軍師は、この『賈詡』よ！」

　曹操が自分のステータスウィンドウを開き、鍵かぎがかかっているフォルダをタッチして秘密の写真を空中に拡大投影した。

「写真じゃないわよ劉備。これは密偵が描えがいた細密画なの。曹操さまの豊富な特技のひとつ『スキャン』を用いて、自分のステータスデータ内に保存したのよ。もとの絵は、機密保持のために焼いたわ。もったいなくて胸が痛んだけれどね」

「絵なのか？　上手いな、写真とみまごう完成度だ。むっ。賈詡は、女の子軍師か。しかも、少々顔色が悪いが、目鼻だちのくっきりしたなかなかの美少女だ」

「ふむ。漆しつ黒こくの衣装に逆さ十字の銀ピカアイテムの数々。背景は、山羊の頭のスープを祀まつっている謎なぞの祭さい壇だん。これは『ゴスロリ』というやつだな、劉備くん！　うう。私も『姐あねさん』としてトラキチどもを束ねる組長ではなく、愛らしいゴスロリっ子になってみたい……劉備くんが即そく落ちして結婚してくれるかも」

「いや孫堅、俺にはゴスロリ趣しゆ味みはないぞ？　サブカル系の女の子は、どうにも苦手でな。意識高い系少女のなにげない一言が、俺を傷つけるのだ……」

「あんたたち！　ゴスだのロリだの即落ちだの、そーゆーことはどーでもいいの！」

「曹操くん。たしか賈詡とは、正史や演義では曹操陣じん営えいに中ちゆう途と参入して策略を担当した暗黒軍師ではないか。正史英えい傑けつ・曹操は名うての軍師コレクターだ。政治や人材推挙に関しては名士の荀じゆん彧いくが担当し、策略については主に賈詡が担当した。戦術立案に長けた郭かく嘉かや程てい昱いくをはじめ曹操のもとには大勢の軍師がいたが、荀彧と賈詡が二大巨きよ頭とうだ」

「だが曹操は賈詡が苦手で、自分の陣じん営えいに引き入れるまでは大苦戦していたんじゃなかったか？　賈詡の掌てのひらの上で踊おどらされて、連戦連敗だったような……たしか夜や襲しゆうを喰らって息子まで討ち取られている。処女をこじらせているこども曹操には子供がいないから、『曹操の息子討ち死に』イベントが発生する心配はないが、賈詡が董卓直属の軍師に就任して連合軍と戦うだなんて展開は正史にも演義にもなかったぞ!?」

「こらっ劉備！　誰だれが処女をこじらせている、よ！　なななんで童どう貞ていのあんたにわかるのよう？　ごご合法ロリって需じゆ要ようあるんだから。もももしかしたら男百人斬ぎりを達成しているかもしれないでしょっ！　かか隠し子の一人や二人いたってぜんぜん不思議じゃないでしょっ！」

　フフフ。そんなことは天地がひっくり返ってもありえんことくらい、お前のラノベを愛読している俺さまにはわかるのだぞ曹操。男の描き方がな……ンッンー、実に処女の妄もう想そう臭くさい。そこがかわいいわけだが、って、痛い！　いきなり目め潰つぶしすんな！

「くだらないこと考えていないで、対策を練りなさいよー！　呂布を動かしている賈詡は、私とは相性最悪よ！　知力は95オーバーで、さらになんらかの補正能力を持っている。固有スキル『治ち世せい能のう臣しん』の軍師補正を失っている私では、知略戦において賈詡を上回れない！　だから、四分の一の確率で呂布が出現するはずの門を当てられないの！」

「しかも、賈詡は籠城側だから、董卓軍の軍師は一人いれば十分だ。こちらは三部隊にわかれているというのに、軍師能力を持つ者は曹操くん一人。軍師の数が足りない……これは膠こう着ちやくするな、劉備くん。まずいな。こうしている間にも兵糧は減る一方だというのに」

「曹操、孫堅。前回の洛陽入りの際に、七しち星せい宝ほう刀とうを餌えさに曹操を罠わなに塡はめて『治世能臣』スキルを奪うばった董卓の計略も、もしかしたら賈詡が立案したのかもしれん。曹操に軍師補正がかかっていたあの時点で曹操の知略の上を行くことなど、董卓には不可能だったはずだ。あいつは狡こう猾かつで用心深いが、能力は武力寄りでそこまで高い知ち謀ぼうはない。呂布は純じゆん粋すい戦士だから、最初からこの種の策略には関かん与よしていないだろう。となると……」

「万が一虎牢関を突破されても、洛陽で籠城してこちらの兵糧切れによる崩ほう壊かいを待つ！　賈詡はそこまで考えて籠城の準備をしていたってことね。うぎぎぎ！　よくも、私を乱世の奸雄に仕立て上げてくれたわね！　このゴスロリ娘むすめをなんとかしなくちゃ、董卓から洛陽と天子を奪だつ回かいできない！　その上、補給線も崩壊寸前！　洛陽から董卓を追い出せなかったら、連合軍解散の危機よ！　董卓は皇こう帝てい即そく位いのための三条件のうち、天子と玉ぎよく璽じをすでに押さえている。あとは天下の三分の一を支配すれば、禅ぜん譲じようイベントの実行が可能に！　密偵の報告によれば、禅譲イベントを起こして自ら真世界の皇こう帝ていになるつもりなの！」

　天子や玉璽にはそんな特典が？　道理で、威い信しん上じよう昇しようペナルティがあっても董卓が欲しがるわけだ。玉璽はいまだ行方不明だが、洛陽のどこかに隠されているだろうしな。籠城戦が長引くほど、玉璽を董卓に回収される危険性がアップしていくわけか。

「連合軍がこの洛陽包囲戦で敗れれば、長安と洛陽の二大都市を両取りしている董卓軍に中原を蹂じゆう躙りんされ、禅譲イベントの条件をすべて揃そろえられる。帝てい位いを簒さん奪だつされたら詰つみよ！」

「曹操くん。劉備くん。董卓は『三国志』に詳くわしい。後年軍師として頭角を現す賈詡が在野に埋うもれていたのを見て、軍師に大抜ばつ擢てきしたのだろう。呂布の武勇と賈詡の知略を組み合わせて用いれば洛陽を防衛できる。洛陽に留まれば『長安暗殺』イベントを回かい避ひできる」

　つまりはこの洛陽包囲戦は、正史と演義を知り尽つくしているプレイヤー同士による、先読みに次ぐ先読みの戦いか。虎牢関の時とは違ちがい、武力ゴリ押しでは勝てそうにないな。

　こちらとしても、真世界に存在する「運命」イベントを逆手に取ってなんとかしたいところだが、そのためには新たな軍師が必要だな。

「そうよ軍師よ！　軍師を集めるのよ！」と曹操が地じ団だん駄だを踏ふみながら叫さけんだ。怜れい香かは、いや、曹操は興奮すればするほどアニメ声になるのだ。威い厳げんがないなあ。

「孫堅！　呉ごが誇ほこる軍師軍団を！　周しゆう瑜ゆ、魯ろ粛しゆく、呂りよ蒙もう、陸りく遜そんを召しよう喚かんして！　全員は無理でも、一人くらいいるでしょ？」

「すまない。周瑜と魯粛と陸遜は、孫ファミリー陣営にいないのだ。呂蒙はいるが、知力は30くらいしかない。呂蒙は『呉ご下かの阿あ蒙もう』イベントが起こらないと智ち将しようになれないらしいのだ。だが、そのイベントの発生条件として、まず有能な先せん輩ぱい軍師が必要らしく」

　うーむ。現状の孫ファミリーは猛虎弁を操る脳筋オジキ集団だからなあ。

　ま、うちも同じだが。俺さまと、脳筋の那波と、かしこいが俺が絡からむとポンコツになる雪乃。ダメダメだな。

　曹操の四人の従妹も、みんな脳筋系だし……。

　呪のろわれたように軍師不足だな、どの陣営も。どうなってるんだ？

「うぐぐぐ。じゃあ、劉備！　あんたが諸葛亮孔明を出しなさいよーっ！　知力１００の究極軍師でしょ！」

「こ、孔明は召喚できん。孔明は許劭が持っている『月げつ旦たん表ひよう』にも名前が載のっていない特とく殊しゆな英傑なのだ、曹操。『三さん顧この礼れい』イベントを発生させない限り、孔明は出しゆつ盧ろしない」

「それじゃ、すぐに『三顧の礼』イベントを起こしなさい！」

「わ、悪い。発生させたいのはやまやまだが、発生条件がわからん」

「なんのための劉備玄徳だーっ！　ううう。頭が割れる、むむむ～！　せめて龐ほう統とうはっ？」

「龐統なら召喚できる可能性はあるが、召しよう喚かん儀ぎ式しきを行うには、泰山まで戻もどらないとな」

「でもほら。実は龐統はすでに召喚されていて、でも就職面接が苦手だからどこにも士官できずに野良英傑になっている可能性も！」

「だとしても、大陸は広大だぞ曹操くん。都合よく洛陽の周辺をうろついていない限り、すぐに発見するのは困難だ」

　孫堅の一言に納得した曹操は、「ぐぬぬ」と頭を抱かかえて机の上に突つっ伏ぷしてしまった。

「軍師役が私一人じゃ無理よ。無理だわ。せめて補給。補給を……連合軍の補給を担当している袁術はなにやってんのよーっ！」

　そんな本ほん陣じんに、死んだはずのポマード野や郎ろう・張郃が勢いよく飛び込んできて、

「袁術どのの補給部隊が、行く先々で黄巾族に襲しゆう撃げきされているぞーっ！　主力部隊を率いていた亜人どもと和わ睦ぼくしたにもかかわらず、こんどは人間の流民たちが黄巾賊を名乗って各地で蜂ほう起き！　護衛が手て薄うすでお宝いっぱいの袁術どのの部隊はまさしく、餌状態！　兵糧は来ぬぞー！　私はこれより、われらが社長・袁紹さまのもとへ向かって、大至急前線に補給をと懇こん願がんしてくる！　社畜ばんざい！　袁帝グループに栄光あれぇー！　ご免めん！」

　と言いたいことだけを言い、大おお慌あわてで去っていた。うーむ、やっぱり生きていたか。

「ちょ。あいつ、なんで生きてるのよ？　どうなってるの？　っていうか、袁術～！　なにやってんのよおお！　どうしよう？　どうしよう？　兵糧が尽きちゃう！　んもう！」

「張郃どのは、死んだふりがうまい御ご仁じんなのではないか？　しかし困ったものだな。今こ宵よいからは将兵の食事を減らさねばなるまい。晋太郎も、我が慢まんするのだぞ」

「がるっ！」

「今夜はもう寝ねましょう。呂布の夜襲を警けい戒かいしつつ、各自、帰投よ！　きっと明日になれば頭痛が鎮しずまって策を閃ひらめくわ。私はやることなすことすべて正しい天才曹操だもの！」




●劉備野営陣じんの一夜




　必要なものは軍師と兵糧。三英傑軍議の結果、「課題」ははっきりした。

　だが俺は朝から的盧に乗って戦場を右往左往し続けていたので、もうヘトヘトである。

　深夜になって、ようやく劉備義勇軍の本陣に帰投することができた……寝ずの番をしている当番兵以外、みんなもう寝ているな。

　野戦陣に温泉はないが、わが陣営には可動式の「岩いわ風ぶ呂ろ」がある。岩をくり貫ぬいた湯船に水を注ぎ、下から薪まきを焚たいて熱するという元祖五ご右衛え門もん風ぶ呂ろみたいな原始的なものだが、戦場での疲つかれを取るためにはやはり入浴は必要なのだ。水も薪もコストがかかるので、現状では、主君である俺と那波・雪乃が時間を決めて利用している。今は男湯の時間だ。

　よし、風ふ呂ろに入ってから寝よう。人類が生みだした最高の文明だよ、風呂は！

　風ふ呂ろ場ばに突とつ撃げきした俺は甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨すてると、いい感じで焚けていた湯船に飛び込んで、「ふいー」と戦せん塵じんを落としながらめきめきとＨＰを回復させ……。

「兄さん！　軍議はいかがでしたか？　お労しいです、目の下にくまが……私がふがいないばかりに。ううっ。こここ今夜は、ゆゆゆ雪乃が兄さんのお背中をお流しします！」

　ぶはっ!?

　入浴して三秒で、妹と混浴っ!?

「ゆゆゆ雪乃!?　お前、なに事案発生させてるんだっ？　お風呂で兄の背中を流す妹など、ラノベとアニメの世界にしか存在しないのだぞ！　リアル兄妹は、こんなことはしない！」

　ああっ、八年間俺と生き別れになっていた雪乃の「兄妹知識」は二次元方面に偏かたよっているから……どうしてこうなるまで放っておいたんだ！

「ははは恥はずかしいですが、お疲れ気味の兄さんの英気を養うためです！　命いのち懸がけの合戦中なんですから、妹としてこれくらいのご奉ほう仕しは……！　ビキニ風に裁さい縫ほうした水着を、妹失格のいやらしい胸と腰こしに巻いて隠かくしていますから、倫りん理り的にもだいじょうぶです！」

「言っておくが、なにもだいじょうぶじゃないからな？」

「うう……ダメですか……雪乃の身体が幼いままでしたら、全ぜん裸らで兄さんと仲良く混浴できましたのに……これでは、まるで痴ち女じよですよね……正史英傑の関公に申し訳なくて顔向けできません。ぐすっ」

「あっ。泣くな泣くな。雪乃は断じて痴女なんかじゃないぞ！　兄妹同士だし、水着着用ならギリギリセーフだ、うん。そんな格好で突っ立っていたら、風か邪ぜを引くぞ。お、お前も湯船に入れ」

「はい！　ふふ。兄さんとお風呂……またひとつ、夢が叶かないました！」

　うーむ。俺のほうが全裸なのだが。まあ、湯船から出なければ見られる心配はない。

　誰か、雪乃に「正しいリアル世界の兄妹のありかた」について教育してくれる人はいないだろうか……し、しかし、狭せまいなこの湯船。

「に、兄さんもすっかり大きくなりましたね……たくましい殿との方がたの身体に……どきどき。そ、孫堅さんと結けつ婚こんしたりしませんよね、兄さん？　雪乃はそれが心配で、孫ファミリーの本陣につい夜襲をかけたくなってしまって……悪い妹でごめんなさい、むにゅう～」

「はうっ、この柔やわらかな感触は、おっぱ……雪乃！　胸で俺の二の腕うでを挟はさむな！」

「ごめんなさい！　この湯船、狭いんです。兄さんの膝ひざの上に座りましょうか？」

「それは絶対にダメだーっ！　俺は水着を穿はいてないんだぞっ！」

「……あっ……ということは、今の兄さんは……ぶふううっ！」

　雪乃がなにか妄もう想そうして鼻血を。かく言う俺もまずい状じよう況きようだ。孫堅に求きゆう婚こんされてから、女の子を妙みように意識するようになって対妹耐たい性せいが落ちたようだ。雪乃は実の妹だぞ、落ち着け！　シスの暗黒面に抗あらがうのだ、水城秀一よ！　妹によこしまな欲よく望ぼうを抱いだくのは「兄貴コード」に反する闇やみの道、シス堕おち一直線だ！

　雪乃だって、もしも真世界にぼっち英えい傑けつとして召喚されていなければ、いくら俺と再会したからってこんなエロマンガの嚙かませヒロインみたいな真似は絶対にしなかったはず。そもそも真面目な良い子だしな。どうしてこうなった。どうしてこうなった。せ、せめて昔の雪乃みたいな貧乳なら……って、俺はなにを考えているんだーっ！

「……兄さん。雪乃は最近、怖こわくて眠ねむれません……ごめんなさい……もう少しだけ、こうして一いつ緒しよに……か、肩かたを、だ、抱いてください……そ、それできっと、今夜は眠れます」

　そうか──雪乃も、不安なのだな。

　真世界という非日常空間に召喚されて戦場で戦っている間に、俺も雪乃も、元の世界で培つちかわれた社会常識をすり減らされ続けているのだ。いくら破格のチート能力を持つ封神英傑とはいえ、毎日死線をさまよっているわけだからな。下手な状況で呂布と遭そう遇ぐうしたら「死」に直結するのだし。

　雪乃が怯おびえていると気づいた瞬しゆん間かん、俺の心は、不思議なまでに鎮まった。

　そうだよ。なにを慌あわてて興奮していたんだ俺は。

　雪乃の心を護ることだけを考えればいいのだ。集中しろ。

　ああ。兄貴道の光が再び差し込んできたかのようだ。

　俺は、その昔「スター・ウォークＥＰ６ ジダイの帰き還かん」を観て以来、「兄は妹を護り全肯こう定ていするためにある」という兄貴道の信しん仰こう者なのだ。未熟なルーグが強大な父親ダーク・ベイダー相手にライトセイバー戦で勝てたのは、「妹レイヤを護りたい」というその純じゆん粋すいな兄妹愛の故だった。己のためでなく、妹のために戦ったからこそ、ルーグは父親と戦い倒たおしながらも闇やみ堕おちしなかったのだ。ダークサイドに堕ちていたベイダーもまた、息子ルーグの家族愛によって闇堕ち状態から救われ、ジダイの騎き士しとして帰還できたのだ。

「ジダイの帰還」、久々に観たいなあ～。

　え？　妹を放置したまま中年引きこもりニートになったルーグが孤こ島とうで謎なぞの空中浮ふ遊ゆうをして寂さびしく童どう貞ていのまま死んだＥＰ８？

　そんなものはなかったのだ、いいなっ！

「わかった。早く洛陽を解放して元の世界に戻ろうな、雪乃。俺も那波も頑がん張ばるから、あと少しだけ耐たえてくれ、頼たのむ。最後まで兄妹三人離はなれずに、ともに戦うからな。だいじょうぶだ。桃とう園えんの誓ちかいを、俺は絶対に破らない」

　俺は最終的に孔明に魂たましいを委ねる契けい約やくを結んでいるが、そのことは秘密だ。許せ雪乃。

「はい。ななちゃんに見つかる前に、先に出ますね。とりあえず、百数えます！」

「のぼせるから、十くらいでいいぞ。お前、子供の頃ころからお風呂に弱かったろ？　すぐにのぼせて鼻血出す体質だし」

「ううう。十は短すぎます、兄さん！　せめて三十で！」




　結局、のぼせやすい雪乃は二十まで数えたところで頭からぴよぴよとひよこを飛ばすグロッキー状態になったので、そっと抱きあげて昔のように濡ぬれた身体を拭いてやり、寝しん室しつに運んで寝かせてから、俺は自分の寝室に戻ったのだった。

　ふう。雪乃がお風呂場に入ってきた時にはどうなることかと思ったが、すっかり癒いやされて心安らかだ。妹を護らねば、と思うだけで俺は煩ぼん悩のう塗まみれのボンクラ少年から英えい傑けつ劉備玄徳に変身することができるらしい。ありがとうございます兄貴道よ。俺はこれからも兄貴コードを厳守して、光の道を突き進みます。妹たちのために！

　ところが。

　寝しん台だいの上に大の字に寝ね転ころがって「明日も朝は早い。さあ寝よう」と脱だつ力りよくした瞬間に。

「……あ、アニキ……あの、その……あ、あ、あたし、戦場に出てから熟じゆく睡すいできなくなっちゃって……そ、そ、添そい寝してもらっていいかな？　あっ！　よよよ夜よ這ばいとか、そーゆーんじゃないからねっ！　勘かん違ちがいしたら腕ひしぎ逆十字かけて関節外すからねっ！」

「な、那波っ!?　添い寝って。お前。もう子供じゃないんだから……そのボディラインぴっちりの寝ね間ま着きはなんだーっ！　リアル世界で乳ちち袋ぶくろはやめい！　アイ・アム・ユア・ブラザー！　ノーウ！」

　ああ……兄貴道、道険し！　いくら「すべての妹は平等である」という兄貴コードを貫つらぬこうとしても、那波は義理の妹だ。俺はいつの頃からか那波を「異性」として意識してしまうように。さらに今は孫堅求きゆう婚こんデバフを喰らってるので、煩ぼん悩のうをガードしきれん！

　こいつ、けしからんおっぱいの持ち主に育っていながら、俺にはけっこう無防備だしな。

　おお、兄貴道の光よ！　お救いください！　このままではシス堕ちしてしまいます！

「なにが乳袋さ。妹の寝巻姿を見て興奮すんな変態！　乳袋じゃないっ！　ブラで締しめてるの！　ノーブラで寝たらたいへんじゃん！　あたし、胸が大きいんだから、垂れちゃったらどーするのさ！　戦場でも陣じん中ちゆうでも女の子としての身だしなみはたいせつなんだよ？」

「寝具の腰まわりを締め付つけてまで、胸を強調せずともよかろうに！」

「やだよー！　寸ずん胴どう状態にしたら、太ってるように見えるじゃん！　乳袋のほうがマシだよー！　人じん畜ちく無む害がいでヘタレのアニキしか寝室にいないんだから、別にいいじゃん！」

　い、いかん。那波も、戦場暮らしでだんだん日常世界の常識が壊こわれはじめている。添い寝することでストレスを緩かん和わしてやれるなら……この兄が力になろう！　俺自身がぐっすり寝られるかどうか心配になってきたがな。

「ま、まあ、那波もいずれは元の世界に帰還する予定だしな……野生の張飛将軍状態のまま現代社会に復帰するのはまずかろう。ＰＴＳＤを発はつ症しようした最強の帰き還かん兵へい……映画『ランボウ』みたいになるぞ。わかった。添い寝を許可してやろうではないか、フハハハハ！　お兄ちゃんの添い寝サービスによって、思う存分癒やされるがよい！」

「んもう。誰だれがランボウよ。口の悪いアニキなんだから～！　いい？　寝ている隙すきに妹に襲おそいかかったら靭じん帯たい持っていくからねっ！　おやすみっ！」

　那波も戦場でヘロヘロに疲れている。すぐに寝てくれそうだ。よかったよかった。

「あーもう、肩が凝こった～！　バストってさあ、重いんだよね～。量ったことないけど、一個だけで下手したら１キロ近くあると思うんだよね。それが二個だよ二個。蛇矛振ふる時にも邪じや魔まになるしぃ。急に膨ふくらんだから、肩の筋肉がついていかなくてさ～。ううう～」

「……って、いちいち俺を兄貴道の暗黒面に陥おとしいれるような発言をするなっ！　目が冴さえてきたではないかっ！」

「は、はあ？　なに興奮してるのさ。変態じゃないのお？　あ、あ、あたしはアニキの妹なんだよ？　ちょっとくらいおっぱいの話したからって意識してテンパるなんて、アニキって相変わらずダメだよね～」

　妹。そうだよな。うん。那波は俺の妹だ。たとえ、血が繫つながっていない義理の妹であろうが……し、しかし、俺の心の中には、どうしても……那波を「女の子」として意識してしまう感情が……な、な、那波だって、お、俺を、密かに「男」として……。

「う、腕うで枕まくらしてよ腕枕。子供の頃みたいに。そ、それで、ぐっすり眠れるから」

「お、おう。雷かみなりが鳴った夜とか、よく腕枕させられたよな。ヘソ取られる、とか騒さわいで。あの頃はお互たがいに、まだ子供だったな……罪がなかった。それが、戦場に出て呂布と戦うことになるとはな」

「しょうがないよ。あたしたちが元いた世界でだって、戦争はあちこちで続いていたんだし。あたしたちがたまたま平和な国に暮らしていただけだよ。でもさ。戦争が続くのが当たり前の暮らしって……辛つらいよね、アニキ。あたし、少しずつ、張飛そのものになっていきそうな気がして……アニキへの想いも、すり減っていっちゃうんじゃないかなって思って……それが、怖いよ……」

　俺の腕枕に頭を載せて、鼻先を俺の頰ほおに押し当てながら、那波が涙なみだ声ごえを漏もらしていた。戦場では張飛益徳として元気に駆かけ回っているが、やはり、雪乃同様に那波も怖いのだ。戦い続けているうちに、いずれ自分自身が水城那波ではなくなってしまうのではないか、と怯えている。

「……だいじょうぶだ。桃園の誓いを忘れるな、那波。お前は一人じゃない。俺がいる。そして雪乃が。たとえ世界のすべてがお前の敵になっても、俺と雪乃は、お前の味方だ。兄妹なのだからな」

「……うん。ありがと……」

「那波。正史英傑の劉備三兄弟だって、数十年も戦場を駆けずり回まわりながら、義兄弟の絆きずなを最後まで護り続けた。だからこそ、どれほど戦っても人間性を失うことなく、未み来らい永えい劫ごう人々に語り継つがれる英えい雄ゆう、いや、『人間』として生ききることができたのだ。劉備・関羽・張飛の三人はほんとうに、お互いの心を支え合い、護り合ってきたのだと思う。だから──だいじょうぶだ。お前は、俺が護る。オリジナルの初代劉備玄徳に比べればヘタレな兄ではあるが、いつでも俺に頼たよってくれていいのだぞ」

　兄弟を想い運命に抗う無限の力。無む尽じん蔵ぞうの情。どれほど「北ほく斗と五ご丈じよう」を発動させても決して折れないすり減らない不ふ滅めつの精神力。オリジナルの、ほんものの劉備玄徳が持っていたそのような強きよう靭じんな魂が、劉備のアバターと言える俺にあるのかどうかはわからない。

　それに、妹の死によってのみ発動する孔明の固有スキル「北斗五丈」は決して使わない、封ふう印いんすると決めた。

　だがそれでも、俺は水城秀一でありながら同時に劉備になる。なりきってみせる。那波と雪乃の「運命」を覆くつがえしてみせる。俺はすでに、孔明に魂を売った。那波のためならば、なんだってできる。神にも悪あく魔まにもなれる。なにもかもが恐おそろしいが、それでも、俺はなにも恐れはしない。

「……うう……寝ね床どこで急にかっこいいこと言いだすなんて、アニキ。ずるいよ……こんどは一緒にお風ふ呂ろに入っていいかな、アニキ？　あっ。も、もちろん水着は着用するから」

「あの湯船は、二人では入るには狭せまいぞ」

「……なんで経験済みみたいな発言するのさ。あーっ、まさか？　うう。もう眠いや……寝ね落おちしそう……おやすみ、アニキ」

「うむ。俺の腕枕は、お前の安あん眠みん枕まくらだからな」

　だから──今夜は安心して眠れ、那波。




　　　　※




　夢を──夢を、見ている。

　ここはどこだ？　一面が霧きりに覆おおわれている。この世の光景ではない。水すい墨ぼく画がに描えがかれたような奇き山さんの数々。往来を、虎とらやジャイアントパンダがのし歩いている。諸しよ懐かいのような亜人どもも、牛に交じってうろうろしている。

　ここはもしかして、桃とう源げん郷きようか？

　うん？　こんな桃源郷のまっただ中に、パンダの顔面をかたどった大きなゲートが……このパンダ・ゲート。俺は、見覚えがあるぞ。これは、中華街にあった「SANGOKU 大戦争オンライン」のベータテスト会場入り口ではないか！

　そして、中ちゆう華か服を着込んだ枯かれきった爺じじいが一人。甘あま栗ぐりいらんかね～と諸懐たちに甘栗を押し売りしながら、ゲートの番人役を務めていた。

「って、水鏡先生ではないか!?　これは俺が観ている夢なのか？　夢ならば、なにをしても無罪だな！　よくも那波を真世界へ流しやがったな、師し匠しよう～！　ここで会ったが百年目だ！　今の俺は丹田が開いているから、師匠にも勝てる！　フハハハハ！」

　そう。横浜中華街で太たい極きよく拳けん道場「東方無敗」を経営していた謎の老師・水鏡先生の姿がそこにあった。夢だからボコボコにして憂うさ晴ばらししてもいっこうに構わん！　そーれ！　ぼかすかぼかすか！

「あ。ちょっと待って。待つのじゃ秀一よ。ここはお前の夢の中じゃが、『異世界』と『真世界』の狭はざ間までもあるのじゃよ。いかんぞいかんぞ。わしゃ、めんこい娘むすめさんにボコられるのは好きじゃが、野や郎ろうにボコられてもちっとも気持ちよくないのじゃ」

「なにを適当なことを！　狭間の世界ってのは、臨死の世界に自分を封印している孔明が俺の前に出現する時に張り巡めぐらせる結界空間の名前ではないか！　ああ、俺の夢だから設定がごっちゃになっているのだな。そーれ、ぼかすかぼかすか！」

「違ちがう違う。原理は同じじゃが、ここは孔明のものとはまた別の狭間じゃよ！　異世界にいるわしが、真世界に暮らすお前に直接話しかけるには、こうしてお前の夢の中に割り込んでアクセスするしかないのじゃ。いや～、やっと繫がったわい。お前、孔明と契けい約やくしてしもうたようじゃの？　そのせいで、お前の夢に割り込むことすら難しくての～」

　まあどっちでもいい。要は、今俺の夢に出現している師匠は幽体というかそーゆーものなんだろ。肉体はないわけだ。そーれ、ボコボコだ！

「待て。わしゃ、おぬしに真世界攻こう略りやくのアドバイスをするために来てやったのじゃぞい！　苦労させてすまなかったのう！　もうさんざんボコられてお詫わびしたから、許して～！」

「アドバイスか。俺たちは今、洛陽包囲戦に手こずっている。どうすればいい？」

「まず、孔明とは契約せんことじゃ。『北斗五丈』の器になる契約を結んだら、等価交こう換かんとして魂たましいを持っていかれてしまうのでの」

「遅おそいわっ！　速そつ攻こうで契約を結んだわっ！　ここで屠ほふってやろうか、師匠～っ！」

「ううむ。那波ちゃんがさくっと張飛に封ほう神しんされればよかったんじゃが、お前の能力の低さが足を引っ張って邢けい道どう栄えいに封神されてしもうたんじゃのう。想定外じゃったわ」

「今、最大の課題は軍師不足だ。もしも正史通りのルートを辿たどれば、劉備のもとに孔明が仕官するまで十数年はかかるぞ。それじゃもう間に合わん！　どうすればいい!?」

「そうじゃのう。契約を結んだ以上、『三顧の礼』イベントを起こして孔明を出しゆつ盧ろさせるしかあるまい、ふぉっふぉっ」

　え～い、言ってることがさっきと違うではないか！

「イベント発生条件は、正確にはわからぬ。大異変が発生した前後のわしら仙せん人にん道士の記き憶おくは、大おお幅はばに消し飛んでおるからのう……ただ、異世界の図書館で『三国志』関連の文ぶん献けんをいろいろ読んだので、この先に発生しそうなイベントはだいたい頭に入っておる。いやあ異世界もいいもんぢゃな。ＡＶ見放題じゃしな。ふぉっふぉっ」

　書物で得た知識任せって、それじゃ、俺たち三国志ファンと一いつ緒しよじゃねーか！

「いやいや、三国志ゲームもやりこんでおるし、ゲーム用語もだいたい覚えたぞい。性能イマイチな武将カードを『サブアタッカー』とか『普ふ通つうに強い』とか呼ぶことものう」

　俺たちの世界に馴な染じみすぎだろ師匠。中華街のゲーセンでよく対戦してたもんなー。

「真世界がいろいろとゲーム世界っぽいのは、なぜだ？」

「大異変が発生する以前は、こうではなかったのじゃ。異世界と真世界を繫げた封神英えい傑けつ召しよう喚かんシステムを構築した結果じゃよ。異世界人を真世界に召喚して英傑に封神する時には、陰いん陽よう二極論に基づくある種のデジタル処理を施ほどこさねばならん。陰陽二極論は、奇くしくも０と１ですべてを表すデジタルの世界と同一のものなのでな。それで、お前たちはステータスウィンドウを背負うことに。召喚されて以後もお前たちは生身の人間じゃが、英傑絡がらみの付ふ与よ能力についてはデジタル的に処理されるようになっておるのじゃ」

　なるほどな。陰陽とデジタルは、同じもの……それで封神英傑はゲームキャラっぽい処理を施されているのか。真世界の住人にはステータスウィンドウとかないものな。

「イベント発生条件は、ひとつではない。天・地・人。すなわち、『時期』『場所』『人物』という三つの条件があるぞい。じゃが、すべてを揃そろえなくとも、強力な条件を二つ満たしてしまえば発生しやすくなるようじゃ。『三顧の礼』では、劉備玄徳でなければイベントを発生させられぬという『人物』条件は絶対じゃろうな」

　つまり、「人物」としてはもう、俺という発生条件がここにいる。「時期」を待っていると時間切れになるから──。

「『場所』の条件を満たせばいいということか、師匠！　恩に着るぞ！　フハハハハ！」

「そういうことじゃ。よいぞ、よいぞ。そろそろ時間切れじゃ。次に会えるのはいつになるかわからぬが、応おう援えんしておるぞい。那波ちゃんにぱふぱふしてもらうまでは、わしゃ何度でもお前を助けに参上するぞい、秀一よ」

　孔明が隠かくれている「場所」を突つき止めてそこに入るのじゃ、それで「三顧の礼」イベントは発生するぞい、ぞい、ぞい、と師匠の声がだんだん霧の彼方かなたへと遠ざかっていった。




　そこで俺は、目を覚ました。うーむ。同じ夢なら、師匠より孔明のほうがよかったなあ。ほんものの孔明に、早く会いたいな……なんだろう。この切ない気分は。

　うん？　な、なんだ、俺の頭を包み込んでいる、この柔やわらかくてぷにぷにの温かい水みず枕まくらは？　い、癒いやされる……おかしいな。俺は那波を腕枕していたはずだが？

「むっ!?　こ、これはっ……!?　アイ・アム・ユア・ブラザー！　ノーウ!?」

　那波が寝ぼけて、俺の頭を自分の胸元にぎゅっと抱だき寄せて「すぴー。アニキ～」と寝ね言ごとをつぶやいていたその最中に、予想もしていなかった来客が寝しん室しつへと飛び込んできた。








第二回　さては軍師だなオメー









●回せっ！　劉りゆう備びさん！




　洛らく陽よう郊こう外がいの劉備義勇軍本ほん陣じんを訪れた来客は、俺が想定していない意外な人物だった。

「やあやあ劉備くん。洛らく陽よう攻ぜめに手こずっているようだねえ。よろこびたまえ、きみが今もっとも必要としているものを運んできてあげたよ♪」

　泰たい山ざんの麓ふもとで封ほう神しん英えい傑けつ召喚システムを管理運営している、ヒョロ眼鏡の許きよ劭しようではないか！

「ひいひい。重いでち、重いでち」

「人間さんはヘンなものばかり発明するでち」

　なにやら見慣れぬ小こ柄がらな生き物たちを使役して、布を被かぶせた大荷物を運ばせている。

「ああ。この子たちは彭ほう侯こう族ぞくというんだよ。古い樹木に宿った魂が自我に目覚めて、森の精せい霊れいさんとして顕けん現げんした連中だ。いわば神代の霊れい獣じゆうの成れの果てだね。僕ほどの道士にもなれば、彭侯族を使い魔まとして使役できるのさ。ああ、ちゃんと対価は支し払はらっているからだいじょうぶだいじょうぶ。うちはブラック企き業ぎようじゃないからねえ～」

　うーん。彭侯族か。一応は二足歩行生物っぽい外見だが、ねんどろいどみたいな二頭身。ちっちゃくて、どことなく曹そう操そうに似ているな。遠とお縁えんなのかもしれん。これからは曹操を「彭侯ちゃん」と呼ぶか。

「……ん～、どったの、アニキ？　あれ？　許劭さん？　ここって泰山だっけ？」

「やあ張ちよう飛ひちゃん。おはよう～。泰山の『関かん張ちよう飯はん店てん一いち号ごう店てん』はねえ、いとこの許きよ靖せいに任せてきたから。僕は出張隊なんだよお」

　俺は、へらへら笑っている許劭の首根っこを摑つかみ、慌あわてて寝室から飛び出していた。

　妹の那な波なみと添そい寝している上に、那波のおっぱい枕まくらで惰だ眠みんをむさぼっていたことが外部に漏もれたら、俺さまの劉備玄げん徳とくとしてのカリスマ性と信しん頼らいに関わる！

「那波は俺の寝室にいなかった、いいなっ！　そそそそれで、兵ひよう糧ろうを持ってきてくれたのか、許劭？　関張飯店に仕入れていた食材を洛陽へ？」

「劉備と張飛が同じ部屋で寝るのは当然のことだと思うけどねえ。いやあ、ごめんごめん。兵糧は持ってきていないんだ。なにしろ、張飛たん謹きん製せい唐とう辛がら子しを用いた関張飯店の激げき辛から麻まー婆ぼー豆どう腐ふは飛ぶように売れるからね～。関張飯店の食料在庫は常にカツカツなんだよ」

「えーい。それでは、なにしに来たのだ！」

「まずは、きみのスポンサーになりたいという奇き特とくな封神英傑さんをお連れしたよ。この女の子は、徐じよ州しゆうで商人ルートを邁まい進しんして大金を稼かせいでいる実業家にして億万長者さ。劉備くんに全財産を貢みつぎたくて商人になったんだって。奇特な女の子もいるもんだねえ」

　ぬな。わざわざ俺のスポンサーになってくれる逸いつ材ざい、だと？　世の中には変わった人間もいるものである。ほんものの劉備ならともかく、俺だぞ？

「はじめまして、劉備さま。不ふ肖しよう私、糜び竺じくと申します！　兵ひよう庫ごは伊い丹たみから参りました！　かの七難八苦の名将・山やま中なか鹿しか之の助すけを始祖とする商売人一家の娘です。ちなみに異世界では女子高の水泳部所属でした！」

　商人ルートは、俺たち劉備三兄妹が本来通るルートだったのだが。まあいい。そろばんを鳴らしながら、糜竺が俺に律りち儀ぎな自己紹しよう介かい。水泳部娘こかあ。顔立ちから髪かみ型がた、衣装にいたるまで健康的でさっぱりしていて、表情も豊かだ。か、かわいい。しかも、出るところはちゃんと出ていて、健康なお色気のある素敵なＪＫではないか。





「英傑名：糜竺　統率34　武力27　知力74　政治78　固有スキル・顧こ客きやく分ぶん析せき」






　でもこの子、おっぱい大きいのに、武力は低いな。俺が密かに誇ほこる持論「武力＝バストサイズ理論」が崩くずれそうだ。バストは、推定87のＦカップというところか。デュフフ。

　し、しまった、思わず涎よだれが……！

「驚おどろきました。封神された中身の殿との方がたも、まさに劉備玄徳さまですね！　劉備さまは顔ではありません、心です！　さすが、劉備玄徳に封神される殿方は違いますね！」

　そ、そうか？　まあ、孔こう明めいと狭間の世界で極秘契約してこっそりリセマラしてもらったのだがな。ほんとの俺の実力は韓かん玄げんレベルなのだ。でも劉備ファンの糜竺をがっかりさせたくないので、黙だまっていよう。うん。

「……はあ、はあ、はあ……ぱっと見は劉備っぽくないですが、あなたは私が夢に見てきたとおりのダメ男です……」

　え？　この子、今なにか不ふ穏おんな言葉をつぶやいたような？

「劉備さまの頭の中は、よこしまなシス堕おち衝しよう動どうに溢あふれていますね！　それでは不肖この糜竺の固有スキル『顧客分析』を発動させていただきます！　今朝の劉備さまの『脳内地図』を唐とう突とつに大公開です！」

　糜竺が、そろばんを一ひと振ふりしながら俺の背後のステータスウィンドウをぱっと開いた。そこには、今まで観たことのなかったＣＧ画像「劉備玄徳の脳内地図」が表示されていた！　お、俺の頭の中をモニタリングできるというのか、糜竺は？　恐おそろしい子!?

「出ました。劉備さまの脳内の十割が、妹への愛とエロスに占しめられています！」

　俺の頭の中に詰つめ込まれていた漢字は……妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹だった。

　なっ……なんという……１００％「妹」であるべきわが脳内が、すでに半分近くまで「乳」に乗っ取られているっ？　那波のおっぱい枕の影えい響きようか？　ある意味、睡すい眠みん学習？　シス堕ちの誘ゆう惑わくに俺はいずれ屈くつするというのかーっ？

「うわああああ！　俺はここまでダメな兄貴だったのかーっ!?　許してくれ、那波、雪ゆき乃の……！　びびび糜竺、この脳内地図情報はここだけの秘密にしてくれ。頼たのむ！」

「承知しております、ただちにデリートしておきますのでご安心を！　私は、幼い頃ころから熱ねつ狂きよう的な劉備玄徳ファンなのです！　負けても負けてもへこたれずに生き汚ぎたなく戦い続けて、やっと天下に手をかけておきながら最後は弟の仇あだ討うちのために夢破れてフルボッコに負けて散っていく。その報われないダメ男っぷりが、わが始祖・山中鹿之助そっくりでたまりません！　私の銭の力で、かわいそうな劉備さまをお助けさせてください！　中二病ぶりながらも実はヘタレシスコンで煩ぼん悩のう塗まみれのあなたさまは、わが理想の劉備玄徳です！」

　まさかの、だめんずマニア女!?　いや、これもまあ劉備玄徳の人徳のなせるわざと言えるだろう。きっと。少々表現が風変わりなだけだ、糜竺は。そういうことにしよう。うん。

「ふ、フハハハハ！　そうだ、糜竺と言えば劉備の一の子分だったな！　商人として、わが劉備義勇軍に参加したいというのだな？　わが天下統一の戦いに軍資金を提供してくれるのだな。いいとも、認めようではないか！　関張飯店の経営拡大事業についても、きみに任せよう！　俺たちは今、戦場フェイズで手一いつ杯ぱいなのでな」

「有り難き幸せ！　ですが劉備さま、私は商人です。世の中、タダで動くのは地じ震しんだけですよ。私が劉備さまのスポンサーになる上で、ひとつだけ吞んでほしい条件があります」

「ム。銭ならないぞ。あと、念のために言っておくが俺の妹枠わくはすでに埋うまっている。もしやインテリジェンス・馬の的てき盧ろか？　的盧を馬肉ソーセージにして売り出したいのか？」

　相棒～よしてくれようブルルルルっ、と馬小屋からのそのそ出てきた的盧がブルっている。人語を話すインテリジェンス・馬って、謎の存在だよなあ。

「違ちがいます。わが望みはただひとつ！　こうして真世界に召喚された以上は、なにがなんでも愛するダメ男・劉備さまに真世界を統一していただきたい！　そのためならば、私が稼いだ銭はことごとく劉備さまに貢ぎます！　銭だけではありません。劉備さまのどんな命令にも従います！　お望みならば、ど、どのような恥はずかしいご奉ほう仕しでも……」

「ご、ご奉仕？」

「は、恥ずかしいですが、わ、わ、私のことを、縛しばるなり嬲なぶるなり敵中に放り込むなり、好きにしてください！　憧あこがれのダメ男に尽つくす女の人生って、七難八苦の理想形ですよね？　か、か、考えただけで頰ほおが火ほ照てります……こ、このとおり、荒あら縄なわも準備してます。わ、わ、私を縛って犬のように連れ回してくれていいんですよ？　はあ、はあ、はあ……」

　この、とろんとした目つき……これは、ドＭ娘むすめの目だぜッ！

　あ、わかった。この子、やばい人だ。

　お、お引き取り願わねば。このたわわなおっぱい……もとい銭は惜おしいが、潔けつ癖ぺきな雪乃に「兄さん！　奴ど隷れいを飼うだなんて、異世界人の恥はじです！」と激げき怒どされて斬きられかねん。

「どうか、私を劉備さまの奴隷にしてください！　頼たよれる家族もいない真世界で、ダメ男劉備さまに身ぐるみはがされて貢がされる奴ど隷れい堕おちライフ……こんな七難八苦チャンスは二度とありません！　それが仕官する条件です！」

「だが断る！　っていうか、『だが』など要らぬ！　そもそも俺のステータスウィンドウに奴ど隷れい枠わくなどないっ！」

　えー知らないのかい？　奴隷枠はあるよ～？　レーティング問題があるから標準設定では表示されないだけだよ？　ほ～ら、ここをちょいちょいといじったら、奴隷枠が登場したよ～、と許劭がまた余計な真似を。な、なんだと、異世界ものの定番「奴隷枠」がこの真世界にも存在しただと？　えーい、話をこじらせに来たのかこのヒョロ眼鏡は。

「そういうわけで不肖この糜竺を、劉備さまの奴隷一号としてよろしくお願いします！　あっ、もちろん処女なので、ご安心を。こ、この日のために、たいせつに純潔を守って参りました……異世界では、水泳部に専念して邪じや念ねんを振ふり払はらってきましたから……ぽっ」

　思わず、わかった俺の奴隷になれ！　と言いそうになった。糜竺の恥じらった上うわ目め遣づかい、破は壊かい力がやべえ！

「それも断るっ！　奴隷なんぞ所有したら、俺の首が落ちる！　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうの一いつ閃せんで！」

「うう……でも、妹枠は満員ですよね？　で、では、妥だ協きようして奥さん枠をお借りします！　嫁よめ枠わくは三つとも空いていますよね。私がひとついただきます！　これからは、私を糜夫人と呼んでください！　日が暮れたら、さっそく新しん婚こん初夜の調教儀ぎ式しきを開始いたしましょう！　ご安心ください。嫁よめと言っても形式だけです。容よう赦しやなくご主人さまの奴隷として扱あつかってくださって構いません！　むしろ家か畜ちく扱あつかいでも。はあはあはあ」

「ま、待て待て。戦場での朝は早い。俺はそろそろ曹操のもとに行かねばならんのだ。戦場をうろつかれると危ないから、俺さまの本ほん陣じんで待機していてくれ！」

「では、待っていますからね。ご主人さま♪　あ、これ、結納金代わりに持参した召しよう喚かん台用の呼こ符ふ二千枚です！　今日こそ念願の趙ちよう雲うん子し龍りゆうを引き当ててください！　召喚したらさっそく、ご主人さまの奴隷二号にしましょうね。応おう援えんしております！」

　ヒエッ!?　呼符二千枚？　とんでもなくね？　糜竺マジ大だい富ふ豪ごう。でも、今日こそ趙雲を引き当てろって、どういうことだ？　どこでガチャ回せばいいんだ？

「実は、泰山と見えない『気』の道で繫つながった『移動式召喚台』が完成したんだよ、劉備くん。まだ試作品だけどね。きみたちの世界のスマホの仕組みを参考にしてね、召喚台をコンパクト化して車輪で移動させられるようにしたのさ。さっそく曹操くんの前で試運転してみよう。今週は趙雲子龍ＰＵ週間だからね！　趙雲の排はい出しゆつ率大おお幅はばアップだよ！」

　な……なんだと、許劭っ？　移動式の召喚台！　つまりこの洛陽郊こう外がいで逆ガチャ召喚に挑ちよう戦せんできるというわけかーっ！

　許劭の合図とともに、彭侯たちが「でちー」と大荷物を覆おおっていた布を取り去った。そこには、小型ながら紛まぎれもなくあの「召喚台」が！　しゃ、車輪を取り付けられている！

　これはもう、召喚せねばなるまい！　わが頼れる護衛役・趙雲子龍を！　やっぱり俺はどうしても趙雲が欲しいっ！　妹ではなく、しかし俺さまに忠実で武力98でしかも巨きよ乳にゆうという大正義な女の子がっ！

　あ、いや、糜竺もかわいいけど、ドＭ趣しゆ味みはちょっと。ごめんなさい。ごめんなさい。純情シスコン童どう貞てい少年の僕がいきなりそーゆーあやしい世界にハマったら、きっとほんとうにダメになってしまいます。というか俺を底無しのダメ男として育成するつもりだよな、糜竺って？　剣けん吞のん、剣吞。まずは妹を護れる正しい兄にならねば。修行中の身で奴隷なぞ飼ったら、シス堕ちしてしまう。兄貴コードに反する行こう為いだ、それは。

　俺はすでにもう、脳の半分近くをおっぱいに占せん領りようされているしな。

　でもガチャは引くっ！　やめられんっ！　虹にじ色いろの光をスパークさせて、召喚台にわが忠実なるしもべ趙雲子龍を降臨させるその瞬しゆん間かんまではっ……！

「今日こそは趙雲のＰＵ確率をいいかげんに開示しろ、許劭！　さもなくば課金額に天てん井じようを設けろ！　関張飯店の稼ぎは片っ端ぱしからこの逆ガチャ召喚に消えているんだぞ！」

「確率なんて関係ないよ、劉備くん。『出るまで回す』。それがガチャの醍だい醐ご味みでありたったひとつの冴さえたやり方なのさっ！　ましてや天井だなんて。そもそも封神英傑の『中の人』が異世界のゲートを潜くぐらなければならないんだから、すべてはタイミングだよ」

　要は、趙雲に相応ふさわしいプレイヤーがゲートを潜らない限り、趙雲は永遠に排出されないのか。あくまでも趙雲に封ほう神しんされる「条件」が緩かん和わされる分、理論上の排出確率がアップされるだけか……ううむ。呼符に籠こもった「気」のエネルギーを、召喚システムを稼か働どうさせる燃料源に用いねばならないためとはいえ、極悪非道なテーブル設定にもほどがあるぜ。

　だが！　目の前に呼符の束がある以上、俺は回す！　今朝の召喚にすべてを賭かけるっ！




「で？　なんで私の前でいちいちガチャ回すわけ、秀しゆう一いち？　私はそーゆーの嫌きらいだから！　いい？　ライトノベルって一冊６００円から７００円でちまちま売っているのよ。一冊書き上げて出版するまでに数ヶ月の手間がかかっているのに、そんなに安いのよ。ガチャって、高い相場だと一回回すだけで５００円とかあっという間に飛ぶじゃん。十連回したら５千円よ？　百連で５万円！　中高生のお小こ遣づかいが片っ端からスマホに吸い取られてるから、ラノベ本が売れなくなったわけ！　そうよ。ソシャゲのガチャ文明のせいで、ラノベ文明は衰すい退たいの一いつ途とを辿たどっているんだわ！　ガチャは悪い文明！　断罪する！」

　彭侯どもに命じて、曹操の寝しん室しつ内に召喚台を運び入れさせたら、寝ねぼけて機き嫌げんが悪い曹操がいきなり剣けんを掲かかげて打ち壊こわしにかかってきた。見た目は彭侯族のなかまのくせに、フン族並みに凶きよう暴ぼうな奴やつだ。彭侯たちは悲鳴をあげながら逃にげ散っていった。こら曹操。落ち着け。抱だっこ抱っこ。っていうか、こいつに「秀一」と呼ばれると、ドキッとしてしまうな。いかんいかん。曹操は──怜れい香かはもう、俺のシークレット妹なのだから。

「ふぐー、ふぐー！　寝室で抱きつくな抱かかえるなこども攫さらいするなっ！　一晩寝てもまだ、頭が割れるように痛いのよ～！　許劭はどこへ消えたのよ！　邪じや教きようガチャ教団の教祖として引っ捕とらえて獄ごくに繫いであげるんだからっ！」

「ヒョロ眼鏡なら、寝ね床どこから這はい出てきた時のお前の剣けん幕まくを見て速そつ攻こうで逃げたぞ。ともかく、召喚台と大量の呼符がここにある！　泰山へ戻もどらずに戦場で直接封神英傑を召喚する絶好の機会なのだぞ、怜香！　俺は回すっ！　後先考えずに回すっ！」

「アホらし。五つ星の封神英傑が排出される確率は、たしか極悪非道の１％でしょ。そのうち半分がＰＵ中の趙雲だとしても、０．５％じゃん。そんなもの、ゼロと同じじゃん。って、なに呼符の束っ？　あんた、ガチャ回すために大借金したのっ？　中毒よ！　完全にガチャ中毒、ソシャゲ中毒だわ！　今すぐ治ち療りようしなきゃ、人生破は滅めつしちゃうわよ秀一！　ぐぬぬ。やっぱり、この邪じや悪あくな召喚台は叩たたき壊して……！」

　いかん。曹操が召喚台を叩き割る前に、すべての呼符をくべて、ガチャを回しきるッ！

　連打連打連打連打！　十連引きコマンドの乱れ打ちだああああ！

　シュバババババババアアアッ！

　ぬおおおおお！　ひ、光らぬ！　虹色の光が煌きらめかぬ！　これは……大爆ばく死しテーブルだあっ！　だ、だが、なぜか脳内麻ま薬やくの分ぶん泌ぴつが止まらない！　まさに、今の俺はガチャ中毒自傷患かん者じや！　今の俺の脳内地図は、たぶん、ガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャ爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死爆死ガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャガチャだ！

「ぎゃーっ！　なにするのよ、もったいなーい！　その呼符を食料購こう入にゆう費ひにあてれば……うわーん！　しかもハズレ！　ハズレ！　片っ端からハズレの孔こう子し礼楽アイテムばっかり召喚されてるじゃないのーっ！　ひとつ星英えい傑けつすら召喚できないじゃん！　ばかばか！」

「まだだ、まだあと一枚残されているのだよ！　こういう十連連打の歴史的大爆死のあと、苦くるし紛れに回した泣きの単発ガチャが大当たり！　これぞ、『ガチャあるある』なのだーっ！　陰いん陽よう召しよう喚かん台に命じる！　五つ星英傑をよこせ！　趙雲子龍を召喚せよ！　最後の最後に確率収束せよーっ！　これでハズレを出したら、てめーを問答無用でブチ割るぞ！」

　ブルブル……シュバッ……ピカッ、チュウウウウ～ッ！




「「「お、おおおお？　召喚台が、虹色に光った!?」」」




　キ・キ・キタ────[image: ]─────！

　これぞ、伝説の「五つ星英えい傑けつ召しよう喚かん確定」の証あかし！　七色に輝かがやく虹色の光だーっ！

　出てきたっ！　召喚された！　五つ星を誇ほこる人権封神英傑がーっ！

　おおお、女の子だ！　背が高くて八頭身！　とびっきりの美女だ！　しかも、その瞳ひとみにはただならぬ知性が宿っている！　これは知力も高そうだ！

「このかしこそうな美女は趙雲だな、趙雲に違いない！　やったぞおおおお！　ようこそ趙雲子龍よ、この劉備玄徳さまの家臣として仕えるがよい！　フハハハハ！」

「……違います。私は趙雲ではありません。劉備玄徳などという俠きよう客かくふぜいに仕えるつもりはいっさいありませんので、近づかないでください。私に触ふれたら、異世界に帰き還かんした暁あかつきにあなたをセクハラで訴うつたえます」

「ギャー！　すり抜ぬけか、すり抜けなのかああああっ？　ち、ちっくしょおおおおおお！」

　念願の八頭身美女英傑は、趙雲ではなく、すり抜け英傑だった！　なぜか、海外旅行にでも出かけるような大荷物を持っている！　バッグのジッパーの隙すき間まから、雑に突つっ込こまれたジャージがはみ出しているのは、絶望して涙なみだにくれる俺の目の錯さつ覚かくか？

　彼女は泣き崩くずれる俺をガン無視して、その隣となりに立っていた曹操のもとに「すっ」と腰こしを下ろして頭を垂れ、そして英傑名を名乗った。

「わが英傑名は、荀じゆん彧いく文ぶん若じやくです。私が荀彧に封神されたということは、やはりあなたは曹操孟もう徳とくに封神されていたのですね、ドワーフ玉たま置おき先生。あなたが真世界へ召喚されたという情報を袁えん帝ていグループ内部から摑つかみ、原げん稿こうを取るべく東ひがし所ところ沢ざわのゲートを潜って真世界まで参りました。〆切りが迫せまっているのです。さあ、きりきり原稿を書いてください。新作『三さん国ごく姉し妹まいコレクション』第一巻の原稿を。実は連れん載さい中の『戦せん国ごく妹いもうとコレクション』はイラストレーターのシスマゲドン先生が失しつ踪そうしたため、現在、出版困難に」

　し、失踪？　作者に続いて、イラストレーターまで？　呪のろわれた作品だな。

「シスマゲドン先生は極度の対人恐きよう怖ふ症しようと称しようし、メールとＳＮＳ以外では取引先と接せつ触しよくしないという隠かくれっぷりでしたので、われわれ編集者たちも素顔を知らず、捜そう索さくは難航中です。しかし新作ならばイラストレーターが異なりますから、原稿さえあれば出版は可能です。あっ、そうそう、劉備玄徳。ゴミだと思い込んで、あなたが人語を解する生物であることを失念しておりました。先生の正体を漏もらしたら、守秘義務違い反はんであなたを告こく訴そしますからね」

　はい、漏らしません。別のものが漏れそうです。この人、怖こわいです……。

「でも荀彧、あんた『雷らい撃げきブリブリBLITZ×BLITZ文庫』の私の担当編集者でしょ？　業務機密につき真しん名めいは伏ふせるけど！　ししし真世界まで追いかけてくるなんて、尋じん常じようじゃないわ！　どーやって異世界側の出版社に原稿を届けるつもりなのよっ？」

「解決方法はすでに準備済みです。両世界のゲートとゲートの間には、ごくごくわずかなピンホール状の『隙すき』がございます。モールス信号方式で先生の玉ぎよつ稿こうを信号に変へん換かんし、『隙』を通してゲートの向こうに待機している副担当に発信いたします。副担当が雇やとった道士がこの奇き跡せき的な芸当を可能にします。副担当がゲートを潜れば、おそらく荀じゆん攸ゆうに封神されると思われますが、異世界側で働いてもらわねば先生の新作を出版できませんので」

　曹操は「ぶるぶる」と震ふるえあがり、真っ青になって俺の背中に隠れてきた。

「うん？　なんだ曹操。編集者なんぞ要らない、自分がせっかく傑けつ作さくを書いてやろうとしているのに邪じや魔まばかりする、もうラノベ読者は編集者なんて不要だと気づいている、だからスマホアプリに市場を奪うばわれた、と昨日はさんざん編集者をディスってたよな？」

「話を盛るなー！　あああたしが、ありがた～い出版社さまをそこまで罵ののしるはずがないでしょー？　ごく稀まれにラノベが苦手なフレンズもいるけど、荀彧さまはすっご～い超有能編集者なんだから！」

　はあ。まったく、口だけ番長だなー。サービスで話を盛ってやったのに。真世界生態系ピラミッドの最下層を漂ただよう彭侯ちゃんは、仕方ないな。フッ……。

「ああ。言ってない言ってない。いつも通りお前をからかっただけだ」

「うぐぐ。あとで目玉に指ぶっさしてやるから、覚えておきなさい！」

「もしやこの男、先生のストーカーですか曹操さま。この荀彧が責任を持って始末いたしましょうか。真世界で消せば、証しよう拠こは残りません」

「あーあー、いいのよ荀彧！　こいつは私の善良なる読者にしてファンなの、ストーカーじゃないから！」

「……そうですか。ですがラノベ作家として大成したいならば、くれぐれも男を近づけてはなりませんよ、曹操さま？　女流ラノベ作家の破滅は、だいたい、これからいちばん成長するたいせつな時期に寄ってくる男絡がらみではじまるのです。私はそういう若手女流作家を何人も見てきましたから。男は、人間にあらず。虫けらだと思いなさい」

「ううう。わかってるわよー。よくわかんないけど……」

　酷シドい！　虫けら扱あつかいだなんて、シドイわっ！　にしても、ちっちゃな曹操と、背が高い八頭身美女の荀彧。その身長差が凄すさまじい。三十センチ以上ありそうだ。

「とにかく荀彧！　私は原稿書かないからっ！　今、私は軍師・曹操として軍を率いて洛陽の董とう卓たく軍と戦っているのよ。こんな状じよう況きようで原稿に集中するなんて、無理に決まってるでしょ！　合戦にも負けて原稿も支し離り滅めつ裂れつになるという曹操の敗北パターン一直線だわ！　それに、最近ずっと戦場でのストレスで頭が痛いしっ！　書きたくても無理っ！」

「こちらにロキソミンがございます。ゲート内への電子機器や武具の持ち込みは禁止されていましたが、薬に関しては『規定にない』ということでパスしましたので」

　すっ……と、荀彧がマツトモキヨシの袋ふくろに入ったロキソミンＳプラスの箱一ダースを曹操の手許へと進しん呈ていしていた。なんという、なんという気が利いた編集者なんだ。通常のロキソミンは胃を荒あらす副作用があり、胃をいつも〆切りのストレスにやられている作家にとっては諸もろ刃はの剣だが、Ｓプラスには「胃薬」の成分も配合されているのだ！　やるな荀彧。真世界から原稿を送る手はずまで整えてきたことといい、ガチ敏びん腕わん編集者ではないか。

「あらそう？　ありがとーう。し、仕方ないわねー。そんなに私の原稿が欲しいのかしら。は、は、は！　売れっ子ラノベ作家って罪な存在よねー、劉備？　とうとう担当編集者まで真世界に巻き込んじゃって」

　こらこら曹操。荀彧の掌てのひらで転がされているぞ、お前。ほんっと、チョロいな……。

「でも、荀彧。戦場ではラノベ書くのは難しいってば。知ってるでしょ。私は一点集中型で、周囲の環かん境きようから自分の意識をシャットアウトしなければ原稿に書くべきイメージが降りてこない言こと霊だまタイプなのよ？」

　だよなー。文字通りの曹操タイプだしなー。

　ところが、荀彧お姉さんは一気にまくしたてた。ロシア語でも喋しやべっているかのような機械っぷりで。

「いいえ。曹操さまことドワーフ玉置先生こそは、あかほりさとる先生の如ごときたくましい野望と外道級の生命力を持ち、水みず野の良りよう先生の如く汲くめども尽つきぬ豊ほう潤じゆんなアイデアと才覚を持ち、賀が東とう招しよう二じ先生の如き先見性と文章力を兼かね備そなえ、神かん坂ざか一はじめ先生の如き長ちよう寿じゆキャラクターノベルを描えがく継けい続ぞく力を持っておられるお方。そうです。ドワーフ玉置先生こそは、絶ぜつ滅めつの危機に瀕ひんしている斜しや陽ようのラノベ業界を救ってくださるラノベ世界の最終救世主、われら雷撃ブリブリ文庫の未来を支える将来の大エース作家候補なのです。先生は『戦国妹コレクション』だけの一発屋ではありません。あなたさまこそ、いずれ近い将来、ライトノベル業界の天下を獲とられるお方です。この荀彧は、先生に一生付いていきます」

　コラコラコラ～っ！　適当な美び辞じ麗れい句くを並べ立てすぎだろ！　しかも、感情まったく籠こもってないし！　水野先生たちからクレーム来るぞ。いくら曹操が、自分のラノベ作家としての才能に自信を抱けずに賞賛の言葉を欲しがっている困った子でも、そんな見え透すいたお世辞が通用するはずが──。

「えへん！　そうよね！　そうだわ、私こそはライトノベル黄金時代を築いた先せん輩ぱい先生方の才能を片っ端ぱしから受け継ついだ究極の進化型ニュータイプラノベ作家なのよね！　モビルスーツのパイロットをやりながらサイコミュパワーで見えないキャラたちと会話するくらいお茶の子よ！　そうでなければ、ＪＫと作家業を両立なんてさせられっこないもの！　さすがね荀彧！　曹操の軍師に封ほう神しんされるだけのことはあるわ、あんたの人物鑑かん定てい眼はほんとうに正確よね！　仕方ないわね～。それじゃ、序章だけでも書いてみようかしら？」

「って、通用してるよおいっ！　こら曹操！　無茶を言うな、今は洛陽包囲戦を攻こう略りやくする策に集中してくれ！　呂りよ布ふと賈か詡くの無敵コンビにどう対処するかに！　命いのち懸がけなんだぞ？　原稿なら、その後でいくらでも書けるだろっ？」

　俺は、「ふっふーん」と舞まいあがってつま先立ちしている曹操の肩かたを揺ゆさぶろうとした。

　だが、「男が先生に触れることは許しません」とすかさず荀彧が指を伸のばしてきて、俺の腕うでをぴたりと止めていた。肩のあたりに指を二本添そえられただけで、腕全体が動かなくなってしまった。むう、この荀彧お姉さんの技は、まさかコマンドサンボか？

「いいのよ荀彧。新作は、三国志を舞ぶ台たいにした小説でしょ。私はその取材のために、『SANGOKU 大戦争オンライン』に参加したんだし。今、私は曹操で、秀一は劉備。シークレットだけど兄妹の絆きずなも結んでるんだから。そうだわ！　この真世界で、劉備といちゃいちゃらぶらぶな時間を過ごしてデートにデートを重ねるのよ！　それをそのままラノベにすれば、妹百合百合専門で男の子をうまく描けなかった私の弱点が補完される！　ま、私の魅み力りよくに振ふり回まわされる劉備は憐あわれだけれど。これで完かん璧ぺきなラノベ作家になれるわよ、荀彧！」

　たしかに曹操は、妹キャラに関しては天才肌だが、男を描くのが苦手だからなあ。男キャラについては、妄もう想そう力で補いきれてないというか。

「いけません曹操さま。劉備玄徳、さては先生のアンチか？」

　荀彧の氷のような目線が、一いつ瞬しゆん、俺の瞳を射い貫ぬくと同時に。

　ぐるん、と俺は肩を起点に身体をひっくり返されていた。

　気づけばもう、マウントポジション。

　げっ？　丹たん田でんが開いているはずのこの俺さまがっ……!?

「吐はけ。どこの他社レーベルから放たれた間かん諜ちようなのか。あるいは同じグループ内の競合レーベルから送られてきた刺し客かくか！」

　ヒエ～ッ。ヒョードルみたいな氷の眼光だよ～。やっ……殺やられるっ……この俺がっ？

「あわわ。誤解だ。俺はただの高校生で、ドワーフ玉置先生のファンなだけだよ！」

「そ、そうよ荀彧。劉備は……秀一はほんとに、私のラノベの愛読者なんだから。『妹はすべてに優先するわ！』を自分の決め台詞として愛用してくれているくらいなんだから。後書きのお約束『ジャーン、ジャーン。げえっ、関かん羽う』も上手だしね」

「そうですか。ならば聞きなさい劉備。すでに完成の域に到とう達たつしたベテラン作家は別です。しかし、デビューまもない若手ラノベ作家たるもの、男は童どう貞ていを、女は処女を守らなければ原稿が腐くさるのです。作品を量産できる技術とアイデアの束を手に入れねばならない大切な時期に、現実の体験に脳を侵しん食しよくされると、瑞みず々みずしい想像力を損なわれてしまうのです。私自身、曹操さまが作家として完成するその時までは、ともに独身を貫く所存です」

　大真面目な顔ですごいこと言ってるな、この人。もしかしてかなりやばい人なのか。

「いにしえの少年マンガ編集者たちは『永なが丼どん豪ごうの童貞を守る会』を結成して豪先生の天才性を守り抜ぬきましたし、黄金期の少女漫まん画が家かたちはみな処女を保ったからこそ奇跡的な名作を描くことができたのです……今、曹操さまにリア充じゆうになられては困ります。ドワーフ玉置先生という名の大輪の花が咲さく前に想像力が涸かれてしまいます。業界全体が斜陽の今、ラノベ作家とはそれほど過か酷こくな仕事。『二に兎とを追う者は一兎をも得ず』なのです。恋れん愛あい沙ざ汰たは、せめてあと十年は仕事してからにしていただきます。『戦国妹コレクション』を超こえる代表作、真の大ヒット作をものにしていただいてからに」

「いててて。も、もう、曹操はヒット作家じゃないか。『戦国妹コレクション』はアニメにもなったし。俺の妹も、こっそりアニメ見ていたぞ？」

「いいえ。現在のラノベ業界基準では、五百万部を超えた作品が大ヒット作と呼ばれるのです。五百万部の壁かべを越こえるためには、通常、アニメを二期、三期と継続できねばなりません。曹操さまの『戦国妹コレクション』のアニメは一期で終しゆう了りよう。原作は推定二百万部止まりです。今の曹操さまは、前作を超える新たな傑作を書かなければならない正念場なのです。そうでなければ、真世界まで原げん稿こうを取りに追いかけてきたりしません」

　そ、そうなのか？　ううむ。俺はてっきり、アニメ化作家はもう全員大ヒット作家の仲間入りなのだとばかり思っていた。違ちがうのか。むしろ、今が正念場なのか。

　ラノベ道、道険し……！

「……うう……荀彧……私にはまだまだラノベ作家としての才能が眠ねむっていると信じて、その才能を育ててくれようという気持ちはありがたいわよ。でもね……」

「曹操さま。兄妹の絆はここで破は棄きしていただきます。現実の劉備に依い存そんして男女の恋れん愛あいを描く道を選べば、あなたの作家としての成長はそこで終わってしまいます。自分が直接体験したことしか書けない作家の原稿など、もはや想像力を切り捨てた私小説。それは、どれほど完成度が高くとも、ライトノベルでもエンターテインメントでもありません」

「……そ、それは……」

　曹操が涙なみだ目めで「こくり」とうなずきかけている。荀彧に圧あつ倒とうされているのだ。

　だが、違う！　違うぞ、怜香！

　そうだ。俺は曹操の、怜香の兄なんだぞ！　荀彧にあっさり論破されて、唯い唯い諾だく諾だくと妹との絆を捨てるような兄など、兄である資格がない！

　うおおおおおおお！　マウントポジションがなんだあああああ！　氷の拳こぶしを顔面に振り下ろされようが、いっこうに構わんっ！

「それは違うぞ、荀彧お姉さんっ！　たしかに曹操を想うが故の素晴らしい言葉だ、俺は編集者じゃないから技術論はさっぱりわからない！　だが、荀彧お姉さんの言葉は、すべて間ま違ちがっているっ！」

「……えっ？」

「ちょ。秀一？」

「たしかに並の作家ならば、『二兎を追う者は一兎をも得ず』理論は正しいかもしれない！　曹操は知ってのとおり、集中型だしな！　だが！　曹操は並の作家じゃない！　こいつの想像力は、伊だ達てじゃない！　たとえ今は納得させられなくても、俺が曹操の兄として必ず証明してやんよ！　曹操は、リアル世界でも想像の世界でも、同時に『幸福』をつかみ取れるってことをな！　現実を犠ぎ牲せいにする必要など、曹操にはない！　むしろ！　俺たちが！　もっともっと、こいつに──さびしんぼうの怜香に、家族としての愛情を注ぎ込んでやらなくちゃならないんだ！　怜香は、その愛情を自分自身の力に変えて、さらなる想像力を開花させることができるんだ！」

　秀一……と、曹操が震ふるえながら、俺の手をそっと握にぎってきた。ちなみにマウントポジションからは脱だつ出しゆつできていません。

「俺たちの世界はもう、ひとつじゃない！　リアル世界もゲーム世界もネット世界も本の世界もアニメの世界も、なにもかもがネットワークで繫つながっていているんだ！　それぞれを区別して別の世界だと切り分けることなんかに、意味なんてない！　それが今という時代を生きている俺たちのリアルだ！　人間は、どんなかたちであれ、誰だれかと繫がりたいんだよ！　特に怜香はそうなんだ！　だから物語を書かずにはいられないんだ！　創作の世界の追体験であろうとも、作者と読者が共有した感情はほんものだ！　でもな！　こいつに孤こ独どくを強要して、マッチ棒を擦するマッチ売りの少女のように満たされない願望を捻ひねりださせてラノベを書かせようだなんて真似は、絶対にやっちゃダメなんだよおおおお！　それじゃあ、怜香は、いくら原稿を書いたって、いくら作品が売れたって、いつまでも幸せになれないじゃないか……！　十年後だなんてダメだ！　そんな未来に先延ばしするなんて、ダメだ！　今だ！　今すぐ、こいつを幸せにしたいんだよ、俺は……！」

　だって。

　俺は、こいつが書いたラノベに、救われたから……。

　俺がずっと悩なやみ苦しんでいた「シスコン」という業を、こいつの「言葉」が全肯こう定ていしてくれたから。だから、俺もこいつを全肯定するのだ。いつかではなく。今すぐに。今ここで。たとえ雷らい撃げきブリブリ文庫の刺客に拉ら致ちされて怜香から遠ざけられようとも！

「……りゅ、劉備玄徳。あ、あなたは……先生の秘密の過去を、ご存じだったのですね。それほど、お二人は兄妹として堅かたい絆で結ばれて……大変失礼いたしました」

　あなたの言葉を信じます、と荀彧は俺と怜香の兄妹関係を認めてくれたのだった。マウントポジションは、解除された。

「……曹操さまの筆名、副業、実名、過去についてはいっさい秘密でお願いします。副業は袁帝グループの規約に反しますし、これらの情報が世間に広まってしまったら、曹操さまの作品は色眼鏡なしでは読まれなくなってしまいますから。お願いします、劉備玄徳」

「あ、ああ。もちろんだ。ありがとう、荀彧お姉さん！」

「お、お姉さんと呼ばれるほど年ねん齢れい差はありません。私はここであなたとの兄妹関係を解消させた結果、曹操さまの心が折れてしまう危険を回かい避ひする道を選んだだけです」

　荀彧お姉さんはぶっきらぼうに答えていた。なぜか、頰ほおを染めてそっぽを向いている。

　実は、表情に出にくいだけで、いい人なのかもしれない。

　おや……？　待てよ。

「もしかして、賈詡に対たい抗こうし得る超ちよう有能な軍師をゲットしたんじゃないか、俺たちは？」

「あっ、そうだわ！　私の担当編集だった上にすり抜けだったから気づかなかったけれど、私たち、荀彧を召しよう喚かんできたんじゃん！　ただちに洛陽攻こう略りやくのための策を考えて、荀彧！」

「はい。曹操さまのご命令でしたら。ただし原稿とトレードオフですよ」

「やはりガチャを回して正解だったのだーっ！　無料だったしな！　フハハハハ！」

　うん？　なにか重要なことを失念しているような？　まあいいか。




●二に虎こ共とも食ぐいの計けい




　それから数刻後。

　曹操の本ほん陣じんにしばらく籠こもって真世界の状じよう況きようを完全に頭の中に叩たたき込こみ終えた荀彧が、「『計略』を考案いたしました。緊きん急きゆう軍議を開かい催さいいたします」と伝令を飛ばし、戦場に出て的盧とともに駆かけていた俺を再び召集してきた。

「やりましたね、曹操軍に頼たよれる軍師が！　おっぱいポカナミ趙雲ＰＵへの我が欲よくを捨て去って連合軍のために軍師を狙ねらい引きしてくださるとは、さすがは兄さんです！」

　うっ。雪乃が俺を尊敬するその純じゆん粋すいなまなざしが、心に刺ささる……なにげない妹の賞賛の言葉がお兄ちゃんを傷つけた。すまん雪乃。実は、我欲塗まみれで趙雲目当てに呼符の束をぜんぶくべてしまったのだ。黙だまっていよう。

「行こう行こう！　でも呼符をどこで調達したのさ、アニキ？　まさか単発で当てたの？」

「もちろんだ、フハハハ！　許劭が試作品の移動陰いん陽よう台を持ってきたから、お試しで呼符を一枚くべて回してみたら、当たってしまったぜ！　仕事したな、物ぶつ欲よくセンサー！　いやー今日の俺ってツイてるわー。『真世界』攻こう略りやくがうまいわー」

「マジで～？　泰山じゃ回しても回しても爆ばく死し爆死爆死の連続で、二百三高地状態だったのに？　とうとう確率収束したのかなあ？」

　実は、山のような呼符をぜんぶ溶とかしたのだがな。むろん秘密だ。那波に白眼視されたくないので、単発呼符一枚で当てたことにしておこう。兄としての沽こ券けんに関わる……おや、待てよ？　あれほどの呼符を、俺はどこで調達したんだっけ？。




　連合軍最前線本部となった曹操の本陣テントに、俺は雪乃と那波を連れて到とう着ちやくしていた。

「遅おそいわよ劉備。さあさあ、関羽ちゃんは特製の豪ごう華かソファーに仰あお向むけになって休んでちょうだい！　ちなみに、最前線は孫そん堅けんたち孫ファミリーに任せてあるわ。荀彧の計算に基づけば、今日はこれまで働きづめだった呂布がしばし休息を取るターンらしいから、今のうちにちゃっちゃと荀彧の計略を実行するわよ！」

　すでに総大将席にちっちゃい曹操がちんまりと着席し、その隣となりには荀彧お姉さんが屹きつ立りつしている。相変わらずヒョードルのような凍いてつく視線と無表情さがおっかないが、「氷の女王」とでも言うべき風情があるな。うーんオトナの女性の魅み力りよくに溢あふれていて、しかもまだ若い。あの業界を代表する名門レーベル雷撃ブリブリ文庫の敏びん腕わん編集者だから大卒だろうが、俺とそれほど年齢差はない。五、六歳くらい年上かな？

「おおむね正解です。私は早わ稲せ田だ大だい学がくのマンガサークル『いじけっ子マンガ集団』出身で入社四年目です、劉備玄徳」

　ラノベ業界って、やたらと「いじマン」出身者が多いんだよな。もしかして、コネってやつがこの業界にもあるのか？　さてはサブカルクソ女だなオメー。

「そのような無根こん拠きよな主観に基づくレッテル貼ばりは首しゆ肯こうしかねます」

　って、なぜさっきから俺の思考を荀彧お姉さんに盗とう聴ちようされているんだ？　まさか、他人の脳をハッキングする固有スキル持ちなのか、この人は？　こんな清せい楚そな顔をしていながら、もしや男千せん人にん喰ぐいの猛も者さなのかーっ？　もう俺、女の人が信用できない！　怖こわいっ！

「ち、違います失礼な！　ぜんぶ、あなたの顔に出ているだけです！　わ、私の固有スキルは、まだ使うべき場面が訪れておりません。時期が来るまでは、機密保持のためステータスウィンドウごと伏ふせておきます！」

「劉備。荀彧が洛陽攻略のために立ててくれた計略は、名付けて『二に虎こ共きよう食しよくの計けい』よ！」

「えええ。二虎共とも食ぐいの計？　もしかしてレベルを強引にあげる特訓？　ししし晋しん太た郎ろうと誰かを戦わせるの～？」

　那波が激しく狼ろう狽ばいしているが、たぶん違うだろ。

「違います。真世界のルールの盲もう点てんを突ついて複数の封神英傑を同時にレベル限界まで育成し、全員の『丹たん田でん』を解放する計画です。故に『共食』の計なのです」

　なるほど。だから「二に虎こ競きよう食しよくの計」ではなく、「二虎共食の計」か。

「むむむ。そんなうまいチート育成法があったのですか？　さすがは軍師さまです」

　おお、雪乃が珍めずらしく俺以外の人間の発言に感心している。

「あります。ただちに、曹操軍の新人英えい傑けつを四人、一気にレベリングします。全員を上限まで育成しきれば、呂布に太刀打ちすることも可能になります」

　荀彧が「強化育成候補」として召集した者たちは、曹操が封ほう神しんした四人の女の子封神英傑だった。

「荀彧、ほんとに私をレベルマしてくれるのか？　夢みたいだ～！　これで護衛役から最前線で部隊を指揮する将軍へと成長できるのか！　伊達隻せき眼がん将軍・夏か侯こう惇とん、ここに見参！」

「夏か侯こう淵えんも見参ですわ！　今のままでも赤せき兎とよりも速く駆ける自信はありますけれど、レベルマに到とう達たつしたわたくしは誰よりも速いですわよ！　お任せくださいまし！」

「あの～。おらみたいな農民の娘むすめでも、ほんとにレベルマできるんでしょうか～？　あ、おらは曹そう仁じんです～。本日はよろしくお願いします～」

「曹そう洪こうも見参～。うちも姉者のためなら銭を投じてでもレベルマしたいだべさ～、でも、お高そう……ぐ、軍師どの、育成費用はおいくらかかるのさ～？」

　タダです、と荀彧がきっぱり言い切ったので、おどおどしていた曹洪の目が「ぱあっ」と輝かがやいた。噂うわさには聞いていたが、守しゆ銭せん奴ど属性少女らしい。しかし曹仁も小こ柄がらだが、曹洪は曹操並みに小さいな。実じつ年ねん齢れいも幼いのかもしれんが。

　ただ、夏侯惇の伊達眼帯はキャラ付けとしても、夏侯淵は眼帯要らないんじゃないのか。設定的には。まあいいけど。

「で、どうするのだ、荀彧お姉さん？　曹操の固有スキル『乱らん世せい奸かん雄ゆう』は、この子たちを英傑に封神するスキルであって、この子たちの身体に大量の『気』を送り込んでレベルマするスキルではないのだぞ」

　まあ、クッソチートなスキルだけれどな。召喚ガチャを使わなくても一族英傑をゲットできるのだから、「乱世奸雄」を使いこなせるようになった曹操は真世界におけるバランスブレイカーと言ってもいい。俺が運営だったら迷わず曹操をナーフするぞ。この上、チート育成まで可能となれば、われら連合軍はもはや無敵ではないか！　フハハハハ！

　で、どうするの？

「そろそろ気づきなさい劉備玄徳。あなたです。劉備玄徳の固有スキル『俠きよう絶ぜつ大だい徳とく』を用いて、この四人の身体に大量の『気』を送り込み、一気にレベルマするのです。虎こ牢ろう関かんで妹たちに対してやったのと同じように、やるのです。この四人を順番に妹いもうと枠わくに登録し、雌し雄ゆう一対剣を抜ぬき放はなって、四人の丹田へと『気』をそそいでください」

　同様に、孫堅、孫そん策さく、孫そん権けんたちに対しても「義兄妹絆きずなの登録」と「俠絶大徳によるレベルマ作業」を繰くり返します、いわば「妹枠のたらい回し」です、これで数ヶ月以上かかる封神英傑の育成を一刻足らずで全員完かん了りようさせられます、と荀彧が淡たん々たんと手順を説明した。

「あーっ！　そうかーっ！　アニキの妹になった英傑は、雌雄一対剣からたっぷりと『気』をもらえるんだったー！　すっごーい！　あたし、ぜんぜん気がつかなかった！　もしや軍師とは天才か？　ガチで天才なの？」

「むむむ。兄さん、これは真世界のルールの盲点を突いたズルい技かもしれません。許劭さんにバレたらこっそり修正されてしまうかもしれませんから、今のうちにじゃんじゃんやりましょう！」

　泰山を中心とする封神英傑システムは、実のところ「天下の奇き才さい」孔明が基本部分を設計している。あの塩の塊かたまりみたいな許劭にはそんな緊急システムメンテを実行して成功させられるような技術力はなさそうだが、「基地からの電波を端たん末まつが受信することで、無線通信を可能にする」というスマホの原理から「移動式陰陽台」を試作した奴やつだしな。

「そうか。その昔、戦国ＳＬＧ『織お田だ信のぶ長なが公こうの野や望ぼう』の第何弾だんだったかで、『茶器たらい回し』というインチキ技が使えたことがあった。配下にしたばかりの武将はみな忠誠度が低いので、一個の茶器を渡わたして忠誠度を上げ、それを取り上げて次の武将に渡して……と、茶器をたらい回しにしてタダで全武将の忠誠度を片っ端ぱしから上げてしまうのだ。今の時代なら即そく座ざに修正されてしまうバグ技だったが、あれをやればいいわけか！　なるほど！　やはり俺と曹操がコンビを組めば、三国志最強だーっ！　フハハハハ！」

「あんたの高笑いはちょっとしゃくだけれど、劉備と私の固有スキルの合わせ技で、がんがん英傑を封神してがんがんレベルマよ！　これで、洛陽攻略は成ったも同然だわ！」

「曹操さま、これより計略を開始します。それでは劉備、あなたの妹枠をひとつ解除。妹との絆をいったん解除して、枠を空けてください」

　この荀彧の指令を聞いた那波と雪乃が、

「えー？　あ、アニキとの絆を解除～？　べ、別にイヤじゃないけど、やだよ！　計略のために妹枠を明あけ渡すのはいいけど、いったいいつ戻もどってくるのさ～？」

「私は、一いつ瞬しゆんでも兄さんとの絆を奪うばわれるなんて断じて認めません！　たとえ計略のためとはいえ兄さんを失うくらいなら、死んだほうがましです！」

　と激しく嫌いやがりはじめた。うむう。兄に懐なついていてかわいいが、面めん倒どう臭くさい妹たちだ。兄である俺がじっくりと説得するか？　でも、時間もないしな。

「ならばさっそく、シークレット妹との絆をいったん解除するゥ！　夏侯惇から、妹枠たらい回しの作業をはじめるぞ！」

「ぶーぶー。なんで躊ちゆう躇ちよなくシークレット妹を解除するのよ？」

　曹操が唇くちびるを尖とがらせて文句を言いだしたが、しょうがないだろ。いやまあ、とりわけ雪乃の言っていることは非常識なんだけどさ。この二人の扱あつかいを間ま違ちがえると、本陣はたちまち曹操軍ＶＳ劉備軍の内ゲバ戦場と化すのだぞ？

　というわけで、俺のステータスウィンドウを開き、一時的にシークレット妹（実は曹操）との絆を解除して、っと。

「ほれ夏侯惇。俺さまのウィンドウの『義兄妹コマンド』枠に指でタッチしろ。これで貴様はわが妹だ、フハハハハ！　劉備ファミリーへようこそ！」

「くっ。私と夏侯淵は、孟徳ひとすじ。下品な男など嫌きらいなのに……！　やい劉備！　貴様のような中二病男子の妹になるのは不本意だが、これも孟徳のため。従妹として犠ぎ牲せいになってやろう！　でも、よかった……『雌雄一対剣』でよかった……某ぼうエロゲのように、私たちの下半身に貴様のアレをアレして『気』を直接注入するなどという18禁ルールだったら、貴様に穢けがされた私たちは孟徳の前から永遠に去らねばならないピンチだったぞ！」

　ぷっ。男子向けエロゲをやってることを自白しやがったな、夏侯惇め。アホだな。でも、突っ込こんだらブン殴なぐられそうだから、黙だまっていよう。

「い、いいか劉備。レベルマし終えたら、すぐに妹枠を夏侯淵に譲ゆずるからなっ？」

「お前こそ、その中二病アイテムの眼帯を外せ。類友という言葉は知っているな？　そんな伊だ達て政まさ宗むねみたいなコスプレ姿じゃ、まともな男子が寄ってこないぞ」

「これは夏侯惇のアイコンだから外せないんだっ！　た、タッチするぞ！　えいっ！」

　……

　……

　……

「登録されないではないか！　お互たがいのステータスウィンドウはまるで無反応だ！　どうなっている？　貴様の妹枠はたしかに一枠空いているのに、な、なぜだっ？」

「あ、あれれ？　おかしいな。那波と雪乃は速そつ攻こうで登録できたし、シークレット妹に至っては俺さまが無理矢理にタッチさせるという荒あら業わざで登録したのに？」

　俺は慌あわてて、夏侯淵の指を摑つかんでタッチさせた。ダメだ。登録できない。曹仁は？　これも無理。では曹洪は？　やっぱりダメだ！

「ど、どうなっているというのだ!?」

　この時、本ほん陣じん内に衝しよう撃げきと動どう揺ようが走る……！

　ざわっ……ざわっ……！

　荀彧お姉さんが、「想定外の不具合が生じています。もしや、なんらかの理由でこの裏技は使えないのではないでしょうか、曹操さま」と現状を告げていた。

　し、しかし、なぜだ？

「一度枠を空けてから次の妹を新規登録するまでに、一定の時間が必要なのではないか？　クールタイムとでも言おうか」

「いいえ劉備玄徳。そのようなルールは確認されておりません。もしかしたら封神英傑たちには、われわれ自身にも認識できないマスクデータが存在していて、そのマスクデータがあなたと夏侯惇たちの義兄妹コマンド成立条件を満たしていないのではないでしょうか」

　ま、マスクデータ？　ありえるな。だが、那波たちとは一発で義兄妹の絆を結べたのだ。なにがどう違ちがう？　条件の違いはなんだ？

「ああ～。『妹たらい回しシステム』を思いついて実行していたんだねえ～、きみたち。連合軍にも、なかなかの知ち恵え者が加わったねえ。移動式陰いん陽よう台もたった一日の酷こく使しでほぼ稼か働どう限界に達しちゃったし、こいつを改良するために泰山に戻ろうとしていたんだけど、念のために立ち寄ってみてよかったよ～」

　おっ？　許劭？　いつからこの場に？　こいつは「ルールの後出し」が多いからな！　いろいろな意味で、抜けているというかなんというか。

「酷使ってどういうことなのさ、アニキ～？　一発で荀彧当てたんじゃなかったの～？」

「今はその話はあとだ、那波！　どうして俺の妹枠に誰だれも登録できなくなってしまったのだ、ヒョロ眼鏡!?」

「荀彧ちゃんの推理通りだよ。マスクデータだよ、マスクデータ。封神英傑には、不可視のマスクデータがいくつか存在するのさ。義兄妹コマンドや結けつ婚こんコマンドが発動しない場合はねえ、『好感度』というマスクデータが邪じや魔ましてるんだよ。ただし、劉備くんは誰に対しても好感度縛しばり無効という特とく殊しゆな属性の持ち主だから、問題なのは妹側のほうだね」

「どういうことなのよ？　それより許劭、あんたよくも董卓に私の固有スキルの秘密を教えたわね！　私自身ですら知らなかったのに！　夏侯惇、こやつを引っ捕とらえて牢ろう獄ごくに」

「合点承知！」

「ひいいい！　曹操ちゃん、違うんだよー！　ぼくはなにも漏もらしていないよおおお、泰山の管理人だからね！　賈詡にこっそり『月げつ旦たん表ひよう』の一部を盗ぬすみ見られたんだよ～！」

　うーむ。前から感じていたが、真世界のセキュリティはガバガバだな。しかも、ことごとく賈詡にしてやられている。やはり七しち星せい宝ほう刀とうの罠わなは、賈詡が考案したのだろう。

「義兄妹コマンドや結婚コマンドを発動させるためには、お互いの好感度をうんと高いレベルまで上じよう昇しようさせなくちゃいけないんだ！　劉備くんはそういう縛りがない特例！　でも妹側は、『お兄ちゃんのこと、いっぱいちゅきー♪』状態にならないとダメなんだよ～！」

「えーっ？　ああああ、あたしは別に、アニキのこといっぱいちゅき～♪　とか、そんなんじゃないよう？　こんな中二病でシスコンでフハハハと高笑いするようなアホなアニキなんか！　す、少しは、す、好きかもだけど、いっぱいちゅき～♪　じゃないよう！」

「ななちゃんは照てれ隠かくしするタイプですから、本心では『お兄ちゃんのこと、いっぱいちゅき～♪』なんですよ。私はもちろん兄さんを愛していますっ！　世界の誰よりも！　兄さんのためならばなんでもできますっ！　私が抱いだく兄さんへの想いは、地球よりも重いのです！　どのような恥はずかしい仕打ちであれ、兄さんのご命令ならば……！　うっ、鼻血が……この鼻血こそが、兄さんと私の絆の証なのですね！　許劭さん、納得しました！」

　いやでも、那波と雪乃は初対面だったのに、義姉妹になれただろ？　最初に顔を合わせた時、二人はお兄ちゃんを奪い合って激しくいがみ合っていたではないか。おかしくね？

「あー。それはね、劉備くん。三人は、『桃とう園えんの誓ちかい』イベントを発生させたよね？　要は酒盛り・宴えん会かいに一いつ緒しよに出席して、親しん睦ぼくを深めたわけだ。その時点で関羽ちゃんと張飛ちゃんの互いの『好感度』は自然と高まったんだよ。英えい傑けつだろうがそうでなかろうが、親しく交際すれば好感度はアップするからねえ。特に、この二人は『桃園の誓い』イベント発生によって、絆成立条件判定ボーナスをもらったかもね」

　な、なるほど。「桃園の誓い」はやはり、劉備三兄妹にとっての「運命」イベント！　ならば、那波と雪乃にはすでに関羽と張飛の「運命」が。少し気を引き締しめねばならんな。

　って、待てよ。おかしいだろ。曹操は……怜香は？　なぜ無理矢理に俺の妹にできちゃったわけ？　本人の了りよう承しようも得ずに？　あれって人攫さらいみたいな真似だぞ。壁かべドンというか。

　はっ？　ま、まさか怜香の奴……俺に、高い好感度を抱いているとでもいうのかっ？

「ちょ、ちょっと？　なんでこっちをそんな妙みような目で見るのよ、劉備っ？　あああああたしになにが言いたいわけっ？　違ちがうんだからっ！　言いたいことはなんとなく予想つくけど、誤解だからあっ！　バグよ！　あの時はきっと、なんらかのバグが発生していたのよ！　私、ほら、高熱出して意識もうろう状態だったしっ！」

　うーむ。どうなんだろう。真相が気になる。

　でも、曹操は一応シークレット妹なので、おおっぴらには問いただせんな。四人の従妹たちは俺と曹操のシークレット義兄妹関係を知らされていない。虎牢関ではなにしろ大乱戦で、みんなドタバタしていたからな。

　いや、待てよ？　今回、荀彧から計略の概がい要ようを知らされた時点で、四人とも俺と曹操の秘密のカンケイに気づいたはずだぞ？

　曹操が虎牢関でいきなりレベルマしたのは、俺の「俠絶大徳」の力で曹操の丹田に「気」を大量に送り込んだからなのだ。そしてその俺の固有スキルは、「義兄妹」に対してのみ有効。つまり、曹操はあの時点ですでに俺のシークレット妹だったというわけだ。

　俺の固有スキルの力を知った今なら、これくらいは、少し考えれば気づくことだな。

「も、孟徳？　なにを慌てている？　はっ？　まさか劉備に襲おそわれて無理矢理妹にされかけたことが？　あ、危なかった……！　これからはわれらが孟徳を守るから安心しろ！」

「ちょっと劉備玄徳、なんてことを！　わたくしたちのたいせつなお姉さまを、あなたみたいな下品なアホ男の妹になど、させませんわよっ！　知勇兼けん備びのお姉さまに限って、あなたに好意を抱くなど、ぜーったいにありえませんけどねっ！　おーほほほ！」

「んだ～。だいじな嫁よめ入いり前の姉上を、劉備さんの妹にはさせられないだ～」

「姉者の『家族の絆きずな』は、万金よりも高いべさ～。男には決して売り渡さないべ～」

　な……なんだと？

　こ……こいつら四人、全員アホだった！　気づいていない！　曹操を好きすぎるのか？

　ううむ。曹操が俺を「黙っていなさい。この子たちに私たちの関係をバラしたら殺す」と睨にらみつけてくるので、ここは敢あえて沈ちん黙もくを保つことにするか。べ、別に曹操に怯おびえているわけじゃないんだからな。

「そんなわけで、僕は泰山に帰るね～。移動式陰陽台の改良が進んだら、関かん帝てい廟びようのドサ回りがてらに、また来るよ。呼符をいっぱいくべてもらって、泰山に膨ぼう大だいな『気』を注ぎ込んでもらわないとねえ。劉備くんのようないいカモは二度と捕つかまらないよ～」

　はよ帰れ。全国の関帝廟からきっちりアガリをせしめてくるんだぞ。「うちの関羽さまの像を勝手に祀まつってもらっては困るねえ」と権利を主張してショバ代を巻き上げてこい。

「さて。糜竺ちゃんが寝しん室しつで転がりながらきみを待っているから、くべた呼符の代だい償しようはきっちり耳を揃そろえて彼女に支し払はらってあげておくれよ劉備くん。二人は今日が初対面だけど、奴ど隷れいコマンドには好感度なんて関係ないからね。さくっと奴隷にしてあげて飼ってやりなよ～。僕も大だい富ふ豪ごうの糜竺ちゃんがきみの奴隷になってくれれば、今後も召しよう喚かんガチャでぼろ儲もうけできるからね、あっはっは～」

　……

　あーっ!?

　そうだったーっ！　俺は……真性のアホだああ！　あの大量の呼符はタダじゃなかったのだ！　糜竺が俺の嫁よめまたは奴隷になりたいと言いだして持ってきた「持参金」……！

　しまった！　趙雲ＰＵに目が眩くらんで、ぜんぶ使い込んでしまった！

　ギャ──────！

「どういうことなのさ、アニキ！　奴隷ってなにっ？　シスコンをこじらせるだけじゃ飽あき足らず、『異世界に転生した以上は定番の奴隷ハーレムでも作ろうか！』とゲスの本性を剝むき出しにしやがったな～！　兄貴道はなんだったのさ？　サイッテー！　許せない！」

「ほんとうに最低です、兄さん！　奴ど隷れい娘むすめをそれほどご所望でしたら、この私がいつでも兄さんの奴隷役を務めますのに！　私以上に兄さんにご奉ほう仕しできる女の子などいません！　なぜ『俺の奴隷になれ』と雪乃に命令してくださらないのです、酷ひどいです！」

　……

　というわけで、那波と雪乃は烈れつ火かの如ごとく怒いかりだして、糜竺を捕らえると宣言するや否や退室してしまった。

　おいおい。軍議から勝手に抜ぬけるなよ！

　はあ……糜竺はこたえないだろうが、きっと俺も自じ陣じんに戻もどったら那波と雪乃にお仕置きされるんだな。正座させられて、膝ひざの上に石を抱かされるんだな……。

　ああ……兄貴道、道険し！

「……なるほど。あらゆる世界は繫つながっている、区別などない。つまり、『奴隷のいる世界』もあなたの世界の一部だというわけですか、劉備三さぶ郎ろうさん──あなたって、最低のクズですね」

　ひいいっ？　荀彧お姉さんの言葉と目線が、ツンドラ大平原よりも冷たいっ？　「劉備三郎」ってなんだよっ？　太た郎ろうと次じ郎ろうは誰だっ？　ラノベ業界の隠いん語ごかなにか？

「ぐぬ。ぐぬぬぬぬぬ。劉備を引っ捕らえてびしばし鞭むち打うちしてやりたいところだけれど、今は糜竺のことはいいわ！　時間がないわ、荀彧！　デートよ！　今すぐ夏侯惇たち四人の従妹を劉備とデートさせて、キャッキャウフフと親睦を深めさせるのよ！」

「ですが曹操さま、時間がありません。かなりの周回を重ねる必要があると推測します」

「じゃ、じゃあ、き、き、き、キスとかすれば、い、い、一気に好感度がアップするかも……ははは腹立たしいけれど、ここここの子たちの劉備への好感度をアップする以外に『二虎共食の計』を成功させる方法はないもの……！　ぐぎ、ぐぎぎぎぎぎ……！　覚えてなさいよ劉備！　あんたってば、妹を食い散らかす害がい獣じゆうだわ！」

　襲ってきた頭痛に耐たえながら、曹操が連合軍先せん鋒ぽう隊総大将としての言葉を絞しぼり出す。怒ってる怒ってる。できることなら俺をくびり殺したい！　と曹操の瞳ひとみが燃えている！　って、ほんとに夏侯惇たちとキスしろと仰おつしやる？　マジでっ？　頭痛の影えい響きようで混乱してね？

「ただちに全員、劉備とキスしなさーい！　い、い、従妹たちを、妹たちをこんなシスコン男の毒どく牙がにかけるなんて、不本意だわ。頭が痛い。割れて爆ばく発はつしそうだわ。で、でも、これは英傑・曹操孟徳としての義務であり君主命令よー！　すべては真世界を救うためよっ！　ううっ。夏侯惇たち、ふがいない姉を許して……！　ぐぬ、ぐぬぬぬぬぅ～」

　夏侯惇たち四人組がいっせいに「それだけはイヤ～！」と抱だき合いながら悲鳴をあげた。

　だが、曹操の命令は絶対である。

　常つね日ひ頃ごろから曹操を天よりも高く持ち上げて神の如く崇すう拝はいしている夏侯惇が、

「うわああああ！　ファーストキスの相手は孟徳と決めていたのにいいい！　舌を入れたら嚙かみ切るからなっ！」

　と泣きながら俺の唇くちびるに「はむっ」とキスしてきた。ズッギュウウン！　げーっなにをするだぁ夏侯惇？　と俺が固まっていると、

「しまった、夏侯惇にスピードで後おくれを取るとは？　わたくしも参りますわっ！　ただしこれは好感度上げのレベリング作業！　ファーストキスとしてはノーカウントですわよ！」

　夏侯淵が、俺の頭を「ぐいっ」と夏侯惇から奪うばい取って、二人目のキス。加減を知らない夏侯淵らしく、いきなり地底をドリルで貫かん通つうさせるかの如き勢いのディープキスを敢かん行こうしてきた。待ってくれ！　もう無茶苦茶だあ！　こんな場面を那波と雪乃に見られたら、全員殺されるぞガチで！

「ほんでは、死ぬほど恥ずかしいですが、おらたちも～。ちゅぱっ」

「タダでファーストキスを捧ささげるとは～。仕方ねえべ～。むちゅっ」

　ギャー！　曹仁と曹洪にまでキスされてしまった！　俺の唇を、お前ら、なんだと思っているんだああ！　シドイわっ！　純情な男の子を、よってたかって嬲なぶり者にするだなんてーっ！　特に曹洪はちっちゃくて曹操に似た体型だから、別の意味でやばいぞ。俺の心の中で、開いちゃならない危険なチャクラが開きかけている……！

「な～にを鼻の下伸のばして嬉うれしそうにしているのよ、劉備っ！　うぎ、うぎぎぎぎ！　ど、どう？　劉備の妹になれそう？　みんな、好感度アップした？　したでしょ？　してなかったら劉備、あんたは私の従妹たちの唇を汚けがした罪で逮たい捕ほ投とう獄ごくよ！」

「意義あーり！　俺はなにもしていない！　冤えん罪ざいだああああああ！」

　しかし、こんな狂きよう騒そうの中で、表情ひとつ変えない荀彧お姉さんだけはどこまでもクールだ。オトナだ……あ、いや、よく見ると激しく目が泳いでいた。「ごごごご五人できききキスの嵐あらしだなんて、いやらしいいやらしい、アア、アアア」と壊こわれかけていただけだった。
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　ま、まさかこの人……男性経験ゼロなのでは……!?　超ちよう美人で微び妙みように高学歴で「氷の女王」っぽいとっつきにくさ、それなのに真世界にジャージ持参……ありえる。

「こほん！　なにをじろじろ観ているのですか劉備三郎、やめなさい！　そ、曹操さま、ご覧ください。夏侯惇たちの指はなおも反応しません。この男と四人を強引にキスさせても、上じよう昇しようする好感度は雀すずめの涙なみだです。なにしろ四人とも、心を曹操さまに捧げていますから。曹操さまは、内心ではご自分が劉備とキスしたいので、彼とキスすれば誰だれでも好感度が高まると思っているのです。それは、個人的感情に基づく思い込みです」

　うわあああ、無む駄だにファーストキスだけを劉備に奪われた……と泣き崩くずれる夏侯惇たち。くそっ。なんで俺が加害者扱あつかいなんだよっ!?　もう男の子をやめたいっ！　シドイわっ！

「え、えええ。なんですってー？　違ちがう、私は別にこいつときききキスしたいだなんて思ってないもん！　今時のＪＫには、キスだけじゃ刺し激げきが足りないのよ！　ねねね閨ねやでさらなる18禁行こう為いに……それでもダメなら、劉備を破は廉れん恥ち罪で死罪に……！」

　こら曹操、踏ふみとどまれ！　落ち着け！　従妹たちにアホなことやらせんじゃねー！　今のお前は、お姉ちゃん道の暗黒面に堕おちているぞ！　俺が召喚ガチャを連打している時と同じ顔になってるっ！

「無理です。恋れん愛あい感情抜きの性せい行こう為いでどれほど好感度獲かく得とく効率がアップするかは疑問ですし、兄妹関係成立においては過か剰じような身体接せつ触しよくはむしろマイナスに働く可能性も。マスクデータの存在を計算に入れていなかった私の計略第一弾だんは、失敗です。ただちに、第二の計略を考案いたします」

　あ、ありがとう、荀彧お姉さん！　頭ドッカンテーブル化して暴走する曹操を止められる大人物は、担当編集者としてこいつを調教してきた猛もう獣じゆう使い・荀彧お姉さんだけだ！

「……そ、そうね。お願い、荀彧。り、劉備、今のキスの件は以後、黒歴史に。糜竺の件も不問に付してあげるから、なんとかしなさいよ？　関羽と張飛に殺される前に糜竺のことは自己解決してよね。言い訳は、これでどう？　糜竺の呼符がなければ、荀彧は召喚されなかった。この真世界での生き残りレースに勝ち抜くためには、召喚ガチャを回すための財力を提供してくれるスポンサーは不可欠。い、一応、劉備は今回、軍師荀彧を召喚したという功績をあげておおいに役に立っているわけだから……わ、私は別に、あんたを、か、庇かばってるわけじゃないのよ？　夏侯惇たちの尊い自己犠ぎ牲せいの精神を無駄にしたくないだけなんだから。げふんげふん」

　やはり従妹四人に俺を襲わせて失敗したことに良心の呵か責しやくを感じていたのだろうか。曹操は、むくれながらも俺の言い訳を考えてくれた。おかげで、激げき怒ど中の那波と雪乃に捕まって糜竺ともども膝の上に石を抱だかされる危機は回かい避ひできそうだ。夏侯惇たち四人の従妹組が抱き合い折り重なって倒たおれているが、まあ、そのうち生き返るだろ。うん。

　だが、これで洛陽包囲戦はまた振ふり出しに戻ってしまった。

　俺自身は那波たちに平身低頭して許しを請こうとして、いったいどうやって呂布と賈詡のコンビを破るか……ここは、荀彧お姉さんの次の策に期待するとしよう。俺が召喚した荀彧が洛陽攻こう略りやくという大手て柄がらを立てれば、糜竺もきっと言いくるめられ、もとい、納得してくれるはずだ。フハハハハ……はぁ。無理か。この歳でずいぶん借金を作っちまったなあ。

　この大借金、関帝廟のドサ回りと関張飯店一号店の売り上げだけで返せるのかなあ？




●その頃ころ、洛陽宮きゆう廷ていにて




「フン。『知ち恵えの輪』というやつは実に奥が深い。近頃、急に夢中になったぞ。解けそうで解けない、『運命の糸』のようなものだ──知恵の輪そのものを剣けんで叩たたき斬きったところで、運命を克こく服ふくしたとは言えん。そんな解決手段は、しょせんは八百長よ。力と知恵を駆く使しして見事に知恵の輪を外してこそ、真の英えい雄ゆうと言えるのだ。クハハハハ！」

　洛陽の宮きゆう廷ていでは、天子を擁よう立りつして独裁権を握にぎった董卓が百官を召集して軍議を開いていた。幼い天子は、「知恵の輪」を夢中で外そうとしている董卓の腕うでの中に収まっていて、恐きよう怖ふのあまり発言することもできない。天子に仕える百官も、このシルクロードの彼方かなたから北方異民族部隊と西せい涼りようの精せい悍かんな騎き馬ば軍団を率いて洛陽に乗り込んできた董卓に対してもの申すことは不可能。なにしろ、少しでも異を唱えれば即そく座ざに殺ころされるのである。

　今回の軍議でも、発言を許されている者はただ一人。





「英えい傑けつ名：賈詡　統率71　武力54　知力96　政治84　固有スキル・暗黒軍師」






　董卓軍の軍師を務める漆しつ黒こくのゴスロリＪＫ少女、賈詡だった。

　賈詡は、現地服をゴスロリ風に独自アレンジした漆黒の軍師衣服がトレードマーク。暗黒軍師を名乗るだけあって、宮中にも黒くろ山や羊ぎを引き連れている。合戦中には、馬ではなくこの黒山羊に乗る。秀一とはまた別の方向で中二病をこじらせている女の子だった。

　もともとは私立のお嬢じようさま女学校に通う文芸部在ざい籍せきの可か憐れんな女子高生だったが、召しよう喚かんされたショックで「こんなデスゲームに付き合っていられないわよぉ～」と中ちゆう原げんから逃にげようとして憐あわれにも異民族・氐てい族の捕ほ虜りよにされてしまい、暗くて狭せまい牢ろう獄ごく内で飢うえに苦しむうちに「『運命』は、我に賈詡として生きろと告げているのね。よろしい、ならば生き延びるために人間としての徳をすべて捨てて魂たましいを魔ま界かいに堕おとし、暗黒の策を操る魔ま性しようの軍師となってあげるわ！　どうなっても知らないわよ、うふふ……」と闇やみ属性に振り切れてしまったらしい。

　西さい域いきに遠えん征せいしていた董卓が、氐族が持て余していたこの賈詡を買い取って家臣として雇やとい入れたため、以後、董卓軍に居着いている。

　その知力は曹操を上回る96。固有スキルは、人を騙だますタイプの計略成功率と諜ちよう報ほう能力の大おお幅はばな補正。「詐さ術じゆつ」と「諜報」のエキスパートなのだ。

　董卓がこれまで袁えん紹しよう・曹操たち連合軍に対して有利に戦せん況きようを進めてこられた理由は、ひとつは呂布の桁けた外はずれの武勇にあるが、もうひとつは諜報と策略に長たけた賈詡の助言による。

　賈詡は、「もう財宝だけを奪い尽つくして洛陽は捨てるか。洛陽を焼やき払はらい、住民は全員、わが本ほん拠きよ地ち・長ちよう安あんへ連行しようではないか」と洛陽破は壊かいを考えはじめた暴君・董卓に対して、「洛陽炎えん上じようイベントは断固回避、虎牢関を抜ぬかれても洛陽に籠城すべし。それが董卓さまの『運命』イベントを阻はばむ唯ゆい一いつの道よぉ」と洛陽防衛論を唱え続けていた。

　いまや王都洛陽の命運は、この賈詡にかかっていると言っていい。

「うふふ。ねえ董卓さま？　虎牢関で連合軍を虱しらみ潰つぶしに潰つぶす第一の策は破れたけれど、大幅に防ぼう御ぎよ力を向上させた洛陽に籠城して膠こう着ちやく状じよう態たいに持ち込む第二の策はうまくいっているわよ。すでに各地でわれらの間者に煽あおられた黄こう巾きん族ぞくが蜂ほう起きして、連合軍本隊の侵しん攻こう路と補給線はズタズタ。曹操も孫堅も飢えて立ち枯がれる寸前。ああ。謀ぼう略りやくを練って人を陥おとしいれるって、楽しい仕事ね。人を騙し放題・秘密を諜報し放題。董卓軍は、暗黒軍師の我にとってまさに理想のブラック企き業ぎようよぉ」

「ふん。オリジナルの董卓は最強の戦士呂布を擁ようしていながら、暗黒軍師・賈詡が家臣の中に埋うもれていることに気づかなかった故に滅ほろびたのだ。呂布は一いつ匹ぴきの虎とらだ。虎を御ぎよする頭脳こそが、軍師よ」

「三十日保たせれば、曹操・孫堅・劉備どもの兵ひよう糧ろうは完全に尽き、兵は飢え、士気は萎なえ果てるわ。我は盤ばん石じやくの長期籠城を実現するために、洛陽に眠ねむる歴代皇こう帝ていの陵りよう墓ぼを暴かせているしぃ。赤せき兎と馬ばで高速移動できる呂布を用いた日々の陽動出門作戦で、連合軍の虎の子・関羽と張飛を封ふう殺さつ。墓荒あらしで資金源調達。連合軍本隊と補給線は、黄巾族を用いて寸断。背後には、董卓軍が誇ほこる副将・李り傕かくが天然の要害・関かん中ちゆうに籠こもり、本拠地・長安をしっかりと守っている。我ながら完かん璧ぺきな籠城態勢が整ったわあ、うふふ」

「余は三十日も待つつもりなどないがな！　クハハハハ！」

　ただし、と賈詡は忠告をはじめた。これが他の家臣なら即座に打ち首だが、賈詡だけは董卓への直言を認められている。

「いいこと、董卓さま。長安に加えて王都洛陽の支配権アイテム『印いん綬じゆ』を所有し、天子をも擁したあなたの『威い信しん』数値はすでに70を超こえている。今もしも玉ぎよく璽じの支配権を手に入れてしまうと、あなたの威信数値はその瞬しゆん間かんに１００を超えてカンストしてしまう。知ってのとおり、威信数値をカンストさせた君主は、君主の座から降りられなくなるのよぉ」

「フン。威信がカンストした君主は、領地をすべて失った瞬間に消しよう滅めつするのだったな。余自らが所有している都市は、長安と洛陽の二つか──」

「故に我は、現在洛陽で探たん索さく中の玉璽の『所有』を禁ずるわ。玉璽に指で『直接』触ふれてはダメよぉ。触れれば、指し紋もん認証されて所有権が移ってしまうからあ。天下の三分の一を制せい覇はして皇こう帝てい即そく位い権を得るその時まで、玉璽所有はお預け」

「フ……威信がカンストしようがすまいが、どうでもいいことだ。余は消滅の危機には陥おちいらん。なぜなら、余は本拠地たる西の長安を領有しているではないか。仮に洛陽を失しつ陥かんしても、なお長安がある。故に余は消滅せん。貴様はまこと小心よな、賈詡よ」

「ええ。軍師というものは、己の策が破れ敗北した場合の対処法をすべてあらかじめ想定して、常に二手三手先まで読みながら策を準備するものよ。現に、虎牢関では理解しがたい事態が起きて、方ほう天てん画が戟げき持ちのチート呂布を用いて封神英傑を順番に殺していく策が突とつ如じよとして破れたでしょう？　洛陽一番乗りを果たせば死亡フラグが立つとわかっていながら、孫堅は度しがたいバカ娘むすめよねえ。ああいうのを脳筋っていうのだわ」

「……虎牢関でなぜ敗れたのか、いまだに解せぬ。あのエセ劉備玄徳さえいなければ、今いま頃ごろは……あの男はいったい、何者なのだ！　きゃつの五体を牛引きの刑けいに処さねば、余は枕まくらを高くして寝ねることができん！　思いだすだけで五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが煮えくり返かえる！」

「ともかく、威信をある程度下げておいたほうがいいわぁ。40くらいまで下げれば、万が一の事態となっても容易にはカンストしないもの。家臣の英傑をごっそり解かい雇こする手もあるけれど、人材を減らすのは得策ではないわねぇ。わざと局地戦で敗れて威信をちまちま下げるか、長安を守備している李傕をかたちの上で独立させて所領と家臣団を削けずるか、ね」

「李傕を長安ごと独立させて、余の威信を下げるだと？」

「ええ。李傕自身が、この長安独立策を具申してきたのよぉ。あの男、企業の節税脱だつ税ぜいに長けた税理士あがりでしょう？　たしかに、妙みよう案あんだわ」

「不要だ。威信は下げぬ。袁紹を出し抜き、西域からの長ちよう駆く洛陽一番乗りを果たすために、長安以北の諸城をことごとく蛮ばん族ぞくまがいの独立勢力・韓かん遂すいどもに貸かし与あたえてやったのだぞ？　この上、長安まで手放せるか。李傕には『独立は認めぬ。余を裏切る気になったか、増長するな！　長安の守備は副将の郭かく汜しに任せ、ただちに弁明のため出頭せよ！　出頭を拒きよ否ひすれば、牛引きの刑にして殺す』と伝えておけ！」

　己の「力」のみを絶対と信しん奉ぽうする董卓は、他人を信じない。人間は、身の丈たけに合わない権力を握ると、人変わりする。芝しば居いと称しようしてほんとうに独立するに決まっている。長安を守っている李傕は、「暗殺」イベントを警戒する余が容易に洛陽から動けないことを知っている。余の弱みにつけ込んで裏切るつもりか、と董卓は激怒していた。

「ちょ。董卓さま。出頭要よう請せいって。李傕がやけになって謀む反ほんを起こしたらどうするのぉ？」

「ハ！　ヤツにそんな度胸があるか。李傕と不仲な郭汜を、目付役として長安に配置してある。たとえ李傕が独立しようとしても、郭汜が邪じや魔まをするであろう」

「両りよう雄ゆう並ならび立たずよ。李傕と郭汜が同士討ちをはじめたら？」

「そんな心配などは、軍師の仕事よ。余は、真世界を統べる帝てい王おうである！　もはやこの洛陽籠ろう城じよう戦を、ただ『洛陽炎上』イベントを回避するために行っているのではあるまいな、賈詡？　余が望む勝利とは、余を破は滅めつさせる『運命』イベントの全封殺だけではないぞ。真世界の統一を果たす能力も気き概がいもない二流英傑どもをことごとく殺してこその覇は道どうよ！　袁紹のもとでの八百長統一など、笑止千万！　仮にも英傑の力を得て真世界に召喚されていながら、糞くそのような談合でこの乱世という究極の愉ゆ悦えつを味わうことなく片付けようとは──！」

　連合軍の封神英傑たちに向ける董卓の憎ぞう悪おは、日々募つのっている。

「きゃつらは、異世界に戻もどって糞のような日常に再び埋まい没ぼつしたいだけの小市民どもよ。なぜだ。なぜこれほどの巨きよ大だいな力を手に入れていながら、好き放題に切り取れる新天地に召喚されていながら、きゃつらは戦おうとせん！　敵と戦い、勝ち、嬲なぶり、殺す。これこそが真の人間の生き方ではないか！　異世界になど、余は未練も興味もない！　異世界で『親の七光り』で社長をやっていた小こ娘むすめを、この真世界でなおも君主として担ぐとは、袁帝グループの連中はどこまでも社畜根性に染まった連中よ！」

　賈詡よ、呂布をコマネズミのように走らせて「もぐら叩たたき」のような籠城戦で日数を稼かせぐだけの耐たい久きゆう勝利など、くだらぬ。即座に劉備を始末する策を出せ、と董卓は叫さけんでいた。

「よいか賈詡。帝てい位いなどに、余は価値を認めん。故に玉璽も天子も洛陽も要らぬ！　封神英傑を滅ぼすために用いるのみ。余が真に欲ほつするものは、世界の頂点に君臨したいという『権力への衝しよう動どう』だ。権けん威いを見れば、破壊せずにはいられない。既き存そんの文明そのものを打ち砕くだきたい。既存の世界のすべてをリセットして、余自身が新たな文明の創始者、すなわち『神』になる。それこそが余の目的であり野望なのだ！　だが……連合軍には、余が帝てい位い簒さん奪だつを窺うかがっていると噂うわさを流しておけ。焦あせらせるのだ。そこに必ず隙すきが生まれる。フフフ」

「うふふ。もちろんやっているわ。我はすでに次の策を練っているのよ、董卓さま。三十日も待っていたら、また不ふ慮りよの事態が起きて洛陽を陥かん落らくさせられる危険性も高まる。ただ、あなたさまが憎にくむ『問題の男』劉備玄徳は百戦百敗の無能男だけど、桁けた外はずれの生き汚ぎたなさと身も蓋ふたもない逃とう走そう技術を持ち、名馬的盧に乗り、関羽・張飛という最強の二人を侍はべらせている。あいつを狙ねらっても、そう簡単には殺せないでしょうねぇ」

「フン。あの小こ僧ぞうこそ真っ先に始末したいのだがな。あの『フハハハ』というバカ丸出しの下品な笑い声がしゃくに障る！　では賈詡よ。貴様が狙うは曹操か、それとも孫堅か？」

「両方よ。二つの策を同時に進める。一人は、確実に仕留められるわ。うまく行けば二人抜き。すべてが我の計算通りに嚙かみ合えば、劉備も巻き込んで三人抜きよ。この賈詡の暗黒軍師ぶりをたっぷりと堪たん能のうしなさい、董卓さま。氐族の捕虜になっていた我を買い取り、軍師として抜ばつ擢てきしてくれたあなたさまの恩義には応えてあげるわよ」

「クハハハハハ！　曹操と孫堅を同時に討つと申すか！　さすがは暗黒軍師よな！　よかろう、好きにせよ！　いくらでも人と銭を使え！　貴様の策に万金を投じよう！　だが、失敗は二度までだぞ賈詡。三度策を破られれば、貴様といえども無能の罪で極きよつ刑けいに処す！　余は無能な英傑を七度も許したりはせん。よいな？」

「……え、ええ。任されなさい。ただし、どうやって曹操と孫堅を罠わなに塡はめるかは、まだ思案中なの。そうね、あるいはあの二人の最大の弱点とは……オリジナルの正史英傑とは違ちがってお年とし頃ごろの小娘であるという一点かもしれないわねえ」

　我の弱点も実はそこだもの、董卓さまにいつ軍師から小娘に格下げされて襲おそわれるかと思うと内心ビクビクよぉ、と賈詡はこっそり震ふるえた。が、暗黒軍師キャラを守るため、顔には出さない。

「フン。そんなものか。たしかに曹操や孫堅に封ほうじられても、中身は女子高生。男も知らぬガキどもよな。おや？　賈詡、お前も小娘だったな、そういえば」

「ええっ？　わわわ我は魔ま性しようの暗黒軍師よ、性別などないのよ！」

　洛陽最後の希望とも言える曹操と孫堅が、賈詡の暗黒の策によって殺される？

　絶望した百官が「ざわ……ざわ……」と動どう揺ようする中、いきなり扉とびらを蹴けり破って、甲かつ冑ちゆうを着込んだ呂布が広間へ乗り込んできた。

　スウェーデン人の少女傭よう兵へい・呂布は、三国志マニアにして「力こそすべて、我こそは呂布奉ほう先せんの転生者」と信じる純じゆん粋すい戦士。

　呂布は、北の大地で亜あ人じんと激げき闘とうを繰くり広げていた董卓から「真世界を統一すべく、ともに戦おうぞ！」と勧かん誘ゆうを受けて赤兎馬を贈おくられ、感かん銘めいして義父娘の絆きずなを結んだ。以後、正史での呂布の「裏切り者イメージ」を払ふつ拭しよくすべく董卓に忠誠を誓ちかい、真世界にただ一人しか存在しない「武力１００」を誇る董卓軍の絶対的エースとして戦っているのだが……。

　しかし今日の呂布は、血相を変えていた。激しく怒おこっていた。

　純粋戦士の呂布は、董卓が洛陽の民を残ざん虐ぎやくに扱あつかっていることに憤ふん慨がいしているし、さらに軍事作戦のいっさいを仕切っている賈詡との相性が最悪なのだ。

　そんな呂布の忍にん耐たいが今日、ついに限界に達したらしい。

「……父上。来る日も来る日も、東西南北の門を行ったり来たり。私は、りょ、呂布奉先だ。もぐらになった覚えはない。いつになれば関羽・張飛と決戦させてくれるのか。早く封神英傑どもを倒たおして、返す刀で北の亜人どもを壊かい滅めつさせねばならぬ時なのに！　まして洛陽の民を嬲るなど、本ほん末まつ転てん倒とう……！」

「クハハハハ！　お前も余と同じで、戦場でしか生きられぬ武人よな。余もこの籠ろう城じようには飽あき飽きしておる。だがそう急くな、呂布よ。帝王は君臨すれども自ら策を弄ろうせず。戦術立案は、賈詡に委ねておる。貴様は、賈詡の指示に従って動けばそれでよいのだ」

「ええ、そうよ。呂布、あなたの知力はたったの15よ？　関羽どころか、あの張飛にすらはるかに劣おとるおバカさんなの。あなたは、曹操を超える知力96を誇る我の作戦通りに働けばいいのよぉ。正史で圧あつ倒とう的な武を誇りながら董卓と呂布が敗れたのは、優ゆう秀しゆうな暗黒軍師を抜擢しなかったから。おとなしく、この『曹操の天敵』賈詡さまの命令に従いなさあい」

「……うるさい、黙だまれ……戦は武人の世界だ。うぬのような主に取り入る佞ねい言げん遣づかいなど、董卓軍には不要……私は、軍師は、ち、陳ちん宮きゆうしか信じぬ」

「陽動出門作戦は一時中断。我が探している宝物が見つかるまで、洛陽に眠ねむる歴代皇こう帝ていの陵りよう墓ぼを徹てつ底てい的に暴く仕事を手伝いなさい。強制労働に駆かり立てた洛陽の民たちは祟たたりを恐おそれるので、作業が難航しているのよぅ。あなたが率いる恐れ知らずの五ご原げん兵へいが適任だわ」

「……は、墓荒あらしを命じられるとは、恥ち辱じよく……！　この呂布奉先と関羽・張飛との対決をこれ以上邪魔するというのならば、賈詡よ……お前を……殺す……！」

「ほほほ方天画戟に『気』を満たして振ふりあげるのは、やめなさいよ！　口で勝てないからって、なんて脳筋なの？　陵墓暴きは、わが暗黒の策にとって必要不可欠なミッションなのよ！　我を助けなさい董卓さまあ～っ！」

　ドンッ！　と呂布が容よう赦しやなく賈詡めがけて方天画戟を投げつけてきた。賈詡は黒山羊の背中に飛び乗って、慌あわてて逃にげた。かろうじて直ちよく撃げきは避さけた。だが、方天画戟を喰らった広間の柱は一いち撃げきで粉ふん砕さいされていた。しかも、たった一投で三本抜ぬきである。一気に支えを失った天てん井じようが、ぐらぐらと揺ゆれはじめていた。

　百官たちはもう生きた心地がしない。

「ひいいいっ!?　あなた今、本気で投げたわねっ!?　この、味方殺し！」

「……見くびるな賈詡。非力な文官を殺したりはしない、ただの脅おどしだ。ほ、本気なら、貴様など、い、一いつ瞬しゆんで殺せる」

「クハハハハ！　武官と文官とはいつの世でもうまくいかぬものよ。真世界でも異世界でもそれは変わらぬな……こんなくだらん問題は、帝王である余が関かん与よするようなことではない。軍師ならば三寸の舌先を振るって自力で解決せよ、賈詡よ！」

「ええっ？　無理無理無理！　こんな頭悪い女に我の言葉は効かないから！」

「……こ、殺す。素手でも、貴様の首くらいなら、簡単にねじ切れる」

　肉体言語、反対！　と悲鳴をあげながら、賈詡は黒山羊ごと命からがら遁とん走そうしていた。

　家臣の謀反を警けい戒かいする董卓は、長安では李傕と郭汜、洛陽では呂布と賈詡という具合に、不仲な家臣二人を組ませて互たがいを相そう互ご監かん視しさせている。どちらかが謀反を企たくらめば、どちらかが妨ぼう害がいする。そのような監かん視し人事を徹底しているのだ。だが、このシステムは、家臣間の反目を無用に煽あおるものでもあった。

　洛陽の董卓軍陣じん営えいを支える、呂布と賈詡。その二人の間に、深刻な亀き裂れつが生じた。

　この噂は、「董卓がいよいよ帝位簒奪の準備にかかっている」というもうひとつの噂とともに、たちまち洛陽中を駆け巡めぐったのだった。








第三回　愛と駆ぐ虎こ吞どん狼ろうの関かん張ちよう飯はん店てん









●駆虎吞狼の計




　またしても曹そう操そうの本ほん陣じんで緊きん急きゆう軍議だ。兵ひよう糧ろうも尽つきてきたし、今日こそなんとかせねば。

　今回は、那な波なみと雪ゆき乃のをいつでも最前線へ飛び出せるように義勇兵たちとともに待機させている。「二に虎こ共きよう食しよくの計」以来なんだか萎しおれている夏か侯こう惇とんたち曹操の従妹四人組も、ちょっと心配だが前線に配置。そんなに俺さまとのキスがトラウマになったのか、うーむ。

　代わりに、ずっと働きづめだった孫そんファミリーが後方で休きゆう憩けいして、体力回復フェイズに。

　というわけで、今回は孫そん堅けんが軍議に参加していた。今日はまたいちだんとエロ……いや、色っぽい格好だな。白くてすべすべした腋わきが、腋が眩まぶしい……！　うーむ。相手が「妹いもうと枠わく」ではなく「嫁よめ枠わく候補」というだけで、俺の女の子耐たい性せいは壊滅的に落ちてしまうのだ。

「やあ劉りゆう備びくん。私に求きゆう婚こんされている身でありながらなにやら奴ど隷れいを買ったそうだが、思し慮りよ深いきみのことだ。おそらく洛らく陽ようを攻こう略りやくするためのお芝しば居いなのだろう？　私が激げき怒どしたら、晋しん太た郎ろうをけしかけて頭をかじらせているかもしれないというのに。さすがは大物だな。ますます惚ほれ直したぞ、はっはっは！」

「がるっ、がるううう～っ！（猛もう虎こ咆ほう哮こう）」

「ハ、ハ、ハ。モチロン、オシバイニキマッテイルヂャナイカ、ソンケン。オレサマノ、シンリョエンボウヲ、シンジテクレルヨネ？　ヨネ？」

「もちろんだ。きみは私の旦だん那なさまになる殿との方がただからな！　きみがどのような醜しゆう聞ぶんを起こそうが、信しん頼らいしているぞ。きみはこの真世界で光の『兄貴道』を極め、いずれは伝説の妹マスターになる男だ。私の目に狂くるいはない！」

　言えない！　呼こ符ふを使い込んじゃったけど返済できるアテがないから、今も必死で糜び竺じくから逃げ回っているだなんて、孫堅には言えない！　婚こん約やく交こう渉しよう中に自己破産するような胡う散さん臭くさいダメ男なんて、たとえ孫堅が許してくれても孫ファミリーの元ヤ●ザ丸出しな構成員どもが認めてくれるか？　報復でタマ取られるぞ絶対。

「だからあ、結けつ婚こんがどうとか、今はその手の話は禁止だって言ってるでしょー！　やい劉備。そして孫堅。この英えい邁まいな完かん璧ぺき英えい傑けつ・曹操さまが、新たな策を採用してこれより実行するわ！　こんどこそ成功させるわよ！　荀じゆん彧いく、説明してあげて！」

「はい、曹操さま」

　いきなり、頭上から曹操の小こ猫ねこボイスが鳴なり響ひびいてきた。あれ？　地の底からじゃない？　上を見上げると、背が高い荀彧お姉さんの肩かたに曹操が「ででーん」と乗っていた。

　いわゆるパイルダーオン状態。仮想２メートル巨きよ人じん・ジャンボ曹操の誕生である。

「お前、そこまでして上から目線を貫つらぬきたいのかよ。荀彧お姉さんが疲つかれるだろ。降りろ」

「『下の人』などいないっ！　あんたたちは、マウンティングされないと好き勝手やって足並みを乱すでしょ！　奴隷だの妹と添そい寝ねだの妹と混浴だの！　これより指揮系統を一本化するわ！　正史でも演義でも、三英えい傑けつのうち最優はこの曹操さまよ！　最優だから天上からあんたたちを見下ろして命令してやってるのよ。なにか文句ある？」

「ちょ。おま。なんで雪乃と混浴したことや那波と添い寝したことまで知ってるんだよ？」

「ふむ。私は別に構わんが、なにやら私と劉備くんの結婚話に地じ団だん駄だを踏ふんで張り合おうとしているように見えるのだが？　曹操くん。もしやきみは」

「だーっ、うるさいうるさーい！　合戦中は恋れん愛あい脳、禁止！　荀彧、軍議を開始よ！」

「はい曹操さま。袁えん帝ていグループが洛陽に侵しん入にゆうさせている二人の密みつ偵ていが、重要な情報をいくつか入手して参りました。密偵たち、手短に報告を」

　洛陽の密偵が、中間報告に戻もどって来ていた。二人とも女の子だった。袁帝グループ関係者ってＪＫ多くね？　社長の袁えん紹しようがＪＫだからかな。どちらも封ほう神しん英傑らしいが、ステータスウィンドウは閉じられている。密偵だから、味方にも正体を隠かくしているわけか。

「はわわ。洛陽の董とう卓たく軍陣営で、問題発生ですぅ。主戦派の呂りよ布ふと籠城派の賈か詡くの間で、危うく殺し合いに発展しかける事案発生。連日の出門作戦での囮おとり扱あつかいに加え、新たに命じられた陵りよう墓ぼ荒あらし仕事が原因で、短気な呂布が賈詡に方ほう天てん画が戟げきを投げつけたですぅ。賈詡は、籠城に必要な兵糧代を捻ねん出しゆつするために歴代皇帝の宝物を掘ほり返しているようですぅ」

　右側の密偵は、荀彧お姉さんよりもさらに背が高い八頭身美女だが、年ねん齢れいは俺や曹操と同じくらいか。モデル体型のスーパーＪＫだな。なのに、口調がえらく気弱で幼女っぽいのがミスマッチで……ぐっとくるではないか！　もしや、密偵としてのキャラ造りか？

「ケッ。オレも裏を取ったぜ。ありゃ芝居じゃねー。呂布と賈詡はガチで不仲だ。呂布は毎日毎日、もぐら叩たたきのもぐら役をやらされて、トサカに来たみてーだぜ。異世界で傭よう兵へいやってたような戦せん闘とう狂きようだからよ。関かん羽うと張ちよう飛ひと戦いたくて夜泣きしてらあ。賈詡のほうは、中二病こじらせたインドア文系ゴスロリＪＫだかんなー。水と油だぜ、ありゃ」

　左側の密偵は、ギャル入ってるけど、ヤンキーっぽかった。軍議の場なのに、サンダル（正確には草鞋わらじな）履はいてうんこ座りしてるし。えらくやさぐれている。那波がグレたらこんな感じかなあ。もっとも、那波よりずっと知力が高そうだが。

　この二人、名前がわからんので、仮に「密偵エー子」「密偵ビー美」とでも呼ぶか。

　って、あ、あれれ？　命名しようとしたら、二人の姿はもう消えていた。さすが密偵。素早いな。だが、いったいいつ移動したんだ？　まるで瞬しゆん間かん移動したかのような……？

「曹操さま。これまでの戦せん況きようデータから予想しますに、武にこだわる呂布は墓荒らしの仕事を途と中ちゆうで投げ出して家臣に任せ、自らは各門に出現して連合軍を翻ほん弄ろうする囮おとり役に戻るでしょう。おそらく、戦線復帰まで長くとも一週間。賈詡の命令に従わず勝手に行動する可能性も。二人の密偵を再度洛陽に潜もぐらせ、呂布の身辺を監視させます。賈詡は危険ですので、もう接近させないほうがいいでしょう」

「デアルカ！」

　こらこら曹操。それは織お田だ信のぶ長ながの台詞だから。そこは「ならばよし！」だろ。

「うっさいわね、わかってるわよ～！　す、滑すべっただけよ！　荀彧。新たな策を開かい陳ちんしてやるのよ！　この、脳筋バスター戦術ゴリ推しでガチャ中毒の借金王劉備に！」

　借金王は余計だろ……ううっ、どうしてあんなにガチャを回してしまったんだ俺はあ！

　どうしよう。糜竺に土下座して二十年ローンで分割返済するか？　ああでも、趙ちよう雲うんを召しよう喚かんするために呼符が欲しい、もっと欲しい、もっともっと欲しい～！　どうせ借金漬づけなんだ、いっそ魏ぎ延えんも黄こう忠ちゆうも龐ほう統とうも馬ば良りようもみんなみんな欲しい～！　俺には～夢がある～！

「劉備、なにをゴロゴロ転がっているのですか静かに聞きなさい。われらはこれより『駆虎吞狼の計』を用います。虎を駆って狼を討つ──すなわち、賈詡との対立騒そう動どうを奇き貨かとして、呂布を連合軍陣営に引き抜きます」

　呂布を引き抜く、だって？

「荀彧お姉さん。たしかに呂布と言えば裏切りの武将。ゲームによっては合戦中に毎ターンころころと寝ね返がえり続けることも。でも、真世界の呂布は無理だろう？　義父・董卓への忠誠を貫いて、オリジナルの呂布の汚お名めいをそそぎたい、というのがあのスウェーデンから来た封神英傑の悲願なんだぜ？」

「うむ。現に、正史のような『主君殺し』を呂布はやっていない。彼女は『律りち儀ぎな呂布』という、最強にして最難関の英傑だ。引き抜きは難しいと思う。この機に乗じて洛陽に猛もう攻こうをかけるほうが、まだ」

「孫堅どの。今洛陽を攻せめれば、かえって仲なか違たがいしている呂布と賈詡を再び団結させてしまいます。そこで、陵墓荒らし仕事に回された呂布の動きが止まっている今こそ、劉備三郎が誇ほこる『絆きずなシステム』ボーナス属性を利用します。『劉備と呂布に義兄妹の絆を結ばせる』のです。呂布の、劉備に対する好感度を上じよう昇しようさせるのです」

　ドーン。な、なんだってー？

「すなわち。呂布という虎を劉備の妹として引き抜ぬいて、董卓という真世界を荒あらす餓狼を洛陽から駆く逐ちくします。これこそ真世界における『駆虎吞狼の計』です」

　マジでっ？　本気で言ってるのか荀彧お姉さん？　呂布の友人になれというならまだしも、妹にしろと？　相手はなんとなく召喚されて巻き込まれたＪＫとかじゃないぞ。あの若さで自ら望んで傭兵をやっていた呂布だぞ？　異世界で実戦経験を持つガチの戦士だぞ？　もしかして荀彧お姉さん、ラノベの読み過ぎ？

「ちちち違ちがいます。ととと年上の女性をみみみ耳年増のしょしょしょ処女みたいに言わないでください失礼な！　りりり呂布の裏切り劇は、正史では董卓の侍じ女じよとの密通、演義では貂ちよう蟬せんを巡る三角関係がきっかけです。情に厚く、情に流される武将なのです」

　あれ。珍めずらしく荀彧お姉さんが狼狽うろたえている。俺、なにか言ったっけ？　まあいいや。

「それは正史英傑の話だろう？　この世界の呂布は裏切りの将という評価を覆くつがえすべく、情を断っている」

「はい。ですが賈詡と呂布が対立している今ならば、わずかな可能性はあります。劉備、大至急呂布を妹になさい。妹枠は、先日の『二虎共食の計』の際に一枠空けたままのはず」

　敵将を妹になさい、って……俺は洛陽に潜せん入にゆうできんぞ。面が割れてるし、あの董卓に見つかったら即そく座ざに牛引きの刑けいだ。糞くそ味み噌そにディスって、凄すさまじいヘイトを買ってるからな。

　俺は思わず頭を抱かかえた。俺は自分自身の死を恐おそれないが、もしも方天画戟を喰らったらそこで終わりだからな。死ねば那波と雪乃を護ることもできなくなる。「北ほく斗と五ご丈じよう」は、俺が死んでも発動してくれないのだ。

　だが俺が迷っているうちに、根っからポジティブな孫堅が、

「うむ。行けるのではないか？　劉備くんの人徳と仁愛は無む尽じん蔵ぞうだ！　敵味方の垣かき根ねを越こえて呂布と絆を結ぶことくらい、劉備くんならお茶の子だ！」

　と荀彧の策に乗ってしまった。だからそれは過大評価だよ！　俺は、妹妹妹妹妹妹妹妹妹乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹という恥はずかしい脳内地図の持ち主で、しかも召喚ガチャの誘ゆう惑わくに負けたダメな借金王なんだあああ！

　孫堅の「劉備補正」は異常。いったいどんな聖人君子に見えているんだろう……。

「私は孫ファミリーをあげてこの作戦に尽じん力りよくするぞ！　だが、呂布は猛虎だ。もしも手て懐なずけられなければ、劉備くんの命はないだろうな。まさしく『デッド・オア・アライブ』だな！　これぞ切所！　ともに頑がん張ばろう、劉備くん。はーはははは！」

　あ。いや。ちょっと待ってくれ。孫堅？　と俺が固まっていると。

　俺と孫堅の結婚話になにやら嫉しつ妬としているらしい曹操が、荀彧の肩の上から「ドーン」と俺を指さしてきて、孫堅に対たい抗こうするかのように煽あおり言葉を被かぶせてきた。

「いいえ、この作戦は名付けて『呂布とデート・ア・ライブ』よ！　今回は、劉備のシスコンの病を有効活用！　ただちに呂布とデートして好感度をあげて、あんたの妹にするのよ！」

[image: ]

　謝れ！　橘たちばな先生に謝れ！

「補給が届かない以上、早急に洛陽を落として真世界を救う道はこれしかないわ！　呂布とあんたのデートに、二つの世界と人類の命運が委ねられているのよー！」

「待ったーっ！　この作戦はいろいろ破は綻たんしている、プロットホールだらけだ！　まず、敵将の呂布とデートする機会をどうやって作る？　洛陽には俺は入れないぞ！　次に、一度のデートで呂布の俺への好感度がうなぎ上りになるとは思えない！　夏侯惇たちで懲こりた！　だいいちそんな下心を持って妹を作ろうなど、俺の兄貴道に反する！　三番目に、もしもデートの途中で関羽と張飛が乱入したら、呂布は絶対に方天画戟を掲かかげて暴れる！　荀彧お姉さん、作戦の欠けつ陥かん部分に赤を入れてくれ！」

「二番目の問題は、世界の命運を優先して無視します。三番目の問題は、関羽と張飛をこちらで徹てつ底てい的に隔かく離りして防ぎます。一番目の問題ですが──呂布を洛陽郊こう外がいにおびき寄せる方法は、あります。彼女の弱点を突つきます」

　呂布は幼い頃ころに家族をテロで失って、「力こそ正義」と傭兵の世界に身を投じつつ、強さを求めるあまり自分を人類最強武将・呂布の転生だと信じるに至った。それは俺も知っているぞ。だいいち、俺は呂布のそういう弱みを突きたくない。兄貴コードに抵てい触しよくする！

「いえ。それとはまた別の情報です。この情報は、重大な軍事機密。情報共有は、私、曹操さま、劉備の三人のみに限定せねばなりません。孫堅どのには席を外していただきます」

「ううむ。それほどの重大な機密とはいったい？　胸が躍おどるな！　気になるが、わかった軍師どの！　私は退席しよう！　劉備くん、頑張るのだぞ！　きみになら、できる！」

　孫堅が晋太郎に座ったまま「再ツアイ見チエン！」と席を外して、ついに軍議の席は三人だけに。

「孫堅を退席させるだなんて。いったいどんな秘密を摑つかんでいるんだ、荀彧お姉さん？」

「……曹操さまの個人機密に関わる情報ですので。あの呂布奉ほう先せんの『中の人』は、実はTwitter界かい隈わいでは有名なドワーフ玉たま置おき先生のファンなのです。ネット上でアンチを発見すると『さてはアンチだなオメー』と突とつ撃げきしていって徹底的に蹂じゆう躙りんして燃やし尽つくします。たとえ攻こう撃げきされたアンチが逃にげても、どこまでも追つい尾びしてネット上から消え去るまで荒らし続けます。いわば、ドワーフ玉置先生のために勝手に戦っていたネットの聖戦士です」

「な、なんだってー!?　言われてみれば、あれほどの呂布マニア、しかも女の子である自分の前世を呂布だと信じて『脳内女体化設定』をリアルで貫つらぬいてきたほどの猛も者さが、戦国武将を片っ端ぱしから妹化した『戦せん国ごく妹いもうとコレクション』に興味を抱いだかないはずはない。あれ？　でも、スウェーデン語版って出版されてたっけ？」

「アニメは英語吹ふき替かえで世界配信されていますし、彼女は日本語ペラペラですから原書を読破しているのです」

「そ、そうだったの荀彧？　呂布が？　私の？　大ファン？　というか話聞いた感じ、もはや狂きよう信しん者？　戦場で直接戦ったけれど、お互たがいにぜんぜん気づかなかったわよ？」

「先生は副業がバレると地下帝てい国こく送り。呂布は傭兵が本業。お互いに顔出ししていませんからね。ですが、スウェーデンに痛すぎる『戦国妹コレクション』ファンの女子がいることは、ネットでは有名なのです。曹操さまはメンタルが豆とう腐ふでエゴサーチしないから、今まで知らなかっただけです」

「ちょ。やめなさいよー！　エゴサーチという言葉を聞いただけで、吐はき気けが……ううっ、頭がいたああ～い！　今の世の中、劉備みたいな作者に対して上から目線の読者ばかりだし、先に本編の展開を予想してＳＳを書いちゃうし、もういやああ～！　ひぐっ……ぐすっ……」

　あ。まずい。なんかトラウマスイッチが入ったらしい。よしよし。良い子良い子。曹操、お前は頑張っているぞ。頭を撫なでてあげよう。って、「下の人」の肩かたに乗っているから手が届かんではないか！

「いいから降りてこい曹操！」

「黙だまりなさい劉備！　『下の人』などいないっ！」

　そう言いながらも曹操は、「うんせうんせ」とやっと荀彧の肩から降りてきた。孫堅が退席してマウンティングする必要がなくなったからか？

　まったく仲がよろしいですねお二人は、と荀彧お姉さんがため息をついている。

「「よくないっ！」」

「はぁ……そういう『ラブコメあるある』なお約束はいいですから。ともあれ、ドワーフ玉置先生は呂布の弱点と言いますか、猫ねこに対するマタタビのようなもの。曹操さまを、呂布を洛陽郊外におびき寄せる『餌えさ』として利用します」

「荀彧、あんたやっぱり鬼おによ！　鬼だわ！　自分が担当している作家を虎とらの餌に用いようだなんて、よくも平然と言えるわねっ！」

「ええ。私は曹操さまを異世界に帰き還かんさせるためなら、なんでもやります。真世界で原げん稿こうを書かせて異世界にモールス信号形式で送るのは、効率が悪いですし。直接出版社に監かん禁きんして書かせたほうが圧あつ倒とう的に早いですから」

「効率の問題なのっ!?　私はかっぱスシのかっぱ扱あつかい？」

「そうだな。毎日戦せん闘とうしている状じよう況きようなら到とう底てい無理だが、賈詡と仲違いして前線から外されている今なら、呂布は『ドワーフ玉置先生、真世界に出張』という餌に寄ってくるかもしれんぞ。うん。いけるかもな」

「劉備、あんたまで!?　ひっどーい！　で、でも、この作戦が成功したら、洛陽戦の勲くん功こう一等は私よね！　ということは、報ほう償しようの劉備は私のもの、げふんげふん、劉備と孫堅の結けつ婚こん話を破は棄きさせてやるんだからっ！　勲功一等勝者の特権としてっ！　ざまあみなさい！　兄貴道の修行を完成していないあんたに奥さんなんて十年早いのよ！　ぐふふ」

　おーい、悪い顔になってるぞ曹操。

「曹操さま、劉備三郎。私の経験則に基づけば、呂布は男性経験ゼロです。あれほどの美少女ですから、殿との方がたから求愛された経験は無数にあるでしょうが、世界最強の武人になりきるために恋れん愛あいを徹底的に忌き避ひしてきたと思われます。呂布は仕事の場では有能な武人ですが、私生活では対人関係能力ゼロと言っていい御ご仁じん。おそらく立ちかけたフラグをことごとく潰つぶし、不安定な感情を爆ばく発はつさせては言い寄る殿方の心を容よう赦しやなく蹂躙してきたかと」

「ええ？　そんな面めん倒どう臭くさいキャラなのか、プライベートの呂布は？　彼女いない歷イコール年ねん齢れいの俺にどうしろって言うんだよ荀彧お姉さん。そもそも、なんで呂布が男性経験ゼロと断言できるんだよ？　『経験則』って、なんだ？　どういう意味？」

「……な、なんでもありません。わ、忘れなさい、劉備三郎！」

　もしかして荀彧お姉さん？　お堅かたい敏びん腕わん編集者として振ふる舞まっているけれど、まさか……私生活では、部屋に引きこもってラノベやアニメの消化に没ぼつ頭とうしているダメな干物女……？　言われてみれば、大学では漫まん研けん女で、雷らい撃げきブリブリ文庫編集部に就職、しかも曹操の原稿を求めて真世界まで追いかけてくる筋金入りのアレだし。もしや「選ばれし者」なのか？　実は俺や曹操の、ソウルメイト？　オーケー荀彧お姉さん。ちょっと個室の持ち物検査をしてみようか。ジャージが三色以上出てきたらホンモノだぜ。

「ああなたが今考えていることは名めい誉よ毀き損そんです！　じゃ、ジャージは二着しか持ってきていません！　女性の部屋に無断侵しん入にゆうしたら投とう獄ごくして地下帝国へ送りますよ劉備三郎！」

　これ以上追及するとガチで地下帝国へ流されそうだ。曹操の前では鉄仮面の敏腕編集者キャラを崩くずしたくないらしい。気になるが、やめておくか。

「なに揉もめてんの？　ねえねえ荀彧。呂布が男嫌ぎらいの潔けつ癖ぺき症しようで、しかも私のファンなら、私とデートしたほうが好感度が上がりやすいんじゃないの？　あ、いや、百合とかそういうんじゃないわよ？　わ、私は妹はいっぱいちゅきだけど、本気の百合展開はちょっと。でもほら。姉と妹の絆きずなを築いて曹操陣じん営えいへの移い籍せきをお願いするほうが、成功しそうじゃない？　このシスコンの冥めい府ふ魔ま道どうに堕おちている抜ぬけ作に世界の命運を託たくするよりも」

「いえ、曹操さまには無理です。むしろ本人に会ったら、作者を脳内で神格化しているファンは必ず失望します」

「ちょっと待ちなさいよーっ！　いったいどーいう意味よーっ！　うがーっ！　荀彧あんた、この天才ＪＫラノベ作家ドワーフ玉置大先生さまをいったいなんだと思っているのよー！」

「はい。とびきりの糞くそ雑魚ナメクジとも言うべき豆腐メンタルの持ち主で煽り耐たい性せいがなく、ちょっとした一言ですぐに傷ついて筆を折って泣きながら逃げだすという、私が担当してきた作家の中でもいちばん困ったお方です。今のあなたがファンの前に出たら、テンパって失言と暴言を重ねて心底失望されること請うけ合いです。ですが、作家の人間性と作品の価値はまったく無関係ですから、ご安心を。人間性はどうあれ、あなたが書く原稿の価値はほんものですから」

「今のあんたの言葉がいちばん私の豆腐メンタルに効いたわよーっ！　うわーんっ！」

　荀彧お姉さん……し、シドイわっ！　ぜんぶ事実だが、事実だからこそ人は傷つくのだ。

「劉備のほうがまだ可能性があります。この男は召しよう喚かんガチャ中毒で借金王で中二病のシスコンですが、『妹』を想う気持ちを照てれ隠かくしで誤ご魔ま化かす悪あく癖へきがありません。曹操さまが『妹』に抱く愛情も掛かけ値ねなしのほんものですが、あなたは臆おく病びような重度のツンデレです。直接相手と顔を合わせなくてもいい原稿では、美しい言葉を、ご自分の赤心を情熱的に書けるのに、リアルな対人発言のほうは緊きん張ちようと羞しゆう恥ち心しんが先走って目も当てられないほどにボロボロですから。故に、私は劉備を推挙するのです。数々の失礼な発言、ご容赦ください」

「……そ、そう？　私が臆病なツンデレだなんて納得できないけど、しょ、しょうがないわねー。やっぱり荀彧は私の原稿の魅み力りよくに取りつかれているのよね！」

「はい、曹操さま」

　ドツンデレの臆病者だった俺を光の兄貴道に導いてくれたのが、他ならぬ曹操の妹ラノベだったのだがな。まあでも、たしかに曹操は重度のツンデレかもな……すぐ照れ隠しで殴なぐってくるしな。なにごとも直球勝負の呂布とは相性が悪い気がする。

　曹操は、見つめ合うと素直にお喋しやべりできない性格だからこそ、美しい「物語」が書けるのかもしれないな。さすがに荀彧お姉さんは曹操をよく理解している。

　ああ、でも、虎こ牢ろう関かんで夏侯惇たちを封ほう神しんした時のあの曹操の無む邪じや気きで嬉うれしそうな笑顔。あれは、思わず言葉を失うくらいに美しく、眩まぶしい笑顔だったな……でも、あの笑顔を相手に見せられるようになるまで、不器用な曹操は時間がかかるのだろう。俺との絆が急激に深まったのは、洛陽の乱らん世せい奸かん雄ゆうイベントとか那波の豚ぶたまんまんイベントとか、いろいろな共有体験が積み重なった結果なんだ。呂布との間には、そんなイベントを重ねる時間も機会もないだろうしな。今回は短期決戦、デートは一回限りだと考えねばなるまい。

「劉備三郎。あなたならば、作戦のために呂布の好感度を稼かせいで妹をゲットしよう、という打算を捨てて、生身の呂布奉先と誠心誠意対話できます。その点、曹操さまは頭が良すぎてなかなか自意識を止められませんので、対人空間においては頭を空っぽにできませんから。私は曹操軍・連合軍の軍師として、世界の命運を、あなたに託します」

「あんた、どうぶつみたいに本能だけで生きてるって言われてるわよ、劉備？」

「いっこうに構わん！　わかったぜ荀彧お姉さん！　この劉備玄げん徳とくに世界を託すがよい、見事に託されてやろうではないか！　フハハハハ！」

「ただ、ドワーフ玉置先生が洛陽郊外に出現、という噂うわさを蒔まいて呂布を動かすところまでは考えたのですが、具体的にどうやって劉備玄徳とのデートに持ち込むかまでは、まだ思いついておりません……二人を対話させるためには、両軍の兵士の邪じや魔まが入らない『空間』が必要なのですが、出版社のような打ち合わせ部屋もありませんし」

「荀彧お姉さん。そこまで考えに考えて計画を練り上げてくれたのだから、そこはこの俺が──二代目劉備玄徳が解決しよう！」

「ふーん。劉備、なにかいい策が？」

「いや曹操、今はなにも思い浮うかばん。ま、一晩寝ねれば閃ひらめくだろ」

「このおバカーっ！　その一晩が惜おしいんじゃない！　しかも睡すい眠みん学習方式なんてアテになるわけないでしょーっ！」

　三人が手て詰づまり感溢あふれて固まっている中、自らを縄なわで縛いましめた「亀きつ甲こう縛しばり」状態の奴ど隷れい姿で本ほん陣じんに突撃してきた者がいた。

　縄でぎりぎりと巨きよ乳にゆうを絞しぼり出して強調しているその姿は、うーん、まさに肉奴隷！

「ごっ、ご主人さま？　酷ひどいです、酷すぎます。私の結納金をぜんぶ使い込んで、すってんてん。借金を返してくれない上に、奴隷にも嫁よめにもしてくれないとは？　くっ。なんという……なんという忘恩の穀ごく潰つぶしなのですか、このお方は！　ほんとうに最低男です！　このダメ男っぷりはすでに、本家劉備を超こえていますね！　はあ、はあ、はあ……」

「げーっ、糜竺っ？　勝手に俺の奴隷になるなっ、縄を解けーっ！」

「ちょ。なによ、こいつ？　さては劉備、あんたが縛しばって監禁していたのねっ？　なにこれ。プロの縛り方じゃん！　サイッテー！　これはツンデレ暴力にあらず、正義の制裁よーっ！　外道、死すべし！」

「……りゅりゅりゅ劉備三郎。すでにこの奴隷を調教済みということですか。前言を撤てつ回かいします。ああああなたと呂布を会わせるわけには行きません……！　ふしだらな……ふしだらな……い、い、いやらしい……！　曹操さまから５メートル離はなれなさい、今すぐに！」

　あ。ヒョードルみたいな氷の無表情を誇ほこってきた荀彧お姉さんが羞しゆう恥ちに塗まみれた照れ顔を。すっかり涙なみだ目めではないか。怯おびえている怯えている。そうかそうか、ぐふふ。荀彧お姉さんの弱点はＳＭ趣しゆ味みか……って、そんな趣味は俺にもないのだっ！

「誤解だーっ！　なにもかもが崩ほう壊かいしたではないか糜竺！　いや、俺が悪いんだが！」

「あ、皆みなさん。私は自分で自分を縛れる特技の持ち主なんです。糜竺という英えい傑けつは、能力値じたいはぱっとしませんが、汎はん用ようスキル、つまり特技が多いのです！　半分は調教奴隷関連のスキルですが」

　商人スキルで固めてくれよ、そこは。

「不ふ肖しようこの糜竺、ご主人さまに稼いだ銭をすべて貢みつぐ覚かく悟ごではありましたが、まさかたった一日であれだけの呼符をぜんぶガチャで溶とかすとは。さすがです！　しかも趙雲をＰＵできなかったなんて！　どれだけ無計画で無む謀ぼうで不運なのですが、ご主人さま！　で、でも、あ、あのう、少しでも借金返済してもらわないとさすがに困るんです……せめて利息だけでも……もしも身代が潰れたら、私、奴隷商人に身売りされちゃうんです……実は、自分自身を担保にして闇やみ金きんを借りて商売をはじめたので……うう」

　激げき怒どした曹操と荀彧が「このヒモ男～！」「成敗ですね」と二人がかりで俺を取り押さえて石を膝ひざの上に抱だかせようとしていたその時、糜竺が起死回生の言葉を発言してくれた。

　そうだ！　閃いたーっ！　エウレカアアアアアア！

「『借金返済』！　それだ糜竺、でかした！　俺はただちに、この洛陽郊こう外がいに『関張飯店・洛陽城門前店』を出店するぞーっ！」
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　曹操が「銭も兵ひよう糧ろうも尽つきつつあるのに、あんたの借金返済のために軍の物資を使えるわけないでしょ！」と俺の首を捻ひねろうと暴れ、荀彧が「そんな予算はありません。連合軍を私物化しないでください」と眉まゆをひそめて弓のように拳こぶしをひいた。俺の眉み間けんにナックルをぶちこむ準備だ。こりゃ荀彧お姉さんは、男性との交際経験ゼロだな。

　だが問題ない、いっこうに構わんっ！　人間、逆境に追い詰つめられると閃くもの！　俺さまはやはり天才だったのだ！　フハハハ！

「すべての手持ち物資を『関張飯店・洛陽城門前店』に注ぎ込むのだっ！　そしてっ！　出店記念イベントとして、店内にドワーフ玉置先生直筆の書き下ろし未発表生原げん稿こうを展示するーっ！　最初の来場者ただ一人にのみ、この玉ぎよつ稿こうをプレゼントすると大々的に告知するのだーっ！　真世界には印刷技術がないから、玉稿を手に入れられるのは一人だけ！　このオープン日を休きゆう暇かテーブル時の呂布にぶつければ、呂布はドワーフ玉置先生の超ちようレア原稿目当てに、必ず来るっ！　関張飯店・洛陽城門前店にやってくるーっ！　フハハハ！」

　曹操が「ええええ？　本陣でラノベを書くのっ？　書きたくないっ、いやああああ！」と涙目になって逃とう走そうをはかった。が、荀彧が曹操の首根っこを摑つかんでつまみ上げる。

「採用です。劉備三郎。この関張飯店・洛陽城門前店作戦に、連合軍先せん鋒ぽう隊の全予算を注ぎ込みましょう。しかし、それでもおそらく銭が足りませんね」

「フハハハハ！　ではさっそく、糜竺にもさらなる追加出資を要求する！　連合軍がもたん時が来ているのだ！　あと一押しの支し援えんをお願いしたい！」

　糜竺が「くっ……私を奴隷にしてくれないどころか、さらに銭をむしり取ろうとは？　ああっ、ご主人さまに骨の髄ずいまでしゃぶられていくこの感覚、たまりませんっ！　さすが劉備さま、まさに忘恩の極道ヒモ男！　はあ、はあ、はあ」と一人で悶もだえているが、あとでご褒ほう美びをやるとしよう。ＳＭとか奴ど隷れい堕おち以外でな。それらを除外するとなると、いったいなにをすれば糜竺に喜んでもらえるのか、さっぱりわからんが。

　かくして、戦線が膠こう着ちやくする中、「関張飯店・洛陽城門前店」が急きゆう遽きよオープンすることになったのである。連合軍の攻こう勢せいは、これよりはじまる！　フハハハハ！




●関張飯店二号店、出店




　関張飯店の二号店が突とつ貫かん工事で洛陽郊外に完成した。

　ついに栄光の開店当日──！

　洛陽郊外の丘おかに突とつ如じよ出現した、数百本の蠟ろう燭そくでにぎにぎしくライトアップした新店てん舗ぽ！　まだ朝だから意味ないけど、万事派手に行くのが関張飯店流なのだ！

「お待たせいたしました洛陽の皆さま！　関張飯店・洛陽城門前店、本日ただいまオープンでございます！　最初の来場者のお方には、異世界で大人気のライトノベル作家・ドワーフ玉置先生直筆の『戦国妹コレクション』未発表レア原稿を進しん呈ていいたします！　そして諸君！　俺が、俺が店長の劉備玄徳だ！　フハハハ！」

「あたしが、厨ちゆう房ぼう係の張飛だよ！　この関張飯店は、非武装中立地帯だから。董卓軍の兵士のみんなも、あたしが作った激げき辛から麻まー婆ぼー豆どう腐ふを食べていってね！　口から火が飛び出すくらいに辛からいけれど、ピリリと美味しいよっ！　豚ぶたまんまんも大絶賛！」

「ぶきー、ぶきー♪」

「お店の女神、関羽でございます。ご存じのとおり関羽雲うん長ちようこと関公は、全国津つ々つ浦うら々うらの関帝てい廟びようで商売の女神さまとして祀まつられている真世界最強のアイドル。特に商人さんと独身男性さんから絶大な信しん仰こうを得ております。そのほんものがここに。そう、私です──！　諸君、我こそがまことの関羽雲長である！　頭が高い。控ひかえおろう。『忠ちゆう義ぎ神しん武ぶ霊れい佑ゆう仁じん勇ゆう威い顕けん関かん聖せい大たい帝てい』と呼びませい！　さあ、思う存分お布ふ施せを！　『関羽似姿入り免めん罪ざい符ふ』を今なら五割引きで！　この免罪符を家の柱に貼はれば、あなたの罪は浄じよう化かされるでしょう！」

「ブヒヒヒヒン！　関羽たんマジ女神！」

　兄さん、これって詐さ欺ぎ商法じゃないでしょうか、ううう、と雪乃が弱気になっているが、えーい糜竺に日々返済する利息だけでも莫ばく大だいなものなのだぞ、免罪符をきりきり売れ。

　ちなみに、雪乃と那波には、「真世界にはドワーフ玉置先生などはいない、曹操がドワーフ玉置先生役を務めるがこれは呂布を釣つりだすための影かげ武む者しやだ」と言い含ふくめています。

「ちょっと～？　なんで関羽と張飛が店にいるのよう？　呂布と鉢はち合あわせしたら乱らん闘とうになっちゃうじゃないっ！　荀彧、なんとか言いなさいよー！」

「関羽と張飛は劉備の命令しか聞かないのです。その劉備が銭ぜに儲もうけに目が眩くらんで、店の看かん板ばん娘むすめ二人をオープン初日にシフトから外すのはまかりならん、機会損失が大きすぎると」

「劉備の、アホーっ！　あんたの借金返済は二の次よ！　わかってんのっ？」

　荀彧の肩にドッキングしている仮想２メートル曹操は、まったく小うるさいな。いくら身長を水増ししても人間の器はデカくならんのだぞフハハハハ。そんなことは呂布が関張飯店に釣られて現れた時に考えればいいことではないか。

　だが、残念なことに、すでにオープン時刻を過ぎたというのに呂布の姿は見えない。

「呂布どころか、客が一人も来ていませんが、劉備三郎？　閑かん古こ鳥どりが鳴いています。洛陽で密みつ偵ていコンビを用いてさんざん前宣伝したはずなのですが？」

　そう。荀彧お姉さんの言うとおり。

　この新規出店は、失敗だよ。客が来ない。

　なんでだっ？　「非武装中立」「ドワーフ玉置先生のレア原げん稿こう進しん呈てい」「未来の激辛麻婆豆腐」「女神関羽さまご光臨、ご来店。免めん罪ざい符ふ販はん売ばい」「先着順で、英えい傑けつ召しよう喚かん台にくべる呼符をスポンサーの糜竺から進呈」と怒ど濤とうのオープニングイベントを連発しているというのに、なぜっ？　宣伝は足りていたはず。どうしてバズらなかったのかっ？

「うむむ。こんなはずがない。俺さまの経営手しゆ腕わんをもってすれば、来客ゼロなどという事態はありえないっ！　もしや賈詡が、洛陽城外に住民を出すことを禁じているのでは？」

「いえ。賈詡はむしろ、『行きたい者は自由に店へ行っていいわよぉ。いい情報が摑めるかもしれないからぁ』と洛陽住民に城外へ出る許可を与あたえております。諜ちよう報ほう活動に利用しようとしているのでしょう。単に、関張飯店に人気がないだけかと」

　例のモデル体型幼女口調娘（エー子）と、ヤンキー娘（ビー美）の密偵コンビが、「はわわ、哀かなしいですぅ～。ポスターを貼り回っても、見向きもされませんでしたぁ」「ほーんドワーフ玉置？　誰だれそれ？　状態だったぜえ。そりゃ～こっちじゃラノベ売ってねーしアニメも放送されてねーし、真世界人にはイミフだよなー！」と失敗報告。

　泰たい山ざんではあんなに繁はん盛じようしていたのに、どうしてだ？　もしや、関羽信仰は洛陽ではまだ一いつ般ぱん的ではないというのか？

「劉備三郎。言いづらいのですが、最大の目玉である『ドワーフ玉置先生のレア玉稿』がまったくウケていません。この真世界では、読書習慣がある人間は一部の知識人階層に限られていますし、ライトノベルのような創作小説系は『稗はい史し』などと呼ばれていまして、『史し書しよ』よりも数段劣おとるものとされております。もう少し稗史の評価が高ければ、レア玉稿目当てに客が殺さつ到とうしたはずなのですが」

「よくわからんが荀彧お姉さん、つまり真世界では曹操の原稿に一文の値打ちもないということだな、フハハハハ！」

「はい。本質を言えば、そうです」

「ギャー！　私って真世界じゃ糞くそ雑魚ナメクジなのっ？　にぎにぎしく出店したのに一部も本が出ないなんて、最悪だわー！　三日三晩徹てつ夜やさせられて書き上げた原稿が……原稿が……きゅう」

「ああっ。曹操、しっかりしてください！　いけません。影武者・ドワーフ玉置先生になりきるあまり、心労で身長もバストもこんなにも縮んで！　まるで子供ではないですか！」

「あの～関羽ちゃん？　優しく抱だっこしてくれるのは嬉うれしいんだけど、私がちっちゃいのは最初からだから！」

「うわ～ん。残り少ない兵糧の多くを店の仕込みとして準備しちゃったのに、どうしよう～！　なけなしの食材があ～！　こ、こうなったら、ぶ、豚まんまんを……じゅるり」

「ぶきっ？　ぶきぶきぶきっ（涙目）!?」

　しかし、コアなドワーフ先生ファンの呂布すら見向きもしないのはなぜだろう？　あいつなら、世界にただ一冊（竹簡なので一巻？）のレア玉稿をゲットしに来るはずだが。

「敵方の面々が運営している上に、まったく客がいない店です。目立つ呂布が単独で来店したら、関係がこじれている賈詡や、虎牢関での敗戦以来荒あれている董卓から内通を疑われてしまいます。なにしろ、呂布は、裏切りの将の代名詞です。大勢の客が集まっていれば、その中にこっそり交じって列に並べるのでしょうが……」

「なるほど！　わかった。真世界では『生原稿』のヒキが弱いのだな、荀彧お姉さん。だが、この真世界でも確実にウケるものがある！　それは──『イラスト』だーっ！　ライトノベルは本文とイラストの二つが組み合わさってこそ作品として完成するのだ！　担当イラストレーターを召しよう喚かんして、関張飯店でしか見られない未発表レアイラストを描えがかせて展示するのだーっ！　最初の来訪者には、その一点物イラストを進呈！　これだ！　この路線で、店舗リニューアルのお知らせとともに再度宣伝を打とう！」

　曹操が、「はあ？」と唇くちびるを尖とがらせた。

「『戦国妹コレクション』担当イラストレーターのシスマゲドン先生は、絶賛失しつ踪そう中よ、だいたい召喚台を持ってる許きよ劭しようがいないでしょ。あいつ、泰山へ帰ったんでしょ？」

「シスマゲドン先生ならばこの真世界におります、この荀彧にお任せください曹操さま」

「えっ？　荀彧、それって……まさかシスマゲドン先生も真世界に召喚されたから失踪しちゃったってこと？」

　おおっ？　荀彧お姉さんの眼光が、突とつ然ぜんヒョードルよりも無む慈じ悲ひな輝かがやきを放ちはじめた？　これはまさにイヴァン雷らい帝てい!?

「はわわ、まだスキル使えません。やばいですぅ」「体力回復してねーけど、自力で逃にげるぜえ」となぜか慌あわてた密偵コンビのエー子とビー美が、腰こしを浮うかして関張飯店から脱だつ出しゆつしようとした。

　が、荀彧お姉さんは「邪じやッ！」と電光石火の足あし払ばらいで二人を倒たおすと、容よう赦しやなく両りよう腕うででエー子の腕うで関節を取り、同時に二本の足でビー美の首を挟はさんで絞しめあげていた。

　あの、荀彧お姉さん？　もしかして典てん韋いとか許きよ褚ちよよりも強いんじゃあ？　こんな強い荀彧、正史にも演義にもいないぞ？　半はん端ぱに高学歴で無表情無感情な美人で容赦ない毒舌で仕事中毒でコマンドサンボの達人で、そして干物女。

　こ、これは……彼氏いない歷イコール年ねん齢れい、確定だ！　荀彧お姉さんに、合がつ掌しよう。

「なっ、なぜ私を哀あわれみの目で見るのですか劉備三郎!?　そこになおりなさい！」

「あわわ！　降参するですぅ、命だけはお助けですぅ～！」

「首はやべーだろ首はーっ！　ギブギブ！　違ちがう、オレたちは賈詡に買収されて寝ね返がえったりしてねーってばーっ！」

「寝返りを疑ってはいません。ですが、あなた方のステータスウィンドウを開かせていただきます──なるほど。やっぱりあなた方二人が『シスマゲドン先生』だったのですね。シスマとゲドン、二人で一人。下絵担当と着色担当でしたか。もう逃がしませんよ」

　ちなみに荀彧お姉さんは手も足も塞ふさがっているので、二人の密偵のステータスウィンドウを開いたのは、俺と曹操である。





「英えい傑けつ名：程てい昱いく　統率76　武力57　知力92　政治92　固有スキル・十じゆう面めん埋まい伏ぶく」

「英傑名：郭かく嘉か　統率63　武力34　知力97　政治80　固有スキル・兵へい貴き神しん速そく」






　な、なんだって？　程昱と郭嘉だって？　この二人、曹操軍師コレクションを代表する名軍師だったのか？　なぜ、英傑名を隠かくしたまま洛陽入りして密偵なんかに？　どうやら二人の固有スキルが密偵仕事に向いているものらしいが、どのようなスキルなのかはわからない。名前から推理すると、「埋伏スキル」と「行軍速度アップスキル」か？　そういえば、突然姿を消したことがあったな？

「私たちは横よこ浜はま山手の名門女子校に通うＪＫフレンド。学校に副業見つかったら退学させられてしまうので顔出しＮＧの絵師コンビですが、互たがいの親が袁帝グループの社員だったのですぅ。で、親のツテを頼たよって三国志ＭＲゲームのベータテストに参加した折に、フェリーごと召喚されてしまったのですぅ～。ふぃ～、これで〆切りの重圧から解放されたですぅと、しばし真世界で羽を伸のばしていたのですが……」

「ぜってー、この真世界まで鬼おに編集が追いかけてくると思ってよ、正体を隠して敵地に潜ひそんでいたんだぜ！　真世界で仕事させられたくないじゃん？　実際、来やがったしな！　でも、いや～まさか曹操の中の人がドワーフ玉置先生の影武者やらされてるとはよう～。それ、無理矢理な設定じゃね？　偽にせ者ものバレバレじゃん、ギャハハ！」

　いや、実はほんものなのだ。

　ふえ～シスマゲドン先生もＪＫだったなんて、業界って狭せまいわね～、と曹操が驚おどろいている。全員、顔出しＮＧ事情さえなければ「美少女トリオが描く妹ラノベ！」とアイドル的にプロデュースしてさらに人気を獲かく得とくできそうなのだが、惜おしいな。程昱も郭嘉も名門女子高生とは思えない濃こいめのキャラだが、見た目はかわいいからな。

「ってか、なんでオレたちがシスマゲドンだと見破りやがった、荀彧！」

「私にも謎なぞですぅ。細密画を描けるのは、二人のもともとの技術ですぅ。英傑としての特技や固有スキルではないですぅ。お仕事で描くイラストとは画風が違いますし～」

「あなた方の『真しん名めい』です」

「はあ？　真名？　ステータスウィンドウ開いたろ？　真名は非表示にしてるじゃん！　つかオレらは出版社に自分の本名を教えてねーはずだ！」

　荀彧お姉さんが、ふふ、と微笑しながら、今までずっと閉じていた自らのステータスウィンドウを開示した。





「英傑名：荀彧　統率68　武力65　知力96　政治95　固有スキル・真しん名めい推すい挙きよ」






「私の固有スキルは『真名推挙』。荀彧らしく人材推挙に特化したスキルです。相手のステータスウィンドウさえ開けば、隠されている真名を見ることができます。あなた方は顔も声もすべて隠し通していましたが、原げん稿こう料振ふり込こみのために弊へい社しや経理部門のデータベースに『銀行口座』情報を登録しておりますので。その口座名義は、二人分。いずれも、あなた方と名字が一いつ致ち。あなた方のお父上の名前ですね」

「てめー、そんなもん覗のぞき見して暗記してたのかよー？　おっかねえ～！」とビー美改め郭嘉が涙なみだ目めになってじたばたと足をばたつかせた。エー子こと程昱は、「はわわ。働きたくないですぅ、絶対に働きたくないですぅ。もうブルーレイディスク版のカラー表紙絵を毎月描かされるのは許してくださぁい」と震ふるえていた。

　が、もちろん、荀彧お姉さんは今すぐにイラストを描かせるだろう。三日三晩完かん徹てつくらいで済めばいいが、イラスト制作の作業量は膨ぼう大だいだからな……どうなることやら。合掌。

「黙だまりなさい。今すぐ描きなさい。異世界に帰き還かんするために、きりきり働くのです。関張飯店に百人の客を集めて、呂布を来店させるためです。プレゼント用の本命の一枚と、洛陽中の壁かべに張り出す宣伝用の百枚を、耳を揃そろえて今すぐに。描き終えるまでは決して解放しません。軟なん禁きんさせていただきます──関張飯店の奥おく座ざ敷しきに」

「百枚だってえええ？　鬼！　悪あく魔ま！　けだもの～！　せめて仕事料よこせ～！　さもなくば編集者告発マンガをTwitterで連れん載さいすっぞ～バズらせっぞ」と郭嘉がわんわん泣いたが、「真世界にはインターネットがありませんのでそれは無理ですね」と荀彧お姉さんは動じない。恐ろしい……恐ろしい……。

「ま、まあまあ。よろしくねっ、シスマゲドン先生！　いつもお世話になっています～！　先生たちの至高のイラストがなければ、この曹操ちゃんの未熟なラノベがアニメ化されることなんてありえなかったもの～！　感謝していま～す！　頑がん張ばってくださいっ！」

「んあ？　マジで曹操、てめーがドワーフ玉置先生？　それ、荀彧が捻ひねりだした設定じゃねーの？　ちっちぇえ～！　かわいい～！　ドワーフつーより、ピクシーとかフェアリーとかホビットって筆名にしたほうがいいんじゃね？　まさかシスコンラノベの大家が、小学生だったとはよー！　ギャハハ、チョー笑える！」

「はわわ。先生をからかうのはよしましょうよう、郭嘉ちゃん。ドワーフちゃんは見てのとおり、幼よう稚ち園えん児じなのですぅ。推定六歳の幼女がラノベをものするとは、さてはドワーフちゃん。あなた、アマデウス並みの天才ですね？　幼女はいいものですねぇ……お姉さんと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りまちぇんか～？　私は自分が八頭身なので、幼女キャラを描くのが苦手で～。ぜひとも、幼女デッサンの参考にしたいですぅ」

「う・ふ・ふ。お二人とも、冗じよう談だんがお好きなんですねっ♪　私はＪＫで18歳の合法ロリですからあ♪　あ、は、は……ひく、ひく」

　おお。あの曹操が、シスマゲドン先生コンビに対しては腰が低い？　ブチ切れたい衝しよう動どうを抑おさえて、ぺこぺこお辞じ儀ぎしまくりではないか。やはりラノベ業界においては、ごく一部の超ちよう売れっ子作家を除けば、絵師＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞作家という厳然としたヒエラルキーがあるのだな。わかってはいたが、いつも威い張ばっている曹操が自分よりも傍ぼう若じやく無ぶ人じんなイラストレーターのご機き嫌げん伺うかがいとは笑えるな。

　今日は珍めずらしいものを見られて俺は満足だ。フハハハハ！

「……あのう、兄さん？　曹操って、もしかしてほんもののドワーフ玉置先生なのでは？　お客さんなどいないのに、いつまであの小芝居を続けているんですか？　シスマゲドン先生を誤解させたままでいいんですか？」

「まあ、ほんものだと思い込ませておけば、あの二人も逃げずにイラスト仕上げるだろうけどさー。偽者だとバレたらやばくね？　それともアニキ、まさか……」

　し、しまった。さすがに雪乃と那波が、「曹操＝影かげ武む者しやドワーフ玉置先生設定」に疑いを抱いだきはじめている！

　ここは、俺さま一流のハッタリと勢いで、雪乃と那波を誤ご魔ま化かさねばならん！

　それに、糜竺への大借金を一気に返済して利息が利息を生む「利息地じ獄ごく」から脱出するためにも、今回の洛陽出店は大チャンスなのだ！　しくじったら糜竺を奴ど隷れいにしなければならんのだ。正直、俺にはあの糜竺の亀きつ甲こう縛しばりを施ほどこされた変形おっぱいの誘ゆう惑わくに何日も耐たえきる自信はない！　故に今は、手段を選んでいる場合ではないのだーっ！




　俺はいったん、曹操たちから二人を引き離はなした。

　妹たちの肩かたを親しげに抱いて、そそくさと隣りん室しつまで移動して、そして。

「フハハハ！　那波、そして雪乃よ！　曹操の演技は堂に入ったものだったな、さすがは乱世の奸雄！　あれは賈詡が放った敵方の密みつ偵ていの目を誤魔化すための芝しば居い継けい続ぞくなのだ！」

　なるほど、さすがです、と雪乃はあっさり信じてくれた。うーんどんな無茶ぶりでも、常に兄の言葉を全肯こう定てい。助かるな。那波は「ほんと～？」と疑っているが、まあいい。

「いいか！　百人の客を集めるためには、関張飯店・洛陽城門前店のセールスポイントをさらに強化せねばならん！　シスマゲドン先生頼だのみでは礼を失する！　関羽信しん仰こうが弱めの洛陽の民たちを集客させるために、俺たち劉備三兄妹も努力するぞーっ！」

「は、はいっ！　そうでしたねっ！　私の知名度が洛陽ではいまいちで、申し訳ありません兄さん……うう……すべてはこの雪乃の責任です。兄さん、洛陽城門前店を繁はん盛じようさせるためならば、雪乃はどんなご命令にでも従います……」

「ええ～。アニキの瞳ひとみに銭マークが浮うかびあがってるよ？　なんだか嫌いやな予感しかしないよ～。一号店でチャイナドレスを着てステージに上れと言いだした時と同じ雰ふん囲い気きだよ？」

「うむ！　いい線いっているぞ、那波！　チャイナドレスは、実際にはずっと後世に発生した文化で、真世界にはまだ存在しなかったオーパーツ。しかし知ってのとおり、この世界の独身男性どもにチャイナドレスは圧あつ倒とう的に受けた！　そうとも！　男の浪ろ漫まんには、エロと萌もえとコスプレの魅み力りよくには、世界線の壁も民族の壁も時代の壁もないのだーっ！　イマジン・オー・ザ・ピーポー・リビン・フォー・コスプレ～イ！　アッア～アア！　というわけで異世界と真世界の人々の交流を深めるべく、洛陽城門前店のリニューアルオープンでは、お前たち看板妹二人に新たなコスプレ衣装を着てもらうっ！　これは絶対にバズるぞ、評判が評判を呼んで洛陽住民、特に独身男性が殺さつ到とうだーっ！」

「ほら来た、ま～た妹で遊んでる！」と那波に頰ほおをつねられたが、さすが兄貴だなんともないぜ！　雪乃は「兄さんに奴隷をゲットされるくらいでしたら、ははは裸はだか以外ならばどんな恥はずかしい格好にだってなります……ううっ……」とすでに顔を真っ赤にしながらも了承してくれた。雪乃、すまんなほんとうに。もう絶対に、あんなアホみたいな召しよう喚かんガチャ爆ばく死しはしないからな。俺はガチャ中毒者ではないのだ、信じてくれ！

　許劭の野や郎ろう、あれから連れん絡らくがないが、今いま頃ごろは泰山に着いているんだろうか？　こんど会ったら、孫ファミリーのオジキ軍団で取り囲んでテーブル操作を強要してやる。

「で、アニキ。こんどはなにを着ればいいのさ～？　はぁ～。ほんと、ダメアニキを持った妹って苦労するよね～」

「どきどきどき。水着ですか？　水着でしたら、もう作ってます！　試着済みですし！」

「惜しいな雪乃！　洛陽城門前店は、『期間限定！　水着メイドカフェ』としてリニューアルオープンするのだーっ！　フハハハハハ！」

「水着メイドおおおおっ？　なにそれ？　キモっ！　キモすぎるっ！　アニキっていったい、いくつ属性持ってるのさ～？　あたしは、いやだああああああ！　せめて片方に！　海もない中ちゆう原げんのまっただ中で水着なんて、変態っぽくて、やだよー！」

「問題ない那波、黄こう河ががある！　とはいえノーマル水着ではさすがに露ろ出しゆつ度どが高すぎて真世界の紳しん士し諸君を怖おじ気けづかせるので、メイドさん衣装と悪魔合体させるのだ！」

「あうう。この時代では斬ざん新しんすぎる格好かもしれませんが、兄さんの仰おおせでしたら！　兄さんの言うことは正しい、兄さんのやることも正しいのです！　ななちゃん、さっそく水着メイド服を作りましょうっ！」

「って、甘やかしすぎィ！　こーゆー時はアニキを諫いさめてよう、ゆきのーん！」




　　　　※




　と、いうわけで。

「うへ。うへへへへ。関羽ちゃん、張飛ちゃん、かわいいよう。ちょ～っとビキニをずらしてみようか～。姉妹の生乳と生乳をむぎゅーと押しつけあって抱だき合ってみせてえや～」

「どどどうして、この関羽ともあろう者がこんな恥はずかしい真似を？　うう、ななちゃん」

「はうう。いくら姉妹同士でも、生おっぱいを押しつけ合うとか、絶対おかしいよ！」

「ごめんなさい、ごめんなさい。程昱がこうなってしまったら、もう止められません。かわいい女の子をモデルにすると頭のネジが飛んでしまうんです。どうか耐たえてください」

　シスマゲドン先生コンビに「ポスターのモデルに採用だ！」と拉ら致ち監かん禁きんされた雪乃と那波の様子を見に来てみたら、二人は水着メイド姿で「ぎゅー」と抱き合わされていた。

「きゃああ！　兄さんっ？　こここんな妹失格のふしだらな姿を、みみみ見ないでください！　ななちゃん、離はなれないで！　もっと強く押しつけ合わないと！　むにゅうう～っ！」

「わわわ。もう照れてる場合じゃないっ！　あああアニキに女の子の大事な部分を見られるくらいなら、ゆきのんと押しつけ合うよう！　むぎゅうう～！　うう、くすぐったい」

「さ、最高やあ～。『姉妹おっぱいプレス』は、ほんまに最高やあ～！　挟はさまれたいっ！」

　エロマンガ先生と化した画が伯はくモードの程昱は、まさに野や獣じゆう！　モデルを描えがく時には、まるきり別人になるらしい。郭嘉のほうがお嬢じようさま口調で雪乃と那波を気き遣づかっているとは。

「あ。荀彧さんは、奥の部屋で仮か眠みん中ですよ」

　郭嘉に指さされた先。隣となりの狭せまい仮眠部屋に入ると、ジャージ姿で髪かみの毛ボサボサのすさんだ荀彧お姉さんが、ゴミ屋や敷しき状態の室内で干物女と化してゴロゴロしていた。

「あー、劉備三郎？　んー、起きるの面めん倒どう臭くさい。ほら三郎、肩かた揉もんで─」

「ちょ。男に干物姿を目もく撃げきされて、驚おどろくとか恥じらうとかないのかっ？　ダメすぎるっ!?」

「……いつまでもイラストあがらないし、〆切り破られそうで、もう緊きん張ちようの糸が切れた─」

　ううむ。「できる敏びん腕わん編集者ポイント」が切れて、干物女の本体が出現したらしい。

「肩かたでもふくらはぎでも揉もむが、こんな干物女ぶりでは彼氏ができんぞ、荀彧お姉さん」

「どーせ仕事で忙ぼう殺さつされるから、関係なーいー。〆切り地じ獄ごくで、つーかーれーたー！」

　くっ。どういうことだ。かわいい。俺の中で「姉属性」が目覚めようとしているだと？




　　　　※




　かくして、関張飯店・洛陽城門前店は「水着メイドカフェ」にリニューアル。

　郭嘉と程昱が描えがいた宣伝用の新ポスターは「真世界の関張飯店と異世界の雷らい撃げきブリブリ文庫が夢の競演！　三国志姉妹×戦国妹絵師の超コラボ！」企き画かくを打ち出したものとなり、水着メイド関羽と水着メイド張飛のおっぱい合わせイラストが全面展開。

「信長、誰だれそれ？」な洛陽の面々も、関羽と張飛の名前は知っていた。

　この新たなプロパガンダポスターは、恐きよう怖ふの独裁者・董卓に美女たちを奪うばわれて悔くやしさのあまり悶もん々もんとしていた洛陽の男たちの魂たましいに火を付けた。董卓が暴君ぶりを加速させて圧政を布しいていたことが、俺たち連合軍にとっては「天の時」となったのだ。

　バズった……！　ついにバズった！




●デッド・オア・アライブ




「むむむ兄さん。百人どころか、数え切れない殿との方がたが城門を開いてお店に殺到してきます！　リニューアルオープンは成功です！　水着メイドなど西せい暦れき二世紀相当の真世界ではやりすぎ、過か剰じよう、前例がないと大勢に反対されたのに『黙れ！　俺さまの妹感性は絶対なのだ！』と押し通した兄さんは、さすがです！」

「うわ～。まるでベルリンの壁が崩くずれた時の映像みたいだよ、アニキ。全員、性せい欲よくと萌え衝動に衝つき動かされて城門から飛び出してきているから、ぜんぜん感動できないけどさ～」

「やったわね！　劉備！　開店前から千客万来だわーっ！　見て！　呂布よ！　何食わぬ顔をして、関張飯店に殺到する民衆の群れに交じっている！　いよいよ呂布とのデート作戦決行よ！」

「さしもの賈詡もこれほど多数の民が城外に出ることは想定外だったでしょうが、もはやこの波は止められません。欲よくとエロと妄もう想そう塗まみれのバカ男のような顔をしていながら、きっちりと民衆の心を摑つかんでみせる……さすがですね、劉備三郎……」

　シスマゲドン先生を働かせるべく完徹を続けてきた荀彧お姉さんは、とうとう干物女の本性を丸出しにしてジャージ姿で曹操を担いでいる。目の下にクマが……大だい丈じよう夫ぶかな？

　そう。リニューアルオープン当日、開店時刻前から「たった一枚の」「シスマゲドン先生謹きん製せいのレアイラスト」「手に入れる！　絶対に！」「家宝にする！」「董卓に捕とらわれて処しよ刑けいされても構わん！」と命を賭とした男たちが開かれた洛陽の城門からいっせいに飛び出し、関張飯店を目指して丘おかを駆かけ登のぼってきたのだった。警備役担当の孫堅たち孫ファミリーが総出で、丘に殺到する人々を交通整理。

　ついにはこの事態を重く見た賈詡から使者が来て、「関張飯店を正式に中立地帯と定め、一日休戦の約定を交わしましょうよう」と提案された。賈詡は、「洛陽の壁かべ」の崩ほう壊かいを防ぐために彼ら洛陽住民の行動を追認したのだ。

　ここに、洛陽に籠ろう城じようする董卓軍と俺たち連合軍の間で、奇き跡せきの「一日休戦」が成立したわけだ。しかも、関張飯店は恒こう久きゆう的に中立地帯として認められた。

　なんという、なんという感動的な光景なんだ。そうとも。国境も民族も世界線も関係ない、妹愛さえあれば人はわかり合えるのだ！

「俺たちは英えい雄ゆうになれる！　ただ一日ならば！　フハハハハ！　この関張飯店では俺が王で、曹操、お前が女王だ！　俺たち二人のコンビはやはり無敵だな！」

「……ちょ、ちょっと待って……よく考えてみると……ムクムクムクッ！」

　ん？　どうした、曹操？

「わわわ私の生原げん稿こうは無視したくせに、こいつら、シスマゲドンのイラストのためなら死んでもいいって言うわけえ？　ゆゆゆ許せないっ！　こんな作者をないがしろにするコラボ、認められなーいっ！」

「こらこら待て待て曹操！　なに言ってんだお前はーっ！　落ち着け、落ち着けってば！」

「放しなさいよーっ！　お腹が痛ーい、頭痛ーい！　逃にげたいっ！　にーげーたーいー！」

　緊きん張ちようして逃げたくなってんのか。まったく扱あつかいづらい奴やつだ。今回は「玉ぎよつ稿こうお渡わたしイベント」がないから、ドワーフ玉置先生は不在でもいいんだ。緊張する必要はないのになあ。

　しかし、せっかく軍師として登用した程昱と郭嘉がイラスト仕事でへばって倒たおれてしまったのは少々心配だ。荀彧お姉さんによる酷こく使し無む双そうの結果、二人の気力体力は全快までしばらくかかるという。うーん闇やみ深業界。まあ、今回の作戦とのトレードオフか。

　さあ。彭ほう侯こうちゃんこと曹操を担ぎ上げてお尻しりぺんぺんしている間に、来た、来た！




「……りょ、呂布奉先、一番乗り……」




　赤せき兎と馬ばを駆り、怒ど濤とうの勢いで真っ先に丘を登ってきた「最初の客」。

　スウェーデンから来た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女傭よう兵へい・呂布だった。




　呂布を客席に迎むかえた関張飯店・洛陽城門前店は、緊張に包まれた。なにしろ、呂布がもしその気になれば一気に連合軍の要人たちを葬ほうむれるという状じよう況きようなのだ。

　俺自身、いざほんものの呂布を間近に見ると、かつて虎牢関で呂布が方天画戟の一いち撃げきで那波と雪乃を討ち取ったあの光景がフラッシュバックしてしまい、吐はき気と全身の震ふるえを抑おさえられなくなった。あれほど、消し飛ばした過去については考えまい、二度と「北斗五丈」は使わない、と何度も自分に言い聞かせてきたのに、ダメだ。

　純じゆん粋すい戦士・呂布の放つ圧倒的な「気」の、なんと強きよう烈れつなことか。

　那波も雪乃も、そんな俺を見て、臨戦態勢に。

　呂布との間で、無言の睨にらみ合いが続いた。

　だが、そんな俺たちの緊張を解きほぐしてくれたのが、洛陽から押しかけてきてくれた野郎どもだった。

　野郎どもは、二千年近くの未来を突っ走る期間限定「水着メイド」コスに身を包んだ関張飯店の二大看板妹、関羽と張飛を伏ふし拝おがみ、口々に嘆たん願がんしたのだ。

「お。おおおお。シスマゲドン先生の筆による絵も素晴らしかったが」

「ほんものも実に素晴らしい！　美しい……生きていて……よかった……！」

「地じ獄ごくのような乱世に苦しみ、太たい平へい道どうに入るか五ご斗と米べい道どうに入るか迷っていたけど、決めたッ！　俺は生しよう涯がい、関かん帝ていさまを信しん仰こうする！」

「限定一枚のシスマゲドン先生イラストは、赤兎を駆って一番乗りを果たした呂布さまに譲ゆずります。譲らないと怖こわいので。われらは、激げき辛から麻まー婆ぼー豆どう腐ふを注文しますっ！」

「関羽さま。張飛たん。どうか、洛陽を董卓の恐怖政治から解放してください！」

「董卓も、連合軍の封神英傑たちに任せては真世界は滅ほろぶ、天下を統一できる力を持つ英雄は余だけだ、と最初は威い勢せいが良かったのです。みな、乱暴者故に恐おそれながらも、今は火急の時だからと董卓の軍政を支持していました。ところが……」

「虎牢関で敗れ、洛陽に籠城をはじめてから、董卓は凄すさまじい暴君となりました。洛陽中の美女という美女を略りやく奪だつし、富ふ豪ごうから財産を巻き上げ、洛陽は焼いてしまおうと言いだす始末！　誰もが敵に見えるらしく、間かん諜ちようを狩かる、裏切り者を狩る、密告者を狩る、と理由をつけてはさまざまな身分の人間を幽ゆう閉へい！　賈詡軍師が『洛陽籠ろう城じよう戦略は変へん更こうできないわ』と諫め、呂布将軍さまが『民を殺すのは人道にもとる』と止めていなければ、今頃は」

「どうか洛陽に兵を率いて入城してくださああい、ああっ関羽さまああああ！」

「われらをお救いください。庶しよ民みんの味方・張飛た～ん！」

　雪乃が「はいっ！　この関羽雲長、ただちにとは約束できませんが、必ず参ります！　でも、この董卓政権の恐怖政治化はいったいどういうことでしょうか、兄さん？」と洛陽住民たちに約束しながらも首を捻ひねる。

　那波も、「えええ。許せない！　いよいよ董卓の本性を隠かくさなくなってきたね、あんにゃろ～！」とぷりぷり怒いかりながら、今回ばかりは、と命いのち懸がけで洛陽城門を開いて訪れてきてくれた野郎どもと握あく手しゆして「待ってて。機会を得たら必ず洛陽に突とつ撃げきするからっ！」と笑顔で約束していた。泰山の村では「握手禁止～」とお客さんに塩対応だった那波だが、洛陽市内で想像以上の恐怖政治が行われていると知って、義ぎ憤ふんに駆られたようだ。

　今、二人は水着メイドコスという非常にきわどい格好なのだが、そのことも董卓への憤いきどおりのあまり忘れているらしい。かく言う俺もそうだった。ううむ。やはり今は戦時中。俺たちは野戦陣じんを張って洛陽を包囲しているのだ。それが、現実。それにしても、これほど洛陽の民が苦しめられていたとは。

　ともあれ、呂布のテーブルには、俺自身が激辛麻婆豆腐と酒を運んだ。那波と雪乃は大量の一いつ般ぱん客きやくを捌さばくのでいっぱいいっぱいだし、俺と呂布がデートして義兄妹の絆きずなを結ぶというのが今回の「駆虎吞狼の計」のそもそもの目的だからな。

　待てよ？　俺たち連合軍先せん鋒ぽう隊の乏とぼしい兵ひよう糧ろうは、この想定を超こえる大量の客によって枯こ渇かつしてしまうぞ。まさか、賈詡の罠わなにかかったのか？

　賈詡め、もしや大量の民たちに兵糧を食い尽つくさせるつもりで城門を開いたのでは？

　ええい、ままよ！　どちらの策が勝つか、戦いはすでにはじまっているのだ。こっちはこっちで予定通りにやるだけだっ！

「お待たせしたな、呂布よ！　今日一日だけは休戦だ！　この関張飯店は非武装中立地帯、敵も味方もない！　貴様には、この劉備玄徳自身が給仕してやろうではないか。フハハハハ！　おまけで餃ぎよう子ざもつけておいてやったぞ！　俺のおごりだ！」

「……し、シスマゲドン先生の限定イラストを……よこせ」

　ひいいっ？　怖いっ！　やっぱり怖い！　この全身から放たれる凶きよう悪あくな「闘気」は、虎とらの晋太郎よりはるかに猛もう獣じゆう！　怒おこっているのか、それとも魅み惑わくのシスマゲドン先生謹製限定イラスト欲しさに緊張しているのか？　わ、わからん。スウェーデン人の女の子の心情は、表情から読み取りづらい。呂布って仏頂面だしな……。

　ええい。俺はもう呂布のテーブルについてしまったのだ。さすがに方天画戟は持ってきていないとはいえ、今、呂布がその腕うでを一いつ閃せんすれば俺は無刀斬ぎりを喰らって即そく死し間ま違ちがいなし。このテーブルは、まさに猛獣の檻おりの中。俺は「死の間合い」に入っている。

「イラストは赤兎で来客ごぼう抜ぬきを達成したお前のものだ、呂布。そう慌あわてるな。イラスト進しん呈ていは食ってからだ食ってから。さあ、これが『焼き餃子』だ！　ラーメン、カレーと並ぶ『日本産魔改造料理』三大発明のひとつだぞ。フハハハハ！」

「……日本の秋あき葉は原ばらでテロリスト掃そう討とう任務に携たずさわった時に『王おう将しよう』で食べた。知っている」

　それはいったいどんな仕事なのだ？　テロリスト掃討任務って……日本国内でそんな事態が？　決して報道されることのない闇の暗あん闘とうが、一見平和な日本でも……ううむ。

「ＵＤＸビルを爆ばく破はしようとしていたテロ集団を、私が所属していた傭兵部隊が極秘に始末した。あの時は、アニメ『戦国妹コレクション』のイベント会場を守ることができて、ほんとうによかった……」

　そんなことが？　常に殺さつ伐ばつとした戦士の表情を崩さない呂布が、不意に微笑ほほえんだ。いや、これは呂布奉先の表情ではない。封ほう神しんされる以前の彼女自身の笑顔なのだ。重度のアニメファン、か……くっ……か、かわいいではないか。消し飛ばした過去で那波と雪乃を殺したことは、も、もう、水に流そう。すでに消えた過去だし、彼女はただ呂布としての使命を果たしただけだしな。

　むろん俺が生きている限り忘れられるものではないが、あの時、呂布は泣いていたな……泣きながら敵を討つ呂布なんて、聞いたことがないぞ。

「餃子はともかく、激辛麻婆豆腐は、はじめてだ。いただく……ぱくっ……ふぐっ!?」

　呂布の白い顔が、一いつ瞬しゆんのうちに真っ赤に染まった。雪乃が鼻血を流す時くらい赤い。

「お、怒った？　えいえい、怒った？」

「かっ……辛からいっ……!?　ビキビキビキ……！　フオオオオオオ……!!」

「ヒイイイイイッ!?」

　ゴオオオオオオオ！

　唐とう辛がら子し耐たい性せいがないのだろう。呂布の全身から、大量の汗あせとともに圧あつ倒とう的な「気」が溢あふれだしてきて、店内にいる全員を吹ふき飛ばしていた。「ギャー！　呂布将軍がお怒りになったー！」「もう終わりだああー！」「ああっ、兄さ～ん！」「ちょっと劉備なにやってんのよアホー！」「まだデートはじまってすらいねーのに、もう破は綻たんかよアニキの陰いんキャー！」とみんな口々に騒さわぎながら、俺を非難する。いやっ、那波が張り切って唐辛子を入れすぎたせいだからっ！　カプサイシン何倍だよこれ！

「……りゅ、劉備よ……我を毒料理で暗殺するつもりだったとは……！」

「違ちがう違う、誤解だーっ！　激辛麻まー婆ぼー豆どう腐ふってこういう味なんだよ！　ほら、食べても安全なんだ。見ろ呂布。ぱくぱくぱく！」

「……む……そうなのか」

「ぱく、もぐ……グエーッ、辛いンゴオオオオオ！　なんじゃあこりゃあ！」

　この麻婆豆腐を作ったのは、誰だれだあ！　こんなもん、誰だって怒るわ！　YOSHIHIだったら今いま頃ごろ、関張飯店を爆破しとるわ！　那波め、あとでお尻ぶっ叩たたいてやるからな！

「こりゃ辛い！　いいい今すぐにシスマゲドン先生の一点物イラストを進呈するから、どうか、どうかお怒りをお鎮しずめください！　お願いしますっ！」

「……む……わかった」

　こんな地獄のような修しゆ羅ら場ばの中、荀彧お姉さんが顔色ひとつ変えず、シスマゲドン先生の豪ごう華かイラストを持参して呂布テーブルまで届けてきてくれた。でもジャージ姿はやめい。

「どうぞ、呂布将軍。世界にただ一点の直筆イラストです。シスマゲドン先生は入にゆう魂こんの作品を仕上げると同時に力ちから尽つきて、寝ね込こまれておられます。どうか、たいせつに取っておいてください。異世界では、陰かげながらドワーフ玉置を応おう援えんしていただき、感謝しております」

　イベント会場をテロリストの襲しゆう撃げきから守ったことまでは、さすがの荀彧お姉さんも知らないだろうなあ。

「……シスマゲドン先生が床とこに？　と、いうことは……あなたが、ドワーフ玉置先生か!?」

　えっ？

「……か、顔出しＮＧなことは承知している、誰にも秘密は漏もらさぬ！　徹てつ夜やで原げん稿こうを書いていたので、ジャージ姿なのだな。ああ、私が想像していたとおりの美しいお方だ……！　すらりと長い脚あし。見事な八頭身。美の極きよく致ちとも言える女性らしい体型。知性に溢れ、かつ冷静なそのまなざし……よれよれのジャージすら、あなたの創作への情熱を帯びて、輝かがやいて見える。この人の白い指が、あの珠しゆ玉ぎよくの妹ライトノベルを……りょ、呂布奉先、一生の頼たのみだ。ど、どうかこのイラストに、ドワーフ玉置先生のサインを！」

　いや。違うぞ呂布。美化しすぎ。荀彧お姉さんはドワーフ玉置先生の担当編集だぞ。先生の中の人は、ほれ、店の隅すみっこでガクガクブルブルと震えておしっこ漏らしそうになっている、あの威い厳げんのかけらもないちびっこ曹操だぞ。呂布の前に顔出ししようとしたけど、怖くて出そびれたらしい。戦場だと曹操になりきれる猪いのしし武む者しやのくせに、非武装地帯だと別人のようにヘタレるんだな。それで、荀彧お姉さんが結局影かげ武む者しやとして登場したわけか。

　でもまあ、これでいいんじゃないだろうか？　なぜならば、これほど完かん璧ぺきな美び貌ぼうと知性を誇ほこる担当の荀彧お姉さんと曹操が並ぶと、もはや姉と妹というより、オトナと子供っ……！　身長差だけではない。圧倒的なまでの人間力の落差っ……！　荀彧お姉さんが見事な美女であればあるほど、曹操のちっちゃさが際立つという悪あく魔ま的コントラストっ……！

「わかりました。はい、サインです」

「お、おおおお……！」

　って、ひ、ひでえ！　素知らぬ顔でドワーフ玉置のサインを書いてよこすとは！　まさか練習していたのか、荀彧お姉さん!?　ほんものそっくりではないか。呂布は、感激のあまり言葉を失っている。ああ、ほら、もはや名乗りたくても名乗りをあげられなくなった曹操が店の端はじっこでしくしくと泣いているではないか。どーするんだあれ。

「ただしこのイラストを進呈するにあたり、条件がひとつだけございます。この劉備三郎と一日、デートしてください。この者、呂布奉先の熱ねつ狂きよう的なファンなのです。野球にたとえれば呂布はバースに匹ひつ敵てきする神外国人助っ人だ、三割五分五十五本百打点の三さん冠かん王おうで日本シリーズＭＶＰだと。ことほどさように、彼はシスコンをこじらせた童どう貞ていで生身の女の子とデートした経験がない、憐あわれな負け組日本男児なのです。おまけに弱いですから、いつ討ち死にするか。一日でいいので、願いを遂とげさせてあげてください。連合軍では戦力外の余よ剰じよう人員ですから、そのまま董卓軍に引き抜いてもらってもいっこうに構いません」

　荀彧お姉さんは有無を言わせず、呂布に俺とのデートを強制していた。童貞だの負け組だの引き抜いても構わんだのって……自分だって男性経験ゼロのくせに、酷ひどいや！　俺だって……俺だって、野球にたとえればジャイアンツのサードを守りながら二割五分十本くらいの成績は残しているレギュラー英えい傑けつなのにいい！

　ああっ、氷のような冷たい美女にここまで罵ののしられるとだんだん気持ちよくなってきた。今計算してみたが、俺の魂たましいが糜竺に引きずられているっ？

「……り、劉備と、デート？　私が？」

「フハハハハ！　そうだ呂布よ。この関張飯店は、俺さまの店だからなーっ！　ドワーフ玉置先生はコラボキャンペーンで提てい携けいしているだけで、オーナーは俺さまなのだーっ！　先生のサイン入りイラストが欲しくば、俺とデートしろ！　お前は今、ドワーフ玉置ファンとしての夢を叶かなえてもらっている！　等価交こう換かんで、俺の呂布ファンとしての夢も叶えろ！　イヤとは言わせんぞっ！」

「……わかった。ただし。私の身体に触さわったら、殺すぞ……」

　そういうことに、なった。




　関張飯店の建物から出た俺と呂布は、丘おかの中腹の芝しば生ふに並んで座っていた。

　はじめは店内でデートを開始したのだが、焼き餅もちをやいた関羽と張飛が、

「ぐぬぬ。妹以外の女の子とデートだなんて、兄さんはふしだらです！　こんな不道徳な真似は、生徒会長としても妹としても認めまられせんっ！」

「本気で呂布にハマったら邪じや魔ましてやるんだからね、アニキっ！　おっぱいでかけりゃ誰でもいーのかよっ！　金きん髪ぱつ碧へき眼がんがそんなにいいのかよーっ！　ばかーっ！」

　と駆虎吞狼の計のことも忘れて呂布を襲撃しそうになったので、気を利かせた荀彧お姉さんが二人きりにしてくれたというわけだ。

　まあ、デートと言ってもここは戦場。丘の上から一いつ緒しよに洛陽の都を眺ながめるくらいしかやることがないんだけどな。明日になればまた戦いが再開されるわけだし。

　いかん。二重の意味で緊きん張ちようしてきた。（間近に見るとやっぱり、すごい美少女だ……人間でありながら、ほんもののエルフのように神々しい）という胸が高鳴る緊張と、（戦士としての任務だったとはいえ、那波と雪乃を一度は殺した相手だ、俺の妹たちの敵なんだ）という胃が締しめ上げられる緊張。

　だが、呂布には那波と雪乃を殺した記き憶おくなど、もちろんない。だって、そもそもそんな過去は「ない」のだから。俺が巻き戻もどしてやり直させた「正しい世界線」での呂布は、虎牢関で封神英傑として覚かく醒せいした那波と雪乃と互ご角かくに戦い、董卓の命令によって撤てつ退たいした。だから、二人に対しては「決着をつけるべき好敵手」という意識しかない。

　二つの時間軸じくの記憶がごっちゃになって、俺は混乱している。これが「時間を巻き戻す」という神を冒ぼう瀆とくする行こう為いの代だい償しようか。周回を繰くり返したら、正気を失っちまう。それ以前に、もう「妹の死」を体験したくない。俺は自分の精神崩ほう壊かいを防ぐために、こんど妹が死んだら感情を押し殺してしまうかもしれない。つまり「北斗五丈」が発動しない可能性がある。

「……つ、辛いか、劉備。虎牢関での戦せん闘とうを思いだしているのか……い、妹二人を、私に当てて戦わせる。兄として……つ、辛い選せん択たく、だったろう」

　呂布のほうも、少ししどろもどろ。緊張しているのかな。戦士になりきるために極度に男を遠ざけてきたというし、これが初デートの可能性も。

「呂布奉先とまともに戦える英傑は、関羽と張飛しかいないからな。今のところは。だが、できることならばお前とは戦いたくないし、雪乃と那波を戦場に投じたくもない……」

「雪乃と那波。それが、関羽と張飛の、し、真名か。劉備、お前の実の妹か」

「那波は義理の妹だが、まあ、同じことだ。妹に実も義理もない。呂布、お前はどうしてその若さで傭よう兵へいになったんだ？」

「……テロで家族を失ったからだ。もしもあの事件がなければ、わ、私は日本に留学して代よ々よ森アニメーション学がく院いんかデンタルハリウッドに通っていた。今頃は、アニメーターを目指していただろう」

　そうか。そうだったな。俺たちは戦場で殺し合う敵味方としてではなく、「戦国妹コレクション」ファン同士としてオフ会で出会っていた可能性も、あったわけだ。だが、呂布の家族とは直接関係のないテロ事件が、その可能性を奪うばい取ったのか。辛い話だな……。

「あ、あの日、私は両親たちと一緒に旅客機に乗っていた。私がずっと熱望していた日本を観光した後、スウェーデンへ帰る道すがら、フランスを観光するために成なり田た空くう港こうからパリ行きの便に乗っていた……その旅客機にテロリストが爆ばく弾だんを運び込んで、空中で自じ爆ばくしたのだ。犯人は、国際的なテロ組織の一員だった……旅客機は、ぱ、パリ市内へ墜つい落らくした。犯人は旅客機がパリへ落ちるように、自爆のタイミングを見計らったのだ」

　俺は、言葉がなかった。日本でもテロが起きたことはあったが、あまりにも世界の現実は厳しい。テレビやネットの報道でしか知り得ない凄せい惨さんな事件だった。

「……ええと。真名を知らないから、呂布と呼ぶしかないが……お、お前も、その旅客機に乗っていたのか？」

「そうだ。わ、私も乗っていた。五百人を超こえる乗員乗客は全員、パリ市街地に墜落した際の衝しよう撃げきで、あるいは墜落直後に起きた爆ばく発はつと火災に巻き込まれて、死んだ。私の家族も、みんな死んだ。つい数分前まで『愛しているよ』と私を抱だきしめてくれていた父も、なにも知らずに母の腕うでの中で眠ねむっていた幼い妹も、血まみれの肉にく塊かいと化した。わ、私だけが、生き延びた──」

　そんなことが。奇き跡せきだ。おそらく「奇跡の生せい還かんを果たした少女」として幼い呂布はマスコミや世間から持て囃はやされ、「テロに屈くつしない正義」陣じん営えい側の象しよう徴ちようとして担ぎ上げられたりしたのだろう。だが、そんなふうに自分が人々に、世界に「利用」されることに、家族を目の前で失ってただ一人だけ生き延びてしまった幼い少女が耐たえられるはずがない。とりわけ、呂布のように純じゆん朴ぼくな性格の少女ならば。

「旅客機が落ちる瞬しゆん間かんまで、私は、旅客機の墜落を阻そ止しして乗客たちを救ってくれるヒーローの登場を期待していた。だが、現実はアニメやハリウッドのヒーロー映画とは、ち、違ちがう。誰も助けにはきてくれなかった。助けようとしても、なにもできなかったのだ。それなのに、わ、私だけが炎ほのおの中を、生きて歩いていた。あの、地じ獄ごくのような灼しやく熱ねつの中を、瓦が礫れきの中を──どうして？　どうして自分だけが？　あの日からずっと、そのことを考えていた。『神の奇跡』だの恩おん寵ちようだのであるはずがない。か、神がいるならば、あの悲劇に巻き込まれた全員を、す、救ったはずだからだ。あ、あの事件を見過ごすような神がいたとしても、それは、か、神ではない！」

「だから『神』以外に、自分が生き延びた理由を探し、見つけたのか。それはつまり……」

「私が並外れて『強い』からだ。強いから、生き延びた。それだけのことだ。私は、はじめから最強の武人の資質を持って生まれてきたのだ。しかし今世での私は、ただの幼い女の子にすぎなかった。武人としての訓練など受けたことはなかった。それなのに、すでに強い。ならばきっと、私の前世が、項こう羽うかあるいは呂布だったのだ。そう信じる他はなかった──私は、年ねん齢れいも経歴も詐さ称しようして、傭兵部隊に身を投じた。わ、私の家族を殺し尽つくした、て、テロ組織に、て、鉄てつ槌ついを下すために……二度とあのような真似をさせぬために。神は、人間を救わない。だから私が、この手で、やらねばならなかった……」

　そうか……だから「呂布奉先」なのか。「神」を奉ほうじる「キリスト教世界の英えい雄ゆう」ではダメだったのだな。

「そして、ほんとうに強くなったんだな。戦士として」

「む、むろん、私の前世が呂布だ項羽だなんてお話は、一人だけ生き延びてしまった自分を正当化したいがための妄もう想そうだと自じ嘲ちようしてはいた。しかし、こうして真世界に呂布として封ほう神しんされた瞬間に、私の妄想は、妄想ではなくなった。さ、最後まで、呂布として戦い、呂布として生き、呂布として死のう。真世界をわが武の力で統一し、亜あ人じんどもを駆く逐ちくし、この真世界の人々を破は滅めつから救うために。そ、そう、誓ちかった」

　重い。平和な国で、平和な町で家族や友人に囲まれて幸せに暮らしてきた俺には、あまりにも彼女の過去は重すぎる。虎牢関で呂布を見た時に「絶対にこいつには勝てない、殺される」と本能で恐きよう怖ふした。あの直感は、生物として正しかったのだ。「北斗五丈」の力がなければ、那波も雪乃も、曹操も俺も、容よう赦しやなく皆みな殺ごろしにされていただろう──呂布には、その「覚かく悟ご」があるのだ。同年代の少女を戦場で殺すたびに傷つき涙なみだを流しながらも、呂布は、呂布としての使命を全うしていただろう。

「だが、『封神英傑全殺』を目論む暴君の董卓に仕えたのは、なぜだ？　袁紹を盟主とした八百長統一でも問題はなかったはずだ」

「……りゅ、劉備も曹操も孫堅も、むろん袁紹も、天下を統一できない。正史通りにイベントが起こり続ければ、結局、真世界は滅ほろび去る……この余とこの世界の呂布が組めば、『貂蟬』イベントは発生しない。うぬは正史と異なり、女だからだ。この真世界ならば、董卓と呂布の二人の武によって天下を統一することができる。迫せまり来るイベントのフラグをことごとくへし折り、われらの『運命』を覆くつがえすのだ。真世界の民を庇ひ護ごできる力を持つ英雄は、余のみだ！　父上は、私を自陣営に迎むかえた際、そう仰おつしやった。父上は強い武人であり、戦場ではいつも自信に満ちあふれていた。私は、父上に共感した。強力な亜人軍団に勝つには、父上のような英雄が必要だと……まさか、正史の董卓同様に洛陽の民を虐しいたげ、私に歴代皇こう帝ていの陵りよう墓ぼを暴かせ、洛陽を破は壊かいする勢いで荒あれはじめるとは、思わなかった」

　そうか……父親が、欲しかったのだな。責められまい。誰だれも。どれほど武人として強くなっても、彼女は俺とさほど年齢が違わない少女なのだ。

「つまり今の董卓は、北の大地で亜人と戦っていた頃ころのような自信を失っているのか。それほどに虎牢関での敗戦が痛手だったのだろうか？　でも、呂布。お前が董卓を裏切らなければ、董卓が暗殺される可能性はほぼゼロだ。なぜ、そこまで董卓は荒れている？」

「ち、父上は、異世界では、ただの一日もご自分の人生を生きられる機会を得られなかったお方。暴力衝しよう動どうや殺人衝動を持ちながら、戦争も傭兵もない国に生まれ育ったお方。故に、ずっと社会から隠かくれておられた。友人もおらず家族からも離はなれ、鬱うつ々うつと……父上は何者にもなれなかった。そんな異世界での灰色の人生のすべてを、父上は『なかったこと』にされたいのだ。だから、身も心も正史英えい傑けつ・董卓そのものになりきろうとされている」

　封神英傑を異常に憎にくむのは、そのためか！　俺たち封神英傑は、正史英傑の力を継つぎながらも、異世界人としての自分を捨ててはいない。たとえば、俺は劉備でありながら水みず城き秀しゆう一いちだ。袁紹は袁帝グループ社長のまま社員たちを率いているしな。封神英傑とはそういうものだとみな割り切って、「二人の自分」を同時に生きている。リアル世界とネトゲ世界みたいな感覚で。

　だが、董卓にはそれができないのか！　異世界人としての自分を抹まつ殺さつして、ほんものの董卓になろうとしているのか！

「そうか。その結果、正史で暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くした董卓に『憑つかれた』、あるいは『乗っ取られた』ということか！　もともとの自分を完全に捨てた瞬間から、徐じよ々じよに、正史英傑・董卓と同じ思考・同じ行動を繰り返す依より代しろのような存在になっていったんだ」

「二人の自分」を生きるよりも、奴やつのシンプルな生き方のほうがずっと精神が安定しそうなものだが、そうではないのか。いくら「なかったこと」にしたくとも、異世界で生きた記憶は捨てられないものな。

「……わ、私も同じだ。だから、父上の望みも、わかる。私は、異世界ですでに、自分を捨てた。呂布奉先になりきろうと、自分の心を殺して戦場で戦い続けてきた……た、民を守るためならば、か、神が人を救わぬならば、わ、私が戦うしかないと信じた……虎牢関で関羽と張飛と対たい峙じした時には、心が揺ゆらいだ。せ、戦闘経験もない少女を、こ、殺さねばならないとは、と惑まどった。彼女たちは、み、民間人に等しいではないか、と。だが、父上のご命令に従い、戦った。私も、呂布奉先に、憑かれてしまったのだ。ほんものの自分など、すでに見失った。もう、どこにもいないのだ。り、劉備」

　いや。違う。それは違う。

　だって、呂布奉先よ。真名がわからない少女戦士よ。俺は知っている。消し飛ばした時間軸で、那波と雪乃を討ち取ったお前が、自らの心をも引き裂さいてしまったかのように涙を流していたことを。教えることはできないが、俺は見た。あの涙を、今でも覚えている。決して、忘れることはない。おそらく、俺が死ぬその瞬間まで。

「董卓はもう、引き返せないかもしれない。だが、お前は呂布に完全に憑かれてはいない。お前には、お前自身のほんとうの心が、感情が、残っている！」

「……り、劉備？」

「なあ、呂布。自分を捨てる必要などない。人間は『二つの世界』を同時に生きられる！　ドワーフ玉置を見ろ。あいつだって、ラノベを書いて想像の世界を生きながら、同時に自分自身の人生をも生きているぞ！　あいつは決して、創作の世界に魂たましいを捧ささげて自分の人生を捨てた隠いん者じやなんかじゃない！　お前だって、呂布奉先であると同時に、自分自身であってもいいんだ！」

「……私自身……ほんとうに、いいのか……？　自分自身として生きる資格が……我に」

「あるに決まっているだろうがっ！　そんなもの、人間ならば生まれながらに誰にも備わってるんだよ！　理り屈くつなんてない！　神だのなんだのを持ち出さなくたって、あるんだ！」

　そうだ。ある。あるに決まっている。雪乃にも。那波にも。見つからないのならば、誰かがそこにあると指し示してあげればいいんだ。

「……実は、俺の友達にも、いるんだ。幼い頃、家族を事故で失った奴が。そいつも、妄想の世界に逃にげ込んで傷ついた自分の心を守るしかなかった。生きるために。だが、そいつは……そこで終わらなかった。今ではきっちり『二つの世界』を生きている。必死で歯を食いしばって、自分自身として厚かましく生きている！　しょっぼいしょっぼい戦闘力ゼロに近いちんちくりんの彭侯族だけれども、誰よりもあいつは強い！　だから、最強の呂布奉先であるお前にだって、できる！」

　ああ。荀彧お姉さん。やっぱり俺はアホだな。もう計略とか作戦とか、そんなもの忘れちまっている。そんなことは、どうでもいい。俺は──目の前のこの少女戦士を、呂布を、解放したい。彼女の魂を縛しばっている、忌いまわしいなにかから。消えない記き憶おくから。家族を救えずに自分だけが生き延びてしまったという、悪夢から。

　呂布に、俺の言葉が、俺の出で鱈たら目めな感情が、伝わったかどうか。

　伝わったのか。

　伝わったらしい。

　呂布の瞳ひとみが、潤うるんでいる。那波と雪乃を討ったあの時の涙とは、違う。この涙は──。

「……わ、私に、な、なにを望む。り、劉備」

　呂布が、身を乗り出してきて、至近距きよ離りに迫ってきた。

（そうだった。呂布を妹にしろ、と俺は荀彧お姉さんに命じられて……今ならば。呂布が俺に心を開きかけている今ならば。妹になってくれ、と頼たのめば、呂布は──いや、でも）

　でも。

　違う！

　俺には、言えない！　できない！

　俺の座右の銘めいは、ドワーフ玉置から教わったこの言葉だ！

『妹は、すべてに優先するぜ！』

　那波と雪乃、そして怜れい香か。三人の妹を護るためには、洛陽を抜ぬかなければならない。董卓から洛陽を奪うばわなければならない。今日、洛陽の住民が関張飯店に殺さつ到とうしたことで俺たちの兵ひよう糧ろうはほぼ尽きた。当面、補給は来ない。もう猶ゆう予よはまったくない。ここで呂布を逃のがしたら、「妹になってくれ」という言葉を口にしなかったら、俺たちの命運は尽きる。

　だが……だが、それでも、どうしても言えない……！　「妹の絆きずな」を、これほど辛つらく孤こ独どくな戦いの日々を過ごしてきた呂布を相手に、「策」として用いるだなんて真似は、俺にはできない……！

（迷うな！　俺！　妹さえ勝てばいいのだ！　那波たちをまたしても敗北の運命に導いて、それで兄か!?　なぜ迷う！　己の魂を孔こう明めいに売り飛ばした俺が、なぜ、迷うのだ？　今ならば呂布を容易たやすく寝ね返がえらせることができるではないか！）

　しかし、できないのだ。

　呂布は野良英雄ではなく、董卓の義娘なのだから。

　妹になれと言えば、呂布を「裏切りの将」にしてしまう。義理とはいえ父親である董卓を裏切らせることに。それは、結局、彼女を「正史英傑・呂布」に憑かせてしまうということではないか。これほどに、父親的存在に、家族愛に飢うえている彼女に。

　ああ。俺のやっていることはまるで、呂布と董卓の仲を引き裂いた貂蟬そのものではないか！　むろん貂蟬だって、哀かなしみに耐たえながら、呂布と董卓を離り間かんさせたのだ。董卓から漢かん王おう朝ちようを守るために。だ、だが、俺には……！

　せっかく完かん璧ぺきな策を考案してくれたのにすまない、荀彧お姉さん。すまん、那波。ごめん、雪乃。怜香……俺には……どうしても、できない！

「呂布……ごめん！　実は……俺は、お前を妹にするために……お前を引き抜くために、関張飯店まで建てて、お前とデートしようと……だが、お前に対して戦場で策を用いるのならばともかく、『家族の絆』を策として利用することは、できない！　俺がバカだった。お前が、家族をテロで失ったことは、知っていたはずだったのに。妹たちを護りたいあまり、お前の立場を見失っていた！　俺ははじめから、違ちがう策を考えるべきだったんだ！　あれほど『兄貴道』を目指すと誓っていたのに、俺は……許してくれ……！」

　あ、ああああ。

　気がつけば俺は、「駆虎吞狼の計」の真相を呂布に明かして、そして土下座していた。

　やっちまった……！

　そうだ。妹はすべてに優先する。妹さえ勝てばいい。そのためならば、俺は魂だって売り飛ばす。「北斗五丈」の苦痛にだって、耐えてみせる。神にも悪あく魔まにもなる！

　しかし、だからこそ、「妹との絆」だけは絶対に汚けがせない！

　生まれながらに重い病を抱かかえて、ずっとずっと苦しみ続けてきた雪乃にも。生まれ育った家に居場所がなくて、ずっとずっと怯おびえ続けてきた那波にも。「生きる場所」は、ある。「自分自身を生きる資格」は、ある。はじめから、ある。俺は兄として、妹たちがその「真実」を見つけるための道しるべ役を務めようと、力及およばずも必死であがいてきた。兄とは、妹を無条件で全肯こう定ていするものだ、と信じて。

　呂布にも、あるのだ。

　だが、俺が呂布を「妹との絆」で釣つって罠わなにかければ、呂布は……彼女は……永遠にそれを見つけられなくなる。いずれ自分が俺に利用されていたと気づいた瞬しゆん間かんに、暗くら闇やみに堕おちる。そんな、気がした。俺には未来を見通せる能力はない。でも、わかる。その時、彼女が流す涙なみだは──絶望の、涙だ。

「俺は、お前になにも求めない！　計画は中止だ！　だが……呂布奉先。お前は、これ以上正史英傑・呂布に憑かれてはいけない！　董卓と同じ闇やみに堕ちる！　どうか自分自身の人生を、自分自身の心を、見つけだして取り戻もどしてくれ！　それが、俺の──」

　俺は、わなわなと震ふるえている呂布に、がしっ！　と肩かたを抱だきすくめられて、ぐん、と引き上げられていた。

　激げき昂こうしている？　殺されるのか？　最強の武神・呂布がその気になれば、俺は握あく撃げきで頭を破壊される。ああ、でも、不思議と後こう悔かいはない。ほんとに最後まで、俺はアホな兄貴だったな、那波……ごめんな。

　だが。

　呂布は、俺に盃さかずきを持たせると、酒を注ついできた。呂布自身は、急きゆう須すから直接酒を飲みはじめていた。

「……あ、兄者よ。飲め」

　えっ？

「お、お前は、いい奴だ。飲め。義兄妹の固めの盃だ、劉備。わが、兄者よ」

　って、どうしてそうなるのだっ？　俺の話を聞いていなかったのか呂布奉先っ？

「だ、だが、寝返りはできない。ぜ、絶対に父上は裏切れない。絆を結べば、父上や賈詡から内通を疑われ、父上は破は滅めつの運命へ堕ちる──しかし、お、お前は私の、あ、兄者だ。こ、困った」

　しかも困ってるし！　呂布は、勢いで俺のステータスウィンドウを開いたはいいが、俺の妹枠わくにタッチできずに固まっている。いったいどうすればいいんだーっ!?

　お互たがいに酒も入って頭もフラフラ、完全にわけのわからない状じよう況きように陥おちいっている俺と呂布の間に、ちっちゃい猫ねこみたいなどうぶつが割って入ってきた。




「どうもこうもないでしょ。なにやってんのよ、あんたは？　私がシークレット妹枠に返り咲ざいてあげるわよ！　これでいいでしょっ！」




　って、曹操ッ!?　お前、いつから俺と呂布のデートを覗のぞいていたんだっ？

「人聞きの悪いことを言わないで！　荀彧に『劉備は、妹との絆を計略に利用できません。土ど壇たん場ばで、駆虎吞狼の計の実行をよしとせずに愚おろかにも呂布にすべてを告白します。その結果、劉備も呂布も進しん退たい窮きわまります。その時は曹操さまが蛮ばん勇ゆうを奮い起こして割って入り、妹枠を埋うめて事態を収拾してください。今回はそれで十分です、いずれ三人の絆が真世界の運命を──』と進言されたから、見張っていてあげただけよっ！　荀彧の人物鑑かん定てい眼はすごいんだから！　案の定テンパっちゃって、このばか！　あっ、あんたなんかが誰だれとデートしようが、べべべ別に私には関係ないんだからねっ！　かかか勘かん違ちがいしないでよ！」

　凄すさまじい早口であらかじめ決めていたような台詞せりふをがなりながら、曹操は俺のステータスウィンドウに開いた義兄妹コマンドを押していた。もちろん即そく登録完かん了りよう。一回目の時と同じだ。あの豚ぶたまんまんの夜の絆登録は、バグじゃなかった。

　やっぱりこいつ、俺のことを……？

「……そ、曹操。さ、最後の妹枠を、か、返せ。わ、私と劉備の仲に、わ、割り込むつもりなら……斬きる」

　呂布が「くわっ」と怒いかりの闘気を解き放って小こ柄がらな曹操を睨にらみつけたが、曹操は「ふんだ！　とととと虎とらなら晋太郎で慣れてるんだから！　怖こわくないっ泣いてないっ！」と震えながらも、呂布の闘気を受けてなお「ぐっ」と踏ふみとどまった。

「聞きなさい呂布！　あんたが乗っていたという成田発フランス行きのその旅客機には、私の両親も乗っていたのよ！　袁帝グループの執しつ事じコンビとして、パリにビジネス出張するためにね！　お母さんのお腹の中には、私の妹もいたわ──！　あと数ヶ月で生まれてくるはずだった……！」

　なんだって？　そ、曹操の両親が──怜香の両親が事故で亡くなり、孤こ児じになった怜香が袁帝グループで袁紹の妹分として、要は未来の袁帝グループ執事を務めるために養育されていたことは、聞いていた。だが、まさか。呂布が乗っていた墜つい落らく機に、怜香の両親が!?　そんな偶ぐう然ぜんがあるだろうか？

「三国志を代表する二人の最強英えい傑けつ！　知の曹操と、武の呂布は、異世界からすでに深い因いん縁ねんの糸で絡からみ合っていたというわけね！　ちなみに、私も両親が乗っていた旅客機に搭とう乗じようする予定だったのよ。前日の夜に持病の酷ひどい頭痛に襲おそわれたので、私はキャンセルしたの！　仕事の邪魔になるから！　本来ならば死ぬ定めだったはずなのに、両親を遺して私一人が生き残ったのよ！　曹操らしい悪運の強さでしょう！」

　曹操。怜香。お前、まさか。

「……そ、曹操……ならば、なぜ平然と生きていられる？　うぬは……」

「速そつ攻こうで立ち直れるわけないでしょ！　人並みに笑える感情を取り戻すまで、何年もかかったわよ！　生きている人間を前にすると、どうしてもダメだった。何年もの間。どうしても心が凍こおりついて、おめおめと生きている自分に腹が立ってきて、自分には幸福になる資格なんてない、自分自身の人生を生きる価値なんてない、自分一人が助かって死に損ねた……と息が詰つまって頭が痛くなって。相手構わず罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はいて、誰も私に近づけないように遠ざけてしまって……でも」

　お前。だから、あれほど「妹」に。

　お前は、生まれてくるはずの妹に、会えなかったのか……！

「想像の世界でなら。創作の世界でなら。私自身が造り上げる物語の中でなら。私は、私自身の言葉と感情を、自由に叫さけぶことができた！　手に入れられなかったものを。現実で永遠に失ったものを。私の家族を。妹を、私の世界の中でなら、生かすことができた。だから書いた。夢中で書いた。夢中で書き続けて、読者のことまで考えている余よ裕ゆうもなかったわ。でも、いつしか、そんな私が自分自身の世界を取り戻していた……私が描えがく物語に救われた、と言ってくれた人との出会いによってね！」

「……そ……曹操。では、お、お前が」

「そうよ呂布！　私が──ドワーフ玉置よ！　『戦国妹コレクション』の作者よ！　残念だったわね、あんたが関張飯店でサインもらって喜んでいたドワーフ玉置は影かげ武む者しや！　あいつは私の担当編集の荀彧よ！　ほんものはドワーフどころか彭侯族でしかもリアルツンデレで性格悪くて劉備のデートを邪じや魔まするような面めん倒どうな奴やつで人間としての器もちっぽけで、がっかりしたでしょ、あーははは！　作品と作家の人間性は別だからあ！　むしろ反比例!?　ででででも！　私はぜんぜんまったく平気だからっ！　怖くないっ、泣いてないっ！　ぐすっ……」

　めっちゃ泣いてるやんけ！　奥歯ガタガタ言わせてるやんけ！　トラえもんの秘密道具「ウソ８エイト００ダブルオー」かよ、お前は……ああ、もう。無茶苦茶だよ。

「い、いいこと、呂布？　劉備の妹枠が欲しいのならば、この私を倒たおしていきなさいっ！　そこは私の居場所なんだからっ！　はあ、はあ、はあ……」

　待てっ曹操！　叫んだだけで体力切れてるぞ!?　命いのち懸がけのカミングアウトで気力を使い果たしたかっ？　お前、瞬しゆん殺さつされるぞっ!?

　しかし呂布は、純じゆん粋すい戦士だった。

　今日は休戦。ここは中立地帯。俺とのデート中。そして曹操は丸まる腰ごし。故に。

「……わかった……そ、曹操。戦場で、決着をつける。手心は加えない。り、劉備。私は、父上のもとに戻る」

　この場で曹操を葬ほうむるという選せん択たくを、呂布は選ばなかった。

　曹操暗殺。その気になれば簡単なことなのに。それなのに、あくまでも「戦場で戦う」道を迷わずに選んでいた。民間人は殺さない。戦場以外では戦わない。傭よう兵へい時代から、ずっと貫つらぬき続けてきた、彼女の信念。やはり、正史英傑・呂布とは違うのだ。

「……馬は合わぬが、これより私は、外出許可をくれた賈詡の采さい配はいに従う……じゅ、荀彧に感謝しろ、曹操。あれは、いい軍師だ。ち、陳ちん宮きゆうに匹ひつ敵てきする」

「ほら。シスマゲドン先生の一点物イラスト、店に置き忘れていったでしょ。ほんもののドワーフ玉置のサインも書き足しておいたわよ。お土産に持って帰りなさい」

「……い、イラストは持ち帰らない。せ、先生に、預ける。ら、洛陽から命懸けで訪れる客のために、先生のファンのために、関張飯店に飾かざっておいてほしい」

「いいの？　まもなく最終決戦になるのに。もう、あんたは来店できないかも」

「……よ、よい。せ、先生の正体は、だ、誰にも話さぬ。わ、私は、て、敵味方に分かれようとも、せ、先生を──尊敬している」

　曹操と呂布。二人の間に、虎牢関の戦場の時とは異なる空気が、生まれていた。

　互いに互いを認めた好敵手、と言えばいいのだろうか？

　呂布という大魚を俺は逸いつした。兵ひよう糧ろうを激減させてしまった連合軍先せん鋒ぽう隊は追い詰められた。それなのに、俺は不思議と、後悔していない。曹操は──怜香は、生まれてはじめて、勇気を奮い起こして自分自身がドワーフ玉置だと読者の前で自らカミングアウトしたんだ。思いだすのも辛つらい、忌いまわしい過去の記き憶おくとともに。呂布の異世界での「過去」と「自分自身の人生を生きていいのか」という苦く悩のうが、曹操にその勇気を与あたえた。呂布と曹操の人生は、異世界でも真世界でも、まるで姉妹のように重なり合っていたのだ。

　もしもこの二人が姉妹として手を取り合えば、真世界はきっと統一できるはずなのに。

「……み、店では緊きん張ちようして、忘れていた。賈詡から、関張飯店へ行くなら『お土産みやげ』を持っていけ、孫堅は警備仕事に就いて店にはいないから、まとめて曹操に渡わたせと、預かっていた……小さい袋ふくろが曹操へのお土産、大きい袋が孫堅へのお土産だ。う、受け取れ」

　赤兎馬に乗り、丘おかを駆かけ下りながら、呂布が二つの袋を曹操の手許へと投げていた。

「……中身は……わからない。わ、罠かもしれない。よ、用心しろ曹操」

　呂布の姿は、あっという間に、丘の下へと。

　文字通り、風のように、消えていった。

　赤兎馬の速さは、まさにチートだ。

　曹操は「ふわあああ～、緊張したああああ～！　ししし視線だけで殺されるかと思った……ししし心臓がああああ～！　前もって荀彧にさんざん煽あおられていなかったら、とても名乗り出る勇気なんて出なかったあ～」とすっかり小者化して芝しば生ふの上にへたり込んでいる。さっき心の中の「大人物ポイント」をぜんぶ消費したからな。うむ。仕方がない。

「頑がん張ばったではないか曹操、フハハハ！　その袋、怪あやしいから処分しとけよ？　どうせ賈詡の罠わなだ。賈詡はそれを呂布に運ばせるために、呂布を城門から出したとしか思えんぞ」

「これ、開かい封ふうしたら一発でわかるように蠟ろうを用いて封ふう印いん細工してあるわね。でも、捨てるのは惜おしいわ。要は、まもなく賈詡がなんらかの必殺の策を繰くり出してくるってことでしょ？　もしもこいつを捨てて、兵ひよう糧ろう攻ぜめを続行されたら干し涸からされちゃう。ここは策に乗った振ふりをして、賈詡の策を逆に利用してやるんだから！　劉備、私に任せなさい！」

　だいじょうぶかな？　ま、まあ、曹操のもとにはいまや粒つぶぞろいの軍師たち──超ちようＡ級の人物鑑定眼を持つ荀彧お姉さんに加え、固有スキルの正体はいまだに謎なぞだがイラスト技術だけで真世界国宝級認定のシスマゲドン先生こと程昱と郭嘉がいる。

「わかった、曹操。ごめんな。俺が素直に呂布の兄になっていれば、容よう赦しやなく呂布を引き抜ぬいていれば、この洛陽包囲戦での連合軍の勝利が確定したはずだったのに」

「はあ？　なに言ってんのよ、ほーんとにバカね。あんたは、劉備玄徳でしょ。そして、水城秀一でしょ。妹との絆きずなを利用して呂布を裏切りの将の運命に堕おとすなんて、あんたにできるはずないでしょ？　すべて、荀彧は想定済みだったのよ。もちろん、私もね！」

　俺が妹枠を引き抜きのためには利用できないという駆虎吞狼の計のプロットホールを、荀彧お姉さんはあらかじめ読んでいたのか。そして、そこに曹操を当てた。ただ戦に勝つためだけではなく、曹操に「ファンの前に出る」勇気を与えるためでもあったのかもしれない。荀彧お姉さんもまた、ドワーフ玉置の熱ねつ烈れつなファンである呂布を、「家族の絆」を用いた罠に塡はめたくはなかったのだ。目の前の計略よりも、それぞれの未来のために三人の絆を深める選せん択たく肢しを取ったのか。いい人だな……ちょ、ちょっと憧あこがれはじめている。

「ねえ劉備。『妹は、すべてに優先するぜ！』という私の教えを破ったら、その場で破門・打ち首だったわよ！　ほら、関羽ちゃんと張飛が迎むかえに来ている。メンタルをゴリゴリ削けずられて疲つかれたでしょ。今夜は自分の陣じんで休みなさい」

　あっ。那波。雪乃。いつの間にっ？

　みみみ見ていたのかっ？　こ、この兄が全身全ぜん霊れいを込めて呂布に土下座しているその姿をっ？　見られたっ……！　失しつ墜ついっ……！　兄の権けん威い、失墜っ……！　うわーん、今まで長年中二病の兄貴キャラを演じてきた努力が水すい泡ほうと化しちゃったよ～う！

「むむむ。またしても妹いもうと枠わくを争うライバルが……やっぱり金きん髪ぱつ・碧へき眼がん・巨きよ乳にゆうの三さん冠かん王おうがいいんですか、和製大たい砲ほうの掛かけ布ふではランディ・バースには及およびませんか兄さん!?　関羽は、思わず嫉しつ妬とです！」

「まあまあ、関羽ねえ。曹操がシークレット妹として復帰したんだから、もう枠は埋まってるってば。しっかし、全力の土下座で策をぜんぶバラしちゃうなんてさ～。アニキらしくて、か、かっこ悪いけど、かっこよかったよ？」

「私と張飛とが合計二万人分戦場で働きますので、なにも問題ありません！　でも、曹操がほんもののドワーフ玉置先生かもしれないとは薄うす々うす察していましたが、まさかあんな過去があっただなんて……曹操からの妹勧かん誘ゆうを断るべきではなかったですね……」

　いや雪乃、それは仕方ない。曹操に幻まぼろしの妹がいたことは、俺ですら知らなかったのだ。

「はいっ！　兄さんも素敵でした！　さあさあ、兄さんはひとまずご休息を！」

「そーだよ！　こんな時こそ家か族ぞく揃そろって明るく気分転てん換かんっ！　アニキ、行こう行こう！」

「この関羽が、膝ひざ枕まくらと耳かきとぱふぱふで兄さんを癒いやしてさしあげます！」

　いや、ぱふぱふは要らないからな、雪乃。




　賈詡の罠を逆利用して形勢逆転、一息に勝負をつけてあげる！　と息巻いて駆けていった曹操と別れた俺は、義勇軍本ほん陣じんに戻もどってようやく雪乃の膝に頭を乗せて一息ついた。呂布とのデートで一気に消しよう耗もうした気力体力を回復せねば。

　兄として妹に甘えるなど恥ち辱じよくだが、今日ばかりは雪乃の膝枕にお世話になろう。

　那波は「できたよ～。ほらアニキ、あ～ん！」と豚ぶたまんを食わせてくれている。いよいよ食材が尽つきたので、小麦粉すらほとんど使えず、「ふすま」を皮に用いた低糖質豚まんだ。しかも豚ぶた肉にくはほとんど入っていない。具は那波が雑草から錬れん成せいした唐とう辛がら子しと山さん椒しようである。だから、辛いんだってば！

「……なあ、雪乃。那波。呂布も、曹操も、あまりにも過か酷こくな過去を背負っている。両親も妹も永遠に失ってしまったんだ。家族に囲まれてぬくぬくと暮らしてきた俺ごときに、なにができるんだろう？　この俺に、二人の心を救えるんだろうか？　とりわけ、自分自身を見失ったまま、正史英えい傑けつ・呂布に憑つかれつつあるあの『呂布』を……彼女を董卓のもとに留めておけば、いずれ董卓に引きずられて、呂布そのものになってしまう」

　真名すらわからない、あのスウェーデンから来たアニメオタクで本業は傭兵という孤こ独どくな女の子のことを、俺はもう「他人」とは感じられなくなった。兄者、と呼ばれた時から。

　しかし、現実は非情である。俺と呂布とは洛陽を巡めぐって戦争している敵同士なのだ。壁かべ一枚を隔へだてて、互たがいの命を奪うばい合っているのだ。そして今日、賈詡がついに勝負に出てきた。長期戦を捨てて、速戦で連合軍を壊かい滅めつさせる策を発動させるべく仕し掛かけてきた。

　決戦の時は近い。

　どうすれば、いいんだろう？

　雪乃と那波を妹枠から外すことはできない。使わないと決めたとはいえ、最悪の事態に備えて「北斗五丈」の発動条件として二人を妹として登録し続けておかねばならない。

　残る妹枠はひとつ。どちらかを選べば、どちらかを失う。曹操を護れば、呂布を……。

「兄さん。兄さんはもう、二人の妹を、救っています。私とななちゃんを。兄さんには曹操と呂布を救う資格も力もない、なんてことは決してありません。兄さんなら、できます」

「そうだよー。なに弱気になってんのさー。『フハハハハ！　この劉備玄徳に不可能はないのだーっ！　曹操も呂布も、まとめて俺んところに来いっ！　心配すんな、そのうちなんとかなるだろう！』と適当に大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げて空から威い張ばりしてこそのアニキじゃん！　つーか、大風呂敷を広げる以外、アニキにはなんにも能がないんだからさ～」

　そうか。そうだな。俺が弱音を吐はいて那波と雪乃に励はげましてもらうとは、ええい、兄としての面目丸つぶれだ。でも、ほんとうに、ありがとう……今日だけは、素直にそう思う。

「それに、兄さんは独りぼっちじゃないんですから。私もななちゃんも、兄さんとともにこの洛陽の壁を乗り越こえて住民の皆みなさんを解放します。幸いにも、二人は関羽雲長と張飛益えき徳とくに封ほう神しんされました。全力で兄さんを支えます。私たち兄妹は三人で一人ですっ！」

「うん……だいじょうぶだよ。桃とう園えんの誓ちかいを忘れちゃダメだからね、アニキ。いつだって、あたしとゆきのんが、アニキを護るから。あたしたちが今まで、アニキにいっぱい護られてきた分、三倍返しで頑張るから。だから、洛陽を解放したら三人でデートしようね？」

「むむむ。そこは長姉である私が優先ではないのですか、ななちゃん？」

「やだよっ！　ほんとはあたしが先であるべきなんだけどぉ、一応空気を読んで『三人で』と譲ゆずってやってんじゃん、ゆきのんっ！」

「なぜ、ななちゃんが先なのが確定事じ項こうなのですかっ？　洛陽で勲くん功こう一等になったほうが、兄さんを一日自由にしていいということで、どうでしょうか？　わ、わ、私は、そうですね、兄さんにぱふぱふする権利を要求します！　いえ、もう、いっそ今すぐに！　お辛そうな兄さんをただちに癒やしてさしあげねばっ！」

「ええ？　アニキにぱふぱふなんて、ダメ～っ！　そそれは、ああたしの役目で……！」

「いいえ、それはなりません！　こればかりは譲れませんっ！　むにゅう～！」

「さっそく姉妹同士で仲間割れか、お前たち……むぐっ？　やめろ雪乃、呼吸ができん！」

「ぶきー、ぶきー♪」

「ブルルルルッ。よう相棒、妹ハーレムで慢まん心しん兄と化してんのか？　けっ、いいよなあ。おいらも関羽ちゃんにぱふぱふしてもらいてえなあ～。早く人間になりたい！」

「「「クエーッ！」」」

　強引に俺の頭を抱だきかかえてぱふぱふしてくる雪乃と、それを阻そ止しせんとする那波が姉妹でキャットファイトを繰り広げはじめ、癒やし空間どころか地じ獄ごくの戦場と化しつつあったところに、豚まんまんと的てき盧ろが入ってきた。「卵産み係」の鶏にわとりの群れまでついてくるし。

　わくわくどうぶつ王国かよ、俺の本陣は。

「ご主人さま、妹たちを侍はべらせてなにをしておられるのですか？　おお。今のご主人さまの頭の中は、ぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふぱふ、ですね！　くっ、なんですかこれは。ダメ男にもほどがありますね！　す、素敵だとときめいてしまう自分が悔くやしいですっ……」

　こらっ糜竺！　今の俺の脳内地図を那波と雪乃に公開するなーっ！

　ああっ、二人に「こ、これは、兄さん」「最低だよ～」と引かれているっ？　雪乃、そもそもお前がぱふぱふしてきたのではないか！　しかも、あまりにも眩まぶしすぎる水着メイド衣装で！　いったい兄にどーしろと言うのだ！

　そういえば孫堅はどうしているんだろう？　洛陽を落としたら俺と結けつ婚こんしたいという申し出に、俺はまだ返事を伝えていない。蹴けったら孫ファミリーのオジキたちに簀す巻まきにされて黄河に捨てられるから、ここは妹枠譲じよう渡とで手打ちにするとしても、曹操、呂布、孫堅で妹候補がすでに三人か。しかも、さっき曹操が残り一枠を埋うめちゃったしな。

　ううむ。妹枠を拡張することはできないのか？　糜竺の銭を投じて枠を買い増すことは可能なのか？　奴ど隷れい枠わくがあるくらいだから、妹枠拡張もできそうなものだが。許劭はどうなった？　泰山に着いたのか？　俺たちの陣から出て行って以来、連れん絡らくが途と切ぎれているな。

　どうも、悪い予感がする。




●その頃ころ、洛陽宮きゆう廷ていにて




　董卓は「これ以上洛陽には留まれぬ、こんな腐くさった都は焼き払はらう！」と激げき昂こうしていた。

　まず、長ちよう安あん守将の李り傕かくが、誅ちゆう殺さつを恐おそれていまだに出頭してこない。弁明せねば罪人確定だというのに、「不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵とも言える郭かく汜しに長安を渡わたしたくない」と渋しぶっているという。副将としては有能だった男だが、やはり独立する野心を抱いだいているに違ちがいない、と思うと許しがたい。李傕は郭汜が監かん視ししているから容易には独立できんが、これ以上長安を留守にし続けるのは不安だ。早く長安に戻らねばなるまい、と董卓は焦あせりはじめていた。

　さらに足下の洛陽の住民たちまでもが、いまやことごとく敵となりつつあった。

　たしかに、賈詡の進言を容れて「連合軍との一日休戦・関張飯店の中立地帯化」を認めはした。洛陽を統べる寛かん大だいな帝てい王おうとして、その器の大きさを民草に見せつけたはずだった。これで、洛陽市内に充じゆう満まんしている反董卓分子の勢力は失速するはずだった。

　だが、現実は真逆。関張飯店から帰ってきた民たちはみな、口々に劉備玄徳の徳をたたえている。劉備は呂布に土下座までして、真世界の平和的統一・洛陽の壁の撤てつ去きよを乞こうたのだという。

　いまや董卓の目には、百万人の洛陽の民全員が劉備の「偽ぎ善ぜん」を真に受けた愚ぐ民みん、滅ほろびるべくして滅びの運命を辿たどろうとしている裏切り者どもの塊かたまりにしか見えない。

　洛陽市内の至る所で、董卓の近衛兵たちによる恐きよう怖ふの大粛しゆく清せいが開始されていた。

「呂布よ！　余は、余を帝王として崇あがめる真世界の民を保護してやるとは誓った。民を守ってこその王だからな──しかし、劉備玄徳などに魂たましいを惹ひかれ、余を崇すう拝はいしない裏切り者どもは、余の民にあらず！　今日、城門を開いて関張飯店に客として入った連中を全員逮たい捕ほし、ことごとく斬きり殺して穴に埋めるのだ！　貴様だけは不問に付そう、わが義娘だからな。もっとも、機会を得ながら劉備を暗殺しなかったお前には失望させられたぞ」

　呂布は、「和平ムード」に浮うかれていた住民たちが一転して絶望の大粛清を受け、続々と宮きゆう廷ていに引き立てられて阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫さけび声をあげているさまに狼狽うろたえ、董卓に諫かん言げんした。

「……が、外出は、か、賈詡の許可を得てのこと……今日一日の休戦の約定は、父上自ら認められたもの。今になって罪に問うとは、王のなさることではありません。ち、父上」

「黙だまれ黙れ黙れ！　『竪じゆ子しともに謀はかるに足らず』とは貴様のことよ！　呂布よ、貴様は連れん環かんの計に塡はまっているのだ！　曹操の軍師・荀彧は、貂蟬の代わりに劉備を用いて色いろ仕じ掛かけで小こ娘むすめの貴様とこの余の君臣関係を引き裂さこうとしておる！　なぜそれがわからん！」

「……り、劉備は、そのような策があったことを認めました。認めた上で、わ、私に、赤心を晒さらし、『そんなことはできない』と……」

「痴しれ者があっ！　それが奴やつらの手なのだ、『ほんものの誠意』など人間にはない！　土下座するような男など、全員が詐さ欺ぎ師しだ！　頭など、タダでいくらでも下げられるではないか！　異世界で『凡ぼん人じん』の振ふりをして隠いん者じやとして生きていた余がそうであったわ！」

　董卓は、劉備に心を揺ゆるがせている呂布を見て狼ろう狽ばいし、思わず剣けんを抜ぬきかけた。

　だが、呂布も黙って斬られるような者ではない。訓練と実戦を積んできた純じゆん粋すい戦士である。心は「父上に討たれるのならば、い、致いたし方かたなし」と惑まどいながらも、無意識のうちに、身体が臨戦態勢に入っていた。

　宮廷で董卓と呂布の義父娘が睨にらみ合あい、今にも斬り合いを開始しそうになった、その時。

　一人の使者が、董卓のもとへと息を切らして駆かけ込こんでいた。

「洛陽に眠ねむる歴代皇こう帝ていの陵りよう墓ぼ、ことごとく暴き終えました！　賈詡軍師が探しておられた目的の宝物はすでに呂布将軍率いる五ご原げん兵へいが回収済みでしたが、その後もさらに発はつ掘くつを続けて想定以上の膨ぼう大だいな量の財宝を発見！　次々と荷駄隊に載のせております！　これで洛陽は、あと一年は籠ろう城じようできましょう！」

　ふん。いくら黄金を集めたところで死後の世界に持っていけるわけもなし、歴代皇帝はことごとく愚おろかよな──余が軍資金として有効に活用してくれるわ。陵墓を暴き終えた発掘職人どもは全員そのまま地底に埋めて口くち封ふうじせよ、と董卓は酷こく薄はくな笑みを浮かべていた。

「ち、父上。目当ての宝物がなんだったのかは存じませんが、すでに私の家臣たちが発見したはず。私が現場を離はなれてからもずっと、歴代皇帝の墓を暴いていたのですか？　しかも、陵墓を暴かせた職人たちを、殺すとは。ち、父上は、ほ、誇ほこり高き軍人。み、民間人は、み、みだりに、さ、殺傷しない。その、お約束、でしたが……」

「黙れ！　余に忠誠を誓わず、劉備などに心を寄せる洛陽住民には生きる価値がない！　これ以上洛陽に留まれば、長安の李傕が余に誅殺されるくらいならばと独立を画策する！　やはり洛陽を焼き払って長安を堅かたく守るのが最善手だったのだ！　次に賈詡が繰くり出す策が失敗に終われば、余は洛陽をこの地上より完全に消しよう滅めつさせ、長安に舞まい戻もどるぞ！」

「ら、洛陽を？　す、数百年の歴史を誇る、この中原の都を、焼き尽つくすのですか？　ら、洛陽に暮らす百万の民を、いかがなさるのですか？」

「フン。余を裏切った庶しよ民みんどもの運命など、知ったことか。正史の董卓は住民全員を長安へ強制連行したそうだが、そんな余計な作戦に割ける兵はおらん。長安へ連行しても、弱者はその過程でどうせ死ぬ。強い者だけが自力で生き延びればよかろう」

「そんな項こう羽うのような真似をなさっては、父上は天下の民心を失い、覇は業ぎようは頓とん挫ざします」

「余の真世界では、強い者だけが生き延びればいい。途と中ちゆうで死ぬような奴は、はじめから余の真世界で生きる値打ちのないクズよ！　余が守ってやらねば、しょせんあと数年で亜人に滅ぼされるような連中ではないか！」

　董卓は、劉備に心を惹かれる呂布が、どうにも許せなくなっていた。やはり「董卓」は「呂布」に裏切られるのではないか、と深い疑念を抱いていた──。

「フン。『洛陽炎えん上じよう』イベントを発生させてもなお、余は『運命』を乗り越えられる！　そうだ呂布よ。貴様さえ余を裏切らねばな！　裏切れまい。自分の父親を裏切ることだけはできまい。方天画戟で、余の頭を叩たたき割れるか？　できるか？　再び父を失うか？　父殺しの『運命』を背負う覚かく悟ごがあるか？　貴様にできるかぁ？　クハハハハ！」

「……で、できません……父上、ど、どうか私に、汚お名めい返上の機会を、お与あたえください。れ、連合軍を、た、倒たおします。なにとぞ、洛陽破は壊かいだけは、思いとどまってください……」

「賈詡の『策』はまもなく実行に移される。今、奴は連合軍のエセ英えい傑けつどもの間に毒を撒まいているところよ。奴らは必ず賈詡の術中に堕おちる。その時こそ証明せよ！　貴様こそが、義父・董卓に絶対の忠誠を誓い貫つらぬく真の呂布奉先なのだと！　今さら浅ましい女心などに目覚めて劉備のもとへ奔はしろうなど決して許さんぞ？　そうとも。武神・呂布奉先の身体に、こんな余計なものなど要らぬのだ！　こんな淫みだらなものをぶら下げているせいで、貴様は呂布奉先と『女』との狭はざ間まで迷っている！　いっそ、刀でそぎ落としてやりたいわ！」

　董卓は、憎にく々にくしげに呂布の右胸をわしづかみにしていた。ぎりぎり、と全力を込めて握にぎり潰つぶそうと。父親が娘にしていいことではない。それでも呂布は、耐たえた。

「……あっ……お、おやめください……ち、父上……ど、どうか……どうか、お許しを……！　う、ううううっ……」

「そのような媚こびに満ちたひ弱い『女』の表情を、余の前で見せるなーっ！　貴様の中の『女』など断ち切れい、呂布よ！　できぬのならば、余が断ち切らせてやる。貴様を拷ごう問もん部屋に監かん禁きんし、貴様の肉体と精神を徹てつ底てい的に辱はずかしめてやる！　余が必要としているのは、あくまでも戦士・呂布奉先！　その武力だけなのだ！　小娘などと戯たわむれるつもりはないぞ！」

「……た、断ち切ります。ち、父上のご命令に、し、従います。に、二度と、刃は向むかいません。で、ですから、どうか……父上、それだけは……！」

　ようやく、董卓が指を放した。呂布は思わず両りよう腕うでで自分の胸を庇かばっていた。痛い。痛い痛い痛い。右胸が破は裂れつしそうな激痛だった。だが、ほんとうに痛いのは、身体ではなく、心──。

「これが最後の警告だぞ、呂布よ！　虎牢関で敗れ、関張飯店ではなにもできなかった。貴様は二度失敗した。次の任務にしくじれば、貴様に懲ちよう罰ばつを与える！　余が統べる真世界に、例外はないぞ！　クハハハハ！」

　呂布は、理解した。劉備の推測通り、董卓は「洛陽」という「場」の力に衝つき動かされて、正史英傑・董卓そのものと化しつつある。西さい域いきで、北方で、騎き馬ば民族たちを率いながら強力な亜人軍団を相手に戦っていた時の精せい悍かんな封神英傑・董卓とは、人変わりしていた。

（違う。父上は、変わってしまった。も、もともと傲ごう慢まんで暴ぼう虐ぎやくなお方ではあったが、もっと慎しん重ちようなお方だった。む、娘にこんな真似をなされる方ではなかった。ら、洛陽を炎えん上じようし破は壊かいし尽くせ、という正史英傑・董卓の怨おん念ねんに、引きずられておられるかのような……）

　あるいはその怨念は、われらが暴いてしまった陵墓から噴ふきだして洛陽を覆おおい尽くしているのかもしれない、と呂布は思った。




　その洛陽宮廷の一角に、薄うす暗ぐらい牢ろう獄ごくがあった。

　戦犯を収容するこの牢獄には、董卓に目をつけられた政治犯の多くが収容されていたが、その中に、泰山へ帰る道すがら拉ら致ちされて監禁されてしまった許劭の姿があった。

　手て枷かせ足あし枷かせを塡はめられて座らされていた許劭の目の前で、移動式召しよう喚かん台が、ブスブスと煙けむりをたてている。

「ああ～。酷ひどいことをするねえ～。もうとっくに稼か働どう限界だったのに、強引に英傑を召喚するから壊こわれちゃったじゃないか～」

　董卓軍の捕ほ虜りよになっても、許劭は相変わらずマイペースだった。どうやって修理しようかなあ、と召喚台の心配ばかりしている。

「ねえねえ、賈詡ちゃん。英傑ガチャを回して、いったいなにをするつもりなんだい？　教えておくれよ。僕の召喚台をどうやって計略に、策に利用するのか、興味あるねえ」

「うるさいわねぇ。あなた、ちっとも怯おびえないから捕とらえがいがないわよお。我はすでに虎牢関でいちど策を破られた。次の策は、曹操と孫堅を討つための同時二連撃。いずれも破れれば、三度失敗の罪で我は軍師職解任。董卓さまは長安へ撤てつ退たいして、洛陽を破壊し尽くすご所存。あなたもこの牢獄で蒸し焼きになるのだから、少しは緊きん張ちようしなさいよお」

「そう言われてもねえ～。ねえねえ、もっとガチャ回したくない？　僕に修理させてくれないかなあ？」

「お断りよ。あいにく、もう必要な英傑は手に入れたからぁ。異世界でさんざんスマホゲーにお小こ遣づかいを絞しぼられたから、この手のガチャのテーブル解かい析せきはお手の物よぉ。泰山での排はい出しゆつデータを綿密に取って、召喚シミュレーションを繰り返していたのよぉ」

「ヒエ～ッ。二、三回しか回せなかったはずだよ？　そりゃあ、すごいねえ～！」

「ハ。我が狙ねらっていたのは、排出率が高い二つ星の低レア英傑だもの。単発で五つ星英傑なんて出せるわけないでしょ。こんな塩っ気が効いた糞くそ排はい出しゆつ率の召喚ガチャなんて、二度と引きたくないわねぇ。歴代皇帝の陵墓を暴いて手に入れた貴重な財宝を、呼符を買うために無む駄だに投じてしまったじゃないの。アコギな商売もあったものだわ」

「ええ～？　りょ、陵墓を暴いて召喚ガチャ回したのかいっ？　バチがあたるよ～？」

　許劭の背後に立っていた賈詡はしかし、今回の「暗黒の策」の「成功」を信じて疑っていないようだった。黒い悪あく魔ま的笑みを浮かべながら、自信満々である。

「虎牢関で我が失敗したのは、劉備・曹操・孫堅を、正史英傑と同様の存在として計算したからよ。でも、封神英傑の奴らは、正史英傑とは違ちがう。能力は引き継ついでいるけれど、中身は別人なんだわ。劉備だけが男の子で、曹操と孫堅は恋こいに恋するお年とし頃ごろの少女。あの感じだと、きっと二人ともまだ処女ねえ、うふふ」

　まぁそうだろうねぇ、きみもそうだね、と許劭はへらへらうなずいている。

「ううううるさいわね、ほっといてよっ！　あの二人には、わが『暗黒の策』に見事に塡まってもらうわ──我が送ってあげたお土産を見た曹操と孫堅がどう出るかは、すべて『想定内』。完かん璧ぺきに読み切っているの。ええ、そうよ。我も恋に恋する乙おと女めだもの。いまだ相手に巡めぐり会ってはいないけれど、わかるわ。うふふっ」

　我は「暗黒軍師」。たとえ、この手を暗殺の血で汚よごしても構わないのよ、と賈詡は哀かなしげにつぶやいていた。

「ねえねえ、賈詡ちゃん？　ぼかぁ洛陽に連れてこられて、罪人の多さにびっくりしてるんだけどさあ。董卓は聞きしに勝る暴君だよね～？　なーんかちょっとした罪でバンバン処しよ刑けいしてるしねえ。董卓軍は異世界語でいうところのブラック企き業ぎようだよ。曹操ちゃんの軍師に転向しなよ～。曹操ちゃんのところは福利厚生がいいんだよ～？　あーでも劉備くんのところは、お勧すすめできないかもねえ。張飛ちゃんと関羽ちゃんが『兄さんに女の子を斡あつ旋せんするとは！』とおっかなくってねえ。糜竺ちゃん、だいじょうぶかなぁ～」

「……断るわ。仕方がないでしょう。我には、譲ゆずれない『目的』があるのだから……」

「目的？」

「この美しい都を。洛陽を、炎上の『運命』から救いたいのよ。だから、虎牢関で敗北してもなお、洛陽からの撤退という選せん択たく肢しを避さけて、籠城策を董卓さまに進言した。洛陽を守るには、『運命』を覆くつがえして董卓さまに勝たせるしかないの。たとえ、歴代皇帝の陵墓を暴いてでもね。死人は、死人でしかない。生きている人間のほうが、だいじでしょう？」

　呂布と董卓の関係を破壊して、「呂布による董卓暗殺」イベントを発生させる、という道もあった。「呂布は劉備に惹ひかれているみたい。呂布を董卓さまの娘むすめではなく『妾めかけ』にしてしまえば、決して裏切らないわ。あの子は特別頑がん丈じようだから、少々痛めつけても死なないわよぉ」と董卓に囁ささやけばよかった。それで二人の父娘関係は、完全に破は綻たんする。

　しかし、賈詡にはその道は選べなかった。異世界であのようなかたちで父を失った呂布に、真世界で父殺しをやらせる。いくら「暗黒軍師」といえども、それだけは躊躇ためらわれた。

「……暗黒軍師に封ほう神しんされたとはいえ、我はやっぱり、乙女なんだわ。ゴスロリ趣しゆ味みを捨てられないしぃ。はあ。どうせなら正史英傑の肉体に封ほうじられていれば、悪魔的計略を縦横に操る完全体賈詡になれるものを、ねぇ」

　だが、曹操と孫堅の「命」は、すでにわが掌しよう中ちゆうにあり。

　正史でも演義でも得られなかった董卓軍の勝利を奪うばい取り、洛陽炎上の「運命」を覆すは、今こ宵よい。百万の洛陽の民を救うために、曹操と孫堅の命を犠ぎ牲せいにする。差し引きを計算すれば、圧あつ倒とう的に多くの命を救うことになる。なるが、しかし、やはり暗黒の策だった。同じ異世界から来た封神英傑の少女を犠牲にしなければ、「運命」は変えられない。

　賈詡は、ふふっ、我もいずれオリジナルの賈詡に魂たましいを乗っ取られてしまう定めらしいわね、と黒い笑みを浮うかべていた。




●深夜の連合軍野営陣じん




　その日の夜──自じ陣じんに戻もどった曹操は、密かに賈詡からの「お土産」を開いていた。

「ふふふ。賈詡の策にむざむざ塡はまるものですか！　孫堅へのお土産と、私へのお土産を、とっさにすり替かえておいたわ！　私の手許にあるのは、孫堅宛あてのお土産よ！　この時代の技術的に、爆ばく弾だんの可能性はない。いったいどんな策で孫堅を塡めるつもりなのかしら？」

　本来なら二つとも曹操自身の手で開かい封ふうして直接確認したかったのだが、無断開封すると即そくバレする細工が施ほどこされていた。どうやって中身を確認しようかしらと考えているうちに、「聞いたぞ曹操くん！　私にお土産が届いたそうだな、ははは！」と孫堅が晋太郎に乗って自分宛あてのお土産を受け取りに来てしまった。どちらかを渡わたさねばならなくなった曹操は、「ぐぬぬ。賈詡の狙いを外してやる～！」と二つをその場ですり替えたのだった。

「だいたい予想はついているんだから！　曹操が賈詡に弱い、賈詡は曹操の天敵、だなんてもう百万年も昔の話！　この封神英傑曹操さまは、誰だれよりも三国志に精通しているプロの三国志ファンなんだから！　三国志ラノベの執しつ筆ぴつ準備もしているしね！　ほーら。やっぱり、『内通』の誘さそい状だったわね！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しん型の孫堅には抜ばつ群ぐんに効きそうな「密書」が、お土産袋ぶくろの中に入っていた。

　賈詡自身の筆で、密書にはこのように書かれていた。

『虎牢関で想定外の敗北を喫きつして以来、董卓さまの精神は日に日に壊れているわ。まるで、正史英えい傑けつ・董卓そのものになってしまったかのよう。董卓さまは我の献けん策さくを却きやつ下かして籠ろう城じよう策を捨て、洛陽を焼き払はらって西の拠きよ点てん・長安へ撤退すると決めてしまわれた。これで、董卓軍は知ってのとおり、正史通りの破は滅めつルート入りよお。真世界の統一も、はるかに遠のく。我も異世界に帰き還かんできなくなっちゃう。そこで、あなたにお願いするわ。機を見てこっそり城門を開いて洛陽宮きゆう廷ていに手引きするから、董卓さまを急きゆう襲しゆうして捕ほ縛ばくしてほしいの。城門の開閉は私の管かん轄かつだから、簡単よう。今朝も見たでしょ？』

　いくら脳筋娘の孫堅でもこんなミエミエの偽にせ手紙に引っかかるわけないわよ、洛陽城内におびき寄せて暗殺するつもりでしょ。賈詡って意外とバカねえ、董卓にせっつかれて慌あわててるのかしら？　と曹操は笑い飛ばしたくなった。

　だが、その密書にはまだ「続き」があったのである。

『怪あやしいわよね。暗黒軍師が素直に降こう伏ふくするわけがないと思うわよね。わかっているわよ。あなたが洛陽一番乗りしたら、死亡フラグ成立がいよいよ濃のう厚こうだもの。だから、ここから先はパーソナル・サービス。あなたの望みを先に叶かなえてあげるわぁ。劉備にもこっそり同じ文面の密書を送っている。今夜、孫堅が関張飯店・洛陽城門前店の一室で待っているから夜よ這ばいをかけて初夜を迎むかえなさいと──あの男は自分があなたと結けつ婚こんしたらあなたの死の運命を変えられるんじゃないかとイカ臭くさい妄もう想そうを抱いだいているから、必ず来るわよぉ。愛する殿との方がたと結婚して初夜を遂とげられれば、あなたはもう、いつ死亡イベントが発生しても悔くいはないでしょお？　それとも、ここで怖おじ気けづく程度のしょっぱい恋なのかしら、孫堅？　だとしたらあなたには見切りをつけて、曹操に董卓捕ほ縛ばくを依い頼らいするわ。うふふ』

　ぬな。ぬななななな!?

「洛陽一番乗りを果たして董卓を捕らえよ、ですって？　孫堅が洛陽一番乗りして行方不明の玉ぎよく璽じをゲットしちゃったら、死んじゃうじゃん！　実際に死ぬ戦場は、ここ洛陽じゃなくて荊けい州しゆうだけど、完全に死亡フラグが立つ！　だから悔いを残さぬよう、今夜関張飯店・洛陽城門前店で劉備と逢あい引きさせてやる、結婚初夜を迎えさせてやる、って……」

　こここ神こう戸べの元ヤ●ザの姐あねさんで、ぎぎぎ義ぎ俠きよう心しん溢あふれるポジティブ孫堅のことだから、こんな巧こう妙みような手紙で煽あおられたら「うむ、わかった！　私の劉備くんへの想いはこれしきで怯ひるむものではない！　彼と初夜を遂げられれば、もう悔いはない！　妹たちは劉備くんに委ねよう！　そして私は、正史英傑・孫堅が成し遂げられなかった『洛陽炎えん上じよう阻そ止し』という志を果たそうではないか！　わが使命を全うする！」と洛陽に入城しちゃう！

「あ、危なかった……！　すり替えておいてよかった……ぐぬぬ。これって、劉備への恋こい心ごころを餌えさに、関張飯店に孫堅をおびき寄せて暗殺部隊を送って殺そうっていう悪魔的計略だわ！　たとえ孫堅を関張飯店で討ち漏もらしても、洛陽に引き入れて死亡フラグを成立させるという二段構えの殺しの策！　賈詡は恐おそろしい子だわ！　私へのお土産の中身も気になるけれど、私が賈詡の偽手紙なんか信用するはずがないから、こっちが罠わなの本命だわ！」

　孫堅のもとへ行かなきゃ、と立ち上がった曹操だったが、星空を見て「あっ」と小声をあげていた。すでに、賈詡が密書で指定している「逢い引き時間」が迫せまっている！　「今日一日は休戦」という約定は交わしている。しかし、賈詡が指定した「逢い引き時刻」に落とし穴があった。その時刻に到とう達たつすると、「日付」が変わるのだ！

　関張飯店・洛陽城門前店は中立地帯。日付が変わっても関張飯店・洛陽城門前店での戦せん闘とうは禁じられている。だが、賈詡ならばそのあたりはどうとでも言いつくろうだろう。

「ぐ、ぐぬぬ……ガチャ借金のために奴ど隷れい志願娘に身売りしちゃうアホでスケベな劉備のことだから、今いま頃ごろは鼻の下を伸のばしてホイホイと関張飯店に急行しているに違いないわ！　ねねね閨ねやで孫堅を説得して洛陽一番乗りを止めるんだとか言い訳をしつつ、頭の中では孫堅の着物を脱ぬがしてあんなことやこんなことをするつもりよ！　そそそ孫堅のわわわ腋わきからおっぱいにかけての柔やわらかなラインって、その趣味がない私でもくらっとするくらい蠱こ惑わく的だもの！　ということは！　劉備が賈詡の放った刺し客かくに討たれちゃう！　あいつが董卓からいちばんヘイト買ってるんだもの！　ダメよ、ダメダメ！　ああもう、孫堅の陣へ向かう時間がないっ！　関張飯店・洛陽城門前店へ直行よーっ！」

　べべべ別に私が劉備に夜這いされたいとか、せめてキスくらいとか、そんな理由じゃないんだからねっ！　と曹操は自分で自分に言い聞かせながら、新たに手に入れた曹操専用名馬・絶ぜつ影えいへと飛び乗っていた。向かう先は、深夜の関張飯店・洛陽城門前店である。




　だが、曹操はこの時、完璧に賈詡の策に塡まっていたのだ。

　賈詡は、孫堅に「お土産が届いた」と早々と情報を伝えて取りに行かせることで、疑い深く知ち恵えが回る曹操に二つのお土産を「無断開封」させる猶ゆう予よを与あたえなかった。これに窮きゆうした曹操が、孫堅に渡す際に二つのお土産をとっさに「入れ替える」ことを、あらかじめ想定していた。

　すなわち。

　曹操が書状を読んでいた同時刻、孫堅が「賈詡がまさか私にお土産をくれるとは。正史通りに曹操くんに降伏するつもりなのかな？　中身はなんだろう。宝石だろうか？」と目を輝かがやかせながら、孫ファミリーの本ほん陣じん内で袋ふくろから取り出してつかみ取っていた「曹操用のお土産」こそが、賈詡が孫堅へ届けようとしていた「罠」そのものだったのである。

　それは、賈詡が呂布率いる五原兵まで動員して洛陽の陵りよう墓ぼを片っ端ぱしから暴いてついに発見した、王朝秘伝の最重要アイテム。

　中原世界最初の「皇こう帝てい」に即そく位いした秦しんの始し皇こう帝ていが作らせたという、世界に二つとない帝てい王おうの証。

「……えっ？」

　見み間ま違ちがえるはずもない。ほんものだった。指で触ふれた瞬しゆん間かんに、玉璽が白い光を放った。所有権が移り、自分の「威い信しん」が一気に上じよう昇しようしていく感覚が、孫堅の全身を襲おそっていた。

「こ、これは、伝国の玉璽……!?」

　ああ。今、私の「死亡フラグ」が立った。

　あとは洛陽に一番乗りを果たしてしまえば、おそらく私は──。

　孫堅は、今まで自分自身の死を恐きよう怖ふしたことがない。父は、一家をカタギに戻すために盃さかずきを返して親分たちと戦い、射殺された。家族を護るための、壮そう絶ぜつな死だった。孫そん策さくと孫そん権けんたちが、長姉である孫堅のもとに託たくされた。だから、泣かなかった。猛虎の如ごとく瞳ひとみを燃やしながら、孫堅は亡き父の遺志を受け継ついで戦い抜ぬいた。元親分の本ほん拠きよ地ちへ乗り込んでの決戦では、黄こう蓋がいたち孫ファミリーのオジキ軍団とともに大立ち回りを演じ、ついに「足抜け」を勝ち取った。そのような凄せい惨さんな過去を持ちながら、孫堅は一度も自分のために泣いたことがない。妹たちを護らねばならなかったのだ。哀しんでいる暇ひまなどはなかった。

　だが。

　なんと、「死の運命」をいざ前にして、心の揺ゆらぐことか。

　なんと、「まだ死にがたい」ことか。

　私はまだ、初はつ恋こいの人への想いを、遂げていない、と孫堅は思った。涙なみだが、こぼれていた。

　父が殺された時にも流れなかった、涙が。




「……りゅ……劉備くん……どうしよう……どうすればいいのだろう、私は……」








第四回　洛らく陽ようは燃えているか？









　呂りよ布ふが賈か詡くから預かっていたお土産は、曹そう操そう宛と孫そん堅けん宛。俺はスルーされたが、まあ当然だな。俺は、関かん張ちよう飯はん店てんの常連客やファンの野や郎ろうどもを集めた義勇兵という名の雑軍を率いるしょぼい英傑だ。

　だが、その俺のもとにも、実は「賈詡からの密書」が届いていた。賈詡が放った間者が、俺が呂布とデートしている間に俺の寝しん室しつの枕まくら元もとに置いていたのだ。うおっ、間者に侵しん入にゆうされていた？　まさかっ？　危なかった！　と一いつ瞬しゆんびびったが、今日は関かん羽うも張ちよう飛ひも俺と呂布のデートを見張っていたから、本陣のセキュリティがガバガバだったんだろう。

　しかし、なぜ俺だけお土産じゃなくて「密書」なんだ？

　首を捻ひねりながら開いてみると、密書の内容は「曹操率いる連合軍に投降したい」という「降伏状」だった。

『虎こ牢ろう関かんで想定外の敗北を喫して以来、董とう卓たくさまの精神は日に日に壊こわれているわ。まるで、正史英傑・董卓そのものになってしまったかのよう。董卓さまは我の献策を却下して籠城策を捨て、洛陽を焼き払って西の拠点・長ちよう安あんへ撤てつ退たいすると決めてしまわれた。長安を預けている李り傕かくが、董卓さまの誅ちゆう殺さつを恐れて独立しようとしているのぉ。急ぎ長安に戻らねば本拠地を失うというわけねえ。これで董卓軍は知ってのとおり、正史通りの破滅ルート入りよお。真世界の統一も、はるかに遠のく。我も、虎牢関に続いて洛陽籠ろう城じようの策まで破れたら、董卓さまに誅殺されちゃう。下手したら拷ごう問もん室に監かん禁きんされて……わわわ我はまだ命が惜おしいので、連合軍に内通したいのぉ』

　むむむ。董卓が洛陽を破は壊かいして長安へ撤退するだと？　呂布も同じようなことを言っていた。まずいぞ。洛陽百万の民は悲ひ惨さんな運命に陥おちいる！　しかも関かん中ちゆう盆ぼん地ちに守られた長安の攻こう略りやくは困難だから、真世界は時間切れに。

　しかし、これは罠だ。なにしろあの賈詡のことだから、偽手紙に違ちがいないのだが……。

『怪しいわよね。暗黒軍師が素直に降伏するわけがない、と疑うわよね。わかっているわよ。だから、ここから先はパーソナル・サービス。あなたの望みを先に叶えてあげるわぁ。孫堅にもこっそり同じ文面の密書を送っているの。今夜、劉りゆう備びが関張飯店・洛陽城門前店の一室を訪れるから、初夜を迎えなさい、と──あなたと結婚したら、孫堅の死の運命を変えられるんじゃないかしら？　それとも、ここで怖じ気づく程度のしょっぱい男なのかしら、二代目劉備玄げん徳とくさん？　信じるか信じないかは、あなた次第です。うふふ』

　ふ、ふ、フハハハハ！　俺という男を見切れなかったな、賈詡よ！

　賈詡の密書を信じて騙だまされるほど俺は愚おろかではないが、焼き捨てて読まなかったことにするほどバカでもないのだ！

「読めた！　賈詡は関張飯店行きと引き換かえに、呂布にお土産を持たせて、『曹操に渡わたせ』と命じていた。孫堅ではなく曹操に。ということは！　わかったぞ、エウレカアアアアアア！　俺は賈詡をも凌りよう駕がする天才だったのだーっ！　軍師不在でも行けるぜ孔こう明めい！」

　俺、賈詡の策、わかっちゃいました！

　曹操は疑い深い。一度「七しち星せい宝ほう刀とう」の策に塡はまっているし、賈詡とはどこまでも相性が悪い。故に、賈詡のお土産を両方開かい封ふうして調べたいところだが、賈詡は孫堅に「曹操に預けたお土産を受け取って」と伝言を送って、曹操のお土産検査を阻そ止しする。曹操はそこで、二つのお土産を「入れ替かえる」。それで、賈詡の策は不発に終わるからだ！

　つまり今、曹操の手許にある「お土産」は、本来は賈詡が孫堅に渡そうとしていたものだ。その内容は、そう、俺がもらった密書とほぼ同じ内容の手紙。要は「降こう伏ふくする証として、今夜、関張飯店で求きゆう婚こん中の劉備と逢い引きさせてあげるわ」という「餌」だ！

　孫堅は俺に恋こいしている乙おと女め。必ず引っかかる。で、俺は脳内地図桃もも色いろのエロ男子高校生だと賈詡に見下されている男だから、ホイホイ夜よ這ばいにやってくると思われている。既き成せい事じ実じつ成立で、俺と孫堅は孫ファミリーのオジキどもに囲まれてそのまま結けつ婚こん式に突とつ入にゆう。

　そこから、賈詡の暗黒の策が炸さく裂れつする手はずなのだ！　今夜、なにかが起こる！

　慢まん心しんという言葉とは無む縁えんな聡そう明めいな俺さまは、すでに最悪の事態を想定して賈詡の計略への対応策を練っていたが、まだその準備を済ませていない。急がなければ！

　この「準備」を済ませるためには、曹操と会わなければならないのだ！

　今、曹操は関張飯店にいる！　俺がのこのこ現れたら「洛陽を落とすまでは孫堅の求婚に返事しないはずだったでしょっ！　軍紀違い反はんよ！」と俺をお仕置きするつもりでな！　あいつはなぜか俺にこだわっていて、「妹いもうと枠わく」を容易に手放したがらない。呂布が登録しようかと迷っていたシークレット妹枠を再び奪うばい取っていくくらいだしな。

「的てき盧ろ！　ただちに関張飯店・洛陽城門前店へと急行するぜ！　目ぇ覚ませよ！」

「ブルルッ。なにも自ら虎こ穴けつに入らなくても。孫堅がいたら強制結婚の修しゆ羅ら場ばだし、曹操がいたらいたで、夜這いの罪を問われてお小言喰らうぜ？　虎こ児じでも得たいのかよ、相棒？」

「そうだ。俺は虎児を得る！　この賈詡の策に乗ったふりをして、対たい抗こう策を仕込んでおく！　『暗黒の策返し』だ！　むろん、用いずに済めばいいのだが──」

「賈詡は、相棒が自分の策を利用するところまで、すでに見切って織り込み済みかもしれないぜえ？　相棒には軍師レベルの知ち謀ぼうなんてねーんだからよう。初代劉備玄徳も、孔明を仕官させて軍師を得るまでは、自分で軍師役をこなそうとして、しょっちゅう似たよーな負けパターンに塡まっていたもんだ。無理すんなよ？」

「孔明がいないんだから、仕方ないだろ？　『三さん顧この礼れい』イベントを発生させるには、孔明ゆかりの地へ行かなければならないんだ。ともかくこの賈詡の策を利用して、洛陽を攻略するチャンスを摑つかむ！　『駆ぐ虎こ吞どん狼ろうの計』を自らぶん投げちまった俺自身への落とし前をつける！」

　そうだ。長安への撤退がはじまったら、董とう卓たくはガチで洛陽を焦しよう土どにしてしまう。ならば、危険でも行くしかない！




　俺は的盧に乗って、一路、深夜の関張飯店へ。

　薄暗い閨ねやへと突とつ撃げきした。ただし、ほっかむりをつけて、抜き足差し足忍しのび足で。

　誰だれかが布団を被かぶって寝しん台だいの上で寝ねている！　孫堅か、曹操か？

　こっそり掛かけ布ぶ団とんをはがしてみると……ビンゴだ。やはり曹操だった。

　俺さまの読み通りではないか、フハハハハ！

　賈詡の密書なぞ焼き捨てればいいのに、「妹」らしい行動パターンだな。愛うい奴やつめ。

「すぴー、すぴー。むむむ、この温うん州しゆうみかんは皮だけよ……桜さくら木ぎさま、どうか〆切りを延ばしてください。お願いします、お願いしますｏｒｚ」

　って、熟じゆく睡すいしてるじゃねーか！　桜木さまって荀じゆん彧いくお姉さんの真名か？　なんだよ。なにしに来たんだよ。呂布の前に名乗り出た時に消しよう耗もうした体力気力が回復していないのか？　まあいい。素直じゃない上にすぐに暴れる曹操が眠ねむっているのは俺さまにとっては好都合。冴さえているぞ、今日の俺！　洛陽炎えん上じよう待ったなしという危機を迎むかえて、脳がスパークしているのかもしれん！

　って、おい。見えてる。寝しん具ぐがはだけて、下半身が丸見えではないかっ！　なんと無防備な奴！　しまった。暗がりとは言え、見てしまった。

　ん？　な、なんだと？　ここここいつ……ははは生えてない……!?

　マジか。18歳なのに？　そ、そうか。だから、小こ柄がらでも毛深いドワーフに憧あこがれて自分のペンネームに使っていたのか……うっ……興奮する以前にその健気さに泣けてくるぜ……。

「ククク。曹操、いや怜れい香かよ。貴様のたいせつなものを、この劉備玄徳さまがいただくことにするゥ！　覚かく悟ごするのだな、フハハハハハ！」

　俺は曹操の小さな身体の上に覆おおい被かぶさると、両手を「ばんざい」させて糜び竺じくからプレゼントされた荒あら縄なわで手首を縛しばり、曹操が目を覚ましても抵てい抗こうできないよう拘こう束そくした。そして、容よう赦しやなく曹操の頭を片手で摑み、もう片方の手で──ポチッとな！

「って、なにやってんのよ、劉備ッ？　わわ私は孫堅じゃないからっ！　曹操よっ！　どどうして腕うでを縛ってるのっ？　ギャー、私、下半身丸出しっ？　あんた、本格的にＳＭ趣しゆ味みをマスターしたわけっ？　糜竺から調教スキルを伝授されたのっ？　やめて～っ！」

「フハハハ！　おとなしくしろ曹操！　もう遅おそいっ！　お前がすぴーすぴーと惰だ眠みんをむさぼっている間に、お前のたいせつなものは俺さまが奪い取ったッ！」

「じじじ事後なのっ？　奪われたって、なにをっ？　こここの状じよう況きようで奪われるものって、まさか……い、いやああ～！　どーして寝ている間に……なんでこんなことを？　りりり劉備、孫堅に夜這いかけるつもりで興奮しちゃって、相手が私だと気づいても抑えが利かなくなって暴走したのね！　この野や獣じゆうッ！　ぶち殺～す！　うぐぐ！」

「違う違う。誤解だ。あのな、お前の寝込みを襲おそって処女を奪ったりするかバカものが！　俺はお前のシークレット兄だぞ？　『兄貴道』に反するようなコード違反はやらん！」

「じゃあ、なにを奪ったのよーっ！　ももももしかしてキスしたの？　キス魔まに目覚めたの？　かかか夏か侯こう惇とんたちとキスさせたのは軍略であって……ししし嫉しつ妬と、じゃなかった私情を押し殺して、そそそ総大将として行動しただけで……ほほほほんとは私がしたかったのに、うう、キキキスならいいかしら、ってなに言わせんのよ！　うがああー！」

「なにを奪ったか、それは秘密だ！　まだ言えんな、ンッン～♪」

「なにそれ！　ぶち殺す、がるるるるっ！　しかも！　荀彧にも知られていない私の身体の秘密を知ったわねーっ！　許せないっ！」

　ああ、そういえば。そっちは偶ぐう然ぜん摑つかんでしまった衝しよう撃げき情報だがな。

「ふん！　賈詡の罠わなかもしれないと、関張飯店周辺に将兵を集めておいたのよ！　荀彧！　夏侯惇！　夏か侯こう淵えん！　曹そう仁じん！　曹そう洪こう！　でませい！　劉備を捕ほ縛ばくして投とう獄ごくするのよ～！　みんな、なにやってんのよ、んもう～！」

　荀彧お姉さんたちにこんな現場を見られたら俺のそっ首が飛ぶ。とりあえず手の縛いましめをほどいてやったら、いきなりグーパンチの連打が襲ってきた。えーい。だから今の時代、理り不ふ尽じん暴力ヒロインは流は行やらないと言っておろうに。

　ところが……この時、窓の向こう側から、深夜とは思えない兵士たちの吼ほえる声が響ひびいてきた。ジャーン、ジャーンと銅ど鑼らが鳴っている。思わず曹操と二人で身を乗り出して確認すると、丘おかの麓ふもとに、松たい明まつに照らし出される董卓軍の軍旗が見えた！

「董卓軍の夜や襲しゆうだわ！　賈詡の密書は、やっぱり偽にせ手紙だったのね！　孫堅とあんたを関張飯店におびき寄せて、急きゆう襲しゆうして討ち取るつもりだったのよ！　残念だったわね賈詡！　曹操軍の主力をあらかじめ関張飯店周囲に移動させておいたんだから！　だだだ断じて、あんたの夜這いを期待していたわけじゃないんだからねっ！」

「いや曹操。これはまずいぞ！　連合軍の三英えい傑けつ部隊はこれまで、互たがいの陣じん同士でお互いを護り合うかたちで、常に夜襲に備えていた！　しかし今夜、孫堅軍と曹操軍、そして義勇軍とは分散してしまっている！　今の連合軍先せん鋒ぽう隊は、陣形のかたちをなしていない！」

「いいのよ。百から五百程度の少数奇き襲しゆう部隊なら、曹操軍だけでも対処できるわ。ほんとは少人数の暗殺部隊を送ってくると読んでいたんだけど、念には念を入れて曹操軍を伏ふく兵へいさせておいたのよ♪」

「曹操、お前と賈詡とは相性が最悪だ！　賈詡は、お土産の密書を利用してお前を関張飯店に釣つりだしたんだ！　誘ゆう導どうしたんだよ！　俺はお前に会いに来たのだ！」

「えっ？　あなた、私がいると知ってて来たの？　そそそそれって、ももももしかして」

　曹操が真っ赤になりながら「見ないでよ」と俺を蹴け飛とばす、事態はそれどころではなくなっていた。そう、関張飯店に夜襲をかけてきた敵軍は、少数奇襲部隊ではなかった！

「クハハハハ！　久々に気き鬱うつが晴れたわ！　やはり余は、戦場以外に生きる場所のない男よ！　英傑に封ほう神しんされながら、恋にうつつを抜ぬかす阿あ呆ほうな娘むすめが今、あの丘の上にわざわざ登って死地に陥おちいっている！　当然、性せい欲よくなどにたぶらかされた劉備の小こ僧ぞうもな！　者ども、今こ宵よい乾けん坤こん一いつ擲てきの夜襲で曹操と劉備を討つ！　久々に好きなだけ暴れよ！　ことごとく焼け！　殺せ！　犯せイ！　行け奉ほう先せんよ！　曹操と劉備は賈詡の密書に釣りだされて、丘の上の関張飯店にいる！　二人の首を獲とって、汚お名めいをすすいでくるのだ！」

「……りょ、呂布奉先……参る……！　そ、曹操……り、劉備……父上のご命令で、その首を頂ちよう戴だいする……」

　洛陽の主力部隊が出現した！　董卓自身が総大将を務め、近衛兵まで動員している！

　そして、先頭を駆かけるは、目を真っ赤に充じゆう血けつさせている呂布！　いったいなにがあった。デートしていた時とはまるで別人。黒々とした「闘気」をまとっている！

　董卓め。洛陽の防備を捨てて、全力で関張飯店に孤こ立りつした曹操とその軍団を蹂じゆう躙りんし粉ふん砕さいするつもりか！　的盧が言ったとおり、賈詡は俺の思考の裏の裏まで先読みして、詰つめ将しよう棋ぎの如ごとく俺と曹操を死地へと囚とらえやがった！

「曹操さま。ただいま、夏侯惇たちが全力で防戦中。ですが董卓は想定外の大軍勢。主力軍の大半を関張飯店に投入されました。わが軍は敵中に完全に孤立。お逃にげください」

　荀彧お姉さんが、関張飯店へと駆け込こんできた。すでに矢傷を負っている。

「きゃあああっ!?　じゅ、荀彧っ？　あ、あなた、肩かたに矢が刺ささって……!?」

「曹操さま。私の傷など浅いものです。前線の兵士は、それどころではありません。総大将が討たれれば、この真世界の戦はそこで終わりです。どうか脱だつ出しゆつを。なんとかして孫堅の陣まで落ち延びてください。程てい昱いくと郭かく嘉かは、馬に乗せて関張飯店の廏うまやまで連れて参りました。あとはあなたと劉備だけです。私が、手勢を率いて血路を開きます」

「そんな!?　ここで死ぬつもりなの、荀彧？」

「あなたが倒たおれれば、あなたの新刊を待っている読者たちを哀かなしませます。あなたは──ドワーフ玉たま置おきは、世界に一人しかおりません。いまだ荒あら削けずりながら、あなたは無二の個性と才能の持ち主。真世界にも異世界のライトノベル業界にも欠かせないお方です。ですが、担当編集者には、いくらでも代わりがいます。私のことは、消耗品とお考えください。もともと、原稿を取るためならどんなことでもする冷れい酷こくで無感情な鬼おに編集者ですよ、私は」

「考えられるはずがないでしょうっ！　血が……赤い血が流れているじゃない！」

　崩ほう壊かい？　まるで桶おけ狭はざ間まで織お田だ信のぶ長なが軍に急襲された今いま川がわ義よし元もと軍の如く、曹操軍は総大将をここで討たれて完全崩壊するのか？

　あっという間に、丘の下に展開している曹操軍は総そう崩くずれに。数が違ちがいすぎる！　夏侯惇も夏侯淵も危ない！　しかもあの二人、自分たちから呂布に迫せまっている！

「うおおおおお！　丘の上の人など、いないっ！　孟もう徳とくの一の従妹・夏侯惇、呂布に一いつ騎き打うちを所望するっ！」

「夏侯淵も見参ですわよーっ！　ああっ、せめて劉備の妹になれていればー！　がっつりデートしてやっていればよかったですわ！　呂布と戦えば、丹たん田でんが開いていないわれらは瞬しゆん殺さつされますわね夏侯惇っ！」

「仕方ないっ！　うわっ、矢が目に……！　あ、危なかった！　鉄製の伊だ達て眼帯のおかげで、間かん一いつ髪ぱつガードに成功！　自分の目玉を食べずに済んだ！」

「あらまあ。ちゃんと正史通りに目に飛んでくるものですわねえ～！　行っきますわよ！」

「──呂布奉先、参る。て、手加減はしない……ち、父上に刃は向むかう武人は、し、少女であろうとも、こ、殺す……！」

　ダメよ逃げなさい夏侯惇、夏侯淵！　と曹操が関張飯店の窓から転がり落ちながら叫さけんでいた。俺と荀彧お姉さんが慌あわてて窓から飛び出し、丘を転がり落ちそうになっていた曹操の身体を抱だき留とめる。

　そして──来た！　来てくれた！

「関羽雲うん長ちよう、見参！　兄さんが的盧に乗って関張飯店へ出かけたのを見て、さては夜よ這ばい！　と邪じや魔まするために追いかけて参りましたっ！　呂布奉先、今こ宵よいこそ決着の時ですっ！」

「張飛も登場だよっ！　夏侯惇、夏侯淵！　バックアップをお願いっ！　呂布は、あたしたち姉妹がなんとかするからっ！」

「「おおおっ！　かたじけない、心得たり！」」

　雪ゆき乃の。那な波なみ。そうか、俺を追いかけて来たのか！　動機が不ふ穏おんだが、結果オーライだ！

　二人ふたりは青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうと蛇じや矛ぼうを唸うならせ、夏侯惇・夏侯淵の身体をまとめて貫つらぬこうと直進してきた方ほう天てん画が戟げきをぎりぎりで止めていた。

　雪乃と那波は丹田を解放している。宝貝パオペエを使いこなせる。

　一歩間ま違ちがえば即そく死し。胃が痛むが、それでも、かろうじて呂布と戦える唯ゆい一いつの戦力……！

　だ、だが、今夜の呂布は今までとは違う。文字通り「殺意」全開で方天画戟を操っている。虎牢関の時よりも、さらに強い！　しかも、全身から放たれる「闘気」が禍まが々まがしい……！　いったいどうしたんだ、呂布？　このままでは那波も雪乃も……！

「おおおおお。劉備義勇軍、お二人を追いかけて加勢に到とう着ちやく～！」

「関羽さまと張飛たんを死なせるな、野や郎ろうども～！」

「糜竺も参りましたっ！　兵の統率は苦手ですが、弓矢ならば心得がありますっ！　し、しかしなんという大軍勢だ、戦せん況きようは絶望的ではないか。くっ、私を捕とらえて辱はずかしめてやるという敵兵の男たちの浅ましい視線がつき刺さる……いっそ殺せ……！」

　来た！　糜竺は、弓矢は得意でも、軍団を率いるのは無理っぽいな。もう捕つかまることばかり考えている。というか最初から自分の身体を縛っているし!?

「……関羽、張飛。決着をつける……り、呂布奉先こそ、さ、最強の英傑なり……！」

「おう！　ったく、こんな時にほいほい夜這いをかけて……ああああたしの閨ねやに忍しのんでくればいいのにさあ。アニキのアホ～！」

「断じて兄さんのもとには辿たどり着かせませんっ！　青龍偃月刀、『闘気』全開っ！　出でよ青龍！　ここで呂布を倒します！」

　しかし、強い。今夜の呂布は強すぎる！　劉備軍と曹操軍が誇ほこるあの四人の猛もう将しようが総がかりでも、まったく怯ひるまないとは!?

　一騎き駆がけで丘を駆け登のぼっていた呂布が、雪乃と那波、そして夏侯惇と夏侯淵率いる曹操軍、さらには糜竺率いる義勇軍に足止めされている間に。

　董卓率いる近衛兵たちは、無人の野を行くが如く一気に丘を登り終えて、悠ゆう々ゆうと関張飯店を包囲しはじめていた。

「フハハハハ！　燃やせ！　関張飯店に火を放てい！　すでに日付は変わり、休戦日は終わった！　中立地帯の約定など知ったことか！　なにもかも燃やし尽つくせい！　生いけ捕どりにする必要などない！　劉備も曹操も灰にしてしまえっ！　関張飯店などに希望を抱いだいていた洛陽の愚ぐ民みんどもに知らしめてやるのだ。自分たちを滅めつ亡ぼうの運命から解き放つ救世主は、この余ただ一人だということをな！」

　董卓軍の連中は、洛陽の市街に貼はられていた関張飯店のポスターに火を付け、引きちぎって屋内へと投げ込んでくる。

　なすすべもない。関張飯店が、炎えん上じようする。

　呂布が店へ預けていった、ドワーフ玉置先生とシスマゲドン先生のサイン入りの一点物イラストも、炎ほのおに包まれて燃えていく……！

「やめてえええ！　その絵だけは、その絵だけは焼かないで、ですぅ！　うわああん！」

「真世界に永遠に残る傑けつ作さくをものしたいと願って、魂たましい込めて描えがいたのによう！　やめろ、やめろってんだよおおおお！　てめーなんて、大っ嫌きらいだ～！　畜ちく生しようめ～！」

「ここは任せて！　私が！　炎の中に名馬・絶ぜつ影えいごと突つっ込んで、なんとかするわ！」

「ダメだ、曹操！　それこそ賈詡の思う壺つぼだぞ！　お前まで炎に吞のみ込まれてしまう！　もう絵は燃えている、手て遅おくれなんだ！」

「だって！　イラストレーターにとって、絵は命よりもたいせつなのよ！　わかるでしょう劉備！　二人が、私のキャラクターに姿を与あたえてくれたのよ！　諦あきらめるだなんて！」

　絶影に乗った曹操が、炎上する店内へと突進した。炎に覆われた展示中のイラストの正面へ迫り、手を伸ばす。

　だが、俺は心を鬼にして、曹操が乗る絶影の尻しりを剣けんで刺し、曹操を強引に関張飯店から離り脱だつさせた。どうしても曹操を炎の中に突っ込ませられない理由が、あるのだ。

　馬上で、程昱と郭嘉、そして曹操が、泣きながら燃え盛る関張飯店を眺ながめている──。

　すでに、関張飯店に集合していた俺たちはそれぞれ馬に乗って脱出を開始していた。

　殺さつ到とうする董卓軍の盲もう点てんとも言える裏道を用いての逃とう走そう。

　荀彧お姉さんは、関張飯店・洛陽城門前店を建設する時にあらかじめ、この裏道を準備していたのだ。間一髪だった。目指すは孫堅の本ほん陣じんだ。だが、逃げ切れるかどうか。

「……絵は、絵です。あなたたちさえ生き延びられれば、また、描けます」

　傷を負いながら殿しんがりを務めている荀彧お姉さんが、感情を押し殺すかのような静かな声で、みんなを叱しつ咤たしていた。が、荀彧お姉さんの表情がわずかに歪ゆがんでいた。誰だれよりも悔くやしがっているのだ。俺はだんだん、この人の「感情」を読み取れるようになっているらしい。

　董卓はすぐに、俺たちが関張飯店から脱出したことを知った。

「フン！　ご大層な頽たい廃はい芸術を展示しておきながら、あっさり捨ておって……！　口先だけの売文屋どもめが！　追えっ！　全員殺せっ！」

　容よう赦しやなく董卓軍の怒ど濤とうの追つい撃げきが来る、はずだった。

　最さい後こう尾びを駆ける荀彧お姉さんは、間違いなく死ぬだろう。何人が生きて脱出できるか。

　だが──この時、戦況に変化が起きた。

「……あ、あ……関張飯店が……あ、あの絵が……ち、父上……なんということを……」

　曹操軍と義勇軍の戦力を一人で引き受けて阿あ修しゆ羅らのように暴れ続けていた呂布が、炎上する関張飯店を見て、その「闘気」を突とつ然ぜん失ったのだ。

「……う……う、う……！」

　俺を無事に落ち延びさせるまでは、と肩で息いきをしながら必死の形相で戦い続ける那波と雪乃に背を向けて、呂布は赤せき兎とを逆走させていた。

　丘おかの上の関張飯店から逃げるように、洛陽へと舞まい戻もどろうと。

　しかし、その洛陽市内からも、いっせいに炎の渦うずが噴ふきあがっていたのだった。

　董卓は、すでに王都・洛陽の至る所に火をかけていたのだ！

　奴やつは全軍で出しゆつ撃げきしていたのではなかった。主力部隊は関張飯店奇き襲しゆうのために自ら城外へ連れてきていたが、一部の部隊を洛陽の放火任務に振ふり分けていたのだ！　たとえ少数でも、町を焼き払はらう任務ならば簡単にこなせる。まして、住民はみんな眠ねむっている深夜だ！

　でも、なぜ？　俺と曹操を撃げき破はすれば、長安へ撤てつ退たいする必要はなくなるのでは？　そもそも、天子がいる宮きゆう廷ていまで燃えてしまうじゃないか！　董卓の意図はわからない。だが、とにかく洛陽は燃えていた！

　それが、現実……！




「……あ……あ、あ……うわああああああ……！」




　呂布の咆ほう哮こうが、燃える洛陽へと。

　きっと……彼女は……今、パリ市街に旅客機が落ちて炎上している光景を、思い起こしているのだろう。フラッシュバックせずにはいられない、痛ましい記き憶おくを。

　呂布が戦線から一時離脱した隙すきに、一時的に董卓軍の動きが止まった。戦場に混乱が生じた。夏侯惇・夏侯淵率いる曹操軍と、劉備義勇軍も、血路を開いて孫堅の陣じんへと敗走することができた。そして、俺たち関張飯店組もまた。




　…………。

　関張飯店からの脱出には成功したが、俺たちの心に歓よろこびはない。

　抱き合いながら泣いているうちに、程昱と郭嘉は意識を失って倒れてしまった。まだ体力の回復が十分ではなかったのだ。

「私は人材特化型軍師。同等の知力を持ちながら賈詡に及およばなかった私の責任です」と自分を責めている荀彧お姉さん。

　名馬絶影の背中の上で、「……私が関張飯店に入らなければ……私は、天下統一を賭かけた決戦の最中に……私情に流されて戦局を見誤った……董卓が言っていたとおりだった……英えい傑けつの、なり損ないだわ……」と唇くちびるを嚙かみしめている曹操。

　しかし、事態はこれで終わりではなかった。

　暗黒軍師・賈詡は、密書を巧たくみに用いて曹操を関張飯店へ釣つりだすと同時に、孫堅をも罠わなにかけていたのだ！

　孫堅自らが、孫そん策さくと孫そん権けんの二人の妹、そして黄こう蓋がいたち歴戦のオジキたちを引き連れて敗残の俺たちを出で迎むかえてくれた。

　だが、孫堅は青ざめた表情で、衝しよう撃げき的な事実を告げてきたのだった。その手には、小こ袋ぶくろが抱かれていた。

「すまない！　賈詡の罠に落ちた。私は、うかつにも『玉ぎよく璽じ』に指で触ふれてしまった。董卓軍が呂布まで用いて洛陽の陵りよう墓ぼを執しつ拗ように暴いていたのは、玉璽を探すためだったのだ。すでに指し紋もん認証され、今、この玉璽の所有権は私に。威い信しんが50上じよう昇しようしてしまった。威信カンストが近い。たとえ所有権を放ほう棄きしても、それだけでは玉璽から得た威信50はマイナスできない。なによりも──私の、死亡フラグが──立った」

　まさか、と曹操が声を失う。

「私に送られてきたお土産の中身は、玉璽だったのっ？　董卓は帝てい位いを窺うかがっていたはず。まさか必ひつ須すアイテムの玉璽を手放すだなんて？　やられた……！　私は最初から最後まで賈詡の思い通りに操られていたんだわ！　ごめんなさい、孫堅……！」

「いいのだ、曹操くん。私が油断していたのだ。直接触れなければ、所有権が移る危険はなかったのだから。しょ、少々、私は浮うかれていたらしい。洛陽を解放すれば劉備くんから返事をもらえる、と恋こい話ばなで頭がいっぱいになっていて」

「……私も同じよ……わ、私……賈詡の策が塡はまったら、あ、あなたと劉備が関張飯店で逢あい引きを。そう思うと知ち謀ぼうが曇くもって、感情が暴走して……二人を、邪魔しちゃって……鉄てつ壁ぺきだった守備陣形まで崩くずしてしまった……せめて荀彧に相談していれば……！」

　いや。いいんだ、曹操。怜香。正史英傑の曹操だって、最終決戦になるはずだった赤せき壁へきで将兵たちとともに酒を酌くみ交わす中で思わず感極まり、詩を詠よんでいるうちに勝機を逸いつした。大敗した。だが、だからって、赤壁で破れた曹操が「二流の英傑」だっただなんて、俺は思わない！　曹操は天下を統一できなかったが、「詩」を遺した！　元来「史書」を重んじてきた中ちゆう華か文明において「詩」が、「文学がく」が文化として認められたのは、正史英えい傑けつ曹操の功績なんだ！

「曹操、自分を責めるな。俺たちは人間なんだぜ、戦う機械じゃないんだ！　誰にだって感情はある！　まして、感受性が高いお前には、人の百倍もの情がある！　だからこそ、お前は曹操に封ほう神しんされたんだ！　俺は知ってるぜ！」

「そうです、曹操さま。あなたほど、曹操孟徳に相応ふさわしい人はおりません。あなたならば、踏ふみとどまれます。戦局を立て直せます」

「そうだ、荀彧どの。われわれはまだ負けてはいない。見てのとおり、洛陽が燃えている……だが洛陽市内には、ほとんど兵力は残っていない。関張飯店方面に主力が殺到している今、洛陽に残っているのは火付け部隊だけだろう。私はこれより孫ファミリーを率いて、城門を突とつ破ぱし、洛陽市内へと突とつ入にゆうする！　宮廷に捕とらわれている天子を奪回し、かつ洛陽の鎮ちん火か活動にあたる。私は未経験だが、孫ファミリーのオジキたちは神こう戸べの震しん災さいの際にも大活かつ躍やくした。火事を消すのはお手の物だし、洛陽消火のプランはすでに立案訓練済みだ！」

　孫ファミリー最長老の一人。迫はく力りよく満点の黄蓋のオジキが、

「しかし姐あねさん。洛陽は炎上しておりやす。そして姐さんのもとに、今、死の玉璽が！　ワシらは『三国志』にとんと疎うといですが、噂うわさによればここで洛陽一番乗りを果たしたら、姐さんのお命が……！」

　と、孫堅を諫かん止ししようとした。凄すさまじい殺気と圧力。顔どころか全身が傷だらけ。数々の修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたほんものの元ヤ●ザのおやっさんだ。

　しかし、孫堅の決意は不変だった。虎とらのような視線で黄蓋を睨にらみつけると、

「孫ファミリーは、もともと神戸の治安を守るために任にん俠きよう道を貫つらぬいてきた。江え戸ど時代以来の地元の任俠一家が、開国された神戸に渡わたってきたが西洋商人に押されてうらぶれ、港こう湾わんマフィアに身を落としかけていた孫一族の初代を、婿むことして迎むかえてくれた。これが神戸における孫ファミリーの発はつ祥しようではないか。それ故に、初代は国際湾わん岸がん都市・神戸の市民を守ろう、神戸の人々への恩に対して恩で報いよう、という志のもとに『神戸猛もう虎こ組』を継いだのではないか。今、われらを召しよう喚かんしてくれた真世界の王都洛陽百万の民が、炎に包まれ故郷を奪うばわれようとしている。ここで尻しり込ごみして、なんの俠か！」

　と、きっぱり言い切っていた。

　孫策が「そうだよ！　ボクたち港湾ヤ●ザ……じゃなかった、任俠に国境なしだよね！」と拳こぶしを突き上げ、孫権が「うう。今ではシチリアマフィアの血統も入って、ほんとに無国こく籍せき軍団になったよね。もはや後期倭わ寇こうだよね」と涙なみだ目めでうなずいている。

「われらはその志を守るために、親分さんと手を切ってカタギに戻るべく盃さかずきも返し、抗こう争そうもした。父も死んだ……今ここで、その孫ファミリーを継ついだ私が、洛陽に住まう天子と百万人の民を見捨てるわけにはいかない。私たちは異世界から来た旅人だが、真世界もまた、われらの新たな故郷なのだから。私は、行く。止めだてすれば、斬きる」

　黄蓋は「……姐さん。わかりやした、姐さんの尊いご決意に従いやす！　ワシらの町を、洛陽を、救いましょう！」と男泣きに泣きながら、その場にひれ伏ふしていた。他のオジキたちも、いっせいに「姐さん、死ぬ時はともに！」と孫堅の決意を受けて抜ばつ刀とうしていた。

　もう、誰にも止められないのか。

　そうか。董卓が兵を割いてまで洛陽に火を放ったのは、今夜の奇襲に失敗したら洛陽をことごとく焼いて長安へ撤退するためでもあったが、もうひとつ理由があったのだ。

　賈詡の策だ！　孫堅に、なにがなんでも「洛陽一番乗り」を果たさせるためだ！

　孫堅ならば、死亡フラグという「運命」に立ち向かってでも、洛陽を業火から救おうと突入する。だからこそ敢あえて炎えん上じようさせたのだ。しかも、天子がいる宮廷まで巻き込んで。

　一夜のうちに曹操と孫堅をともに討ち取る。それが賈詡の策の全ぜん貌ぼうだったのか！

　ならば、洛陽市内にも、孫堅を葬ほうむるためのなんらかの罠が仕し掛かけられている！

　だが！　洛陽に火を放つことまでは想定できなかったが、孫堅の「運命」イベント絡がらみの罠の可能性は、俺もすでに想定済みだ！

「孫堅。行くなとは言わない。言っても無む駄だだろう。もはやお前に求きゆう婚こんされたまま放置している場合ではなくなったようだな、フハハハハ！　この劉備玄徳の返事を伝えよう！　関羽と張飛が到とう着ちやくする前に！」

「……りゅ、劉備くん？　関羽くんと張飛くんが到着する前に返事を？　と、言うことは……？　そ、そ、その……あのっ」

「むむむ。ここで私がまたムクムクしたらすべてはご破算……ど、どうするのよ劉備。み、見守っていてあげるから、なんとかなさい！」

　フハハハハ！　曹操がむむむと焦あせる顔はいつも見ているが、孫堅の恥はじらう「乙おと女め顔」は貴重だな！

　俺は、孫堅のもとにそっと歩み寄って、彼女の頭後方のステータスウィンドウを静かに開いていた。そして──。

「目を閉じろ孫堅。お前の求婚、今、受け入れた。だが関羽と張飛に今バレると面めん倒どうだから、当面はシークレット妻で頼たのむ」

「……ほ、ほんとうに？　劉備くん？」

　曹操が「まさか」と絶句しているが、えーい雪乃と那波が来る前に絆きずなを登録しておかねば事態が紛ふん糾きゆうする。孫堅の目を左手で塞ふさいで、俺さまは孫堅のステータスウィンドウに浮かびあがった「絆コマンド」アイコンに、自分の右手の指先でタッチしていた。

　登録、完かん了りよう。

　デートを重ねる必要もなく、あっさりと成功した。やはり孫堅の俺への好感度はほんものだったのだ。

「もう目を開いていいぞ、孫堅。これで俺たちは夫婦だ。ともに、洛陽に行こう。一人では越こえられないかもしれない。二人で協力して、『運命』を乗り越えよう！」

「……あ、あ……劉備くん……あ、ありがとう……まさか、ＯＫしてくれるなんて……」

「正史英傑・劉備玄徳だって、孫ファミリーに婿むこ入いりするのだ。時期と相手が少々変わっただけだ、フハハハハハ！　さあ、行くぞ洛陽へ！」

　突とつ然ぜんの俺さまの結けつ婚こんに絶句している曹操が酸欠になって「ぐらり」と倒たおれかけるところを、荀彧お姉さんが慌あわてて抱だき留とめた。

　孫策たち孫ファミリーは「おおおおおおお！」「姐さん、おめでとうございやす！」「野球にたとえれば、タイガース優勝日本一じゃい！　三十三年ぶり二度目じゃい！」「って、もう三十三年も優勝しとらへんのか！　ち～ん！」「劉備どのおおお！　浮うわ気きしたら簀す巻まきにして黄こう河がに放り投げるで、覚かく悟ごせえやワレええええ！」「カーネルサンダースの呪のろいを忘れるな、ワレえええええ！」と怪かい気き炎えんをあげている。しまいには、「六ろつ甲こう颪おろし」を合唱しはじめる始末。いやあ、陣じん中ちゆうに道どう頓とん堀ぼり川がわがなくてほんとうによかった。

　そんな祝福の雄お叫たけびの中、孫堅は、俺の胸に頭をそっと載のせていた。

　荀彧お姉さんに、俺は告げていた。

「曹操はかろうじて夜や襲しゆうで討たれる危機を免まぬかれた。今、死亡フラグが立っているのは孫堅だ。曹操を頼む──董卓は、主力軍を率いてなお洛陽郊こう外がいで激げき闘とうを続けている。混乱している呂布も、いずれ戦線に復帰するだろう。武官としては、関羽・張飛・夏侯惇たちがいるが、この深夜の野戦を指揮できる者は曹操しかいない。お願いしていいだろうか？」

「……わかりました。洛陽炎えん上じようの運命を覆くつがえすためには、曹操さま・孫堅・劉備、三者のいずれも欠かせません。曹操さまの補ほ佐さは、われらにお任せください」

　ようやく荀彧の腕うでの中で「ふはっ」と息を吹ふき返した曹操が、

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ劉備、孫堅！　私も洛陽に突入して宮きゆう廷ていに捕らわれている天子を奪だつ回かいするわ！　三英えい傑けつ揃そろい踏ぶみで洛陽に突入すれば、孫堅の死亡率だって下がるはずよ！　前回の宮廷入りで七星宝刀の計に塡まった借りを返さなきゃいけないしね！　いいこと？　曹操孟徳は敗れても敗れてもなお立ち上がるのよー！」

　と洛陽入りを主張してきた。だが、主力決戦はあくまでも郊外で展開している野戦なのだ。しかも洛陽へ入れば、十中八九、賈詡の「罠」が待ち構えている。曹操が孫堅の「身代わり」として殺される危険は高い。荀彧お姉さん、雪乃、那波、夏侯惇たち曹操の四従妹が揃そろっている野戦の指揮を委ねるほうが、ぐっと曹操の生存率が上昇する。孫堅が洛陽へ入る以上、曹操以上に有能な野戦指揮官はいないしな。

　それに……なによりも。今、曹操が……怜香が討ち死にしてしまったら……。

「すまない、曹操。事情があって、どうしてもお前を連れて行くわけにはいかないのだ！　理由は、いずれ説明する！　関羽と張飛を頼むぞ！　董卓の猛もう攻こうを防ぎ止めてくれ！」

「事情ってなによっ？　死亡フラグが立っちゃった孫堅を今の洛陽へ連れて行くほうがよっぽど無茶でしょっ！　洛陽入りすれば、孫堅はもう『死の運命』イベント成就まであと半歩しかない！　結婚したのなら、新妻を守りなさいよ劉備っ！　なんだったら、私を洛陽に。孫堅を野戦の指揮官に……あんたは私を選ばなかった、孫堅を選んだんでしょっ！　だ、だから、わ、私が、孫堅の代わりに、し、し……」

　曹操はすっかり涙目で、俺の耳元に唇くちびるを寄せてきた。まるで捨て猫ねこのように傷ついている。いきなり俺が孫堅と結婚して、しかも曹操を置いていって二人で洛陽へ突入すると言いだしたから、動どう揺ようしているんだろう。見ていられない。だが、今は説明できないんだ。

「……ねえ、秀しゆう一いち。孫堅を死地へ連れて行くのはよくて、私はダメなの？　あ、あんたの妹なのに？　孫堅を……選んだの？　妹はすべてに優先するんじゃなかったの？　もう……あんたの心の中には……孫堅が、妹以上の存在として」

「そうじゃない。俺たち三人全員が生き延びるための、そして真世界を救うための選せん択たくだ。耐たえてくれ怜香。どうか、俺を信じてくれ」

　うん、わかった、と曹操は涙をこらえながらうなずいてくれた。

　すまない。

　だが、これはほんとうなんだ。

　妹は、すべてに優先する。

　お前から伝えられたこの言葉、この信念は、俺の中では不変なのだ曹操。

　この信念がなければ、俺は真世界のどこかでとっくに心が折れていた。俺には英えい雄ゆうの胆たん力りよくなどはない。無む双そうの武力もない。知ち謀ぼうもない。だが、これからはじまる「運命」との戦いを、俺は必ず乗り越えてみせる。お前から授けられた言葉を、俺の「盾たて」にして！

「……死なないでね……孫堅と一いつ緒しよに、必ず帰ってきて。お願い」

　ああ。

　必ず突破してみせる。この「運命」を──！

「劉備。これは味方にも秘密の禁じ手としておりましたが、あなたと孫堅を安全に洛陽宮きゆう廷ていまで届ける方法があります。用いますか？」

　荀彧お姉さんが、ここでついに切り札を切ってきた。

　そのような方法が？

　賈詡にも俺たちにも隠かくし通してきた、最後の「奥の手」が？

　ほんとうに、あるのか？

「はい。ただし、あなたと孫堅の『二人』だけです。また、故あってすぐには使用できません。あと一刻ほど、時間が必要です」

　それは……俺たちは宮廷へ入って天子を奪回するだけではなく、洛陽市街地の消火活動も行わねばならない。二人しか送り込めないのでは、数が足りないし、なによりも今の俺たちに「待ち時間」はもうない。

「劉備くん。待機していたら手て遅おくれになってしまう！　今夜の洛陽は風が強く、空気が乾かん燥そうしている。想定以上に炎ほのおが回る速度が速い！　われら孫ファミリーはただちに洛陽へ入城するしかない！　どうする？　きみは荀彧の策を用いて後から合流するか？」

「いや、それはまずい。俺はどうしてもお前と一緒に行かねばならない！　行こう孫堅！　荀彧お姉さん、曹操を頼む！　関羽と張飛のことも、どうか……俺の妹たちを、荀彧お姉さんに託たくすっ！」

　託されます。どうかご武運を、と荀彧お姉さんが俺に一礼してくれた。

　そして、孫堅が玉璽入りの小こ袋ぶくろを、曹操の手許へと、ぽん、と放り投げる。ストライクだ。なかなかいいコントロールの持ち主だった。

「曹操くんに玉璽を預けておく。私が生せい還かんしなかったら、盟主の袁えん紹しようへ渡してほしい。決して袋ふくろから出してはいけないぞ。直接指で触ふれると、所有権が移ってしまい、きみの威い信しんまで上じよう昇しようしてしまうから。再ツアイ見チエン！」

「再見！　預かったわ！　でも孫堅、ちゃんと生還しなさいよ。劉備がバツイチになっちゃうでしょ？　まだ初夜も迎えていないのに。新しん婚こん早々、悲ひ惨さんでしょ？　り、り、劉備と結婚したがる物好きな女の子なんて、二度と現れないんだから！」

「……きみがいるではないか。ふふっ。だから不思議と、後こう悔かいはないな。私が『運命』に敗れて倒れたら……劉備くんを、よろしく頼む。彼は、いい男だ。曹操くん」

「な、な、なんで私がっ？　そもそも私は、こいつの、シークレット……ええと……ちょっと、待ちなさいってばー！」

　孫堅が「洛陽へ！」と拳こぶしを突つき上げると同時に、孫堅を乗せた珍ちん太た郎ろう、いや晋しん太た郎ろうが「がるるるる」と獣じゆう王おうの咆ほう哮こう。晋太郎に呼応した孫ファミリーのオジキたちが「うおおおおおお！」「六甲颪に颯さつ爽そうと～！」「蒼そう天てん駆かける日輪のおお～！」と口々に熱ねつ狂きよう的な宗教的フレーズを叫さけびながら、洛陽の城門めがけて駆かけだしていた。

「小覇は王おう・孫策も参戦だーっ！　戦せん闘とう中は猛虎弁解禁やで～！　みんな～、いてまえ～！　勲くん功こう一等には、５５１の蓬ほう萊らい一年分や～！」

「そ、孫堅も頑がん張ばるよ、お姉ちゃんたち。そして、劉備お兄ちゃん！　ようこそ神戸猛虎組へ！　孫ファミリーに婿むこ養よう子しが来たよ、やったね♪」

「え？　婿養子？　ま、まあいい。行くぞっ！」




　董卓は、主力部隊をすべて野戦に投入し、残る部隊は洛陽市街の各地に散開させて火を付ける作業に従事させている。洛陽城門は手て薄うすだ。ほとんど無防備！

　野戦は、曹操に任せておけばなんとか持ちこたえられるはずだ。雪乃と那波に加え、曹操の四従妹が勢せい揃ぞろいしている。とりわけ雪乃と那波は、関羽・張飛として丹田を開き、宝貝パオペエを使いこなせるレベルに到とう達たつしている。董卓と呂布の猛攻を、支えきれる。

　今、俺と孫堅がなすべきは、洛陽の鎮ちん火か！　そして、天子の保護だ！

「城門を突とつ破ぱ！　市内に突とつ入にゆうした！　伯はく符ふ、仲ちゆう謀ぼう、黄蓋たちオジキ軍団は、小隊に分散！　市内各地で放火を行っている董卓軍工作部隊を撃げき破はし、すみやかに鎮火活動に！　敵兵力は少ない！　諸君ならば、各個撃破できる！」

　孫堅が、矢や継つぎ早に構成員たちに指示を飛ばす。

「私は劉備くんとともに宮廷へ突入し、天子を奪回。連合軍のもとに保護し、董卓の帝てい位い簒さん奪だつを阻そ止しする！」

「姐あねさん、ご無事で！」

「ただし！　荀彧さんから聞きやしたが、天子さまを『抱っこ』すると、天子さまの『所有権』が移って威い信しん大おお幅はばアップのペナルティですぜ、姐さん！」

「董卓は、天子さまを担いだ時点で威信が30アップしたそうだ！」

「姐さんの威信は、玉璽でもう50アップしちまってる。カンストが迫せまっていやすぜ。天子さまを抱っこする係は、婿むこどのの劉備に任せなせえ！」

「わかっとんな劉備？　おどれ、しのごの吐ぬかしたら道頓堀川に放り込んだるで～！」

　わかってる。わかってるから、みんな、ほら、行け！　洛陽炎上を防ぎ止めろ！

　し、しかし、孫策と孫権を除けば、構成員のオジキどもは全員清々しいまでの悪人面だな……「アウトレンジ」かよ。こっちが洛陽を燃やして回っているヒャッハー世紀末部隊だと住民たちに誤解されかねん。

　かくして。

　宮廷を目指して駆ける「天子奪回組」は、行軍中に、ごく少数になった。

　俺と孫堅が、的盧と晋太郎に乗って先頭を駆ける。

「がるっ、がるるるるっ！」

「おおおおいらは馬肉ソーセージじゃねえぜえ、食うなよ食うなよ～？　ブルルルルっ！」

「こらっ！　的盧くんの頭をかじってはいけないぞ、晋太郎！　昂たかぶるな！　すまない劉備くん。晋太郎は気が小さいので、戦場に出るとイップス気味になるのだ」

「だが速い！　的盧と匹ひつ敵てきする速度だ、これならすぐに宮廷へ到とう着ちやくする！」

　その背後に「なにを言われようが」「姐さんから離はなれやせんぜ！」「姐さんに死なれちゃあ先代に顔向けできねえ、鉄てつ砲ぽう玉だまでも盾でもなんでもやりまさあ！」と強引に付いてきた、数名の構成員。

　ところが──。

　この洛陽突とつ入にゆう作戦は、時間との闘たたかいとなっている。市内に分散している董卓軍の守備兵が宮廷に集結してしまえば、詰つみだ。「洛陽炎上」イベントに備えて洛陽の地理を詳しよう細さいに暗記していた孫堅は、迷わず宮廷への最短ルートを選択した。まっすぐな大街道経由ではなく、迂う回かいしてショートカットする小道を突き進すすんだ。

　気づけば、俺と孫堅の二人だけが、突とつ出しゆつしたかたちになっていた。

　構成員たちは、迷路のような曲がりくねった小道の最中、乗っている馬（と虎とら）の速度差もあって後れを取ったのだ。的盧と晋太郎は、なにしろ脚あしが速い。

　宮廷まで、あとわずか。

　この鬱うつ蒼そうとした森──あるいは広大な宮廷の敷しき地ち内に設けられた緑の大庭園か──を抜ければ、そこはもう天子がおわす洛陽宮廷。

「まもなくだ、劉備くん！　宮廷まであとわずか！　晋太郎と的盧の脚のおかげだな！」

「ああ。だがいつもの薄うす着ぎでいいのか、孫堅？　死亡フラグが立っているのに。なぜ、戦場で甲かつ冑ちゆうを着込まないんだ？」

「ははは。私は拳けん法ぽう使いだからな。身体を軽くしておかなければ、戦闘力も防ぼう御ぎよ力もむしろ低下してしまうのだ。それに、神戸猛虎組の姐さんを襲しゆう名めいしたとはいえ、せめて服装だけでもお嬢じようさまらしくしていたくてな……と、とりわけ、旦だん那なさまの前では……」

「……そ、そうか」

「……父は、幼かった私にいつも呉ご服ふくをはじめとする和服を着せていてな。神戸猛虎組はもうカタギになるのだから、お前は『組長』ではなく『深窓の令れい嬢じよう』になるのだぞ、と私にお茶やお花、礼れい儀ぎ作法などをたっぷりと教えてくれた。今着ている服は、この真世界に合うようにアレンジを施ほどこした衣装だが、やはり身につけている服が着物っぽくないと落ち着かないらしい。ちなみに下着はつけてないぞ、基本的に和服だからな。ふふっ」

「……はっ……ははは、はいていないっ？」

「ははっ。そう慌あわてるな劉備くん。洛陽解放を成し遂とげれば、そのまま祝言、そして初夜だ──宮きゆう廷ていには、洛陽の支配権アイテム・印いん綬じゆも保管されている。印いん綬じゆもゲットしたいな。それで、王都洛陽の支配権も董卓から奪うばえる」

「董卓が印綬を持ち出している可能性は？」

「印綬は政庁から持ち出し禁止という絶対のルールがある。それはない」

「そうか！　ならば天子と印綬を総取りできるな！　形勢逆転だ！」

「しかし劉備くん、不思議だな……恋こいというものは、もっと時間をかけて一人の殿との方がたを好きになっていくものだとばかり思っていたが……『死』が迫っているから、なのかな。人間は、死を前にすると、急に生せい殖しよく本能に目覚めて『子』を遺そうとするらしい。だが、私の場合は、それだけではないな──」

「……そ、孫堅？」

　こんな死地で恋に心を囚とらわれるのはまずい、それは危険なことだ、とは頭ではわかっている。わかっているが、危険が迫れば迫るほど、感じざるをえない。孫堅は、なぜ会って間もない俺なんかに惹ひかれたのだろうと。

「『悔くい』を残したくなかったのかもしれないな、私は。一家全員で足あし抜ぬけしてカタギになるために、切った張ったの出入りに明け暮れた少女時代を過ごしてきたから──ただ一日だけでも、恋する乙おと女めとして生きてみたかったのかな。幸いにも、きみに出会うことができた。妹を護るためならばどれほどの勇気も胆力も発揮できる、理想の殿方に」

　いや、孫堅。順番が逆だぞ。お前が俺に教えてくれたんだ。妹たちを籠かごに入れて成長させないことが「護る」ということではないのだ、と。妹たちを戦場へ送り出す勇気もまた、必要なのだと。俺は一度、道を誤って那波と雪乃を虎牢関で死なせてしまった。

　ああ。「北ほく斗と五ご丈じよう」の存在を明かせないから、伝えられないのがもどかしい……！

「劉備くん。そんな顔をするな。きみは虎牢関でも、そんな哀かなしげで辛つらそうな表情を……こ、困ったな。私は、きみのその表情を、好きになってしまったらしい。妹を憂うれい想いなにごとかに耐たえている、きみの横顔に。重ねてどうか、妹たちを──伯符と仲謀を頼たのむ。知ってのとおり、伯符もまた早世する運命にある。本人には知らせていないが……あの子はちょっとばかり熱狂的な阪はん神しんファンすぎて、カープ女子の妹を困らせているが、根は良い子なのだ。きみならば、二人の良き兄に、そして父親代わりに──」

　やめろ。孫堅。

　今まさに死んでいく者のような微び笑しようを浮うかべないでくれ。

　俺たちは今、森を抜けようとしている。出口が見えていた。手を伸のばせば、そこに天子がいる！　無防備な宮廷が、そこにある！

　的盧！　孫堅を先頭に立たせてはダメだ！　全力を出せ！

　俺が、一歩先に！

「ブルルルッ！」

　だが。

「がるるるるるっ！」

　孫堅を乗せた晋太郎もまた、的盧に抜かれまいと、加速した。

　あるいは、孫堅の意志だったのだろう。俺に先頭を走らせるな、と……。

「劉備くん。伯符の話をしていて、思いだした。阪はん神しんタイガースが日本一に輝かがやいた年のシーズン中に、当時の球団社長が乗っていた旅客機が墜つい落らくして、社長は亡くなったそうだ。それでナインが一丸となって、奇き跡せきの日本一を手にしたのだという。二リーグ分ぶん裂れつ後に阪神が日本一に輝いたのは、後にも先にもあのいちどきりだったという。あるいは、『等価交こう換かん』だったのだろうか。避さけられない『運命』だったのかな……」

「旅客機？」

　旅客機が、墜落？

　なぜ今ここで、突とつ然ぜんそんな話を？　孫堅？

「すまない。ふと、思い浮かんだのだ。孫ファミリーは阪神と縁えんが深い。伝統を誇ほこる私設応おう援えん団でもあったし、歴史をともに歩んできたと言っていい。孫堅から伯符へ、さらには仲謀へと託たくされていった孫呉三代の『運命』に、なにか被かぶっているような気がして──」

　そうだ。曹操の両親が乗っていた旅客機は、爆ばく弾だんテロで墜落した。その旅客機には呂布とその家族も搭とう乗じようしていた……まさか、孫堅が唐とう突とつに旅客機墜落の話を口にしたのは。

　まさか……!?

　まさか!?

　孫堅の「運命」が今まさに成就しようとしている前まえ触ぶれ──なのではないか？

　ぞくっ。

　俺の全身が、総毛立っていた。

「的盧おおおおおおっ！　孫堅を、抜けえええええっ！」

「ブルルルルッ！　相棒、やべーぜ！　こいつは……罠わなに塡はまったらしいぜええええ！」

　あ、ああ。

　森の出口に、木々の枝の上に、潜ひそんでいたのだ。

　暗黒軍師。漆しつ黒こくの軍師服を着込んでいる賈詡が率いる、暗殺部隊。

　おかしい。なぜだ。なぜ、探知できなかった？　孫堅ともあろうものが？　俺との結けつ婚こんに浮かれていたためか？　違ちがう！　孫堅は恋する乙女として舞まいあがりながらも、なお冷静さを保っていた！　命を懸かけた修しゆ羅ら場ばには慣れている……！

　賈詡が率いる暗殺部隊の中に、見知らぬ封ほう神しん英えい傑けつがいた！　男だ！

「移動式召しよう喚かん台より召喚されし、封神英傑・黄こう祖そ、見参だぜ。董卓軍に雇やとわれちまったのは不本意だが、ま、これも運命だ。なにしろ『孫堅殺し』スキル持ちという一芸だけのポンコツ英えい傑けつだからよ、俺さまはよう。死ぬまでこの真世界で孫一家に追い回される羽目になるが、今こ宵よい董卓に殺されるよりは長生きできらあ。孫堅の死はもう確定した！　まずは劉備坊ぼつちゃんから殺やるぜ！　あばよ、新しん郎ろうさま！　新しん婚こん旅行の行き先は、あいにく地じ獄ごくだ！　新婦もすぐに連れて行ってやるからな！」





「英傑名：黄祖　統率73　武力72　知力45　政治68　固有スキル・猛虎射殺」






　そんな。

　まさか。

　そうか。移動式召喚台を運んで泰たい山ざんへ戻もどろうとしていた許きよ劭しようは、賈詡に捕らわれていたのか！　しかも引き当てたのか、正史で孫堅と戦い射殺した黄祖を？

　洛陽一番乗りのあと、正史の孫堅は、荊けい州しゆうで黄祖の家臣に射殺される「運命」だった。

　その黄祖を、よりによって賈詡が洛陽に召喚したというのか？

「孫堅死亡」イベントの発生条件のうちのふたつ。洛陽一番乗りという「天」要素と、黄祖による射しや撃げきという「人」の要素が、揃そろってしまったというのか？

　そんな馬ば鹿かな。そんな偶ぐう然ぜんがあるか？　あの試作品の召喚台は俺が酷こく使ししたから、もうガタが来ていた。数回ほど回した時点で壊こわれたはずだ。

　いや、もうこれは偶然じゃない。

　これが、孫堅の「運命」なのか？

　闇やみの中。

　黄祖の号令と同時に、無数の矢が、まもなく「俺」めがけて飛んでくる。

　すでに孫堅死亡イベントは、「発生」した！　孫堅の死はもう、回かい避ひできない！

　だから、黄祖は先に俺を射殺しようと！

　右も左も木々に覆おおわれている小道だ。避けられない。

　せめて、孫堅から可能な限り遠ざからねば！

　俺はとっさに的盧の背中から飛び降りて、地に転がり、矢から逃のがれようとした。

　が、ダメだ！　孫堅から遠ざかるために俺が飛び降りることまで、読まれていた！

　着地したと同時に、俺めがけて雨のように矢が降り注いできた！

「……劉備くん。だいじょうぶだ。私が、きみを護る。行け、宮廷へ……」

　孫堅が晋太郎の背中から鳳ほう凰おうのようにふわりと飛んで、そして、俺を抱だきすくめて──。

　ドスッ！

　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！　ドスッ！

　その背中に、数え切れないほどの矢が、容よう赦しやなく突つき刺ささって──。

　ああ。

　ああ。

　ああああ……！

　すべて、読まれていた。

　孫堅が俺を庇かばって矢をすべて自分の背中で受けることまで、賈詡には読まれていた！

「孫堅文ぶん台だい、討ち取ったりいいい！　俺さまの首も、これで繫つながったぜ！　へへっ！　お代は高くつきますぜ、賈詡さん？」

「……黄祖を引き当てた時点で、孫堅暗殺の成功確率は七割から十割に上じよう昇しようしていた。洛陽が董卓さまに破は壊かいし尽つくされる『運命』は、覆ったわ。洛陽に突とつ入にゆうした孫堅軍はこれで瓦が解かい。戦はわれらの勝利。董卓軍は今宵、洛陽を放ほう棄きせずともよくなった。洛陽百万の民の命のために、悪いけれど犠ぎ牲せいになってもらったわ、孫堅。曹操と孫堅を撃うつ二段構え、暗黒の策は一勝一敗、我の判定勝ちよ。せめて新婚初夜くらいは、迎むかえさせてあげたかったけれど……あなたの命と等価交換で、洛陽の破壊は中止してあげる。ごめんなさいねぇ」

　そんな。

　孫堅……孫堅？

　ダメだ。ダメだダメだダメだ。

　俺は。俺は、また護れなかった……！

　ついに、「運命」に、追いつかれた……！

「……そうか。洛陽は……守られた、のだな……ふふ……きみと……たった半刻でも、夫婦になれて……私は……幸せだったぞ……劉備くん」

「死ぬな。孫堅！　舞まい子こ！　死なないでくれ……！」

「……ああ。はじめて私の真名を、呼んでくれた。その顔だ……私にも、向けてくれるのか……優しいな、きみは……だから私は……秀一くん。きみを……好きになった……んやな……どうか……生き……て、な……」

　最期は、笑顔だった。

　孫堅は、俺に抱きしめられながら、あっけなく息絶えていた。

　さっきまで。

　たった今まで、あんなに幸せそうだったのに。

　ほんとうに、死んだのか？

　人間って、こんなに簡単に、死ぬのか？

　他に道はなかったのか。孫堅を死なせずに無事に宮きゆう廷ていへ到とう達たつさせるルートはなかったのか。賈詡の策を超こえることは、軍師としての能力が足りない俺にははじめから無理だったのか。孔明がいなければ不可能だったのか。

　怒いかり。この怒りは、洛陽炎えん上じようイベントを阻そ止しするために孫堅を犠牲にした賈詡への怒りでもなければ、いきなり真世界に召喚されて暗殺仕事を押しつけられた黄祖への怒りでもない。そうだ。俺自身への怒りだ。まただ。俺はまた、同じことをしている。また、護れなかった。孫堅を……とうとう、孫堅までを……死なせてしまった……！

　なにが、「妹はすべてに優先する」、だ！

　孫堅。すまない。詫わびようがない。俺は……俺は、お前を……。

「俺は……俺は……俺はあああああああああ！」

　うわ……。

　ああ、ああああああ。

　うわああああああああああああああああああああああああああああ……！
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「ちょ。劉備の様子が、おかしいわよ？　なにやってんのよ、逃にげなさいよぉ！　乙おと女め孫堅の純愛に免めんじて、見み逃のがしてあげるから！　なに。どうしたの。心が壊れちゃったのぉ？」

「賈詡さんよう。逃げねーんならこの場でさくっと殺やっちまおうぜ？　生かしておいたら、こいつは一生俺さまを仇かたきとして付つけ狙ねらうからよ。へっへ。こんどはほんとうにさようならだ、劉備坊ちゃん。新妻とあの世で初夜を迎えな──！」




　黄祖が「一いつ斉せい射しや撃げき！」と声をあげていた。自分を「新妻の仇」として認定した俺を射殺すべく、「待ちなさいよぉ！」と慌あわてる賈詡の命令を無視して俺の背後へ暗殺部隊を移動させ、俺の背中めがけて無数の矢を撃たせていた。

　あとわずか。

　俺の身体に大量の矢がいっせいに突き刺さるまであと一秒を切った、その刹せつ那なに。




　ドォォォォ────────ン！




　真世界の時間が、停止していた。







「北斗五丈」が、発動したのだ。







　世界が、反転する。

　すべての事象がいったん「完全静止」し、そして、堰せきを切ったかのような超ちようスピードで「巻き戻されていく」。

　そう。

　俺は、自分が賈詡の策に敗れることを、あらかじめ想定していた。俺は、洛陽入りによって起こりうるであろう孫堅の「運命」を──「死亡」イベントを回避するために、奔ほん走そうしてきた。だが、それでもなお「うまくいなかった場合」をも、「想定」していた。

　万が一、孫堅の「運命」が成就して彼女が殺されてしまった場合を「想定」して。

　保険を、かけておいた。

　俺自身の、「妹はすべてに優先する」「北斗五丈の力は二度と使わない」という信念を曲げてまで、「北斗五丈」を発動させざるを得なくなった時の俺自身の良心の呵か責しやくと精神にかかる負荷をも覚かく悟ごして、この最悪の事態を「想定」した。

　孫堅の「命」が、かかっていたのだ。

「想定外」など、絶対に許されるはずがない。

　後こう悔かいだの反省だので、済まされるはずがない。

　信念もポリシーも俺自身の精神が受けるダメージも、孫堅の「命」には替かえられない。

　すまない。孫堅。

　俺は、実はお前を「嫁よめ」枠わくに登録したのではなかった。

「妹」枠に登録したのだ。

　だから、お前の目を指で隠かくして「シークレット嫁」にするという「お芝しば居い」をしたのだ。

　結けつ婚こんはしない、お前を「妹」枠に登録する、とお前を説得している時間もなければ、説得できる理り屈くつも持てなかったから。「北斗五丈」は機密事じ項こう。漏もれれば、真世界の因果律が崩ほう壊かいしてしまう。だから俺は、お前を騙だますしか、なかった……。

　真しん摯しに俺を想ってくれているお前を騙していると思うと、偽いつわりの結けつ婚こん承しよう諾だくの芝居をしていると思うと、俺の心は切られるような痛みに襲おそわれた。

　だが、それでも、こうしなければならなかったのだ。

　なぜならば、孫堅を「嫁」枠に登録しても、「北斗五丈」の発動条件にはできない。

「妹」枠に登録しておけば、万が一孫堅の「運命」が成就したその時、「北斗五丈」を発動させて時間を巻き戻し、「孫堅が死んだ時間軸じく」を吹ふき飛ばすことができる──！

　関張飯店に孫堅ではなく曹操が来ていることを予想して、敢あえて曹操のもとに向かったのも、日々の戦場での指揮に疲つかれて眠ねむり込んでいた曹操の手首を縛しばってステータスウィンドウを無断で開き操作したのも、三人目の妹・曹操を一時的に「妹」枠から外して、孫堅を「妹」に登録しておくためだった──。

　そう。あの関張飯店の閨ねやで曹操から俺が奪うばったたいせつなものとは、「妹」枠。義兄妹の絆きずなだったのだ。いずれは曹操に返すつもりだった。が、孫堅の「運命」に対する保険として、今は「妹」枠を借りねばならなかった。

　那波と雪乃を外せなかったのは、宝貝パオペエを使える連合軍ただ二人の封神英傑として董卓と、そしてあの呂布と直接対決しなければならないからだ。

　だから今、「北斗五丈」の加護を失った曹操の「命」は危機に晒さらされている。

　しかし、那波。雪乃。夏侯惇たち。荀彧お姉さん。みんながきっと、総大将として野戦を指揮している曹操を守り抜ぬいてくれる。対する孫堅は、洛陽入りした瞬しゆん間かんに死の危機に晒される。俺は──決断しなければならなかった。

　最大の懸け念ねんは、孫堅が死んだ場合に、俺の感情が爆ばく発はつせず、「北斗五丈」が発動しない可能性だった。俺は好感度のマスクデータと無関係に誰だれとでも「絆」を結べる特異な英えい傑けつだと、許劭は言っていた。だが「北斗五丈」は違ちがう。俺の感情が爆発しなければならない。孫堅とともに過ごした時間は少ない。もしも、発動しなければ。もしも、俺が孫堅に抱いだく好感度が、感情の量が、「足りなければ」。それが、いちばん恐おそろしかった。事実、孫堅が俺を庇って矢を無数に浴びても、すぐには「北斗五丈」は発動してくれなかった。俺は絶望した。時間がなかったのか。デートを重ねていればよかったのか。キスしていれば。

　しかし、俺に「生きて」と言い残して息絶えた孫堅の安らかな死に顔が。自らの死を前にしていながら、「舞子と呼んでくれて嬉うれしい」と微笑ほほえんでくれた孫堅の俺への想いが、奇き跡せきを起こした。

　俺の心は、激しく揺ゆらいだ。

　俺をこれほどまでに愛してくれた人を、死なせてしまった。自力で、救えなかった。「北斗五丈」という禁断の力に頼たよってしまった。しかも、「嫁にしてやる」と騙してまで。

　俺は、取り返しの付かない「記き憶おく」を、「過去」を背負ってしまった。那波が二度。雪乃が一度。そして孫堅。もうこれで、俺は四度も、妹を救えなかった。よたび、妹の死を目もく撃げきした。

　俺は、俺自身がどうなろうが、ここで心が壊こわれようが、絶対に孫堅を死なせたくない！

　言い知れない後悔と罪悪感と、そして自分への怒りが。




「北斗五丈」を、発動させた──！




　俺自身の身体を含ふくめて、戻もどっていく。

　すべての事象が。「孫堅死亡の十分前」の時間へと。







　……

　……

　……

「しかし劉備くん、不思議だな……恋こいというものは、もっと時間をかけて一人の殿との方がたを好きになっていくものだとばかり思っていたが……『死』が迫せまっているから、なのかな」

　戻った！

　時間の逆流が、終わった！

　再び、世界が動きだしていた！

　ああ。

　孫堅が、生きている。

　夢じゃない。ほんとうに、生きている。

「りゅ、劉備くん？　ど、どうした？　なぜ泣いている？　ど、どうしてそんな熱い目で、わ、私を見るのだ？　は、恥はずかしいではないか……そ、そのっ」

「なんでもない、孫堅。いや、舞子。晋太郎をこっちへ近づけて、もっと耳を寄せてくれ。小声で、伝えたいことが」

「ええっ？　真名で呼び捨て？　ま、まさか……あ、あ、愛の告白？　こ、ここで？　いいいいいきなりすぎないか？　いいい今は、その、あのっ」

　森の出口が、見えてきた！

　すでに、わかっている。賈詡が黄祖と暗殺部隊を森の木々の中に伏ふせているその正確な位置まで、なにもかも俺は覚えている！

　忘れるものか。

　忘れたりするものか。たとえ時間を消し飛ばしても、俺の心に刻まれたあの光景は、あの痛みは、あの苦しみは、絶対に忘れられない。俺が生きる限り、消えることはない！　それが「北斗五丈」という呪のろわれた能力の代だい償しよう！　正史英傑・初代劉備玄徳はいったいどれほどの回数、あの地じ獄ごくの苦痛に耐たえてきたのだろうか。俺はもう限界だ。次に「北斗五丈」の力を用いたら、俺の心は壊れてしまう。いや、もうすでにひび割れている！

　孫堅の耳元で、俺は囁ささやいた。孫堅が期待していた愛の言葉ではない。もう、猶ゆう予よがない。

「森出口脇わきに、多数の伏ふく兵へい。孫堅は、晋太郎とともに右手へ。指揮官の賈詡を捕とらえろ。俺は的盧を駆かって左手へ飛ぶ。そこに、賈詡が召しよう喚かんした『黄祖』がいる。孫堅殺しの固有スキルを持っている封神英傑。本来は荊州で発生するべき孫堅死亡の『運命』を前まえ倒だおししてこの洛陽で成就させる最後のピースだ。お前とは相性が悪い。俺が、黄祖を倒たおす！」

「……劉備くん？　どうして、わかったのだ？」

「誰にも内ない緒しよだが、俺は、夜目が利く。これは封神英傑としてのスキルではなく、俺自身がもともと持っている体質だ。だから、封神英傑たちの情報を収集してきた賈詡も知らない。俺は真世界で、この秘密の体質を用いて窮きゆう地ちを生き延びてきた」

「うむ。わかった。きみを信じよう」

「……行くぞ！」

　また俺は孫堅に噓うそをついている。だが、それでいい！　妹さえ勝てばいい！　そうとも、俺は妹のために魂たましいを売った男！　孫堅を、「死」の運命から救いだすためならば！　俺の良心など……俺のメンタルなど……俺が抱かかえ込むトラウマなど……どうでもいいのだああああっ！

「行けっ晋太郎！　跳とび上がれっ！　敵指揮官を捕らえろっ！　はーははは！　そこにいたか、賈詡！　劉備くんの言ったとおりだったな！」

「グオオオオオオオオオ！」

「って、ギャーッ？　そそそ孫堅っ？　噓よぉ。噓だわ。どうしてよお？　なんでバレたのっ、なんでえっ？　ののの脳筋バスター英傑の孫堅と劉備に、この賈詡ちゃんを出し抜ける知ち謀ぼうなどあるはずが……そそそ曹操ですら何度も我の策に塡はまったというのに？　いっ、い～や～あああああ～！」

　急加速した晋太郎が、木々の闇やみに伏兵していた賈詡へと直接飛びかかっていた。不意をつかれた賈詡は、孫堅の手刀を首筋に受けて戦せん闘とう能力を喪そう失しつ。一いつ瞬しゆんのうちに、晋太郎に「がぶり」と嚙かみつかれて捕らわれていた。拘こう束そくしただけで、食ってはいないらしい。

　そして、俺は──！

「ブルルルルッ！　おいら、また記憶を持ち越こしちゃいました！　よくぞ耐えた！　まったくおめーはチートだぜ、相棒！　おいらが全力で突とつ進しんするからよう！　おいらの加速の力をおめーの力に加えて、あの野や郎ろうをブッ倒せええええ！」

「おおよ！　絶対に、ブッ倒す！　跳べ、的盧！　俺の、相棒よ！」

　的盧の嘶いななきとともに、雌し雄ゆう一対剣けんを抜いて、「二刀流」の構えから、黄祖めがけて剣を左右に二連撃──！

　こいつだけは容よう赦しやしねえ！

「うげっ？　劉備の坊ぼつちゃん？　ななななんで俺さまが隠れている場所がわかったと仰おつしやる……？　ウッソだろおおお、おい？　こんな展開、聞いてねーぞ、賈詡さんよう？」

「黄祖おおおお！　俺がっ！　この俺が！　孫堅は殺させねえええ！　もう二度となっ！」

　黄祖が弓を引き絞しぼって慌あわてて俺を撃うとうとした。が、完全に不意打ちを喰らった分、対応が遅おくれた。そして、的盧の脚あしの速度が圧あつ倒とう的に速い！

　ドッ、ドッ！

　入った！

　右みぎ肩かたと脇わき腹ばらに、二本とも命中した！

「ぐはっ!?　こ、こんなガキに、ケンカ慣れしたこの俺さまが……!?　畜ちく生しよう……中ちゆう華か街がいで強ごう盗とうをやらかして、ポリを撒まくためにパンダのゲートを潜くぐったのが、運うんの尽つきか……」

　黄祖は、よほど用心深い男だったのだろう。頑がん丈じような甲かつ冑ちゆうを身に帯びていた。防ぼう御ぎよ力も、封ほう神しんされたことで強化されている。斬きることはできなかったが、大ダメージを与あたえて戦闘能力を奪ったことは間ま違ちがいない。

　激しく咳せき込み、腕うでから弓を手放した黄祖は、「勘かん弁べんしてくれ……！　参った、降参する！　孫堅を殺らなきゃ、俺さまが董卓に殺られていたのよ！」と悲鳴をあげながら、枝の上から転落していた。

　総大将と副将を同時に倒した。残された伏兵たちは、賈詡が晋太郎に捕らわれたさまを見て、慌てて弓を捨てて孫堅と俺に降こう伏ふくした。

　終わったのか。

　俺は不意に呼吸ができなくなり、的盧の背中から転がり落ちていた。身体にダメージを負ったわけではない。苦しい。どうしたんだ。胸が。胸が痛む。「北斗五丈」が消し飛ばした、孫堅の死の記憶が、俺の脳裏から離はなれない。激しい吐はき気が抑おさえられない。

　だが孫堅は。舞子は。生きている。

　晋太郎の背中から飛び降りて、俺に抱きついてきた。

「やったぞ、劉備くん！　すごいな、きみは！　やはり英傑の力は、目に見えるパラメーターだけではないな！　きみが、私の命を救ってくれたのだ……ありがとう……！」

　温かい身体。柔やわらかい肌はだ。荒あらい息づかい。ああ。生きている。

　孫堅は、「運命」を、超こえた──。

「だが劉備くん。妙みようだな。賈詡へと晋太郎を突進させた瞬間に、私の意識は一瞬だけ、この真世界から離れていた。時間にしてほんの数秒の間だが、私は別の世界に飛んでいた。異世界の神戸に。『過去』の世界だった。私自身の記憶の世界だったのかもしれない。そこで、亡き父上と出会った」

「……お父さんと？」

「そうだ。父が射殺された現場に、私はいた。父は、私に優しくこう言った。『お前がここで死ねば、賈詡は洛陽破は壊かい作戦を中止し、籠ろう城じようを続行する。洛陽炎えん上じようの運命が覆くつがえる。孫堅文台一人の命と引き換かえに、洛陽百万の民が救われるんやで、舞子。孫ファミリーは、伯符がいればだいじょうぶや。やがてあの子が──周しゆう瑜ゆが伯符のもとにはせ参じるやろからな。お前もこっちに来んか？　シノギも抗こう争そうも合戦もない、安らげる世界へ──』と私を黄よ泉みの世界へと誘さそってくれた」

　それは、ただの幻まぼろしではない、きっと。俺が吹ふき飛ばした「孫堅が死ぬ世界」と、「孫堅が生き残る世界」の文字通りの狭はざ間まに、孫堅の魂が一瞬、誘われたのだ。わずか数秒の間、孫堅の「運命」は、生死どちらへ転ぶかわからない不確定な状態に陥おちいって揺れていたのだ。

　もしも孫堅が、父の言葉に従っていたら、あるいは。

「でも、私は断ったよ、劉備くん。まだ私には、真世界でやり残したことがある。捨てがたい人たちがいる。その人たちのために、私はどうしても、生きたい。たとえ我が儘ままであろうとも、生きられる可能性があるのならば最後の最後まで生きたい、『運命』に抗あらがいたいと。生きながら洛陽を、必ず炎上の運命から守ってみせる。私一人の力では到とう底てい不可能でも、きっと私が愛してやまない人々とともに戦えば、『運命』は克こく服ふくできる、と──」

「……そうか。よく、戻ってきてくれた……孫堅……ありがとう……」

「私は、父の手を振ふり切って、真世界に戻ると告げた。次の瞬しゆん間かんに、この世界に意識が戻っていた。許されることならば、私は洛陽炎上の運命と孫堅死亡の運命、いずれの運命をも同時に覆したい！　い、いいだろうか、劉備くん？」

　ああ。もちろんだ。俺たちになら、できる。だが……だが。

「……孫堅……すまなかった……俺は、実はお前を騙だましていた……『嫁よめ』枠わくではなく、『妹』枠にお前を登録していたんだ……！　理由は、言えない……俺は、お前を謀たばかった……『妹』との絆きずなを、お前の俺への好意を、俺は、賈詡に勝つための策として利用して」

　生きて戻もどって来てくれた孫堅に抱だきしめられた俺の心は、決けつ壊かいしていた。嗚お咽えつ。歓よろこびとともに、苦く悩のう。なぜ孫堅を謀ったのか、理由を言えない。伝えられない。「北斗五丈」の秘密を明かせない。「孫堅の死」という時間を生きたことも。その時間を消し飛ばしたことも。生しよう涯がい、孫堅が死んでいく光景の記き憶おくを俺の頭の中から消すことができないことも。

　なにも、教えられない。なにも、伝えられない……！

　こんなにも近しいのに、こんなにも心は遠い……！　俺は……俺は、真世界に独りぼっちだ……！　これからも、続くのだ、この孤こ独どくが。

「う、ううっ……」

　もう、限界を超えてしまった。四度目の「妹の死」。誰だれとも共有できない俺だけの記憶。言葉にして吐き出すことすらできない。俺は、みっともなく孫堅の腕の中で泣いた。

「……いいのだ、劉備くん。妹でも妻でも、どちらでもいい。きみは、私を家族として迎むかえ入れてくれた。それに、説明されなくても、きみのその私を見つめる表情を見れば、きみの感情はちゃんと伝わってくる。私が愛してやまないそのまなざし。妹を想いなにかに必死に耐えている時の、その哀かなしげな表情。私にも、向けてくれるのだな──嬉うれしいな」

「……孫堅。怒おこらないのか。なぜなにも教えてくれない、と俺を責めないのか？」

「劉備くん。なぜ私が、私を救ってくれたきみを、私に命を与えてくれたきみを責める？　誰にも言えない秘密をきみは抱えているのだな。それが、苦しいのだな。私たちはもう、家族だ。きみの苦しみの源泉がなんであれ、ともに分かち合おう。理由は、決して問わない。きみが泣く時は私も泣こう。きみが苦しむ時には、私も苦しもう。家族として。妻でも妹でもなんでもいい。私のこの想いは、決して変わらない。だいじょうぶだ。劉備くん。いつでも、きみの隣となりには私がいる。たとえ、いずれ身体と身体は離れようとも、私が。だから──だいじょうぶ」

　頰ほおに頰をくっつけながら、孫堅は微笑ほほえみ、俺の頭を撫なでていた。ああ。きっと、お父さんが射殺された夜に。孫堅はこうして、泣き叫さけぶ妹たちを抱きしめて、一いつ緒しよに哀しみながら「だいじょうぶ」と妹たちの心を護ったのだ。

　そうだ。俺は妹を護りたいという想いから、俺自身が生きる勇気をも与えられてきた。ヘタレの俺が二代目劉備玄徳としてここまで戦ってこられたのは、妹への想い故だ。兄と妹とは、一方的な関係ではないのだ。互たがいに互いを護り合う関係なのだ。俺も。那波も。雪乃も。怜香も。そして、舞子もまた。

「……ありがとう、孫堅。おかげで俺はまだ、戦える。そうだ。宮きゆう廷ていへ突とつ入にゆうして、天子を奪だつ回かいしなければ。洛陽の炎上も食い止めなければ！」

「ふふ。さすが劉備くんだな。立ち直りが早い。妹への想いでいくらでもブーストがかかる無限の精神力。それでこそ、私が憧あこがれてやまない殿との方がた、兄貴道の求ぐ道どう者しやだ！　ともに行こう、この果てしない妹坂を！」

「ああ！　だが打ち切りエンドフラグワードだぞ、妹坂は！　フハハハ！」

　ああもう。このＷシスコンバカップル！　これでもう洛陽炎上の「運命」は確定よぉ！　我は、虎牢関に続いて今こ宵よい、曹操の暗殺にも孫堅の暗殺にも失敗した！　三度の失敗は許されないのよぅ！　もはや、我は董卓軍の軍師ではなくなったのよぉ！　と、晋太郎に「ぺっ」と吐き出されてやっと解放された賈詡が叫んでいた。

「虎牢関での敗北で追い詰つめられた董卓さまは、『洛陽炎上』イベントを強行して長安へ撤てつ退たいしたいという誘ゆう惑わくにずっと憑つかれていたのよ！　今ここで我が孫堅を討てば、今夜の洛陽破壊作戦を中断できるはずだった！　異世界も真世界も同じ。人間の命に変わりはない。我は暗黒軍師よ、少数の犠ぎ牲せいで万民を救えるのならば躊ちゆう躇ちよしなかったわ！　玉璽を手に入れるために、歴代皇こう帝ていの陵りよう墓ぼまで暴いた！　我以外に董卓さまを諫いさめられる者はいなかった……でも、もう……！」

　賈詡は「わからない。なぜ劉備玄徳なんかにわが暗黒の策を見破られたのか、まるでわからない。我は、二重三重に罠わなを張り巡めぐらせた。ダメ押しで黄祖まで引き当てた。絶対に失敗するはずがない。こんなのありえない。虎牢関でも、どうして逆転負けしたのかさっぱりわからない……絶対におかしいわよぉ」と頭を抱かかえながら、孫堅にすがりついていた。

「軍師権を失った我にはもう洛陽は守れない。董卓さまを止めて、洛陽を守って！　真世界の王都を！　洛陽が灰になったら、王朝の命運は尽き、真世界は完全に分ぶん裂れつしてしまう！　急いで。すでに天子がおわす宮廷にも、炎ほのおが燃え移っている！　天子を守るべき百官は、出しゆつ陣じんにあたって董卓さまがみな投とう獄ごくしてしまったわ。天子を貴族たちに盗ぬすみ出されないために。このままでは……！」

「賈詡くん。まだ、洛陽市街地に散っている火付け部隊を各個撃げき破はすれば、間に合う。私と劉備くんは宮廷へ潜せん入にゆうし、手て遅おくれになる前に天子を救出しよう」

「ゴリ押しでは間に合わないわ！　今夜は風が強い。全域に燃え広がってしまうわよぉ！」

　そうだ。孫堅には固有スキル「猛もう虎こ甲こう子し」があるじゃないか。どんなスキルなのかはわからないが、もしかしたら、洛陽一番乗りを果たした正史英えい傑けつ・孫堅の「想い」がスキルとして伝わっているかもしれない！

「残念だが劉備くん。『猛虎甲子』は強風を呼び起こすスキルなのだ。おそらく、長ちよう江こうでの水軍戦で用いるものだと思う。水軍戦では、風向きがなによりも重要だからな。すでに市街地が炎上しはじめている今ここで用いれば、逆効果になってしまう」

「そうか。正史英傑・孫堅は、元は海かい賊ぞくの親玉のような水軍の将。洛陽一番乗りは果たしたが、それはすでに董卓が洛陽を焼き払はらった後だった。洛陽炎上を、オリジナルの孫堅は止められなかったのだな……」

「だが、私は『封神英傑』孫堅だ。それに、劉備くん。きみがいる！　正史でも演義でも洛陽に乗り込めなかった劉備玄徳が、私の兄、私の家族としてここにいる！　二人でともに行こう！　賈詡くんは、火付け部隊の制止に努めてくれ。黙だまっていれば、きみが連合軍に降ったことはまだバレない！」

　ぶっ倒たおれて転がっていた黄祖がようやく起き上がり、「いててて……お、俺さまはどうなるんです、賈詡さん？　こんな失態がバレたら董卓の野や郎ろうに殺されちまう。俺さまはとにかく、死にたくねえだけなんだ、畜生め」と情けない声をあげた。黄祖は、「孫堅射殺」だけの一芸屋だ。董卓への忠誠心ももともとゼロだったし、命まで奪うばう必要はない。

「孫堅。さんざん賈詡の策に苦く渋じゆうを舐なめさせられてきたが、賈詡の『洛陽炎上を阻そ止ししたい』という思いはほんものだ！　虎牢関での呂布を用いての封神英各個撃破、洛陽籠ろう城じよう策、呂布出門作戦、そして今夜の孫堅暗殺策と、賈詡はこれまで洛陽炎上イベントを回かい避ひする策を繰くり出し続けてきた！　彼女を信じて俺たちは予定通り宮廷へ行こう」

「わかった、劉備くん！　董卓は、曹操くんたちとの野外戦で手一いつ杯ぱいで身動きが取れない！　呂布の動きも鈍にぶっているしな！　天子も印いん綬じゆも奪回できる。行くぞ、晋太郎！」

　無理よ無理だわ、もう洛陽炎上は止められないわよぉ！　ちょっと劉備、あんたのわけのわからない魔ま法ほうじみた能力でなんとかしなさいよ！　と賈詡が金切り声をあげているが、とにかく天子奪回だ！　賈詡が孫ファミリーと協力すれば、放火部隊のほうはなんとかなるはずだ！　二に兎とを追う者は一兎をも得ず。全員が、自らの任務に向かって一点突とつ破ぱ。そう信じて突つき進むしかない！

　俺の心は、「北斗五丈」発動とともに一度折れかけた。

　だが、孫堅が、俺を護ってくれた。

　俺はもう迷わないぞ、孫堅！　お前の想いに、お前の期待に、必ず応えてみせる！




　ついに。

　俺たちは、宮廷へと辿たどり着いた。

　天子を守るべき百官も女官たちもみな、董卓に捕とらわれてしまっている。その代わり、守備兵もほとんど残っていない。ほぼ無人だった。

　だが、すでに宮廷は炎上をはじめていた！　想定以上に火の回りが速い！　洛陽市内の火災は、強風に煽あおられていよいよ激しくなっている。あと半刻足らずで、宮廷は全焼失してしまう！　天子を救いださなければ！　もしも天子が隠かくれてしまったら、いったいどうなってしまうんだ？　天下は果てしのない混こん沌とんに落ちてしまう！

「劉備くん。洛陽の印綬を回収している暇ひまはないな。天子を急いで宮廷から脱だつ出しゆつさせなければ！　行こう！　炎に巻き込まれるなよ！」

「ああ！　的盧と晋太郎は、門の前で待っていてくれ！　すぐに戻ってくる！　二手に分かれて天子を見つけよう、孫堅！　俺は通路左側へ向かう！」

「うむ！　時間をかけすぎると、燃える天てん井じようが崩ほう落らくしてくる！　気をつけるのだぞ！」

　孫堅が、通路右手に。

　俺は、通路左手に。

　董卓め！　賈詡の今夜の策が失敗に終わったら、洛陽ごと天子を焼き殺すつもりだったのか！　天子と玉璽を用いて「禅ぜん譲じようイベント」を狙ねらっていたというのも、偽にせ情報か。天子を殺して、どうやって天下を統一するつもりだったんだ？　無茶苦茶すぎる！

　だが、天子を宮廷に留めたのは失敗だったな、董卓！　隠しておけば、俺たちは手て詰づまりだった！　すでに俺は一度、宮廷に潜入している！　俺のカンが囁ささやく。ここだ。この大広間に、天子はいる！　孫堅には悪いが、俺が「正解」を引き当てる。

　なぜなら、すでに玉璽の所有権を得てしまった孫堅が天子を腕うでに抱いだけば、さらに威い信しんが上じよう昇しようしてカンストに迫せまってしまう！　だから、俺が……！　俺の威信数値は、まだ低い！　それに、俺は決して独立君主にはならない。あくまでも天下統一のために英傑たちを支える補ほ佐さ役だ。威信数値が上昇しても問題ない！

　建物の中へ進めば進むほどいよいよ激しくなってくる炎の中、俺は扉とびらに体当たりして大広間へと飛び込んでいた。肺の中に、熱い空気が取り込まれる。呼吸が苦しい。咳せき込みながら、立ち上がる。どれほどの苦痛、どれほどの危機であろうとも、「妹」孫堅を目の前で死なせてしまったあの時の後こう悔かいに比べれば、こんなもの、なんでもない！

　見つけた！

　燃える大広間の中──玉座の上に、ちんまりと幼い天子が座っていた。

「……り、劉備玄徳……朕ちんは最後まで洛陽百万の民とともに。玉座から最後まで動かぬと決めていた……朕を、迎えに……来てくれたのだな」

　震ふるえている。洛陽とともに運命をともにする覚かく悟ごで、恐きよう怖ふと戦いながら敢あえて宮廷に留まっていたのだ。しかも、小部屋へ避ひ難なんしたりはせず、最後まで「皇帝の玉座」に天子は凜りんとして腰こし掛かけていた。俺は、この天子ならばきっとそうするだろうと、信じていた。

「お懐なつかしや、天子さまあああああ！　劉備玄徳、天子さまとのお約束を果たしに洛陽へ舞まい戻って参りましたよおおおおおっ！　身体は異世界から来た封神英傑でも、正史英傑・劉備玄徳から志を継ついだこの不ふ肖しよう二代目劉備玄徳こと水みず城き秀一！　ほんものの劉備玄徳だと思って、さあ、俺の腕の中へ！　脱出いたしましょう！　『天子』は董卓のもとから去った、連合軍のもとにいらしたと民に訴うつたえれば、今は董卓軍に怯おびえている者たちもみな、勇気を奮い起こして決起いたしましょう！　フハハハハハ！」

「……あ、ありがとう……ち、朕のために……洛陽の民のために……ここまで……りゅ、劉りゆう皇こう叔しゆく……そなたは、異世界人ではあるが、朕の、そして王室の叔お父じである」

「叔父さん呼ばわりはちょっと早いですよ、天子ちゃんさま！　劉お兄ちゃんと呼んでくださいませ！　天子さまからお兄ちゃんと呼ばれれば、勇気百倍でございますよーっ！」

「ええ？　劉……お兄ちゃん……？」

　よしっ！　俺の魂たましいに再び「妹ブースト」がかかったっ！　天子まで、あと一歩っ！

　だが。

　だが、しかし……！

　ドオオオオン！　と天井をぶち抜ぬいて突入してきた巨きよ大だいな赤い「塊かたまり」が、ひとつ。

　俺と天子との間に、いきなり割って入っていた。

　赤せき兎と馬ばッ!?

「クハハハハハ！　天あま駆かける赤兎馬の機動力を舐なめていたな、小こ僧ぞうッ！　地を駆かける他の駄だ馬ばとはものが違ちがうのだ、ものが！　余は天子の『気』を検知できると言っただろう？　その天子の『気』が大きく揺ゆらいだ！　賈詡の策を破り、天子のもとに到とう達たつする者がいるとすれば、劉備、貴様だと思っていたぞ！　そして事実、そうなった！　やはり貴様を殺さねば、余は『運命』から解放されんようだな！」

　な、なにいいいっ？　董卓自身が、赤兎馬に乗ってショートカットしてきただとおっ？　洛陽郊こう外がいで、曹操たちと激げき闘とうを繰り広げていたはずの董卓が？

　天子の「玉座から最後まで動かぬ」という尊い責任感と決意まで、董卓は利用していやがった！　たしかに俺は賈詡の罠は破った。だが、賈詡の成功すら１００％信じていなかった董卓は、最後の最後の罠を自ら宮きゆう廷ていに仕し掛かけていやがった！

　むろん、赤兎馬の宝貝パオペエとしての全力を引き出せる英傑は一人。董卓ではない。そう。

「……りょ、呂布奉先。ち、父上の命により、天子の玉座を侵おかした者を誅ちゆう殺さつする……」

　洛陽炎えん上じようの光景を見て混乱に陥おちいっていたはずの呂布が、赤兎馬を駆っていた。いったい、なにがあったのか。「殺意の闘気」を全開にしていた──もう、あのアニメ好きでドワーフ玉置ファンの少女ではない。完全に呂布奉先になりきってしまっている！　董卓はその背後に。二人乗りで天を飛んできたというのか？　赤兎馬の機動力は、そこまで？　いくら宝貝とはいえ、出で鱈たら目めすぎるだろ！　真世界のパワーバランスが赤兎馬一頭で崩ほう壊かいしているだろ！　こ、これは想定外だ。やばいやばいやばい！

　不幸中の幸いというべきか、この室内では赤兎馬は自由には動き回れない。すでに至る所で柱や壁かべ、天井が崩落しはじめていて、赤兎馬の動きを封ふうじている。

　しかし、俺が絶体絶命の窮きゆう地ちに陥ったことは変わらない。

　呂布と董卓は、赤兎馬から素早く下馬すると、得物を掲かかげて俺めがけて突とつ進しんしてきた。

「どうしたんだ。頼たのむ、呂布！　関張飯店でデートしていた時のお前に、戻もどってくれ！」

「……う、う……それは……で、できない……ち、父上は、わ、私が貴様を殺せば、洛陽の破は壊かいを中止してくれる、と約束してくださった……洛陽百万の民のために、こ、ここで死ね、劉備玄徳……！」

「董卓の口約束なんて、お前を呂布として支配し使役するための噓うそに決まっているじゃないかっ！　こいつはもうほんものの董卓に成り果てちまったんだぞ！　待て、待ってくれ呂布！　正気に戻れっ！」

「……ま……待てない……洛陽の炎は、か、必ず、消し止める……わ、私は、そのために、呂布奉先に封ほう神しんされた……！　ほ、他に、道はない……！」

　ちくしょおおおおお！　董卓め……！　この子の精神を、こんなかたちで支配するだなんて……この外道が……！　てめーには、人間の心がねえ！

「奉先よ！　こやつだ！　この劉備玄徳こそが、虎牢関で突とつ如じよとして片っ端ぱしから連合軍の英傑どもの丹田を開き、今こ宵よい賈詡が張り巡めぐらせていた暗黒の策をも突破してついに宮廷入りを果たした！　文字通り、天子を火事場泥どろ棒ぼうされる寸前だった……危なかったぞ！　劉備玄徳こそが、この董卓の『運命』を成就させんとしている最強の敵だったのだ！　こやつは、なんらかの力を隠している！　間ま抜ぬけ面づらとすっとぼけた態度で、よくも隠し果おおした！　余ほどに疑い深い男を謀たばかるには、昼ひる行灯あんどんがいちばんだからな！　褒ほめてつかわそう、劉備よ！　が、これまでだ！」

　逃にげようがない！　背後に呂布！　正面に董卓！　出口を塞ふさがれた！　孫堅は遠ざかりすぎているので、救きゆう援えんは望めない！　そして呂布は、俺の言葉に応じてくれない。表情は、苦痛と哀かなしみに歪ゆがんでいる。心は、激しく惑まどっている。だが、その心の根っこを、董卓に完全に支配されてしまっている！　洛陽を照らし出す業火の炎ほのおが、呂布を縛しばっている！

　そもそも呂布は、父親を、董卓を裏切れない！　たとえ、どれほどの暴君であろうとも！　彼女には「父殺し」などできないし、やらせてもいけないのだ！

「……そうか。なら、いいんだ。俺は董卓に斬きられよう。呂布、お前に『兄殺し』をやらせたくはないからな……董卓うううう！　これが、最後の決着だあああああ！」

「その程度の剣けんの腕で、この董卓を討てると思うか愚おろか者めがあああ！　くだらぬ兄妹の情などで、余の真世界をさんざん搔かき乱しおって！　英えい雄ゆうとは、常に孤こ独どくなものよ！　世界とたった一人で対たい峙じし、そして『運命』を超ちよう越えつしていくべき存在なのだ！　それもわからぬのならば、女子供の情にすがらねば戦えぬ弱者ならば、ここで死ねい、小僧！」

　俺は雌し雄ゆう一対剣を抜いた。正面の董卓めがけて、地を這はうように身体を前ぜん屈くつさせて、駆けた。二刀流だ。片かた腕うではくれてやる！　残った片腕だけでも、せめて一太刀！

「甘いわ！　余がうぬの右腕を、奉先が左腕を寸断する！　余に傷ひとつ付けられぬままに野良犬のように朽くち果はてい、エセ劉備玄徳よ！　死ねいいい！」

　董卓に心を支配されてしまった呂布が無言で方天画戟を振ふりかざして、跳ちよう躍やくした。俺の後ろには目はついていないが、「闘気」の流れではっきりとわかる！　「純じゆん粋すい戦士」の「闘気」。全身の毛が逆立った。俺は、死ぬ。逃げようがない。完全に、詰つんだ。せめて、赤兎馬が呂布一人乗り専用の宝貝名馬だったなら。まさか、董卓まで同時に乗せられるとはな。極度に肥満していた正史の董卓とは違って、この異世界から来た董卓は瘦やせていて軽いからな……そうか。演義や正史を知っていりゃいいってもんじゃない、逆にその半はん端ぱな三国志知識が「命取り」になることもあるんだな。そうだよ。相手はオリジナルの正史英えい傑けつじゃない。俺と同じ世界から召しよう喚かんされた封神英傑なんだ。わかっていた、ことなのに。

　俺が、甘かった。

　ごめんな、那波。雪乃。俺は、ここまでだ……。

「……や、やめて、呂布！　劉皇叔……お、お兄ちゃん……！」

　天子に「お兄ちゃん」と呼ばれた異世界人は、真世界広しといえども俺くらいか。

　その言葉が最後の力となった。俺は、最後の最後まで董卓めがけて突進を続けた。

　だが、もう。

　方天画戟がまもなく、電光石火の勢いで俺の背後から振り下ろされて、俺は斬られる。逃げられない。その、はずだった。

　しかし、そうは、ならなかった。

　なぜならば。




「遅おくれて申し訳ありません、兄さん！　関羽雲長、参りましたっ！　兄さんを斬るというのならば、もはや容よう赦しやいたしませんっ！　封神英傑不ふ殺さつの掟おきてを破ってでも、ここであなたを止めます！　呂布奉先！　青龍偃月刀、召喚……！」

「燕つばめっ子・張飛益えき徳とくも救援に参上！　関張飯店で、アニキのこと『兄者』って呼んでたじゃんっ！　それなのに、どうして董卓の傀く儡ぐつになってんのさ、呂布！　いいかげん、目ぇ覚ませえええええ！　覚ますまでぶっ叩たたくっ！　てめーが泣くまで！　ぶん殴なぐるのをやめないっ！　唸うなれ蛇矛ッ！」




　なぜ。

　いったい、どうして。

　那波と雪乃が、お互たがいの宝貝を繰くり出して、呂布の方天画戟をぎりぎりで止めていた。

　しかも、鎧よろい姿ではない。水着メイド姿だ。なぜ、そんな薄うす着ぎに？　いつ着き替がえたんだ？　そりゃ呂布が相手なら鎧の防ぼう御ぎよ力なんて無意味だが、しかしだな？

　呂布が「……なぜこの二人がここに？　ばかな……」と一いつ瞬しゆん怯ひるむ。そのまま一秒でも固まっていたら、青龍偃月刀と蛇矛の直ちよく撃げきを受けて倒たおれていただろう。が、呂布はまさに戦場を駆ける虎とら。致ち命めい的てきとも言える奇き襲しゆうを受けながら、素早く後方へと跳んで那波と雪乃の「間合い」から離り脱だつしていた。

　そして、俺は。

「なっ……なんだとおおおおおっ!?　関羽と張飛が、なぜ赤兎馬に匹ひつ敵てきする速度で長ちよう距きよ離り移動できたというのだっ？　そんなはずがあるかああああっ！」

　怒いかりのあまり怒ど鳴なり散らし、ほんのわずかに集中力を乱した董卓の胴どうめがけて、一刀を「バシッ！」と叩き込こんでいた。鎧が堅かたくて斬れなかったが、手応えあり、だ！　董卓の胴に、大ダメージを与あたえた！

「……うおおおおっ……!?　まさか。こ、この余が……こんなシスコンのクソガキに……！　きっ……貴様っ……劉備、玄徳っ……！」

　董卓は吐と血けつしながら、ぶざまにぶっ倒れて床ゆかの上を転がっていた。

　だが、洛陽郊外で董卓軍と激闘していたはずの雪乃と那波が、どうしてこの燃える洛陽宮きゆう廷ていの大広間に駆けつけてこられた？　幻まぼろしか？　死の淵ふちに落ちた俺は、絶望のあまり妹たちの幻を見ているのか？

「幻ではありません、兄さん！　荀彧が言っていたではないですか！　そうです！　『二人だけならば宮廷へ送ることができる』という最後の切り札を用いて、われら姉妹、赤兎馬を追って参りました！　ぎりぎりで間に合いました！」

「もしも赤兎馬が地上を駆けていたら、気がつかなかったよ！　大急ぎで邪じや魔ま者ものがいない空を飛んでくれたから、発見できたんだっ！　洛陽は燃えているし！　その炎の輝かがやきが、月夜を舞まう赤兎馬の姿を映し出してくれたんだよっ！　とにかくここで決着だああああ、呂布っ！　あんたが哀しい過去を背負っていることも、そこにつけ込んできた董卓に操られていることもわかるよ！　でも、アニキを殺すというのならば、容赦しないんだからっ！　どれほどの罪を背負ってでも、アニキを護るっ！　あたしにとって、アニキは！　すべてに優先するんだからあああっ！」

　そうか。もしや、程昱と郭嘉の固有スキルか？　洛陽市内に潜せん入にゆうして賈詡や呂布の身辺を調査する二人の諜ちよう報ほう能力は、固有スキルを用いてのものだったのか？

　あの二人は、突とつ然ぜん室内から姿を消したことがあった。あれは、二人が自らの固有スキルを用いて気配を絶ち、誰だれにも気づかれぬうちに高速移動したんだ。荀彧お姉さんが、切り札を用いるには時間がかかると言っていたのは、二人が疲ひ弊へいしきって倒れていたからだ。その二人が、ぎりぎりで目覚めたのか！
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「そーだよ！　程昱と郭嘉の固有スキルの重ねがけ！　『十じゆう面めん埋まい伏ぶく』で気配遮しや断だん行軍！　『兵へい貴き神しん速そく』で超ちよう速そく度行軍！　本来なら一人にしかかけられないスキルだけど、同時にスキルをかければ、二人まで有効なんだっ！　だからあの二人、いつも一いつ緒しよに間かん諜ちようとして行動していたわけ！」

「この炎えん上じようする宮廷の室内では赤兎馬の利はありませんよ、呂布！　英傑同士の純粋な戦せん闘とう力が勝敗を決します！　ならば、われら姉妹が有利です！　行きます！」

「……か、関羽……ち、張飛……じゃ、邪じや魔まを、するな……！」

「奉先！　余を護れーっ！　余を逃がすために血路を開けーっ！　そして天子よ、うぬにはあと一働きしてもらおう！」

「……うう……お、お兄ちゃん!?」

　な、なんだと？

　董卓の奴やつ、俺の一いち撃げきを腹に食らってぶざまに転がっていたはずだったのに!?

　にわかに立ち上がり、玉座に座って震ふるえていた天子を、その腕うでの中に奪うばい取りやがったあああっ!?　てめえ。最初からそのつもりで天子の玉座へ向かって転がっていたのか!?　ダメージは、たしかに与えたはずだ。確実に俺の剣は董卓の肋ろつ骨こつを叩き折った！　だが、こいつはその痛みをなんとも思っていない！

「クハハハハ！　余が天子であろうとも平然と殺す人間であることは、劉備、貴様ならばよく知っているだろう！　女を抱だく快楽よりも、人間を殺傷する愉ゆ悦えつのほうがはるかに美味！　それが余の趣しゆ向こうよ！　異世界では、この余の性せい癖へきを封じ込めねばならず、苦しかった。ほんとうに、苦しかったぞ……！　余という男が董卓に封ほうじられたのは、当然のこと！　まさに『運命』よ！　天子を犠ぎ牲せいにできるか、できるかああ～？」

　ちくしょおおおっ！

「……ち、父上。て、天子を弑しいするなど、真世界に生きる人間として、やってはならないこと……」

「黙だまれ呂布よ！　奉先、この三人を止めろおおおお！　全員を殺せええええっ！　洛陽百万の民を救いたくばなーっ！　余は、深手を負った。天子と洛陽の印いん綬じゆを持って、赤兎馬を駆かり長安へ逃げるぞっ！　急げ、呂布よ！　急がねば、洛陽はこのまま灰かい燼じんと化すぞーっ！　燃えるぞ燃えるぞおおお！　余を救世主として崇あがめなかった洛陽百万の愚ぐ民みんを救いたくば、地上最強の戦士・呂布奉先よ、こやつらを殺せイ！　このままでは、洛陽のなにもかも灰になるぞ！　クハハハハハハ！」

　くそっ、董卓が天子を担ぎ上げて廊ろう下かへと逃げてしまう！

「あーっ？　どういうこと？　たしか印綬って政庁から持ち出し不可能じゃん！」

「宮きゆう廷ていそのものを燃やして『消して』しまえば、持ち出せるのでは？」

「きったない真似を……！　逃がすかあああっ！　待てええええっ！」

　激げき怒どした那波と雪乃が猪ちよ突とつ猛もう進しん、董卓を追おうとする。だが、

「……ち、父上のご命令を、遂すい行こうする……張飛益徳。関羽雲長。劉備玄徳。こ、ここで、私とともに死ね……さ、三人が相手でも、わ、わが命と等価交こう換かんして、お、お前たちをことごとく葬ほうむり去る……！　洛陽の民を救える！　い、行け、赤兎。父上を、追え」

　那波の追つい撃げきを、呂布が阻はばんだ。扉とびらの前に、仁王立ちしていた。死を覚かく悟ごした表情。俺たちを部屋から出さないつもりだ。四人もろとも、ここで倒れる。そんな「結末」を選ぶというのか。

「だから、それは董卓の噓うそだ！　洛陽の民を救う手段など、董卓は持っていない！　そんな準備すらしていないんだ！　お前に死の殿しんがりを命じて、自分は天子を人質に取って逃げるような男だぞ！　お前にだってわかっているだろうに、呂布！」

「……そ、そうかもしれない……洛陽の民を救う『英えい雄ゆう』には、私は最後までなれなかった……そ、それでもなお……せめて、呂布奉先の『裏切りの将』の汚お名めいだけは、ここですすぐ。ち、『父殺しの武将』として生きるくらいならば、私は、ここで死ぬ！」

　騙だまされて操られていたと知ってなお。

　赤兎馬も自分の命も、董卓に、義父にすべて捧ささげるというのか、呂布。

　方天画戟。突つき上げてくる。大広間そのものを破は壊かいするかの勢いで。触ふれるだけで、柱を粉ふん砕さいする。那波と雪乃が、けんめいに応戦する。だが防備で手一いつ杯ぱいだ。自らの防御を捨てて「死の領域」に入り込んだ呂布の戦闘力は、異常だった。

　俺は、雌雄一対剣けんを構えて呂布を止めるべく突とつ進しんしていた。俺自身も戦わねば、妹たちが討たれる！　もう「北斗五丈」の力は使わない！　そもそも！　もしもここで那波か雪乃が討たれて「北斗五丈」が発動しても、俺たちは室内に閉じ込められている。いくら時間を巻き戻もどしても、そのたびに二人が呂布に倒され続けるという無限ループに陥おちいる！

「聞いてくれ、呂布！　ああ、もう、真名がわからねえから呼びづらい！　お前は、身も心も呂布奉先になりきらなくていいんだ！　お前は呂布であると同時に、お前自身でもあるんだ！　もしも旅客機テロがなければ、お前は今いま頃ごろ日本に留学していたんだろう？　俺とだって、那波とだって、雪乃とだって、こんなかたちじゃなく……『SANGOKU大戦争』のオフ会で知り合って、一緒に遊んで、一緒に笑って……」

「そうだよ！　あんたは、アニキのことを兄者って呼んだじゃんっ！　絆きずなは登録していなくたって、心の中で自分でそう決めたんじゃん！　あんたは身も心も呂布奉先そのものになりきっちゃったの、それとも『自分』がまだ残っているのっ？　どっちなのさっ！」

「呂布奉先！　あなたは今、われらと撃うち合いながら涙なみだを流しています！　自分の兄妹たちと殺し合わねばならない自らの『運命』に、あなたは哀かなしんでいるのです！　あなたの『心』は、そこにあります！」

「か、関羽……そ、そんなものは、もう、ない……！　見失った……！　洛陽炎えん上じようを止められなかった時に、洛陽に火の手があがった光景を見た瞬しゆん間かんに、わ、私の心は、死んだ……わ、私は、呂布奉先そのものとなった……！」

「なに言ってんのさ！　あんたはそこにいるじゃんっ！　なんで見失うのさ！　あんた、あたしよりバカだよっ！　ああもうっ！　倒されなきゃわかんないみたいだねっ！　こんの～、バカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカバカアアアア！」

　四人の宝貝パオペエが、唸りをあげ、目ま映ばゆく輝きながら激げき突とつし続ける。もう、目ではその動きを追えない。呂布も。那波も。そして雪乃も。撃ち合うごとに、速さと強さを増し続ける。互いの凄すさまじい「闘気」が「闘気」を呼び、さらなる「闘気」の渦うずとなって加速し続けている。これが、リミッターを解除した封神英傑の力。

　もはや、この戦いは人間の領域を超こえている。

　ダメだ！　このままでは……砕くだけ散る……！　宝貝も。四人の身体も。命も。なにもかもが激突して、消しよう滅めつしてしまう……！

「よせ！　那波も雪乃も呂布も、これ以上戦うなっ！」

　俺は、那波と雪乃の連続攻こう撃げきを捌さばき二人を倒すべく全力を注いでいた呂布の真正面へと、必殺の「間合い」へと、飛び込んでいた。呂布を止めようと。だがもはや理性を蒸発させて闘とう争そう本能だけで動いていた呂布は、「獲え物もの」をめがけて方天画戟を振ふり下ろしてくる。

「あ、アニキっ!?　脳天を叩たたき割られちゃうよっ!?　させるかああああっ！」

「兄さん!?　うわあああっ……！　絶対に、やらせませんっ！」

　那波の蛇矛が。雪乃の青龍偃月刀が。俺を護るべく、呂布の身体の左右へと超速で突き入れられる。このままでは呂布が倒れるのが先か、俺が討たれるのが先か。完全に同時か。しかし。しかし俺は、俺は、俺は──。

　構えていた雌し雄ゆう一対剣を、投げ捨てていた。

　そもそも、相手は呂布ではないか。俺を「兄者」と呼んでくれた「妹」ではないか。

　妹に剣を向ける兄など、いるものか。それは、兄貴コードに反する行こう為いだ。

「呂布奉先よ！　お前の兄の言葉を、聞けーっ！」

　届く。俺の声は、必ず届く。届くよな、孔明っ!?

「……ぐ……っ……！　あ、兄者……」

　俺の額へあと数ミリまで迫せまっていた方天画戟が、止まった。

　那波と雪乃もまた、呂布の急所に命中させる寸前で、宝貝を止めていた。

　二人はこの俺に、呂布との「決着」を託たくしてくれたのだ。俺には過ぎた妹たちだ。

「……で、できない……あ、兄者は、こ、殺せない……関羽も。張飛も。兄者の妹たちを殺すなど……どうして。なぜ。私は……！　う、う……」

　呂布の身体から、黒い「闘気」が消えていく。

　残ったのは、深い哀しみと後こう悔かい。

「消し飛ばした時間」で那波と雪乃を討った時と同じ、頰ほおを伝う涙。

　俺はこの涙を、「消し飛ばした時間」で、見た。繰くり返させない。もう、二度と。

「呂布の汚名をすすぎたいというのなら、お前が選ぶべきは、董卓の言いなりになる道じゃない！　まだ引き返せる！　俺たちとともに洛陽を救い、真世界を救うのだ！　真世界の『運命』を変えるためにお前はその超ちよう人じん的な力を手に入れたのだっ！　お前が辿たどってきた過か酷こくな半生は、そのための試練だったのだ！　決して無意味でもなければ、理り不ふ尽じんな不幸でもなかった！　お前は試練を乗り越こえたからこそ、真世界最強の英えい傑けつに選ばれたのだ！　そういうことにしろーっ！」

「……そ、そんな都合のいい作り話など……も、もう……し、信じられ、ない……」

「黙れ！　この期ごに及およんで、なにが作り話だ！　作り話などは噓にすぎないと言うのかっ？　お前はドワーフ玉置のラノベをそんなふうに思っていたのかっ!?」

「……ち、違ちがう。それは……先生が描えがく『物語』は、作り話だからこそ、美しい……で、でも、私が生まれてきた現実の世界は……私は、先生が描く英雄には……なれなかった」

「違うっ！　そんな世界の切り分けに意味などない！　すべての世界は、人生は、人間が言葉を連ねて築きあげる『物語』にすぎない！　リアル世界だなんて言っても、死ねば泡沫うたかたの如ごとく消える。人生は一片の夢！　夢ゆめ幻まぼろしの如くなのだ！」

　そう。妹たちが死んでしまった「時間」を何度も吹ふき飛ばした俺は、知っている。人間は、死ねば、すべてが無に帰するのだ。人間が生きていることそのものが、夢であり、奇き跡せきなのだ。これは、綺き麗れい事で言っているのではない。俺たちが今こうして生きていることが、ほんとうに、奇跡なんだ。夢なんだ。

　そして、夢には、必ず終わりが来る。

「リアル世界だろうがフィクション世界だろうがゲーム世界だろうが異世界だろうが真世界だろうが、どの世界にも永遠もなければ不変なものもない！　なにもかもが噓と言えば噓、虚きよ構こうと言えば虚構！　だが、最後まで真実だと信じ抜ぬけばそれは真実だ！　人間は、自分が望む者に『なれない』のではない！　『なる』のだ！　結末など関係ない！　『なろう』とすることが、死ぬ瞬間まで『なりたい』とあがき続けることこそが、『なる』ということなのだ！　お前はお前自身の生きる意味を、自分自身の『願い』を、自分で選び取るしかないんだ！　どれほど憧あこがれていようとも、呂布奉先に捕とらわれるな！　お前は、呂布であると同時にお前自身なんだっ！　お前自身のほんとうの『願い』は、なんだっ!?　この兄が、二代目劉備玄徳が、水城秀一が命ずる！　答えろ、封神英傑・呂布奉先！」

　わ、私は。

　兄者。私は──。

　大おお粒つぶの涙を流しながら俺の背中に腕を回してきた呂布の身体から、あの禍まが々まがしい「闘気」が消えていく。

「……わ、私は、ずっと自分自身を消し去ろうとあがいてきた……『過去』から、逃のがれたかった……戦士という名の『傀儡くぐつ』に、なってしまいたかった……感情など、要らない。こんなに苦しいのならば、要らない。捨てたい。そう、願って。でも……テロリストを止めるべく傭よう兵へい部隊に身を投じても、真世界を救うべく呂布奉先に封ほう神しんされても、自分からは……逃にげられなかった……戦場で戦士を討つごとに、捨てたはずの私自身の心は、泣き叫さけんで……な、涙となって……父上の傀儡になりきれば、あるいは、と……」

「自分を消し去りたかった。それが、お前のほんとうの望みか？」

「……違う……ほんとうは……私は……私は……生きていい、と……許されたかった。亡き父に。母に……誰だれかに……家族に……でも……家族は、死んでしまった、から……」

「だが、俺たちがいる。俺は、お前を傀儡にしたりはしない。『妹を無条件で全肯こう定ていする』。それが──それが、俺が信じる俺の兄貴道だから。ドワーフ玉置先生からの受け売りだがな。あの言葉を読んだ瞬間に、俺の背中に電でん撃げきが奔はしったのだ。この言葉を─生しよう涯がいの『真実』にしようと、俺の意志で勝手に決めた。俺自身が、死ぬまで」

「……いい台詞せりふ、だった……でも、作り事だからこそ美しい……そう、思っていた」

「違う。お前は曹操と感情を共有した。その体験が真実か噓かを決めるのは、お前自身なのだ。だから、呂布よ。自分の人生を生きることを受け入れてくれる新しい家族と、この真世界で出会えたと、お前自身が信じるのならば」

　お前はもう、自分から逃げなくてもいい。

　いいんだ。

　俺はつい言葉を重ねたが、つまりは那波が正しい。那波はアホだからな。言葉なんぞに惑まどわされない。

　お前が消し去ろうとあがき続けてきたお前自身は、ずっと、そこにいた。

「……あ、兄者。わ、私の真名は……ヒルデガルド・アールクヴィスト……それが、私がかつて捨て去った名前……実の父と母から与あたえられた、名前だ……」

「そうか。お帰り、ヒルデガルド」

　泣き崩くずれる呂布を抱だきしめながら、俺は──。

「すみません兄さん！　こんな時にぶしつけですが、ことは急を要します！　ただちに董卓を追いかけ、天子を奪だつ回かいしましょう！　私たちが高速で移動できるのは、スキルをかけられた際の一度きりです！　赤兎馬で駆かけられたら、もう追いつけません！」

「うう、ぐすっ……よかったよう……って、ななな泣いている場合じゃなかったあ！　董卓は印いん綬じゆを取りに行ってるんだよねっ？　どこの部屋にあるかわかる、アニキ!?」

　そ、そうだった！　急がなければ！

「……い、印綬を保管している宝物蔵の場所は、わ、私が知っている。ろ、廊ろう下かはすでに炎ほのおに包まれていて、進みづらい。ち、近道を通ろう」

　ドゴッ！

　ヒルデガルドは、やはり封神英傑・呂布奉先だった。

　方天画戟の一いち撃げきで容よう赦しやなく壁かべをぶち抜いて、部屋から部屋へと突進していく。

　こんな移動方法があるかあ！　ショートカットにもほどがある！　俺の頭の中は、一いつ瞬しゆん「コマンドー」の実じつ況きようスレ状態に。
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「だ、だが、これでまだ董卓に追いつけるっ！　急ぐぞ那波、雪乃！」

「おーっ！　張飛って呼ばなくていいの、アニキ？」

「呂布は真名を明かしてくれた。もう俺の妹だから、家族間の呼び名でもいいのだ。董卓に追いついたら、英傑名呼びに戻もどす！」

「えっ？　でも、もう兄さんの妹枠わくは……あ、いえ。なんでもありません、兄さん」

「……この壁の向こうが、宝物蔵だ……お、追いついた。だが、私は父上とは戦えない」

「関羽と張飛コンビにお任せっ！　もう董卓には戦せん闘とう力がないし、一撃で捕ほ縛ばくしてやるっ！　幼い天子を人質にするとか最低だよッ！　袁えん帝ていグループの地下帝てい国こく送りだーっ！」

　ドンッ！

　呂布が最後の壁を破は壊かいすると同時に、俺たちは「宝物蔵」へと飛び込んでいた。

　だが、董卓め、悪運が強い！　俺たちが突とつ入にゆうした側とは、逆方向にいた！

　背後からの奇き襲しゆう攻こう撃げきは、ならなかった！

「フン！　やはりその男を取って余を裏切ったな、エセ呂布め！　しょせんは色気づいた小こ娘むすめであったか！　貴様を呂布などとして扱あつかわず、拷ごう問もん調教してその精神を壊こわし、余の傀儡にする、と一日早く決断していればな！　すべては風のせいだ！　今こ宵よいならば、効率よく洛陽を炎えん上じようさせられた！　故に賈詡の策の決行を今宵と定めたのだ！　さしもの余も、貴様の取り扱いには神経を使いすぎたな、クハハハハ！　扱い方を一歩誤れば余を殺す者であったからな、貴様は！　現に、こうなったッ！　忘恩の裏切り者、痴しれ犬めがああ！」

　呂布は──ヒルデガルドは、うつむいて唇くちびるを嚙かんでいた。

「だが呂布よ、劉備よ、もう遅おそいッ！　赤兎はわが隣となりにあり！　天子はなおわが背中にあり！　そして今、余の指が棚たなの引き出しにかかっている──この中に、洛陽の支配権アイテム印綬が保管されている！　これさえ持っていけば、洛陽の支配権はなお余のものである！　赤兎馬！　天子！　洛陽の印綬！　そして関中の奥にはわが本ほん拠きよ地ち長安！　呂布が余を斬きらぬまま裏切った以上、もはや貴様らは長安へ籠こもった余を滅ほろぼせぬ！　真世界の八百長統一はこれで不可能となったな！　余を救世主として崇あがめぬ貴様ら封神英傑どもも洛陽の愚ぐ民みんどもも、みんな生きる値打ちがない！　死んでしまえイ！　クハハハハハ！」

　肋ろつ骨こつはボロボロに傷いたんでいるはずなのに、董卓はまったく痛みを感じていない。やはりまともじゃない、こいつは。だが、たしかに呂布による董卓暗殺イベントはこれで消滅した。そして、洛陽炎上イベントのほうはもう止められない。洛陽の炎を増ぞう殖しよくさせようとしているかの如く、風がどんどん強くなっている……！

　そして、董卓はなお天子を人質として捕らえている。誰も、手を出せない。

「これで貴様ら封神英傑は破は滅めつだーっ！　見よっ！　余は、洛陽の印綬を手にしたッ！」

　董卓が、印綬が入った袋ふくろを手に握にぎりしめた。ダメだ、赤兎馬に乗られたら逃げられる！

　だが、なぜだ？

「なぜ洛陽の印綬にこだわる、董卓？　洛陽を捨てるなら、印綬など要らないはずだ。さっさと長安に逃げられたものを。欲よくをかいたのか？」

「フン！　長安を委ねている副将の李傕が、独立を画策しているからよ！　万が一、余が洛陽を放ほう棄きして長安へ向かう間に李傕が独立すれば、余は領土を失ってしまう。長安などは李傕を殺して取り戻せばよいが、いやしくも『帝てい王おう』たる者に一片の領土もなくば恥ち辱じよくだからな！　プライドの問題だ！　余は、英えい雄ゆう董卓である！　フラフラと傭兵部隊を率いて根無し草のように乱世をさまよっていた劉備玄徳なんぞとは格が違うのだ！」

「そうか。誰も信じないお前らしいな。だが董卓。ほんとうに印綬なのか、それは？　役人が偽にせ物ものとすり替かえているかもしれんぞ。その目で、確かめておけ」

「黙だまれエセ劉備よ！　貴様に言われずとも、袋から出して確認するわ！　一秒で片付く！」

　董卓は、袋の中から「印綬」を取り出して、掌てのひらの上に、置いた。

　それは──。

　やはりな。俺が想定したとおりだったぜ！

　董卓の顔が、一瞬で青ざめていた。

「なっ……なんだとおおおおっ!?　これは印綬ではない？　伝国の玉璽だとおおおっ!?　しまった、指で触ふれて所有権を得てしまった！　おっ、おのれええっ！　い、いったい誰がっ？　ありえん！　劉備たちには、印綬と玉璽をすり替える時間もチャンスもなかった！　この宝物蔵の扉とびらは、内側からは開かぬ。誰かが潜せん入にゆうしていたとしても脱だつ出しゆつできんのだ！　内側から開く棚は、余しか持っていない！　宝物蔵に孫堅が潜ひそんでいたなら、『気』を察知できていたはず！　そもそも室内に潜むスペースもない！　呂布が壁を破壊した時にはもう、余は印綬が入った棚たなに手をかけていた！　いったい誰が、どうやって!?」

「これでお返しはできたわね、董卓！　強欲で自信家のあんたのことだから、宮きゆう廷ていを燃やすという裏技で持ち出し可能にした印綬を取りに来ると思っていたわ。そうよ、私が玉璽を持ってきて印綬とすり替えたのよ！　印綬は私がいただいたわ！　これであんたは威い信しんカンストねっ！　もしも長安を失ったら、威信カンストペナルティ発動であんたは消しよう滅めつよ！　呂布抜きで長安をいつまで維い持じできるかしら？　消滅したくないならば、私たち連合軍と和睦して八百長統一路線に協力しなさい！」

　そう。

　ちっちゃい身体を活かして、曹操が宝物蔵に隠かくれていたのだ！

　董卓が広間で俺たちと大立ち回りを演じている間に、曹操が印綬を玉璽とすり替えていたのだ。ちっちゃいから、隠れるスペースもあったのだ！　しかも威い厳げんのない曹操には闘気なんてかけらもないから、実質「気配遮しや断だん」スキル持ちだ。これで見事に「七星宝刀」の借りを返したな。洛陽の支配権を失った上に威信カンストした董卓は、長安へ脱出するか、連合軍と和睦するしかない。これで封ふうじ込こめたぞ！

「バカなあああああっ!?　おっ、おのれ、曹操……！」

　だが程昱と郭嘉の行軍スキルは二人しか運べないはず！　雪乃と那波ですでに二人。いったいどうやって、曹操は洛陽郊こう外がいの激戦地から宮廷へと瞬しゆん間かん移動したんだ？

「ふっふーん。私がやられっぱなしで終わると思ったぁ？　劉備、ナイス誘ゆう導どうよ！」

　曹操が宮廷へ高速で到とう達たつしたからくりは、このようなものだった。







　　　　※




　ほんの半刻前。洛陽郊外で、曹操率いる連合軍先せん鋒ぽう隊主力は、董卓軍主力に圧あつ倒とうされていた。董卓に「洛陽を救いたくば戦え！」と吹ふき込まれて闇やみ堕おちし、容赦なく戦場を荒あれ狂くるう呂布。「やはり余の生きる場所は戦場だっ！　血がたぎるぞ、クハハハハ！　今宵こそ貴様らを片付けてくれる！」と血眼になって自ら剣けんを振ふるい続ける董卓。敗北したら厳げん罰ばつが待っている、後がない、と追い詰つめられた董卓軍の将兵たち。

　呂布に対しては関羽と張飛が応戦して、全軍の崩ほう壊かいを防いでいた。だが、夏侯惇・夏侯淵・曹仁・曹洪の曹操四従妹組が、急激に疲ひ労ろうし、力を発揮できなくなりつつあった。

「うむむむ。四従妹組、孟達のために死ねえええ！　……と声を張り上げても、どうにも気力が萎なえてきた……この曹操ファンクラブ会員一号、夏侯惇たる者がなぜだ夏侯淵？」

「レベリングが完かん了りようしていないためですわね！　さらに、お姉さまの命令で劉備にファーストキスを奪うばわれたショックが、じわじわと毒のように効いてきているのですわ！」

「んだ～。おらは鈍にぶいから気づかなかったけんども、ゆるくデバフかかってるだ～」

「王子様のキスならぬ悪あく魔まのキスだべさ～。姉者の、うちらへの想いに疑念が……その分、火事場の馬ば鹿か力ぢからが出ないべさ～」

　戦線を立て直すべく、曹操とともに将兵を統とう括かつしていた荀彧が、曹操に囁ささやく。

「もはや従妹たちに隠しごとをしている場合ではありません。呂布にカミングアウトした時の勇気を、今こそお見せください」

「わ、わかってるわよ！　夏侯惇たち、聞いて！　じじじ実は私、劉備のシークレット妹なの！　真世界統一のため、秘密裏に義兄妹の契ちぎりを結んでいたのっ！　ここだけの秘密よ！　だから、その、私的には、実はあなたたちにとっても劉備は義理の従兄にあたるわけ！　それでつい、従兄が相手ならノーカウントかなって思って……ごめんなさいっ！」

　ええええっ？　と夏侯惇たちはいっせいに声をあげた。

「なあにい～？　劉備が孟徳の義兄？　ではあのキスは、親しん戚せき同士の親しん睦ぼくを深めるスキンシップ？　ノーカンだったのかっ！　うおおおお、やったああああ！」

「この夏侯淵も復活ですわよ！　お姉さまに捧ささげるファーストキスの権利が再生ー！」

「「ふわあ～。純潔が蘇よみがえっただ～。よ、よかった～」」

　荀彧が「説明不足ですよ曹操さま。あなたはほんとうはご自分が劉備とキスしたいのですが、重度のツンデレなので言いだせず、つい、身内である従妹の皆みなさんにあのような指示を。代だい償しよう行こう為いというやつです、要は、曹操さまはあなた方従妹たちに少々甘えていたのです。お許しを」と冷静な表情でしれっと分ぶん析せきしてみせたので、曹操は「だだだ黙ってなさいよっ！」と荀彧の口を塞ふさいだ。

「「「「それも従妹だからこそ！　われらにもっともっと甘えてください!!」」」」

　そして、この時。

　赤兎馬に乗った呂布が、董卓を背後に乗せて、天空へと飛ひ翔しようしていた。

　その姿を、炎上する洛陽が放つ「光」が、はっきりと映し出していた。

「飛将軍・呂布が、董卓とともに洛陽城内へ舞まい戻っていきます！　曹操さま。劉備と孫堅の宮きゆう廷てい突とつ入にゆう・天子奪回の策を察知されたようです。あの二人対二人では、劉備の武力が劣おとる分、圧倒的に不利です！　今の呂布は、関張飯店を訪れていた時とは別人のような荒れ具合です！　孫堅といえど、勝負になりません」

「そうだったわ！　董卓は天子の『気』を察知できるんだったわ。劉備たちが天子のもとに到達したことを気取られた！　まずい……まずいわよ、まずい！」

　呂布が宮廷へと「飛んだ」ために、呂布との激げき闘とうから解放された関羽と張飛の二人が、慌あわてて曹操のもとへ駆かけ込んできた。

「曹操！　こんな時のために、劉備三兄妹がいるのです！　私たち二人の妹を──関羽雲長と張飛益徳をお使いください！　兄上のもとにはせ参じます！」

「任せてっ！　呂布の相手はあたしたちが！　さすがに天を飛ぶ赤兎馬には追いつけないけれど、道中の敵軍を薙なぎ払はらいながら急いで宮廷へ向かうよ！」

「あ、あの～。私たちの固有スキル重ねがけで、お二人までなら確実に宮廷へお届けできます～。極秘の密みつ偵ていコンビ専用スキルですが、曹操孟徳が劉備玄徳の義妹ならば」

「オレたち二人にとっても劉備は兄貴分みたいなもんだしな！　ギリギリだけど『気』も回復してるし、使っちまおうぜ！　今の体力で一発使ったら、またバテて倒たおれるがよ！」

　程昱と郭嘉。ようやく体力気力が最低限レベルまで回復した密偵軍師コンビが、荀彧の了りよう承しようを得て、関羽と張飛を洛陽宮きゆう廷ていへ急行させると決めた。

「曹操さま。程昱の隠おん密みつ行軍スキル『十面埋伏』と、郭嘉の超ちよう加速スキル『兵へい貴き神しん速そく』を重ねがけすれば、光の屈くつ曲きよく率を曲げて関羽と張飛の身体を半はん透とう明めい化し、戦場の兵士たちに見えない姿となし、かつ目的の場所まで超ちよう高こう速そくで駆けさせることができます。宮廷まで無人の野を一直線です。その先は、お二人の武力にお任せします」

「むむむ。なんと！　固有スキルのコンボ技ですか！　ぜひ、お願いします！」

「行こう、関羽ねえ！　呂布が抜ぬけた前線は、曹操に任せればきっと押し勝てるよ！」

「あっ、ちょっと待って！　この曹操も行くわ！　董卓は狡こう猾かつよ。関羽と張飛が加勢に入っても、まだ足りない！　あいつを追い詰める『策』を閃ひらめいたわ！　この策は私にしかできない！　定員を増やして！　三人同時にバフれないのっ？」

「なんとかと言われても、私たちの固有スキルは本来、お一人さま用なので～。重ねがけして、やっと二人。それが限度ですぅ」

　と、涙なみだ目めの程昱。

　だが、「うおおおお、閃いたああああ！」と郭嘉が叫さけびながら、関羽と張飛の鎧よろいを脱ぬがしにかかっていた。

「わ？　ちょっと。なに？　なにすんのさー!?」

「まさか裸はだか踊おどりをやって、敵兵の気を引けと？　むむむ。兄さんのお嫁よめさん枠わくを孫堅に奪われた上にそのような恥辱を与あたえられるくらいなら、この関羽、自決しますっ！」

「違ちげーよボケ！　曹操は見てのとおり、ちっちゃいっ！　森の精せい霊れいさん・彭ほう侯こう族ぞく並みの軽量サイズだっ！　関羽と張飛を思いきり軽装化すれば、子供料金扱あつかいのちび曹操を『一人分』としてカウントさせずに荷物としておんぶして持ち運べるぜ！　オレってこう見えて奇き策さくを閃く天才なんだよな！　ギャハハハ！」

　〆切りを破りそうになった時に、ヘンな奇策詭き弁べんを練りだして担当編集のチェックを誤ご魔ま化かしてきた郭嘉ちゃんの本領発揮ですぅ、と程昱が呆あきれる。

「で、でも、いくら軽量化しても『自分は人間だ』という意識が壁かべになって、三人目としてカウントされちゃいますぅ～。そうですねえ、ドワーフ玉置先生に一時的に人間をやめてもらえば、なんとか。身も心も彭侯族になりきってください～、はわわ」

「え、ええええ？　程昱あんた。この私に、ガチのマジで人間未満の彭侯族に成り果てろって言うの～？　そ、そんなの無理よ。絶対に無理だわ！」

　関羽と張飛が、即そく座ざに郭嘉の策に乗った。鎧を外しながら、怯ひるむ曹操を後押しする。

「了りよう解かいしました、でも裸はだかは断ります！　み、水着メイド姿なら……かろうじて……」

「なんで水着メイド姿で戦わなきゃなんないのさ～。まあいいや！　ほら曹操、あたしの肩かたの上に乗って！　急いでー！　ほんもののドワーフ玉置先生なんでしょ？　言葉を操って人の心を魔ま法ほうにかけるその想像力は、常人をはるかに凌りよう駕がしてるじゃん！　あたしも、ガツンとやられた一人だしっ！　『下の人などいない！』と強きよう烈れつに思い込めば、きっと重ねがけシステムの人数制限をすり抜けられるよっ！」

「そーだそーだ。てめーが閃いた策ってのは、てめー自身が行かないと実行できねーんだろ？　じゃあ、他に方法はねーよ！　オレたちの入にゆう魂こんのイラストを焼き払いやがった董卓に、一矢報いてくれよ！　作者とイラストレーターは、運命共同体だぜ！」

「はあ？　郭嘉、〆切りが迫せまるとしょっちゅう音信不通になるあんたには言われたくないわね！　ああもう、シスマゲドン先生を奉たてまつるのはやめたわーっ！　めんどくさっ！」

　夏侯惇が、「なんだって？　郭嘉、張飛。孟徳がドワーフ玉置先生とはどういうことだっ？」と首を捻ひねった。張飛が「げげ。しまった！　ごめーん、なんでもなーいー！」と慌てる。そういえば、まだ夏侯惇たち四従妹に私の副業について教えていなかった、と気づいた曹操は覚かく悟ごを決めて、「えーい！」とこの件についても一気にカミングアウト。

「今まで内ない緒しよにしててゴメンね！　夏侯惇と夏侯淵は袁帝グループ以来の私のファンクラブ会員だからもう気づいてるかと思ってたの。実は、この私・曹操孟徳は、ドワーフ玉置なの！　ＪＫ・曹操・ラノベ作家の一人三役なの！　袁帝グループには秘密よ！」

「ええええええ？　ずっとストーキングしてきたのに気づけなかったあああ！　なんてミステリアスな……ああ、われらは今、孟徳の真の従妹になれたー！　勇気百倍だあ！」

「ストーキングって言い方はやめなさいよ夏侯惇！　と、とにかく！　なにが『頽たい廃はい芸術』よ、シスマゲドン先生の一点物イラストを焼いた董卓は許せないっ！　でも、関羽と張飛に加えて総大将の私まで抜けたら、この一進一退の前線を維い持じできるかどうか……」

　三人の軍師とわれら曹家四従妹組にお任せを！　と、やる気ＭＡＸ状態になった夏侯惇と夏侯淵が、曹操を担ぎ上げて張飛の肩の上に押し上げていた。

「純潔が戻もどって来た上に孟徳のいけないヒミツをすべて打ち明けていただいた今、少々揺ゆらいでいた四従妹はここに復活ッ！　夏侯惇復活ッ！　むしろ完全覚かく醒せい！　呂布不在なら、十二分に戦えます、いけます！　ここはわれら四人にお任せあれっ！」

　曹操と同等の軽量サイズを誇ほこる曹洪が「うんせうんせ」と荀彧の肩の上に乗って、そして「下の人はいないべ～！」と曹操の「影かげ武む者しや」役になりきって右みぎ腕うでを掲かかげていた。

　その瞬間、曹洪の顔かたちがまるで曹操と双ふた子ごのように瓜うり二ふたつに変化していた。

　曹操も、夏侯惇たちも、「ええっ？」といきなり変身した曹洪を凝ぎよう視ししている。

「うちの固有スキル『蒼そう天てん演えん技ぎ』は、一定時間姉者に変身できる影武者スキルだべ！　うちが姉者の影武者をやるべ～！　姉者には大勢の従妹が、妹たちがいるべ！　前線でも！　宮きゆう廷ていでも！　姉者は、どちらでも勝ちを拾えるべ！　あ、大勝利の暁あかつきには、影武者仕事の恩賞は高くつくべさ～」

　夏侯惇と夏侯淵が「うおおお！　孟徳が二人！」「キマシタワー！　もふもふさせなさい！」と曹洪に襲おそいかかるが、曹洪を肩に乗せた荀彧に「落ち着きなさい」といなされる。

「……でも、曹洪。私の影武者を務めたら、あなた、狙ねらわれて討ち取られてしまうかも」

「あの～、姉者？　お言葉ですが、この真世界に曹洪がいなくとも済ませられますけんども、曹操孟徳なしでは真世界は立ちゆきませんがね～？」

　この曹洪の一言で。

　曹操は、「宮廷へ行く、董卓を追い詰つめて劉備と孫堅を救う」と決めた。

　大敗北して馬を失った虎牢関で、言ってもらえなかった言葉。巡めぐり会うはずのなかった従妹の曹洪。その曹洪と自分を引き合わせてくれたのは、誰だれあろう、劉備玄徳。たとえ孫堅を「嫁」に選んだとしても、劉備と私とは兄妹の絆きずなで結ばれている。ほんとうは、私が、劉備と……でも、嫉しつ妬としたり哀かなしんだりしている場合じゃない！　なぜならば。

「妹は！　兄を無条件で全肯こう定ていして護るものなのよ！」

　おお。名めい台詞ぜりふのアレンジ、キタコレ、と一同が盛り上がる。

「行くわよ関羽、張飛！　程昱、郭嘉、お願い！　私は彭侯になりきる！　二人のスキルを私たち『二人と一いつ匹ぴき』に重ねがけして！」

「おうよ！　まだ体力が完全回復してねーから、一発撃うったらオレたちはまたぶっ倒れる！　これが最初で最後の増ぞう援えんだぜ！」

「うう。この戦いが終わったら、また一いつ緒しよに続きを書こうね……こうして全員勢せい揃ぞろいしたんだし。戻って来てね、ドワーフ玉置先生。ぐすっ」

「もちろんよ、シスマゲドン先生！　野戦の総指揮官役は荀彧に任せたわ！　影武者曹洪たちとともに、前線を支えて持ちこたえて！」

「……」

　返事がない。あの常に冷静な荀彧が、顔を伏ふせている。

「じゅ、荀彧？　どうしたの？　苦しいの？　矢傷が痛むの？」

「……どうか……生きて、お戻りください……あなたの描えがく『物語』の続きを……あなたご自身の『死』によって、ここで中断なさらぬよう……お願い、します……私は、幼い頃ころから感情表現が下手で、人とうまく絆を結ぶことのできない人間でしたから……母からは、お前には人間としての感情が欠落している、と見放される始末でした……私生活では、友達も恋こい人びとも作れませんでした……私は、『人との関係』を紡つむぐ方法を、創作物から。『物語』から覚えたのです……たとえ、あなたが描く姉と妹の物語があなたの『妄もう想そう』だったとしても……そのあなたの紡ぐ言葉が、物語が、私に『道』を示してくださったのです」

「……荀彧……」

「私は……あなたが織りなす家族愛の『物語』を……必要としているのです。私自身が、生きるために……その私が、あなたを死地に……最後の最後に付き従えず、申し訳、ございません……」

　あんたってば私よりもツンデレだったのね、損する性格ね、と曹操は泣き笑いしていた。

「荀彧。感情が欠落しているなんて、ありえないわ！　あなたは、人前に自分を晒さらすことを恐おそれ続けて隠かくれ続けてきた私の背中をずっと押し続けてくれた。豆とう腐ふメンタルの私は何度も筆を折ってラノベから逃にげだそうとしたけれど、そのたびにあなたに支えられて書き続けることができた。だから私はこうして劉備たちと、みんなと、巡り会うことができた。あなたは、私には過ぎた最高の軍師であり担当よ、ありがとう──」

「はい。創作の世界の追体験であろうとも、あなたと私が共有した感情はほんものです」

　そして、奇き跡せき的にも敵に捕ほ縛ばくされず曹操のもとに合流できた糜竺が。

「一発こっきり、失敗は許されません！　脳内地図のモニタリングなら、お任せあれ！」

　と曹操の脳内地図ウィンドウを開いて、リアルタイムに測定を開始。

「なにこれ？　私の脳内地図実じつ況きようっ？　恥はずかしいからやめてよっと言いたいけれど、助かるわ！　いくわよ！　私は人間じゃない人間じゃない人間じゃない人間じゃない！　私は森の精霊さん！　彭侯よ彭侯よ彭侯よ彭侯よ彭侯よ彭侯なのよっ……！」

　はじめは「死」「事故」「孤こ独どく」「妹」「関羽」「張飛」「姉」「兄」「戦」「〆しめ切きり」「秀一」「恋こい」「孫堅」「結けつ婚こん」「デート」「キス」とさまざまな文字が飛び交ってごちゃごちゃに混乱していた曹操の脳内地図が、彼女が「集中」するとともに、一気に「彭侯」の二文字に染め上げられていった。

　荀彧ですら驚きよう愕がくするほどの、強きよう靭じんにして強力な集中力。このお方はあの事故で心に生しよう涯がい癒いえない傷を負い、家族のすべてと対人能力の大部分を失った。それでもなお自分自身の生を生き続けるために、強靭な想像力を自らの内に育て上げたお方。そしてその想像力が今、この人を「水城秀一」のもとへと到とう達たつさせようとしている、と荀彧は思った。

「『彭侯』で埋うめ尽つくされましたっ！　脳内地図、完全に安定しています！　今です！」

「ありがとう糜竺！　いける！　身も心も彭侯になりきれたわ！　程昱、郭嘉！　スキルの重ねがけ、ぶっ放して！」

　曹操が自らの意識にかけた、強烈な「想像力」の魔法によって。

「裏技」は、発動した──。




　　　　※




　そう。大勢の仲間たちの力が結集して、今、ついにこうして董卓を宝物蔵へと追い詰めることができたのだ。

「赤兎？　どこへ行く、赤兎おおおおおっ？　なぜだあああ？　なぜ、裏切った呂布のもとへ戻っていくっ？　余を乗せよっ、宮廷から脱だつ出しゆつさせよーっ！　貴様はもともと、余の所有物ではないか！　余が、呂布を義娘にする際に、贈おくってやったのではないか……！　この駄だ馬ばめえええええっ！　馬までが、余を否定するのかああああっ！」

　曹操の策に塡はまり、玉璽の所有権を手にしてしまった董卓は、なおも宮廷からの脱出をはかっていた。壁に開いた穴まで、移動できれば。宝物蔵さえ出られれば、あとは赤兎馬の脚あしで駆かけるのみ。最後の最後まで生き汚ぎたなく「逃とう走そう経路」を確保しようとあがき続けていた。もう、俺を「生き汚いだけのドブネズミよ」と罵ば倒とうする余よ裕ゆうは、董卓にはない。

　が、その赤兎馬は、董卓の命令を無視して、哀しげな表情で宝物蔵の隅すみに立っていた呂布のもとに駆け寄よっていた。そして、呂布の頰ほおを慰なぐさめるように舌で舐なめる。あの澄すんだ瞳ひとみは、傷心の主人を思いやる目だ。赤兎馬は的盧のようなエロ馬とは違ちがうな、うん。

「……ち、父上。せ、赤兎は、『所有物』ではありません……生きています。私たち人間と同じに、生きています……命あるもの、なのです。ど、どうか、連合軍と和睦を」

「黙だまれ、黙れ黙れ黙れええええええ！　呂布よ！　貴様の裏切りを警けい戒かいして『人間』並みに扱ったことが、余の最大の誤算だっ……！　うぬは真の呂布にあらず、劉備にあっさりとたぶらかされて義父を裏切った小こ娘むすめよ！　貴様は余の『所有物』にするべきだった！」

　しかし、董卓の悪あがきも、もう、限界に来ている。董卓自身、胸の激痛に耐たえられなくなってきているし、それに。

「遅おくれてしまってすまない、劉備くん！　孫堅、参上！　凄すさまじい破は壊かい音が鳴なり響ひびいたので、宝物蔵に駆けつけてみたら……これは……曹操くんに関羽くん、張飛くんまで？　そうか、董卓を追い詰めたのかっ！　唯ゆい一いつの扉とびらは私が塞ふさぐ、これで逃げ場ばなしだ！」

　ついに、宮廷の逆方向を捜そう索さくしていた孫堅が、呂布が何枚もの壁かべを方天画戟でぶち抜ぬき続けるたびに響く轟ごう音おんに呼応して、宝物蔵に到とう着ちやくしていたのだった。

「クソがあああ！　余は董卓であるぞ！　真世界を統一する力を持つ唯一の英えい傑けつであるぞ！　こんなバカなことが……現実であるはずがない……これは悪夢……そうとも、余はまだ異世界での恥ち辱じよくに満ちた記き憶おくを捨てきれず……故に、悪夢を見ているのだ……！　誰も……誰も、異世界の日本では余を受け入れようとしなかった……見せかけの平和と偽ぎ善ぜんに満ち、その実、勝者と敗者が確定した階級社会……誰もが、己が支配される奴ど隷れいであるという事実から目を背け、くだらぬ三文小説や虚きよ構こうの物語などにうつつを抜かして……『世界』のルールを定めている連中を殺し尽くし、『世界』を一新すべしという余の怒いかりも願望も、いっさい通じぬ腐くさった世界……！　行き場のない殺人衝しよう動どうを押おし隠して社会に埋まい没ぼつしなければ生きられなかったディストピア……！　今の余は、異世界の記憶を悪夢として追体験しているにすぎぬ！」

　董卓は、俺たち封神英傑に包囲されていながら、あくまでも和睦を拒きよ絶ぜつし続ける。悪あく霊りように憑つかれたかのような鬼き気き迫せまる表情で、なにごとかを叫さけびながら。

「余が真世界に董卓として召しよう喚かんされた理由は──余の願いが、『世界を破壊し尽くしてリセットしたい』という祈いのりが、強きよう烈れつな欲よく望ぼうだった故だあああ！　認めん！　こんな現実を、余は断じて認めんからなっ！　間ま違ちがっているのは世界のほうだ……異世界に続いて、真世界までが余を拒絶するなど、あっていいはずがない……！　異世界人としての価値観も過去も序列も捨てようともせず、真世界を穢けがし続ける封神英傑どもなど不要よ！　ここは、余だけが選ばれて召喚された世界なのだっ！　余だけが真世界を平定できるのだ！　劉備玄徳よ、一人ではなにもできぬ無能の小こ僧ぞうよ！　洛陽が炎えん上じようしつつある今なお、妹がどうのこうのなどとほざいている脆ぜい弱じやくで非力な貴様に、真世界を救えるはずがない！　余は、情も異世界での過去もすべて捨ててほんものの董卓になりきった！　対する貴様は、この期ごに及およんで兄妹の絆だのなんだのを弄もてあそび、ガキ臭くさいお遊ゆう戯ぎを続けていた！　情などに流され続けた！　なぜだ、なぜこの余が貴様に敗れねばならん？」

　ついに宝物蔵にも、炎ほのおが回ってきた。俺は、膝ひざから頽くずおれて「げはっ」と血を吐はいている董卓のもとに、一歩、そしてまた一歩、近づいていた。

「違うな、董卓。お前には、お前に相応ふさわしい世界なんてない！　なぜならば、お前がほんとうに憎にくんでいるものは、お前自身だからだ！　お前は、異世界での不ふ遇ぐうな自分自身を黒歴史として葬ほうむり去ろうとしてきた！　だから、正史英傑・董卓になりきろうとしたんだ！　その結果、かつて董卓が辿たどった『運命』に追いつかれた！　俺たち封神英傑は、正史英傑が超こえられなかった運命を超えるために召喚されたというのに！　封神英傑が『運命』に抗あらがうための最大の力とも言える自由意志を捨てた時点で、お前はすでに正史英傑・董卓の運命に吞のみ込まれていたんだ！」

　そうだ。どこの世界へ転生しても、お前はお前自身からは決して逃げられない。どこの世界に召喚されても、過去の自分を消し去ることなどできない。たとえ、「時間」を消し飛ばして巻き戻もどしたとしても、だ……！

「……初代劉備玄徳は、真の英えい雄ゆうだった。どれほど敗れ、どれほど失敗を重ね、どれほど傷だらけになっても、決して折れない強靭な精神力の持ち主だった。俺は、あの人のようになりたい。だが！　俺は、水城秀一という人間であり続けながら、同時に二代目劉備玄徳になってみせる！　二つの世界、二人の人間、二つの人生を、退くことなく最後まで生ききってみせる！　それが、オリジナルには遠く及ばない非力な俺が初代劉備玄徳の『運命』を超えられる唯一の道だからだ！」

　董卓。たしかにお前の精神力は強いのだろう。俺なんかよりもずっと。強すぎるあまり、お前は誰だれも必要としなかった。だから、俺よりも先に心が折れた。虎牢関でのただ一度の敗北で綻ほころびたのだ。俺もまた、「北斗五丈」の発動とともに何度も心が折れそうになった。しかし、俺には、妹たちが、家族たちが、仲間がいた。俺は、みんなに、支えられた……。

　だが。

　ダメだ。やはり、こいつとは「対話」など不可能なのだ。この男は、自分自身以外の人間とは「対話」などできない男なのだ。どこまでも唯ゆい我が独どく尊そん。自分以外の人間の命の価値など、わからないのだ。どの世界に召喚されても、こいつは変わらない……。

「クッ……クハハハハハ！　なにを、余を論破して勝った気になっている、劉備玄徳よ？　甘いわ！　甘い甘い甘い！　貴様の戯ざれ言ごとなど、余の耳には入らぬわああ！　断じて和睦などせぬ！　帝王は常に一人！　泥どろ水みずをすすってでも、生き延びてやる……長安へ逃げ延のびてやる！　貴様ら、道を空けい！　天子の首をねじ切られたくなくば、余に逃走路を譲ゆずれイ！　三つだけ数えてやる！　譲らねば、この真世界の『頂点』に君臨する忌いま忌ましいガキを殺すぞっ！　ひとーつ！　ふたーつ！」

「……う、ううっ……や、やめ、て……」

　追い詰つめられた董卓は、容よう赦しやなく天子の頭を腕うでと胴どうの間あいだに挟はさみ込んで、首の骨を折ろうとしていた。封神英傑たちと和睦するくらいなら、真世界というシステムの頂点に据すえられている天子とともに死ぬ。真世界に、取り返しのつかない大ダメージを与あたえて、滅めつ亡ぼうを加速させる。死なばもろとも。それが、「世界」を憎み続けてきたこの男の選せん択たくか……！

「りゅ、劉備？　まずいわよ！　本気よ、こいつ！　殺さつ人じん鬼きの目つきだもの！　自分以外の人間を『命あるもの』だと思っていない！　天子を殺されたら、真世界は崩ほう壊かいしてしまう！　逃がさなければ！」

「に、兄さん……！」

「なんなの、この男？　信じられない！　どうかしているよ！」

「……父上……そこまで……あなたは……」

「劉備くん！　すまない、天子を盾たてにされては抵てい抗こうできない！　道を、開こう……！」

　万ばん策さく尽つきた。封神英傑である董卓の手で天子が殺されれば、真世界の社会システムは崩壊する。封神英傑が英傑としてこの世界の人々に受け入れられているのは、真世界を統一し滅ほろびから救うという「使命」を持っているからだ。みな、温度差や方法論の違いはあれど、その「使命」を果たすべく努力してきた。しかし、封神英傑が天子を殺せば……王朝そのものが崩壊するのはもちろん、もう真世界の人々は封神英傑を信じてくれなくなる！　異世界から来た侵しん略りやく者、亜あ人じんよりも残ざん虐ぎやくな蛮ばん族ぞくと認定されてしまう！　初代劉備が贄にえとなり、孔明が築きあげた封神英傑召しよう喚かんシステムのすべてが、根本から崩壊する！

　俺たちは、董卓に道を譲るしかなかった。

　天子を抱かかえながら、董卓が一歩、また一歩、這はうように進んでいく。

　ついに、宝物蔵から脱出を許した。董卓は哄こう笑しようしながら、悠ゆう々ゆうと廊ろう下かを歩みはじめた。

「クハハハハハ！　長安へ天子を運び去り、関中に蓋ふたをすれば、長ちよう駆く遠えん征せいで補給に苦しむ連合軍はもはや余を追ってこられまい！　ここで天子もろとも余を斬きり殺す勇気も覚かく悟ごもない貴様らの負けだーっ！」

　だが。

　すべてが終わった、と誰もが絶望しかけた、この時。

　ついに「運命」は、ほんものの董卓になりきろうとあがき続けてきたこの男に、追いついた──！

　長安からの使者が、燃えて崩れはじめていた宮きゆう廷ていの廊下に出現していた。

「董卓さま！　それがしは、長安の副官・郭かく汜しさまの使者でございます！　長安の主将・李傕が、董卓さまに誅ちゆう殺さつされる事態を恐おそれて、洛陽入りを拒きよ否ひ。どうせ殺されるならば戦って死ぬほうがましだと開き直り、独立君主になりましたぞ！　長安は李傕派と郭汜派との争いで大混乱です！　長安の印いん綬じゆは、李傕の手に!!」

「なっ……なんだとおおおおおおっ!?」

　そう。長安の印綬が──洛陽を失しつ陥かんした董卓にとって最後の拠きよ点てんだった長安の支配権が、李傕のもとに移っていたのだ。

「だが、それでいい！　長安を失陥し、長安に残してきた家臣たちが独立したということは、余の威い信しんは大おお幅はばに低下しているはず！　宝物蔵で玉璽に触ふれるよりも早く、長安の印綬を失ったのだから！　使者が出立した時にはすでに、余は長安の印綬と家臣団を根こそぎ失っていた。ならば、余の威信はぎりぎりでカンストしていなかったのだ！」

「いえ、長安に残っていた封神英傑のうち、八割方は郭汜さまにお味方して董卓さまのために戦い続けております！　李傕の裏切りを予見して反李傕派の家臣で長安を固めておられた董卓さまの采さい配はい、神の如ごとしでございます！　印綬こそ奪うばわれましたが、長安のほとんどの家臣団はなお董卓さまのもとに！」

　あの董卓が、はじめて、絶望の表情を浮うかべていた。

　わななきながら、自分のステータスウィンドウを開いて、そして、「威信１００」という絶望のパラメーターが表示されていることを確認していた。

「……糞くそどもがああああああっ！　ふざけるなあああああっ！　郭汜の愚おろか者め……長安など放ほう棄きして、兵を率いて洛陽へ救きゆう援えんに来ておれば、今いま頃ごろは……！　余自身が危険を冒おかして宮廷へ舞まい戻る必要などもなかった！　呂布を単独行動させれば、必ず劉備側に寝ね返がえられる。そのルートを塞がねばならなかった故に、余は今この死地に。糞がああああああ！」

　自分自身の過去を抹まつ殺さつし、異世界から来た封神英傑たちを全殺して「董卓」そのものになろうとした男は。

　今この瞬しゆん間かん、ほんものの董卓に、なった。

「運命」は、成就した──。

　董卓の周囲から。空間のあちこちから。

　なにか得体の知れない黒い「触しよく手しゆ」のようなものが無数に伸のびてきて、そして、董卓の身体を捕とらえていた。

　威信カンストした封神英傑が、持てる領地をすべて失った。董卓は「消しよう滅めつ」してしまうんだわ、と曹操が呆ぼう然ぜんとしながらつぶやいている。

「……なぜ。なぜ、余が敗れる。う、うおおおおおおおっ？　消える……消えてしまうっ……なんだ、こいつらは？　余をどこへ連れて行こうというのだあああっ？　奉先っ！　余を救えっ！　貴様ならば、この化け物どもを斬ることも……うわああああああっ!?」

　呂布が、「あ、兄者。や、やはり、ち、父上を見捨てられない……す、救う……！」と方天画戟を掲かかげて董卓のもとへ駆かけた。しかし、方天画戟は、黒い「触手」には当たらない。物質的な実体がないのだ。「狭はざ間まの世界」に幽体として出現した時の孔明に近いものなのかもしれない。幽体孔明の肩かたを摑つかめる俺ならば、触れられるかもしれない。俺は、手を伸ばした。が、ダメだ。すり抜ぬける。俺の「情」すら通じない未知の相手だった。

　董卓の身体がみるみる、黒い「闇やみ」に覆おおわれていく。下半身から、徐じよ々じよに。心臓まで到とう達たつしたその時、董卓は全身の力をほとんど失い、抱え込んでいた天子を落としていた。天子は、連れて行かないというのか。あくまでも、「消滅」条件を満たした董卓だけを──。




「……そ、そうか。今になってやっとわかったぞ劉備玄徳！　そうだったのか！　道理で、貴様のような愚ぐ物ぶつが賈詡の暗黒の策を突とつ破ぱできたわけだ！　クハハハハ！　余は必ず真世界に戻ってくる！　貴様を滅ぼし復ふく讐しゆうを遂とげるためにな！　これは、『死』ではない！　『消滅』にすぎん！　劉備玄徳よ！　貴様の秘密は、ダブルスキル……ぐわっ……!?」




　消えた。董卓とともに、「闇」そのものが、消失していた。

　危なかった。奴やつはいまわの際に、俺の秘密に半ば気づきかけていたらしい。本来は封神英傑一人につきひとつしか使えない「固有スキル」を二つ使える、という俺のチート能力に。もしも「北斗五丈」の存在そのものに気づかれていたら、因果律が崩壊するところだった……が、「死」ではないとは、どういうことだろう？

「……父上……裏切った上に、お救いできなかった……お許しを……う、う……」

「誰の責任でもない、呂布。曹操だって、董卓との和睦交渉を成立させるために玉璽を持たせただけで、あいつを消滅させるつもりはなかったんだ。すべては、家臣団を相そう互ご監かん視しさせたり誅殺を公言したりと、不信の種を蒔まき続けてきた董卓自身が招いたことだ」

「でも劉備、董卓は戻ってくるって言ってたわよね？　たしかに、封神英傑が威信ペナルティに抵てい触しよくして消えたからって、『死ぬ』とは限らないのよね。もう、戻ってきてほしくないけど。ともかく、総大将と猛もう将しよう・呂布がともにいなくなった董卓軍は、これで敗走決定だわ。荀彧たちに伝えないと」

「そうだな、曹操」

「ダブルスキルとはなんのことでしょう、兄さん？　董卓は意識がもうろうとなっていました。消え際に妄もう想そうにでも取りつかれていたんでしょうか？」

「妹二人のスキルを自分のスキルとして自在に使えるってことじゃん？　あたしと関羽ねえの二人は、アニキと一心同体だもんね！　あたしたちが洛陽から瞬間移動してきたのを見て、びっくりしてたじゃん？」

「なるほど！　私たち兄妹の絆きずなの勝利というわけですね！　やりましたね、ななちゃん！」

　雪乃がまずいところに疑念を抱いだきかけたが、那波がアホの子で助かった。ふう……。

　ともあれ、天子は奪だつ回かいできた。「……あ、ありがとう、劉お兄ちゃん」と涙なみだを流している天子ちゃんさまを見た瞬間に俺は、天子ちゃんさまの細い身体をぎゅーと抱だっこしていた。あ、いけね。うっかり天子の所有権をゲットしちまった。俺さまの威信が30上じよう昇しようしたが、問題ない！　妹はすべてに優先するのだーっ！　フハハハハハ！

「いつまでやってんだ、相棒！　表に出ろ、宮廷が焼け落ちかけてるぜ！　それよりもなによりも洛陽がマジやべえことに！　ブルル！」

　おっ、的盧？　こんな炎ほのおの中、わざわざ俺を迎むかえに？　無茶しやがって！

「劉備くん！　まずいぞ！　宮廷の外を見てくれ！　董卓が消滅すると同時に、ほとんど竜たつ巻まきの如き突とつ風ぷうが洛陽のあちこちに！　まるで、董卓の妄もう執しゆうが突風を呼んだかのようだ！」

　孫堅が、的盧と晋太郎の後を追って庭園へと飛び出していく。俺たちも、孫堅に続いた。俺は天子ちゃんさまを抱っこしたままで。宮廷は、小高い丘おかの上にある。街の全ぜん貌ぼうが見えた。って、噓うそだろう？　火の勢いがとんでもなく激しくなっている！　洛陽全市街が、焼失の危機に陥おちいっている！　賈詡や孫策たちの必死の消火活動も、もはや間に合わない！　住民たちを城外へ避ひ難なんさせるにも、まだ城外では董卓軍との戦せん闘とうが続いている！

「……どうすれば……どうすればいい……？」

　この時。

　不意に、孫堅がつぶやいていた。でも、孫堅自身の声ではないかのような。

「……古こ錠てい刀とうを」

　古錠刀？　孫堅の宝貝パオペエだな。だが、孫堅は古錠刀をまだドロップしていないはずだ？

「急にどうした、孫堅？」

「あ、いや。不意に、知らない人の声が聞こえてきて、つい、口に出してしまったのだ。古錠刀を用いろ、と耳元で囁ささやかれたような」

　だが、古錠刀を探す時間は、もうない……って、待てよ？

　そうだった！　あまりにも怒ど濤とうのピンチが続いていたので、忘れていた！

「俺としたことが！　曹操！　関羽！　張飛！　実は、俺は孫堅と結けつ婚こんしていなかったのだーっ！　敵を欺あざむくにはまず味方から！　孫堅は今、俺さまの『妹』枠わくに収まっているっ！　つまり、孫堅は俺の妹！　ならば！　俺の『雌し雄ゆう一対剣けん』の力で、孫堅の丹田を解放できる！　同時に古錠刀も召しよう喚かん可能！　フハハハハハ！」

「えーっ？　私の妹枠はどうしたのよ？　あーっ、外れてる！　あああああんた、かかか関張飯店に私のもとへ夜よ這ばいにしに来たんじゃなくて、妹枠を外しに来たのねっ！　私から盗ぬすんだだいじなものって……ゆ、許せないっ！　よくもこの私に勘かん違ちがいさせてぬか喜よろこびさせ、じゃなかった、恥はじを搔かかせたわね！　うがーっ！」

「落ち着け曹操！　嚙かみつくな！　詳しよう細さいを説明している時間はないのだーっ！」

「よくわかりませんが、やっぱり兄さんは私をはじめてのお嫁よめさんとして選んでくださったのですね！　そうですよね！　『結婚へ至る千里の道も、まず妹から』ですもんね！　ううっ……兄さんが結婚してしまった衝しよう撃げきで自決しなくてよかったです！」

「な、なーんだ。あ、あたしは別に、嬉うれしくなんてないけどぉ。ふ、ふーん。やっぱりアニキのシスコンの病って一生治らないんだねー。求きゆう婚こんしてきた相手を結局妹にしちゃってさあ……嫁より妹のほうが萌もえるなんて、ダメダメだよね、アニキってば。えへっ」

　雪乃はなにを言っているんだ？　自決って？　あと那波、それは誤解。と、ともかく！

「雌雄一対剣、頼たのむぜ！　孫堅の丹田に『気』をブッパして一気に解放する！　ただちに宝貝・古錠刀を召喚して連結ペアリングするんだ、孫堅！　きっと、きっと、その古錠刀には──」

「……正史英えい傑けつ・孫堅がその生しよう涯がいで果たせなかった想いが、宝貝・古錠刀に込められているというのだな、劉備くん！　すなわち、水戦用の『猛虎甲子』の力では止められなかった、洛陽炎えん上じようという『運命』を覆くつがえす強きよう烈れつな想いが……！」

「そうだ！　行け！　初代孫堅の想いを、お前が果たすんだ！　二代目孫堅！　舞子！」

「妹」孫堅の丹田を解放！

　即そく、古錠刀、召喚！　連結！　そして──！

「わかったぞ劉備くん！　古錠刀の力は──『及きゆう時じ雨う』！　天てんを突つき動かして、激しい雨を、豪ごう雨うを降らせる力だ……！」

「やはり俺さまの予想通りだったな、フハハハハ！　二代目孫堅よ！　全力で、古錠刀に込められた『気』を放てええええええええ！」

「天よ！　王都洛陽の街を！　洛陽百万の民を！　『運命』から、守り給え！　解き放たれよ、古錠刀──！」




　雨は──降った。

　洛陽を覆い尽つくそうとしていた業火は、奇き跡せきの豪雨によって瞬しゆん時じに消し止められていた。

　董卓の暴政から解放された洛陽百万の民が、いっせいに歓かん喜きの声をあげていた。

　俺たちは、抱き合って喜び合った。水着メイド姿の那波と雪乃が「へっくちゅん！」「くちゅん！」とくしゃみをしていたのがちょっとかわいそうだったが。

　主君を失ったと知った董卓軍は、総そう崩くずれとなって西のかた長安方面へと敗走した。追つい撃げきする余力はなかったが、長安に居残っていた董卓軍は仲間割れしているし、もはや連合軍の敵ではない。ここに真世界統一は一気に近づいた！

　そして、「遅おそいよ！」と言いたくもなったが、周しゆう到とうに進路妨ぼう害がいを続けていた董卓軍軍師・賈詡の帰順によって、ついに渋じゆう滞たいしていた連合軍本隊と補給部隊とが進軍を再開。

　袁紹、袁えん術じゆつたち袁帝グループの面々が、大軍を率いて王都洛陽へと到とう着ちやくしたのだった。

　洛陽の民たちの声せい援えんに迎えられた袁紹は、「本軍抜きで洛陽を解放とは、さすがは曹操ね。有能だわ」と洛陽パレード中ずっと輿こしの上で社長椅い子すに腰こし掛かけ、紅茶を飲みながらご満まん悦えつだった。行軍が遅おくれに遅れたためか、中間管理職の張ちよう郃こうなんてストレスで死にそうなほど瘦やせているというのに、袁帝グループのＪＫ社長はいつもマイペースだなあ。

　あ。そういえばすっかり忘れていたが、牢ろう獄ごくの中に許劭がいたので、一応解放してやった。糜竺からもらって使い込んでしまった呼符代金の何割かを、許劭が自らのアガリから毎月支し払はらうという契けい約やくでな。そうとも、人質の解放には「身の代金」が必要。俺は糜竺から教わった。世の中、タダで動くのは地じ震しんだけなのだ。フハハハハハ！








第五回　妹さえ勝てばいい。









　連合軍の盟主・袁えん紹しようが、孫そん堅けん・曹そう操そうたちとともに半焼した洛らく陽ようの復興にかかりつつ、火事で傷んだ宮きゆう廷ていを補修して論功行賞を定める盛大な軍議を準備している間。

　久々に休きゆう暇かを得た俺たち劉りゆう備び三兄妹は、洛陽住まいの大貴族・王おう允いんの豪ごう邸ていに招かれていた。徐じよ州しゆうの糜び竺じくと昵じつ懇こんの仲なのだという。糜竺への借金を一部肩かた代がわりしてくれる上に、新店てん舗ぽ「関かん張ちよう飯はん店てん・洛陽宮きゆう廷てい前店」のスポンサーになってくれるとまで言われてしまった。

　しかもなんとこの屋や敷しき、天然の温泉付きである！　どこからお湯を引いてきているのだろう。世の中にはすごい金持ちがいるものだ。

「関張飯店では恥はずかしかったですが、水着メイド服を仕立てておいてよかったです！　兄さんとななちゃんと、三人で兄妹水入らずの貸し切り露ろ天てん風ぶ呂ろに入れるなんて……またひとつ、雪ゆき乃のの夢が叶かないました。温泉に入って身体が温まったので、雨に濡ぬれたために風か邪ぜを引く心配もなくなりましたし。めでたしめでたし、ですね♪」

「でもさ～。今回あたしとゆきのんって、『対呂りよ布ふガード支し援えん』役しかしてなくない？　いわば壁かべ役やく。軍師ばかり活かつ躍やくして、なーんか影かげが薄うすかったよ～。勲くん功こう一等は、董とう卓たくに玉ぎよく璽じを持たせた曹操と、洛陽の炎えん上じようを消し止めた孫堅になりそうだし。ううう、これがパラメーターを武力全振ふりにした武官の定めなのかなあ～」

「なにを言う！　那な波なみと雪乃が頑がん張ばって呂布と戦ってくれなければ、連合軍は呂布の猛もう勇ゆうの前に手も足も出なかったのだぞ。俺が呂布を説得できたのも、お前たちのおかげだしな！　誰だれも褒ほめてくれなくとも、この兄が手放しで褒めよう！　洛陽包囲戦の真のＭＶＰはお前たち二人だと！　フハハハハ！　……へぐっしゅ！　う、ううむ、もしかして俺さまが風邪を引いたかもしれん……」

「ありがとうございます、兄さん！　雪乃は、兄さんに褒めてもらえれば、なんだって頑張れます！　熱はないですか？　お湯だけでは足りませんか？　それでは、雪乃が人間妹湯たんぽ係として、兄さんを抱っこして温めさせていただきます……えへへ」

「ゆきのん。兄妹間で感染しまくるじゃん、やめなよ。あ、でも、あたしはアホだから風邪引かないもんね！　というわけで、那波ちゃんがアニキを温めてあげる～。そ、そ、孫堅との結婚話がいつの間にか『第三の妹』話に落ち着いたからって、喜んでるわけじゃないんだから！　あああアニキは童どう貞ていマインドがうずいて結婚を前にヘタれただけだよね？　いいいいずれ孫堅を、妹から嫁にランクアップさせるつもりなんだよね！　そうはいかないんだからっ！」

　ほんとうの理由は打ち明けられないので、そういう言い訳を捻ひねりだしてみんなに納得してもらったのだ。「このヘタレ小こ僧ぞうがあああ！」「洛陽に入ったら祝言と違ちやうんかい！」「姐あねさんに恥かかすちゅうんかワレ！」「ワシらが遊ゆう郭かくに連れて行って強制的に童貞捨てさせたるわボケが！」と激げき怒どした孫ファミリーのオジキたちにシメられそうになったが、孫堅・孫そん策さく・孫そん権けんの三姉妹が俺をかくまってくれて命拾いした。

　とりわけ、日ひ頃ごろおとなしい孫権が「やめてよーう！　り、劉備お兄ちゃんに手を出した人は破門！　問答無用で斬きっちゃうから！」と別人のような剣けん幕まくで太刀を抜ぬき放はなって机を斬ったり岩を割ったりと大暴れし、構成員を叱しかりつけてくれたのがでかかった。オジキたち、みんな「そ、孫権お嬢じようさまのシチリアマフィアの血が覚かく醒せいしおった～？」と震ふるえていたな……やはり、いぢめられている鯉こいは助けてあげるに限るな。見返りなどどうでもいいとは言ったが、実質的に俺の新たな義妹になった孫権に護ってもらえたのは素直に嬉しい。

「でも兄さん。孫堅と曹操は、これからも第三の妹枠を巡めぐってぎくしゃくしそうです。真世界統一まで保てばいいのですが。本人同士はともかく、両家に仕える面々がどちらも主君を好きすぎて、勝手に抗こう争そうを開始しそうで雪乃は心配です。私が頑がん固こに妹枠を譲ゆずらなかったことも一因ですし。ゆ、雪乃の妹枠を曹操に譲りましょうか？」

「あたしは、真世界統一までなら妹枠を貸し出してもいいよー？　どうせ横よこ浜はまに戻もどったら、アニキとまた兄妹として同居させられるしね。ほーんと、腐くされ縁えんなんだからさー」

「いーや。お前たち二人は、絶対に妹枠から外さん！　たとえなにがあっても、どれほど苦労してもだ！　関かん羽うと張ちよう飛ひなくして劉備なし！　雪乃と那波なくして水みず城き秀しゆう一いちなしだ！　呂布が董卓軍を離り脱だつして放ほう浪ろうの旅に出てしまった以上、対呂布の壁役はお役やく御ご免めん。明日からは、兄妹三人水入らずで関張飯店の仕事に注力するぞ！　新たなコスプレ企き画かくでこきつかってやるから覚かく悟ごしておくのだな、フハハハハハ！」

「……に、兄さん……！　雪乃は、感動です！　歓よろこびのあまり鼻血が……ぶふっ」

「それ、のぼせてるだけだって！　ゆきのんは上がったほうがいいよ！」

「むむむ。兄さんと二人きりで混浴するつもりですね。姉を出し抜くつもりですね、ななちゃん！　湯あたりしてもうろうとしている兄さんにおねだりして、既き成せい事じ実じつを仕込もうと企たくらんでいますね！　抜け駆がけは許しませんっ！」

「ししし仕込まないってばっ！　ゆきのんを華か佗だ先生に診みてもらおうよ、アニキ～。どんどんブラコンが悪化してるじゃん！　あ、あたしは血が繫つながってないから、べ、別にアニキがどうしてもって言うのなら、い、いつもお世話になっているお礼として、い、一度くらいなら……う、ううん、何度でもいいけど……って、なにを言わせんのさバカー！」

　ちょっと待ってくれ。ほんとに湯あたりした。雪乃と那波がお湯の中で取っ組み合って騒さわいでいる隙すきに、お湯からあがって少し身体を冷まそう……この二人はほんとに、昔からの姉妹みたいに仲がいいな。真世界では、濃のう密みつな時間を過ごしてきたからなあ。

　今回は俺も海パン（風のなにか）を穿はいているので、お湯から出ても安全なのだ。

　ふいー、と岩がん盤ばんの上に座って洛陽の青空を見上げていると。

　ぽん、ぽん。

　なにかに脇わき腹ばらを叩たたかれた。

「おっ？　お前は、森の精せい霊れい・彭ほう侯こう？　一いつ匹ぴきだけでどうした、群れからはぐれたのか？　許きよ劭しようのもとに連れ戻してほしいのか？　それとも森へ帰りたいのか？」

　二頭身化された曹操のぬいぐるみみたいで、かわいいな。彭侯を抱だきあげて、高い高い。うん？　こいつ、けも耳と尻しつ尾ぽが生えてるぞ。彭侯は植物系の精霊だから、ケモナー属性があるのはおかしい。突とつ然ぜん変へん異い種かなにかか？

「……はあ。相変わらずの愚ぐ物ぶつだな、水城秀一。きみがいつまでも『三さん顧この礼れい』イベントを起こせずに妹たちといちゃいちゃしている間に、事態は最悪のルートへと突き進んでいるのだぞ。だからやむを得ず、こうして彭侯に憑ひよう依いしてお前に忠告しにきてやったのだ。だがもう、あまり時間がない。いつまでも彭侯の身体の中に入ってはいられん」

「って、その声は……ピッチ変わってるけど……孔こう明めいなのかっ？　こんな裏技が使えたのか？　あ、あ、会いたかったぜ、孔明～！　なんだかすごく懐なつかしいような！　ううっ」

　孔明。ごめんな。また「北ほく斗と五ご丈じよう」の力に頼たよっちまったよ。でも、真世界の統一は目の前だ。お前を必ず地上に連れ出すからな。それが、真世界における俺の最後の仕事だ。

「な、泣いて私に頰ほおずりしている場合か愚物が！　私は孔明の『潜在意識』にすぎん。早く『三顧の礼』イベントを起こして私の本体を出しゆつ盧ろさせろ！　発生させるための『地』条件は、徐州の琅ろう邪や、または荊けい州しゆうの新しん野やだ。やはりきみは、軍師抜きではきつい。とびきりの愚物だからな。だが、諸しよ葛かつ亮りよう孔明さえ出盧させればまだ巻き返せる！　『運命』に負けるな、水城秀一。二代目・劉備玄げん徳とく──」

「うん？　なにを言っているんだ、孔明？　もう董卓は消えたし、なにもかも解決したんだぜ？　おい？　おい、孔明？」

「……でち？」

　あ。あれれ。彭侯のけも耳と尻尾が消えた。ただの彭侯に戻っている。

「でっちー？　いつ攫さらわれたでち？　人間さん、彭侯ちゃんの魅み力りよくにメロメロで混浴したくなったでち？　いいでちよ？　優しくしてでち～。ポッ……」

「違う！　俺にそんなアホな趣しゆ味みなどない！　事態が最悪のルートに突き進んでいるって、どういうことだったんだ？　ダメか。孔明が彭侯に憑依できるのは、わずかな時間か！」

　孔明の潜在意識が俺に伝えようとしていた警告がなんであったかは、すぐわかった。

　ドオオオンッ！

　露天風呂を囲んでいた石いし垣がきが方ほう天てん画が戟げきの一いち撃げきで破は壊かいされて、そして。

「……あ、兄者。ほ、放浪の旅に、で、出ようと思ったが……そ、孫堅が妹いもうと枠わくを返さないと聞いて……も、戻ってきてしまった……ど、ドワーフ玉たま置おき先生ならともかく、そ、孫堅に奪うばわれるのは、堪たえがたい……その妹枠を、わ、私に……」

　うわあああああっ？　呂布だあああああああっ!?　な、なんだこの凶きよう悪あくなオーラは？　董卓の下で戦っていた時よりも怖こわい！　そうか、孫堅に妹枠を取られて激怒してるのか？　えいえい、怒おこった？　えいえい、怒った？

「ひ、ヒルデガルド!?　その『コマンドー』方式の移動はやめるんだっ！　王允さんのお屋敷を壊こわしちゃダメだ！　そそそ孫堅の妹枠は外せないんだ。結けつ婚こんの約束を反ほ故ごにした時点でもうやばいわけで。妹の絆きずなまで縁えん切きりしたら、オジキたちに始末されてしまう！」

「……ジャパニーズ・ヤ●ザどもめ……兄者を束そく縛ばくする連中は、私が全員倒たおす。あ、兄者を、か、解放する。ひ、ひとまず、私と安全な場所へ……シルクロードの彼方かなたへ……」

「待て。待て待て待てーっ！　真世界統一まであと一歩なんだ、耐えてくれえええ！　ここでお前が暴れたらすべてがご破算だ、ヒルデガルド！　孫ファミリーへのカチコミなど論ずるに及び申さん！　仁義なき戦いがはじまってしまうではないか！」

　ダメだ。日本文化大好きな呂布にとって「ジャパニーズ・ヤ●ザ」は董卓軍を超こえる巨きよ悪あく集団らしい。たぶん、呂布の頭の中の世界観では、ニンジャとヤ●ザに最さい凶きよう補正が入っている。あいつらはもうカタギなんだ！　と説明しても、オジキたちのあの面相では納得してくれないよなあ。無言で首根っこを摑つかまれてしまった。でちー、と悲鳴をあげながら彭侯が俺を見捨てて逃にげていく。アア……。

「むむむ！　なにごとかと思えば、呂布奉ほう先せんっ!?　兄さんを攫さらおうなど、言語道断ですっ！　この関羽雲うん長ちようが許しません！　今日こそは討ちます！　出でよ、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とう！」

「ああもう。最悪だよ～！　アニキのアホ～！　八方美人！　見境なしの妹マニア！　どーすんのさ！　いーから呂布、おとなしくしなよっ！　暴れるなら、張飛益えき徳とくがシメてやるっ！　蛇じや矛ぼう、召しよう喚かんっ！　やっぱり呂布と関羽・張飛はこうでなくっちゃね！」

「……か、関羽。張飛。ならば、い、妹枠を……ゆ、譲れ。譲らぬのなら……戦おう。ここで、今日こそ完全な決着を……！」

「おーっ！　壁役続きで鬱うつ憤ぷん溜たまってたんだ、あたし！　完全燃焼してやるっ！」

「そもそも兄さんが妹に見境がないのがすべての原因ですが、関羽、行きますっ！」

　唸うなる宝貝パオペエ！

　舞まいあがる砂さ塵じん！

「気」を解き放った関羽の背後に翻ひるがえるは、雄お々おしい龍りゆうのシルエット！

　迎むかえ撃うつは、地上最強の封ほう神しん英えい傑けつ・呂布奉先！

　両者の間合いは、ぐんぐんと「必殺」の至近距きよ離りへと迫せまっている！

　今、ここに真の決戦の時、来たれり！

　うわああああああ、最悪の事態だあああ！　孔明、助けろーっ！　ダメか。とうぶん彭侯には憑依できないか！

　だが！　二代目・劉備玄徳は──ここからだ！




「待ったーっ！　わが妹たちよ！　那波！　雪乃！　ヒルデガルド！　この水城秀一が兄として命ずる！　この妹同士の愚おろかな争いを、ただちにやめるのだっ！　戦いは！　なにも生みださない！　ドンッ！　よいか、この兄の妹への想いは平等にして無む尽じん蔵ぞうなのだ！　みんなで思う存分に仲良く分かち合うがよい！　フハハハハ！」




　起死回生の名言、来ました！

　兄の無尽蔵の妹愛に心打たれた三人は、我に返……らないだとーっ？

　なぜならば！




「従兄どのーっ！　おーい、劉備ーっ！　夏か侯こう惇とんたち孟もう徳とくの四従妹、ここに見参だっ！　今回の戦いで、われらも関羽や張飛のようにレベルマしなければダメだと痛感したっ！　再びデートを頼たのもう～っ！　前回のキスは効果がなかったが、今ならば効果抜ばつ群ぐんだぞ！」

「夏か侯こう淵えんも参上ですわーっ！　劉備とのきききキスにはもう慣れてしまったので、つつつ次はむむむ胸を触さわらせてさしあげますわよ！　そ、そ、その先まで進みたいのでしたら……そうですわよ、従兄ですからなにも問題ありませんわ！　ぜんぶノーカンですわ！」

「曹そう仁じんもがんばるだ～。ふつつか者ですが、従兄どの、どうかよろしくお願いしますだ～。なんなら孕はらませていただいても～。授かったお子は、実家で育てて農業を継つがせるだ～」

「この曹そう洪こうも、影かげ武む者しやスキルだけではまだ足りないべ～。猛将になれるよう、育成をお願いするべ～。まずは、温泉で身体を清めるべさ～。全身を綺き麗れいに洗わねえと～」




　なっ……なんだとおおおおっ？　夏侯惇たち四従妹組が、俺とデートしに温泉へ押しかけてきただとおおおっ？　し、しまったあああっ！　那波と雪乃に、バレてしまったああああっ！　俺が、この四人とキスしたことがあああああっ!?　最悪だああああ！

「……これはいったいどういうことですか、兄さん……私たちが呂布と命いのち懸がけの死し闘とうを繰くり広げている隙すきに、なんという裏切りを……ゆ、ゆ、雪乃はまだ、兄さんにキスしてもらったことがないというのに……うふ、うふふふ……」

「アニキさあ……やっていいことと悪いことの区別がつかないわけ……？」

「……あ、兄者……こ、これは……み、見境が……なさすぎる……い、妹の……敵……」

「違ちがう！　違うのだ、聞いてくれ妹たちよ！　夏侯惇たちとのキスは、あくまでも荀じゆん彧いくお姉さんの計略の一いつ環かんで、暴走した曹操の命令で……許してください！　許してください！」

「許す許さぬは！」

「我らが決めること！」

「……フオオオオオオ……！」

　蛇矛。青龍偃月刀。方天画戟。三本の宝貝がいっせいに、

「「「いったい、誰だれのせいだと……！」」」

　俺へと向けられていた。あ。これ、あかんやつや。えーと。俺がこれの直ちよく撃げきを喰らっても「北斗五丈」は発動しないんですよね、孔明さん？　ボク、ドウスレバイイノカナ？　兄の尊厳丸つぶれだが、この先生きのこるには五体投地しかない？

　が、この時。

　一面の蒼そう天てんに、いきなり巨きよ大だいな「イラスト」が投とう影えいされていた。

「あーっ！　関張飯店で焼かれたはずの、シスマゲドン先生の一点物イラストだあ！」

「えええっ？　水着メイド姿の私とななちゃんがおっぱいを押しつけ合っているあのイラストが、どうして洛らく陽ようの青空を覆おおい尽つくして……ははは恥はずかしいですっ！」

「……げ、現物は焼けてしまったが、そ、曹操がデータとして保存していた、のか……」

　ああ、そうか！　曹操が──怜れい香かが燃える関張飯店へ突とつ撃げきして一点物イラストの前に手を伸のばした時、あいつはイラストを「スキャン」していたのだ！　そいつを今、青空へと拡大投影しているんだ！　そうだ。オリジナルのイラストは消しよう滅めつしたが、俺たちの世界にはリアルもアンリアルもない！　やってくれたな、怜香！　お前はやっぱり曹操孟徳だ！

「「「「大反はん響きようの『三国姉妹コレクション』、洛陽にて堂々刊行開始!?　売上金は全額、洛陽の復興支し援えん予算に？　うおおおおお！　はっ、早く読みたいっ！」」」」

　夏侯惇たち四従妹組が、大だい歓かん声せいを上げている。

　そう。この青空に投影された「イラスト」は、真世界で「三国姉妹コレクション」を先行スタートするという「予告」だったのだ。

「あたしたちをヒロインに起用するなんて聞いてなーいー！　おっぱい修正してよう！」

「は、恥ずかしいですけれど、ともあれ大団円ということですね、兄さん！」

「うむ。俺たちはようやく登りはじめたばかりだからな、この妹坂を！　フハハハ！」

　待っていろ、孔明。すぐに徐じよ州しゆうへ向かうからな。

　お前を、この世界へ連れ戻もどすために！
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あとがき






「真・三国志妹Ⅱ　妹さえ勝てばいい。」を手にしてくださってありがとうございます！

　この第二巻は、前巻に引き続き、秀しゆう一いちたちが「アンチ英えい傑けつ」董とう卓たくと戦う「反董卓連合軍編」の後編です。ゲームやコミックでは、虎こ牢ろう関かんを突とつ破ぱされた董卓は洛らく陽ように火を放って、天子と洛陽百万の住民を強制的に長ちよう安あんへ連れ去ってしまうのですが、封ほう神しん英傑・董卓は長安へ引っ込むと「董卓暗殺イベント」が起こる確率が上がると知っているので、洛陽に籠ろう城じようします。つまり今巻は、完全オリジナル展開。一巻が脳筋バトルなら、二巻は秀一たち封神英傑の知ち恵え比くらべ・知略戦です！　むむむ脳筋バスター武将だけではこの先生きのこれないと、続々と召しよう喚かんされる軍師たち！　いよいよ、三国志らしくなってきました！

　ですがもちろん、その知略戦の内容というのが主に秀一の「妹」枠わくを巡めぐる丁々発止のいちゃらぶなので、二巻のサブタイトルは「妹さえ勝てばいい。」です。宇宙には無限の妹ラノベが存在するので、サブタイトルのネタが枯こ渇かつする恐おそれはありません！

　なお、新登場の軍師・荀じゆん彧いくお姉さんは曹そう操そう担当のラノベ編集者なので、繰くり出だす策もゲームやラノベのパ……もといオマージュばかり。超ちよう美人ですが、実はリアルでは男性経験のない干物お姉さんなので、大目にみてあげてください。たたた橘たちばな先生、すいません！

「秀一は籠城中の呂りよ布ふとデートして妹にできるか？」「曹操と呂布に封神された二人の女の子に絡からみ合った運命の糸とは？」「秀一に結けつ婚こんを申し込んでいる孫そん堅けんは、死の運命を変えられるか？」「正史では董卓に破は壊かいされ尽つくされる洛陽の運命は？」など、いくつものドラマが同時進行する二巻ですが、「人間にとって、リアルとは？」「人間にとって、なにが真実でなにがニセモノなのか？」というテーマが根底にあったりします。そもそも「封神英傑」とはホンモノなのか、ニセモノなのか。でも、エンタメ小説におけるテーマというものは作品を読んでくださった方がなんとなく心で感じ取ってくださればいいものなので、あとがきで作者がいろいろ語らないほうがいいと思います。続きは本編で！

　というわけでこっちの世界の担当さん、またまた春日かすがにドストライクの美び麗れいなイラストを描かいてくださったをん先生、そして読者の皆みなさまがたに御おん礼れい申しあげます。三巻のサブタイトルもすでに内定しています。呂布星人が襲しゆう来らいする怒ど濤とうの展開にご期待ください。フハハハハ！
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